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第 I部 概念と研究方法 
2 
第 1 章 研究概要 
 
1. 研究背景 
 インドネシアの労働者人口の 55.4% は女性である（インドネシア統計部門：2000）。
2001年の全国労働者調査 (Survei Angkatan Kerja Nasional-SAKERNAS) によれば、女性の
労働者人口は毎年 18%ずつ増加しているという1。このデータから、インドネシアでは、
女性が働くことは普通のことであることがわかる。しかし女性たちが今までどのように
仕事と家庭を両立させてきたのか、あるいはどのような社会的・政策的な支援を受けて
きたのかについては十分に研究されていない。 
 これまでのインドネシアにおける家族研究では、家族に関する問題として、少年犯罪
（juvenile delinquency）2、売買春3、ストリートチルドレン4、移民及び家事労働者5が多
く注目されてきている。それらの問題は人の命や人権に関わっており、喫緊に対策を講
じる必要がある非常に大事なトピックである。しかし、中流社会の共働きといった、従
来、少子高齢化に繫がる社会問題としては取り上げられることのなかった要素にも、目
を向ける必要があると思われる。本論文では、現在都市化が進んでいるインドネシア社
会における都市中間層の共働き女性の子育て問題や仕事と家庭とのジレンマについて家
族社会学の観点から明らかにしたい。 
 共働きが自明視されている他の東南アジア諸国と同様に、インドネシアでは女性が夫
の次に稼ぎ手として期待される。農民社会の文化的な背景もあり、共働きは一般的な家
族形態である。労働階級の人々にとってインフォーマルな仕事は“社会福祉”の代替とな
りうる役割を持ち、稼ぎ柱である夫の解雇や病気、死亡という事態においては、女性が
代わって主たる稼ぎ手になることもある。社会的、経済的に余裕のある中流階級の人々
にとっても、共働きによる生活水準の向上が目的である。 
 上記に加えて、インドネシア社会が共働き社会であった背景には、インドネシアにお
ける「男女平等」思想の影響も考えられる。カルティニの思想における emansipasi 
（英：emancipation、日：女性解放）という概念は、インドネシアにおいて「男女平等」
                                                        
1 Country Gender Profile: Indonesia, January 2011 JICA Final Report. 
2 例えば、Rohany Nasir (他) (2010) Effects of Family Functioning, Self-esteem, and Cognitive Distortion on 
Depression among Malay and Indonesian Juvenile Delinquents.  
3 家事労働者、売春、移民を含める研究は例えば Ruth Rosenberg (ed.) (2015) Trafficking of Women and 
Children in Indonesia. 
4「インドネシアにおけるストリートチルドレンの教育プログラム及び政策」についての研究は例えば
Yohanes Temaluru & Anne Marie Ricaldi Coquelin (2005) A Study of Policies and Programs of Street Children 
Education in Indonesia.  
5 子どもの家事労働者についての研究は例えば Pusat Kajian Perlindungan Anak (Center on Child Protection) 
(2013) Child Domestic Workers (CDW) in Indonesia: Case Studies of Jakarta and Greater Areas. 
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と解釈され、政権ごとにシンボル化されつつ今日に至っている。長年にわたってカルテ
ィニの日は「男女平等の日」として祝われている。フェミニズムという言葉は一般人に
は好まれない傾向があるが、男女平等と解釈された emansipasi（女性解放）という表現は
ポジティブな意味として捉えられる。カルティニの思想に対する反論も以前より強くな
っているものの、女性教育の重要性に対する意識は変わっていない。 
 近代化の過程においては、学歴および職歴が社会的地位に反映する。したがって高学
歴志向はインドネシアの一定層の子育てにおいては根強い。しかし、現在の都市部の中
間層の一部では、学歴や定職にこだわらない新たな母性規範も誕生している。 
 80年代に、インドネシアの ”Keluarga Berencana” （家族計画）は、国連 UNESCOの避
妊対策に関する賞を受賞したが、1998 年代の改革時代以降、この計画は宗教指導者を始
め、多くのインドネシア人に批判された。新体制時に使われた “dua anak cukup” 「2人の
子どもで十分」という家族計画のスローガンが “dua anak lebih baik” 「2 人の子どもはよ
り良い」という表現に変えられ、雰囲気を和らげられた6。新体制の女性エンパワーメン
ト大臣によって進められた女性の「複役割」（尼：peran ganda、英：double role） 概念が
ポスト新体制以降にフェミニストや社会学者に批判され、「二重負担」（尼：beban 
ganda、英：double burden）という概念に変わった(Blackburn, 2005: 153) 。日本の社会史、
社会学においては、女性の家庭役割と仕事の役割が「二重負担」(double burden) というネ
ガティブな表現で語られている。この視点から見てみると、今までインドネシア人が誇
りをもっていた女性の「複役割」(double role) とは何だったのかを不思議に思わざるを得
ない。これが本研究の研究動機であり、出発点である。 
共働きの育児問題に関して、インドネシア政府の役割は明確ではないと言える。社会
福祉制度を管理する社会省 (kementrian sosial) は遺児やストリートチルドレン等、深刻な
な貧困層問題で忙しく、一般の保育園の問題は後回しである。現在、乳幼児教育機関の
設立がブームになっているとは言え、教育省 (kementrian pendidikan) の政策では現場には
プレイグループ等の乳幼児教育機関と保育園を区別していない。  
 2010年にインドネシアの教育省乳幼児教育 (PAUD-Pendidikan Anak Usia Dini) 組織は構
造を更改し、フォーマル教育である幼稚園（TK-Taman Kanak-Kanak) とインフォーマル
教育である PAUD (Kelompok Bermain／プレイグループ、 Pos PAUD（代替保育園）、 
Taman Pengasuhan Anak／保育園) を一つの局に統括した7。しかし、現場では、保育園の
基準や保育士の資格さえはっきり把握しておらず、幼稚園の教諭である pendidik（教育
者）と、pengasuh（意味的には「保育士」であるが、実際は子供のおむつ交換、掃除、
                                                        
6 Hull, T.H. (2002) 及び Blackburn, S. (2005). 
7 Ministry of National Development Planning/National Development Planning Agency (BAPPENAS). (2013, 
pp. 34-35). 
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調理など、家政婦のような役割をしている人）が大まかに区別されている程度である。
また、ゼロ歳から 2歳までの保育園は、教育省の 2010年政策によれば Pos Paud （代替保
育園）が管理するべきであるが、長時間、乳幼児を預けられる場所が非常に少ないため、
頼りにはならない。共働き家庭は、相変わらず膨大なお金をかけて、民間の有料保育園
を利用するしか選択肢がない。それでも、数としては不十分であり、清潔で理想的な保
育園を手に入れることは現実には極めて困難である。  
 2014年 11月にインドネシアの副大統領 Jusuf Kallaが、ある大規模なイスラーム組織の
宗教指導者の助言に基づいて、女性が子育ての為に時短勤務を可能にする案を提示した8。
子どもは科学や技術によってではなく、母親との接触によって育成されるという考えで
ある。さらに、日本や先進国のように女性に様々な支援を与えることによって、子ども
により愛情を注ぐことができると Jusuf Kalla副大統領は述べた。 
 しかし、Yohana Susana Yembise 女性エンパワーメントと子ども保護大臣から、公務員
の女性だけこのような政策を適用するのは不公平であるという反対があった。民間企業
に勤める女性たちから不満が出て、企業の運営側に混乱が起きる可能性がある。女性に
のみケア役割の重い責任を負わせるという差別も考えられる9。  
 女性暴力保護国家委員会 (Komnas Perempuan) は、副大統領が提案した女性向けの勤務
時間の削減は 4 つの理由で辞めるべきだと主張している。それは、①家庭の役割は父親
と母親 2 人で担うべきであり、子育ては女性のみに責任があるというパラダイムを強め
ること、②女性を再生産領域に押しこめ、民間企業は勤務時間の限られている労働者を
雇いたがらなくなる、③父親の役割意識を低下させることになり、子どもが逆に父親の
存在を見失う可能性がある、女性への DV の可能性が高くなることの懸念、④根本的な
問題を解決しておらず、一時的解決にしかならない10、という 4点である。 
 上記の議論において、労働大臣は女性にのみ時短勤務を制度化することは、女性差別
ではないと述べる。労働省では、生理休暇、授乳の権利などは男性労働者には適用され
ない制度であるが、差別という指摘はないというのが主張の理由である。女性の勤務時
間の短縮は、次世代の育成というより広い文脈で見るべきだという11。 
 インドネシアでは、現在、子育ては多くの人々の関心を集めている。2016 年、少年非
行の予防や子育ての問題を解決するために、文部科学省大臣は、学校教育をフルデー学
                                                        
8 Viva. (November 25, 2014). JK Usul Jam Kerja untuk Wanita Dikurangi及び Republika. (November 25, 
2014). JK Wacanakan Kurangi Porsi Jam Berkantor Wanita.  
9 Merdeka (December 4, 2014) Menteri Yohana Sebut Wacana JK Bisa Munculkan Diskriminasi.  
10 Tempo. (December 5, 2014). 4 Alasan Komnas Tolak Jam Kerja Perempuan Dikurangi. 
11 Antara. (December 2, 2014). Menaker Kaji Usulan Pengurangan Jam Kerja Perempuan. 
5 
校12にすると提案した。しかし、「学校の設備も整っていない状態で、子ども達は刑務
所のような学校に縛られるのか」と地方の学校から反発が起きた。 
 女性の二重負担や子育て問題に対して意識が高まったことが、副大統領や大臣の発言
から明らかである。今までこのような育児に関する政府の議論はマスメディア上にはあ
まり取りあげられてこなかった。働く女性への支援はまだ完全に実現されておらず、議
論の段階ではあるが、政府が認識しているという変化があるだけで進歩だと考えられる。 
副大統領と労働大臣が考えている勤務時間の改革、教育大臣が発言した Fullday-school
（フルデー学校）の話題、及び女性エンパワーメントと子ども保護大臣が議論している
女性の福祉と子供の教育の議論には、一体どんな背景があるのであろうか。一つの原因
はこれまで家事・育児を任されてきた多くの共働き女性が、仕事と家庭を両立できなく
なったことが大きい。適切な政策を出す前に、政府を始め、インドネシア社会がこれま
で自明視してきた共働き女性たちの働き方や育児問題に注目する必要がある。本論文は
その共働き女性の二重負担を探ることから、現在インドネシアで熱い話題となっている
「次世代の育成」に繋がる共働き女性の母性規範や育児と仕事に対する葛藤に焦点を当
て、考察していく。 
 
2. 問題の所在と研究の目的 
2.1問題の所在：インドネシア女性にとっての罅（ひび）とは 
 本論文の課題は、現代インドネシアにおいて女性たちが抱えている母親規範に関する
困難やジレンマを記述することにある。この母親規範の困難（本論文では「罅」という）
とはインドネシアにおける社会的役割と母性の葛藤である。なぜ現代インドネシアの女
性がこの罅を持つことになったのかを理解するためには、インドネシアの歴史的、思想
的背景を知る必要があるだろう。近代インドネシアの発展の過程において、特に女性思
想に目を向けたときラデン・アジェン・カルティニ（Raden Ajeng Kartini、1879‐1904年）
の存在は無視できない。カルティニはインドネシア社会の女性像の根源とも言える存在
である。彼女はインドネシアの女性解放の先駆者であり、女性教育及び女性の社会進出
を苦闘した国民的英雄である。本論文は、カルティニを起点として、インドネシアにお
ける女性解放思想の変遷を捉え、そうした歴史的・思想的背景が今日の女性たちの「罅」
にどのように表れているのかを考察することを目的とする。 
                                                        
12 多くのインドネシア学校（特に国立学校）は朝 7時から遅くても午後 2時までであり、フルデー学
校とは一般の勤務時間に合わせて午後 4時か 5時までに延ばすことである。現在、存在するフルデ
ー学校は、ほとんどが食堂の設備も整っている学費の高い私立学校である。 
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インドネシアは歴史的に見て、4 つの期間に分けられている。植民地時代、旧体制時
代、新体制時代、現在はポスト新体制（改革時代とも言える）である。その時々に、政
策の影響を受けてインドネシア女性の位置づけも変わってきた。まずは、植民地時代、
旧体制時代、新体制時代の政治的、社会的変化を概観することによって現代インドネシ
ア女性の立場の変化を理解し、その上で、現在のポスト新体制時代の女性の「罅」を探
っていくことにする。歴史的背景を踏まえた上で「罅」の考察をすることを通して、こ
れまでアジアの比較研究においてあまり取り上げられてこなかったインドネシアにおけ
る女性の母親規範の特徴を捉え、インドネシアにおいて「来世への投資」とされる子育
てに関する宗教意識が重要な意味づけをされているという特異性を指摘する。 
 罅とは『サリナー：インドネシア共和国の闘争における女性の義務』というインドネ
シア女性学入門に記載されており、女性が社会的役割と家庭的役割を両立するジレンマ
を指している。スカルノ初代大統領は、女性は外で働きながら、家事・育児をすること
に困難を抱えていると指摘し、19 世紀のオランダ社会主義フェミニスト Henriette Roland
の言葉を借り、彼女らは “scheur”「罅」を抱いている女性たちだと表現した。スカルノ
はその“scheur”を“retak”とインドネシア語に訳し、英語では “crack”と訳した。上記の表
現を引用し、Sylvia Tiwon氏の英文論文 “Constructing Boundaries and Beyond” (2000, p.80)
では、「罅」を治すことを to heal the “rent”と訳している。筆者は上記を参照し、日本語
として、裂け目を表す「罅」という言葉をあてることにした。 
 Henriette Rolandが言った“scheur”は一体どんな意味であるのか、またどんな感情をもっ
て吐露されたのかを明らかにするには、さらなる文学研究や徹底的な概念分析が必要と
なるであろう。実際、仕事と家庭の間に挟まれている状態は、確かに「葛藤」「コンフ
リクト」「ジレンマ」という表現でも表すことができる。これらの言葉は具体的な事象
にかかわる問題を捉える概念であるが、その困難にかかわる女性たちの感情を表現しき
れてはいないと考えられる。ジレンマや葛藤は合理的な解決に繋がっている。しかし、
心の「罅」は癒す・治すことに繋がると本論文に区別している。「もやもや感」ととも
いえる複雑な気持ちを抱いている女性たちの心情は、ただ単に「葛藤」や「ジレンマ」
を感じているという概念では表し切れないであろう。この表現を使うことに社会主義フ
ェミニストである Henriette Roland の詩を借りたからこそ、インパクトがより感じられる
表現となったと期待される。よって、解消しきれない複雑な心情を持つ主婦の問題は、
歴史のなかで答えを求め続けられてきた問題であり、今日もなお解消できていない問題
であると指摘したい。後半のインタビュー調査では、現代インドネシア社会における女
性たちが、この「罅」とどのように直面し、どのようにそれを治そうとしているかを記
述する。 
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 第二次世界大戦後、インドネシア初代大統領スカルノは日本について、平安時代には
女性が権力を持ち輝いていたのに、現在はドメスティケーション（家庭化）されている
と語っている（1951: p.38-39） 。スカルノは、平安時代には素晴らしい作品を産んだ有
名な女性詩人が多く存在していたが、第二次世界大戦後の女性には、外には活躍の場が
なく、家庭でしか活躍できないことは残念なことであるという。『サリナー』において
スカルノが語った日本についての印象は、平塚らいてぅが 1911 年の『青鞜』（Blue 
Stocking）に発言したことと同じである。平塚らいてぅは女性の従属に関して次のように
言及する。 
「元始、女性は実に太陽であつた。真正の人であつた。今、女性は月である。
他に依つて生き、他の光によつて輝く、病人のやうな蒼白い顔の月である。」
13  
 平塚らいてぅがこのように書いた後 44 年を経ても、女性は他の光を映し出す「月」の
ままであり、自分の光を発する源という立場になれずにいるということにスカルノは関
心を寄せていた。1950 年代の日本は高度経済成長時代であり、60 年代になってからはさ
らに飛躍的な成長を続けていた。この時代には、男性のサラリーマン化、女性の主婦化
という傾向が見られ、独立戦争から解放したばかりのインドネシアと比較して、日本の
女性が公共の場で活躍していないというのがスカルノの印象であった。 
 50−60 年代のインドネシア女性は、独立後の開発、経済成長に貢献するため家庭に留
まらず、公共領域にも参加する義務があるとスカルノ政権は呼びかけた。しかし、スカ
ルノ政権が崩壊し、新体制のスハルト政権が始まってから、インドネシアは政治的・経
済的に安定し、女性の公共領域における活躍よりも家庭の責任の方が重視されるように
なった。女性運動がよく議論されたスカルノ政権と比べると、新体制では家庭における
女性の立場や理想的な母親像の方が議論されていた。また、1983 年から女性エンパワー
メント大臣が誕生し、公共の場での女性参加自由という男女平等を宣言しながら、家庭
の責任は女性に任せっきりという女性の「複役割」の概念が生み出された。 
 80年代に産まれた筆者は ”Japanese economic miracle” や Ezra Vogelの “Japan as Number 
One: Lesson for America” のような日本の素晴らしい経済状況についてのニュースを浴び
ながら育てられてきた。当時の日本の女性たちは教育ママのように必要以上に家庭や育
児に取り組んでいたと言われていた。時代が変わり、現在は日本においても専業主婦は
もはやマジョリティーではない。しかし、インドネシア社会では、日本の女性に対する
イメージは「良妻賢母主義」、「教育ママ」、「専業主婦」という昭和期の女性像のま
まである。さらに、このような印象は日本の経済成長の鍵だとされ、インドネシア社会
も家庭を優先する日本の専業主婦を見習うべきだという意見がソーシャルメディア等で
                                                        
13 Hiratsuka Raichō; translated with an introduction and notes by Teruko Craig (2010), （原書: 平塚らいてう
（1992）） 
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散見される。日本社会の女性たちもインドネシアと変わらず、仕事と家庭を両立する困
難に直面していることはインドネシア社会ではあまり知られていない。 
 女性の仕事と家庭の調和にはどのような歴史があり、問題化されてきたのだろうか。
ヨーロッパはフェミニズムや社会福祉制度に女性の二重負担問題の答えを求めた。社会
主義に求めたソ連も存在していた。しかし、この世の中で女性の二重負担問題は消えて
おらず、別の形で変容して、完全になくなっていないのが現状である。 
 
2.2研究課題 
 スカルノの『サリナー』では、当時の女性の「罅」が実はすでに記述されており、階
級によって「罅」が異なっていることも指摘されている。労働階級女性の「罅」は身体
的・精神的の両方の面において存在し、中流階級女性の「罅」は精神的な面の方が強く
見られると語られている。しかし、50 年代に書かれたため、当時の社会や理想しか描か
れていない。本論文は、カルティニからスカルノ、そして新体制の時代の女性に関する
社会思想を考察し、現在の女性の「複役割」規範を生み出した思想的背景を探る。様々
な社会変化が起こっているなか、女性の複役割が自明であったインドネシア社会におい
て、それは「複役割の幻想」であり、二重負担であるというシフト（変容）が進行して
きている。そのなかで女性たちがどのような「罅」を抱えているのかを、都市中間層に
焦点をあて、働き続ける女性たちと専業主婦になった女性たちの双方から探ることにす
る。 
 日本は、近代化の過程において女性が家事育児に専念することが規範化された。日本
女性の抱える葛藤と照らし合わせながら、インドネシアの変容を記述する。その問題を
捉えることでインドネシアにおける新しいジェンダー契約の可能性を探る。本論文は、
日本の家族史を参照しつつ、インドネシア社会における母性・子育て規範の変化及びそ
こにある女性たちのジレンマについて明らかにする研究である。したがって両社会を厳
密に比較する研究ではなく、日本の主婦化に関する議論を参照項としながら、インドネ
シア社会における歴史的社会的背景と社会構造から上記の問題を探究するものである。 
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2.3問題設定 
 
図表 1-1本論の問題設定 
 前述したように、インドネシア社会に根強く残っている概念やイデオロギーから出発
しなければ、現代社会を生きる女性たちの「罅」を把握することは難しいであろう。本
研究では、女性の役割を巡る理論から始まり、言説分析を通して、女性がインドネシア
社会ではどのように位置づけられてきたのか、社会規範とその変化から明らかにする。
それらに基づきながら仕事と家庭を両立し難い女性の「罅」を記述する。ジレンマや
「罅」は共働きの女性しか感じていないのか、専業主婦の女性がどのように言及され、
どのような「罅」を感じているのかをあわせて探究する。仕事を継続している女性が存
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在している一方、「子育て」を理由にして、家庭に入った女性たちも存在している。そ
の女性たちはどのような方法で自分の「罅」を治すのか、これから適切な支援はどのよ
うに求められるのかを考えていきたい。 インドネシア社会は多様な民族からなる社会で
あり地域差や階層差も大きい。本論文は冒頭でも述べたように、都市中間層に焦点をあ
てて論じていく。 
3．方法論 
3.1 調査の概要・研究のアプローチ 
 本研究は、まずカルティニからスカルノ、新体制に至る男女平等に関する思想の変遷
をたどり（2 章）、その歴史的社会的背景と社会構造のなかで現実に女性たちがどのよ
うな罅を抱えているのかを言説分析およびインタビュー調査から明らかにする。 
本研究は質的調査であり、特に第 III部と IV部は現地調査 (field research) 及びインデッ
プス・インタビュー（in-depth interview） を通してデータを収集する。インタビュー対象
者は都市部に住んでいる短大卒以上の（子どものいない女性を含め）既婚女性である。
期間は 2014 年から 2015 年までの一年間をかけ、その後の情報確認等はメール及び SNS 
(Social Networking Service) によって行われた。 
3.2 地域概要 
 インドネシア共和国は東南アジアに存在しており、世界で最も大きい島々だと言われ
ている。面積は 1904,569 ㎢（日本の 5 倍）と東西に非常に長く、人口はおよそ 2億 6 千
万人（2017 年）を超え世界第 4 の規模である。インドネシアの面積及び人口は ASEAN
（東南アジア諸国連合）の 4 割を占める。また、人口の 6 割がジャワ島に住んでいるた
め、ジャワ島の人口密度が非常に高い。1 万 7000 島以上の島が存在しているが、実際に
居住可能なのは 6000 島ほどである。つまり、無人島も多く、地理的人口分布のバランス
はよいとはいえない。 
 世界で最大のイスラーム圏の国だと言われているが、実はその他にキリスト教、仏教、
ヒンズー教及び儒教等、様々な宗教が認められる。ほとんどのインドネシア人は父系と
母系を両方大切にする双系制であるが、母系制の文化が伝統的に根強く残っている西ス
マトラ島のミナンカバウ族や父系のスンダ族も存在している。また、約 300 種類の民族
が暮らしており、方言を含めて 700 種類の言語が存在しているため、非常に多様な社会
である。主な民族はジャワ族（国民の 45%）、続いてスンダ族（15%）とマドゥラ族
（7.5%）である。 
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 義務教育は 15歳まで、小学校から中学校までの 9年間で行われている。2010年の統計
によれば、義務教育を満たしている割合は 40.93%しかない。15歳以上の識字率は 97%以
上であり、割合的には高いが、義務教育の上記の割合からみて、全体としては教育水準
が十分に高いとは言い切れない。 
 
 
図表 1-2 インドネシアの立地 
http://www.freemap.jp/item/asia/indonesia.html より 
 
 本研究では、都市部に住んでいる中流階級の女性が調査対象者であり、地域としては
インドネシアの大都市から以下の 4つの市を選定した。 
① ジャカルタ市（ジャワ島の 北西海岸に位置するインドネシア共和国の首都で、政治
経済の中心地となっている） 
② スラバヤ市（港町、ジャワ東部にある工業の中心地、2番目の大きい町である） 
③ バンドン市（西部ジャワにあるインドネシア・ファッションのトレンド・センター、
ジャワ島のパリ（Paris van Java) だと言われている） 
④ ジョグジャカルタ市（文化・教育の町だと言われており、世界遺産のボロブドゥー
ルやプランバナン遺跡でも有名） 
 上記の 4 つの大都市が研究対象として選ばれたのはインドネシア大都市の多様性を代
表しているからである。ソーシャルメディアによる保育園や子育てのコミュニティ及び
情報交換のプレ調査では、この 4 つの大都市は他の町よりも活発である。スマトラ島の
メダン市やセレベス島のマカサル市のようなジャワ島以外の大都市はこの調査ではカバ
ーしていないが、前述の 4 市がインドネシアの都市部における母性規範や子育てネット
ワークを含めた女性の複役割の議論を一定程度代表していると考えられる。 
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図表 1-3インタビュー調査した場所 
http://indonesia-corner.com/sightseeing/java/index.htmlより 
 本論文では、都市に在住する中流階級の女性がインタビュー対象者になる。実際に住
んでいたことがない外国人にとって、馴染みのないインドネシアはどのような社会なの
か、中流階級に当てはまる人たちの生活はどのようなことなのかをまず統計的なデータ
から見てみよう。 
 アメリカのある調査によれば、中流階級として呼ばれる人はどのような人かという質
問に対して、多くの対象者が「定職について、貯金できる人」だと答えている14。中流
階級とは何かについては様々な議論が行われている。中流階級といえば、定職はもちろ
ん、家や車をもっており、新聞を購読していることが特徴だと考える人も少なくない。 
 世界銀行によれば、中間層とは 1 日の 1 人あたりの支出が 2 米ドルから 20 米ドルと定
義されている。しかし、インドネシアの中間層をこのようなドルベースでは把握できず、
インドネシアの中間層はかなり広い（佐藤百合、201：倉沢愛子、2013)。本論文では共
働き女性（中流階級）だけでなく、職業中断型の専業主婦女性も中流階級として考察の
対象とする。 
 インドネシアの中流階級の正確な割合は定かではないが、多くの研究調査はインドネ
シアの安定的な経済成長及び消費支出の拡大が無視できないとされている。2012 年に行
われた BCG (Boston Consulting Group)の調査によれば、インドネシアの中流階級の割合は
40%まで上昇した15。しかし、インドネシアのインフレの状況を考えるとその収入の条件
は甘すぎると考えられる。Nielsen のアジア太平洋地域における消費者に対する調査
（2016, p.11）によれば、インドネシアはインドとフィリピンの次、第 3 番目に確実な消
費者 (the most confident consumer)だと言われている16。さらに、Peewの 2014年に行われ
た次世代のよりよい未来における調査、「現在の子どもが成長したら、彼らは親より経
                                                        
14Brown, A. (2016) What Americans Say it Takes to be Middle Class. USA: Pew Research Center.  
15 Rastogi, V (他). (2013). Indonesia’s Rising Middle-Class and Affluent Consumers. The Boston Consulting 
Group. 
16 Nielsen Global Survey. (Quarter 1, 2016). Consumer Confidence – Concerns and Spending Intention around 
the World.  
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済的に悪くなる？良くなる？」という質問に対して、62%のインドネシア人は良くなる
と答えている17。 
 
図表 1-4 インドネシアの中流階級の割合 
 
図表 1-5経済状況の自己評価 
                                                        
17 Pew Research Center. (2014). Emerging and Developing Economies Much More Optimistic than Rich 
Countries about the Future. 
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3.3データ収集 
 本研究のインタビュー対象者は上記 4つの大都市に住んでいる短大卒以上の 20-40年代
の既婚女性である。協力者は、（1） 仕事を継続し（中断再就業及び中断せずに継続す
る）／複役割をしている女性、（2）複役割をしないで、家庭に入った女性、（3） 子育
てと関わる政府機関や保育園関係者である。BCG の収入基準を参考にすると、ミドル 
(middle) とアッパーミドル (upper middle) の主婦がほとんどであるが、日本や先進国社会
と比較したら、やや広い範囲の中間層だと言える。町ごとに区別すると、次の通りであ
る。 
（1）スラバヤ市と周辺（郊外を含め）：5人、保育園関係者 6人 
（2）バンドン市：個人 1人、保育園関係者 3 人（主婦としての個人向けの質問も聞いた） 
（3）ジャカルタ市とその周辺（郊外）：個人 3人（保育園の関係 3人） 
（4）ジョグジャカルタ市：個人 2 人、保育園関係者：2 人、プロフェショナル母親学院
（Institut Ibu Profesional: IIP)という主婦コミュニティのメンバー（10人） 
上記の合計は 34 人、さらに保育園の見学やグループディスカッションへの参加人数と合
わせて 40人となる。 
 
調査対象者の分類 
 韓国の母性と育児援助ネットワークを日本と比較した山根真理と洪上旭（2007：
p.37）の研究法を参照し、本研究では「女性のライフコースと母性」に関して、3つのラ
イフコースパターンを分類した。（名前はすべて仮名） 
a.「継続就業型」：結婚・出産にかかわらず仕事を続けてきた 
b.「中断再就業型」：結婚後に仕事を辞め、その後再就業した 
c.「中断型」：結婚後に仕事を中断し、専業主婦にとどまる 
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調
査
地 
調 査
年 
ケ ー ス
記号 
年齢 ライフ
コース 
家族状況 
（大家族
同居/家政
婦雇用） 
仕事 最終学歴 
妻 夫 子
ど
も 
妻 夫 妻 夫 
ス
ラ
バ
ヤ
市 
2014 (Era) 
エラ 
34 35 2
人 
中断再
就業型 
 
核家族・
住み込み
家政婦雇
用 
会社
員 
会 社
員 
大
学 
大
学 
2014 (Puput) 
ププト 
44 44 1
人 
中断再
就業型 
 
核家族・
住み込み
家政婦雇
用 （ 当
時） 
大学
教員 
大 学
教員 
大
学
院 
大
学
院 
2014 (Atia) 
ア テ ィ
ア 
30代 30
代 
1
人 
継続就
業型 
核家族・
家政婦な
し 
大学
職員 
会 社
員 
大
学 
大
学 
2014 (Nora)ノ
ラ夫婦 
30 30 3
人 
中断再
就業型 
 
核家族・
住み込み
家政婦雇
用 
歯科 ク リ
ニ ッ
ク 院
長 
大
学
院 
大
学
院 
2014 (Iva) 
イヴァ 
40代 50
代 
n.a
. 
継続就
業 
n.a. 小学
校校
長 
自 営
業 
大
学
院 
大
学
院 
バ
ン
ド
ン
市 
2014 
 
(Minni) 
ミンニ 
40代 40
代 
n.a
. 
中断再
就業型 
n.a. 歯科
医 
n.a 大
学
院 
 
2014 (Sofa) 
ソファ 
20代 20
代 
1
人 
継続就
業 
大家族と
同居 
保育
士 
n.a 短
大 
 
2014 (Rara) 
ララ 
40 40
代 
2
人 
中断再
就業型 
核家族・
家政婦な
し 
幼稚
園・
保育
園園
長 
n.a 大
学 
大
学 
2014 (Jeni) 
ジェニ 
34 35 2
人 
継続就
業 
妻の親の
近くに住
ん で い
る・家政
婦なし 
研究
員 
会 社
員 
大
学
院 
大
学
院 
ジ
ャ
カ
ル
タ
市 
2014 (Riri) 
リリ 
34 40 流
産 
継続就
業 
核家族・
家政婦な
し 
国家
公務
員 
会 社
員 
大
学 
 
2014 (Susi) 
シュシ 
34 35 1
人 
継続就
業 
核家族・
家政婦な
し 
会社
員 
自 営
業 
大
学 
大
学 
2014 (Vera) 
ヴェラ 
40代 40
代 
3
人 
継続就
業 
核家族・
住み込み
家政婦雇
用 
国家
公務
員 
大 学
教員 
大
学
院 
大
学
院 
図表 1-6 2014－2015年インタビュー調査対象者の属性（共働き） 
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調
査
地 
調査
年 
ケース
記号 
年齢 ライフ
コース 
家族状況 
（大家族
同居・家
政婦雇
用） 
仕事 学歴 
妻 夫 子
ど
も 
妻 夫 妻 夫 
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市 
2014 (Ira) 
イラ 
40 代 40 
代 
n.a. 中断型 n.a. 元 教
員 
公 務
員 
  
2014 (Ana) 
アナ 
40 代 40 
代 
n.a. 中断型 n.a. 元 会
社員 
会 社
員 
  
2014 (Eni) 
エニ 
40 代 40 
代 
3
人 
中断型 n.a. 元 大
学 教
員 
 大
学
院 
大
学
院 
2014 (Aira) 
アイラ 
30 代 30 
代 
n.a. 中断型 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a
. 
2014 (Fara) 
ファラ 
30 代 30 
代 
n.
a. 
中断型 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a
. 
2014 (Rinda) 
リンダ 
30 代 30 
代 
n.
a. 
中断型 n.a. 実 験
室 の
助手 
公 務
員 
大
学 
大
学 
2014 (Zainab) 
ザ イ ナ
ブ 
 
30代 30
代 
2
人 
中断型 n.a. 元 大
学 教
員 
公 務
員 
n.a. n.a
. 
2014 (Asma) 
アスマ 
30代 30
代 
3
人 
中断型 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a
. 
2014 (Dini) 
ディニ 
30代 40
代 
4
人 
中断型 核家族・
家政婦な
し 
元 心
理 学
者 
自 営
業 
大
学
院 
大
学 
2014 (Rosa) 
ロサ 
20代 30
代 
2
人 
＜仕事
に就い
た経験
なし＞ 
核家族・
家政婦な
し 
就 業
経 歴
なし 
船員 高
校 
大
学 
ジ
ャ
カ
ル
タ
市 
2014 (Linda) 
リンダ 
30 40 1
人 
中断型 核家族・
日帰り家
政婦雇用 
元 会
社員 
会 社
員 
大
学 
大
学 
ス
ラ
バ
ヤ
市 
2014,
2015 
(Tina) 
ティナ 
33 36 3
人 
中断型 核家族・
日帰り家
政婦雇用 
元 会
社員 
会 社
員 
大
学 
大
学 
バ
ン
ド
ン
市 
2014 (Hasna) 
ハスナ 
40 40 4
人 
中断型 核家族・
家政婦な
し 
元 実
験 室
の 助
手 
公 務
員 
大
学
院 
大
学
院 
図表 1-7  2014－2015年インタビュー調査対象者の属性（共働き） 
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調査地 調査年 保育園名 特徴 筆者の調査方法 
バンドン
市 
2014 Day Care Daarut 
Tauhid 
プサントレンという
寄宿制のイスラーム
教学校・会社の保育
園 
見学、経営者・管理者への
インタビュー 
2014 TPA  
Mutiara Hati 
住宅街にある私立学
校の保育園 
見学、管理者及び利用者へ
のインタビュー 
ジャカル
タ市 
2014 Taman Anak 
Sejahtera (TAS) 
“Harapan Ibu” 
インドネシア保健省
の保育園 
見学、子ども家庭科の部門
や管理者へのヒアリング、
利用者へのインタビュー 
2014 Taman Balita 
Sejahtera”Kasih 
Bunda” 
国務長官婦人会の保
育園 
見学、管理者のヒアリン
グ、利用者のインタビュー 
ジョグジ
ャカルタ
市 
2014 TPA Masjid 
Kampus UGM 
国立大学のモスク法
人の保育園 
見学、管理者及び利用者へ
のインタビュー 
2014 ､
2015 
Toddler 
Preschool 
Montessori 
Jogjakarta 
カソリック教・モン
テッソーリ乳幼児学
校の保育園 
見学、経営者・管理者への
インタビュー 
スラバヤ
市 
2014, 
2015 
TPA Khadijah 
(Taman 
Pengasuhan 
Anak)  
イスラーム教学校の
保育園 
見学、管理者及び利用者へ
のインタビュー 
2014,20
15 
TPA Bening 
Kasih 
キリスト教学校の保
育園 
見学、管理者へのインタビ
ュー 
図表 1-8 2014－2015年インタビュー調査対象者の属性（共働き） 
注： 
①ジャカルタ市の厚生省と国務長官婦人会の保育園への見学はインタビューした対象者
と一緒にインフォーマルな形で行った。録音の許可を得なかったため、ヒアリングの際
にフィールドノートをとった。 
②スラバヤ市では、記載されている保育園の対象のほかに、ある大学の保育園と国家病
院の保育園も見学した。保育士へのインタビューも行ったが、経営者の許可が得ていな
いため公開はしていない。 
 
インデプス・インタビュー (In-depth Interview)について 
 本研究のインタビューは非構造化インタビュー (unstructured interview) で行われ、その
インタビューを録音しながらフィールドノートを取った。その後、インタビューしたデ
ータを文字化し、コーディングして分析を行った。質問リストは 2 つに別れ、主婦向け
及び政府機関や保育園の管理者向けである。調査の主旨および博士論文への掲載につい
て説明し、承諾を得ている。 
 インドネシア主婦向けの質問はまず基礎属性（名前、年齢、学歴、子どもの人数・年
齢、職業、夫の職業及び学歴）からはじめ、その後の質問の概要は以下の通りである。
①Emansipasi と性別分業の意味（男女平等／ Emansipasi の意味、性別分業に賛成かどう
か、複役割対二重負担、男性の家庭役割）、②女性の経済的な自立（女性は経済的に自
18 
立する必要があるかないか、外で仕事をしたことがあるかどうか、仕事する・しないか
の動機）、③共働き女性の最大のジレンマ（仕事での問題、社会役割と家庭役割は両立
できるのか、社会役割と家庭役割、両立する方法）、④専業主婦のジレンマ（社会的に
どう見られるのか、個人と家族の管理は大丈夫かどうか）、⑤夫の家内役割、⑥家族や
子どもの教育における大家族、社会、政府の役割、⑦保育園や乳幼児に関する考え方、
⑧Homeschooling に対してどう思うのか、⑨メイドを雇うことに関して、⑩共働きや専業
主婦を選んで、夫と子どもはどう思うのか、⑪日本との比較：女性と主婦に関するイメ
ージ（教育ママ、良妻賢母）、例えばトットちゃんのような学校はどう思うのか、日本
の社会福祉を知っているかどうか、⑫ワークライフバランス (WLB)に対して（WLB を
聞いたことがあるかどうか、一般的なインドネシア社会のWLBについてどう思うか、イ
ンドネシアで WLBを実現する為に、どんな長所と短所があるのか）である。 
 一方、保育園向けの質問項目は：①保育園を設立した背景、保育園の名前の由来、歴
史、②厚生省や文部科学省の許可を持つのか、③保育園と乳幼児園の違いは知っている
かどうか、厚生書と文部科学省が設立した保育園の違いは知っているかどうか、④乳幼
児と保育園設備の倍率は十分かどうか、⑤乳幼児の保護者の職業と経済的状況、⑥費用、
⑦小児科医、歯科医、栄養士はいるかどうか、⑧保育参観があるかどうか、⑨保護者と
の問題が起こったことがあるか、⑩現在の保育園に期待していること、である。 
4．論文の構造 
 本論文では、まずはインドネシア社会における女性の社会的位置づけを学説史から整
理する。さらに今までの女性に対する社会規範とその変化はどのように語られ、議論さ
れるのかについて、ソーシャルメディアにおける主婦論争から探る。さらに、近年イン
ドネシア都市部に保育園が創設されている実情と背景を調査研究し、インドネシアの保
育園事情とそれを利用する共働きの女性の葛藤を明らかにする。保育園に加え、ジョグ
ジャカルタ市におけるプロフェッショナル母親学院 (IIP) への調査からは、子育てに専念
するために辞職して家庭に入った専業主婦のネットワークの事例を取り上げている。こ
れらの文献研究、調査研究を通して、最後に、社会的役割と母性規範という「罅」の定
義を捉えなおし、様々な女性たちの葛藤の乗り越え方を分析することが本論の目的であ
る。 
 本論文は５部に分かれており、女性思想に関する文献調査から出発する。社会にある
「規範」及び「パラダイム」は歴史的・文化的な概念と深く関連しているので、インド
ネシアの女性性、母性及び社会的役割についての思想的背景を明確にした上でプレ調査
及びフィールド調査を行った。インドネシアでは、時代や政権によって「男女平等」の
概念が異なるため、その変遷をまずは言説分析を通してまとめた。 
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 イデオロギー的背景をまとめた上で、実際に起こっている母性規範に関する論争に注
目した。社会における規範の変化を主に取りあげるため、その論争を詳細に観察し、分
析を行う必要があった。どのような論争があるのか、どこで語られるのか、4−5 年をか
けて一般的に使われているソーシャルメディア上で起こった主婦論争を観察した。なぜ
ソーシャルメディアかというと、これは中流階級を始め、今日、多くの人々にとっての
コミュニケーション手段になっているからである。現在のインドネシアにおいて、マス
メディアは唯一のオピニオンメーカー (opinion maker) ではなく、一般人がソーシャルメ
ディアを通して情報やオピニオンをコントロールしている。つまり、世論を分析するた
めに、ソーシャルメディアの存在は欠かせないものになると言えるであろう。2013 年に
エジプトや中東の国々に起きたアラブの春と呼ばれる運動もソーシャルメディアの影響
が主な理由として取りあげられている。インドネシアでは、ソーシャルメディアが、政
治に関する議論は勿論のこと、オンラインショップという経済的なツールや様々なコミ
ュニティ広場として活発的に使われている（詳しくは第 3 章に議論する）。このような
状況をふまえ、本研究では、ソーシャルメディア上で起こった主婦論争を分析した。 
 文献調査、ソーシャルメディアを通して社会における「母性や子育て規範の変化」を
観察し、現地調査を実施した。インドネシアは世界で最も多様な社会の一つといってよ
い。経済的格差、教育上の設備及びインフラの格差が激しいインドネシアでは、社会状
況も様々であるため、どこ・誰に焦点を与えるべきなのかを考える必要がある。インド
ネシアでは、経済成長が目覚ましいと言われるが、実は中流が約 44%、裕福や上流の階
級が 3−4%にしか満たない。つまり、半分以上の国民がまだ貧困の問題を抱えており、決
して裕福な生活を送れる訳ではない。しかし、前述した分析を参照すると、インドネシ
アの中流階級が経済的・政治的の変化には大きい力をもたらすということがわかる。独
立運動やアジア危機における改革運動をはじめ、今までの社会運動も中流階級が動いた
ことが、社会を変える契機となってきたという背景から、本研究では中流階級に思考を
絞ることにした。大都市はジャワ島以外にも、スマトラ島にあるメダン市、パレンバン
市、またスラウェシ島のマカッサル市も可能性があったが、それらの都市では子育ての
情報交換を主に議論する SNS やソーシャルメディアが活発的とは言えないため分析の対
象とはしていない。 
 人口の約 6 割が暮らすジャワ島では、農村部に比べて都市部の人口が年々増加してお
り、その中でもジャカルタ、バンドゥン、ジョグジャカルタ、スラバヤは経済発展の進
む都市である。これらの都市で暮らす人々は、生活レベルがより高く、社会問題に対す
る意識も高いと筆者は推測する。 
 一方、ジャワ島以外の外島は、都市化は進みつつあるが、インドネシア本土と比較す
れば社会発展は緩やかで、また、十分なインフラ整備が整っていない地域も少なくない。 
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 ジャワ島の 4 都市を対象とすることでインドネシア全土を相対化することは出来ない。
SNS 上の論争を分析に含めている本論では、調査対象を政治、経済の中心として栄えて
きたジャワ島に限定し、ジャワ島以外の地域に関する調査は今後の課題とする。 
 インタビュー調査からは、子育て規範の変化に揺らいできた女性が自分のジレンマを
克服するために、充実した子育てサポートを求めながら仕事を継続する、定職をやめて
家の外で働くことを中断するという 2 つの傾向を指摘することができる。それぞれの道
を選んだ女性たちは、現状に満足しているか、新たな問題を抱えているのか、自分なり
の子育て法などについて、どのように言及するのかを調べたい。 
 インタビューから、子育て環境が大幅に変わった大都市では、様々な理由で仕事を継
続している女性たちはどのように子育てをしているのか、どのようなサービスを利用し、
これからどのような支援を求めるのかを本論文の分析の前半に取りあげる。後半では、
家庭に入った女性たちの子育て問題、コミュニティ及び専業主婦のネットワークに密着
して分析を行った。日本の主婦化と類似した傾向は見られるが、日本や先進国の近代的
主婦化とは異なる傾向が見いだされるだろう。 
 最後に、タイトルにも述べているとおり、「罅」を記述し、「罅」を治すという方向
性を示してまとめとする。そこで、今までまとめたイデオロギー的な議論から、旧体制
（1945−1965）に述べた「罅」と現在の「罅」はどう違うのか、新たな出口に進めるのか
という点を明確にする。インドネシアに 30 年間馴染んでいた女性の「複役割」という概
念を検討し、日本をはじめ、先進国に馴染んでいる「二重負担」の概念を参照しながら
結論とする。 
 章ごとの構成は以下の通りである。 
 第 I部概念と方法。第 1章の研究概要では、研究の背景、問題意識、方法論と論文の構
成について述べている。この章では、論文の課題設定とその背景を概観し、論文の全体
的な構成や研究の目的を明確に提示する。 
 第 II 部インドネシアの母性・子育て規範は変わってきたのかという議論では、2 つの
章に分けて、1998 年前の改革時代における議論と改革時代の後に変わった議論を考察す
る。 第 2 章プレ改革時代における女性の社会的役割を巡るイデオロギー的な議論では、
インドネシアの歴史の中で構築されてきた女性性に関する議論を取り上げ、現代の女性
社会進出とどのような関係があるのかを分析する。とりわけ、日本や欧米において議論
されてきた女性の「二重負担」が、インドネシアでは、少なくとも 1998 年までは「複役
割」というポジティブな表現として語られてきたことを指摘する。この定義はインドネ
シアの当時の政権が秩序化した女性性と深く関連をもち、政治的な背景を無視すること
ができない。思想的背景と社会構造の分析から、現代の女性の「罅」を把握・観察・分
析することができると考えられる。 
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 インドネシアの歴史の中では、大きな社会的政治的転換が女性運動と深く関わってい
た。例えば、植民地時代におけるナショナリズム運動（1928 年代）及びアジア危機に及
ぼした新体制の崩壊（1998）では、学生をはじめとする若者運動と重ねて、女性たちは
運動に力を入れたことが分かった。2 章では、 インドネシアの社会史上最も大事な転換
期であった三つの時代に構築された女性性について明らかにする。独立前の植民地時代
（〜1945 年）、スカルノ初代大統領の旧体制時代（1945−1965 年）、及びスハルト大統
領の新体制（1966−1998 年）の三つの時代がそれにあたる。この三つの時代にイデオロ
ギー的に構築された女性性を記述することによって改革時あるいはポスト新体制の社会
における変化を分析することができると考えられる。 
 第 3 章「ソーシャルメディアにおける主婦論争：ポスト改革時代の母性・子育て規範
の変化」では、SNS を通してインドネシアの主婦・子育て論争について分析する。この
章では、インドネシアの SNS で紹介されている日本の「良妻賢母」や「教育ママ」につ
いて取り上げる。インドネシアの主婦の一部に支持され、日本社会における意味づけと
は異なる捉え方がなされることで、これらの概念について誤解を招くような記事や掲示
板が大幅に広まったことを指摘する。SNS やソーシャルメディアを対象とするが、本格
的なメディア研究をすることが主目的ではなく、SNS というメディアにおいて、「専業
主婦」に関する議論はどのようにインドネシア女性に捉えられ、議論されているのかを
記述することが目的である。 
 インドネシアにおけるインターネット普及の影響で、SNS で繫がっているインドネシ
アの女性たちは永遠の主婦論争のなかにいる。それは理想的な母親はワーキング・マザ
ーか家にいる母親（専業主婦）かという議論である。彼女らは宗教の教え、幼児教育、
教育の心理学、社会学の概念等を組み込んで主張を展開する。その中で、「良妻賢母」
と「教育ママ」という日本から輸入された二つの言葉がインドネシアにおいてはポジテ
ィブに受容されていることを取りあげる。 
 第 III 部 保育園の誕生と共働きの子育て変化においては、メイド社会から保育園社会
への変化（第 4 章）および都市部の共働きにおける子育て問題とその葛藤（第 5 章）に
ついて論じる。第 4 章「保育園の誕生：都市部における子育ての変化」では、仕事を継
続している女性たちがどのような理由で仕事をやめないで子育てを行っているのかを調
べ、新たな子育て規範や保育園の誕生を詳細に記述する。特に、地域差がもたらしてい
る子育ての変化及びメイド社会における家政婦（お手伝いさん）の事情をどのように捉
えるのかを議論する。 
 インドネシアでは、すでに 2000 年代に長時間あるいは一日中子どもを預かる幼稚園や
プレスクール等は存在していたが、現在のような保育園の形態とは異なっている。多く
のインドネシアの保育園は Kementrian Sosial（日本の厚生労働省に相当）が設立した保育
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園ではなく、幼稚園と保育園を一体化とした認定子ども園のような施設である。この施
設は「デイ・ケア」や「保育園」といった様々な名称を使い、2010 年代から多くの大都
市でブームになった。大家族や家政婦に頼ってきた子育てが都市化等により不可能とな
ったことが背景にあげられる。 
 都市部においては、家族形態の変化がインドネシアの子育て規範に大きな影響を与え
ている。家族やコミュニティのネットワークに頼った形での子育ては現在の都市部に住
んでいる人々には困難になっている。プレスクールや乳幼児教育機関等、保育園のよう
な施設に子どもを預けることは、従来、否定的な目で見られていたが、そのような考え
方は徐々に変わってきた。むしろ、今までのように家政婦やベビーシッターに子どもを
預けるよりも、適切な保育園に預ける方が安心であるという考え方が増加してきている。 
 現在のインドネシアでは、保育園の数が不十分であることから、保育園の開設・運営
が新たなビジネスチャンスとされている。こうした背景の下、実際にインドネシアの保
育園はどのような施設なのか、どのような問題があるのか、経営者側と利用者側の声を
取り上げて分析することは新しい課題である。 
 第 5章 都市部の共働きにおける子育て問題とその葛藤では、都市部に住む 6人の共
働き女性へのインタビューから、具体的な問題や葛藤について論じる。 
 第 IV 部「中間層における“新・専業主婦”の構築」においては、第 6 章「新・専業主婦
像：ジョグジャカルタ市 IIP の事例」と第 7 章「IIP と主婦化：日本の専業主婦を読み替
える」という議論を取りあげる。第 6 章「新・専業主婦像：ジョグジャカルタ市 IIPの事
例」では、仕事をやめて家庭に入った女性たちの語りについて取りあげ、彼女らのアイ
デンティティ不安及びその不安を乗り越えるための方法を探る。ここで、事例ケースと
して Institut Ibu Profesional（プロフェッショナル母親学院）というコミュニティのメンバ
ーにインタビューを聞き、彼女らの「専業主婦」という選択の背景やその影響を詳しく
調べ、分析する。第 7 章「IIP と主婦化：日本の専業主婦を読み替える」では、日本の主
婦化と比較した際の、IIP の女性たちの主婦であることに関する意識の特徴をまとめてい
る。 
 第 III 部と異なり、第 IV 部では仕事を辞めて完全に家庭に入った女性たちの新たな問
題を取りあげて議論する。一番大きい問題はアイデンティティ不安である。今まで忙し
い日々を過ごしてきた女性たちが、時間の区切りが曖昧な専業主婦生活を送ることは人
生の大きな転換である。また、インドネシアでは教育費が非常に高い。一般的に、子ど
もが大学へ入学すると、親は学費、下宿費（アパート家賃および生活費）の全てを負担
する。日本のように子ども自身もアルバイトをしながら学費あるいは生活費を稼ぐとい
う文化はインドネシアには根づいていない。そのため、子どもは大学を卒業後、教育に
かかった費用を少しでも取り戻そうとする、または、そうした意識が強い。さらに、所
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属がない、家にいて収入がない人に対して良いイメージがなかったため、専業主婦であ
ることは「才能のない人間」として見られてしまう。このような偏見は学歴のある主婦
たちには心理的にきついことである。こうしたインドネシアの状況のなかで、高学歴の
専業主婦が抱えている問題を上手く捉えてネットワークを形成し、活動しているのが IIP
の会長であるセプティ氏である。本研究では、IIP 会長本人に話を聞くことはできなかっ
たが、ジョグジャカルタ市の IIPメンバーに密着し、インタビューを行った。 
 専業主婦の黄金時代である日本の昭和期と異なり、インドネシアは経済成長したとは
言え、社会福祉制度は遅れている。義務教育は中学校までであり、学費は無料となるが、
学費以外（制服や教科書など）は全て親の負担であるため、子どもを持つ親の負担は非
常に大きい。大学まで子どもを通わせたい親は教育保険に入らないと心配であるという
声も聞かれる。教育費だけではなく、国民健康保険の政策もはじまったばかりであり、
国民年金制度もないので将来に不安を抱く人も多い。これは専業主婦になった女性たち
の第二の問題である。ダブルインカムがシングルインカムになり、女性が専業主婦にな
ることで家計の収入が激減し、ライフスタイルや生活基準が大幅に変わるという研究結
果も見られる。しかし、そこで日本や今までの先進国の主婦化とは異なる特徴が見いだ
された。それは宗教の影響と SNS 利用による影響である。インドネシアの宗教には、
「富は死んだら持って行くことができない、なぜそんなに追いかけるのか」「富は海水
のように、飲めば飲むほど喉がさらに乾く」という信念があり、そこそこの生活基準が
満たされたらそれでいいという考えがある。経済的な必要があれば、在宅で稼ぐ方法は
あるので、専業主婦のコミュニティが SNS を使ってオンラインショップを始める人や、
自身が培った才能を利用して作家、翻訳者、在宅の家庭教師等を始める人が現れている。
この章では、近代的な母性規範が浸透するなかにあってインドネシア的な“主婦化”の特
徴が見いだされた。 
 第 V 部、終章の「結論」では、インドネシアの女性の「複役割」を分析して、「罅」
を具体的に記述し、罅の治し方をまとめる。日本とは異なるインドネシアの特徴を指摘
する。カルティニ以降の「男女平等」の考え方、農業社会という文化的背景、共働き社
会であるインドネシアでは、日本が経験した近代化とは異なる傾向が見いだされた。 
 これはアジアの家族史に取りあげられる「圧縮される近代化」という概念に当てはま
るであろう。現段階のインドネシア社会は、日本、シンガポール、韓国、台湾のような
少子高齢化社会になる前に、労働不足の問題に直面する前に、他国の例を参照し、母性
規範や子育ての問題をクリアできる可能性を持っているのではないだろうか。  
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5．先行研究 
 先行研究としては、アジアにおける近代家族の形成と女性の主婦化に関する議論と
（①）、女性の子育てと就労に関する研究（②）を主に取り上げる。これらを通して、
インドネシアにおける子育て規範と母親規範についての歴史的、文化的背景の考察と二
重負担および複役割に関する女性たちの葛藤を考察するという本研究の意義を確認する。
先行研究の調査と、本論文の調査研究を通して、インドネシアの子育ておよび母親規範
の特徴を明らかにする。 
①アジアの母性、子育てネットワークとジェンダー分析 
 多くの日本の家族史研究者が、近代社会において性別役割分業が生み出され、母性は
近代化の産物であると指摘している。例えば、江戸時代には、武士階級において父親が
子育てにかかわっていたとされている（Yamane Mari & Hong Sang Ook, 2008: p.71）。 
 女性の M 字型雇用や社会背景に関して、韓国と日本には多くの共通点が存在している
が、母性規範には相違点が述べられる。日本では育児ノイローゼや母親の孤立感の問題
が多く語られたが、韓国にはそれが見当たらないという。韓国では、感情的・情報的レ
ベルでは母親同士の交流やネットワークが日本より豊富だからと言われている （ibid: p. 
82）。 
 一方、橋本泰子とクア・ウォンブンシン（2007: 188−189）によれば、日本や韓国の M
字型女性雇用パターンは、現在バンコクでもその傾向が見られる。1990 年末に生じた M
字型の凹みに着目すると、高学歴女性にはライフコースの変容が生じている。仕事と育
児を両立するのは難しいため、特に高学歴の女性たちには一時主婦化という現象が起き
ていることが分かった（ibid）。その理由は、①教育は階層移動の最大の手段であるため、
育児には子どもの基礎的な教育は重要である、②共働きには子育てと仕事の調和は難し
い。保育園、ベビーシッターと大家族のネットワークがあれば助かるが、バンコクでは
保育園も非常に乏しい。③中流階級の人たちは仕事を辞職しても経済的に夫一人の収入
を頼りにしても生活基盤が崩れない（ibid）。 
 インドネシアの本論文の調査でもバンコクの子育て事情と似たような傾向が見られる。
バンコクの高学歴の女性たちにおける一時主婦化のような現象は、インドネシアの大都
市に住んでいる中間層の中でも起きているのだろうか、また共働きの子育てにはどのよ
うな変容が生じているのかを本論文において明らかにする。 
 
近代化と主婦化 
 『アジアの家族とジェンダー』（2007）では、落合恵美子は近代化と主婦化の関係性
を分析している。 落合によれば、出生率低下は家族の変化における指標として使われ、
近代家族の成立期を把握するのに役立つという。近代家族の形成期は、通常 2 つの出生
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率低下の間に発生しており、ヨーロッパでは 1930-1960（50 年間）、日本は 1950-1970
（20年間）、他のアジアの国々では存在していないという（Ochiai, 2013: p.184)。  
 今まで多くの理論では、近代化が「主婦化」を及ぼしているということが主として言
及され、ヨーロッパでは 1970 年代以降、日本では 1980 年以降に、家族及びジェンダー
研究の分野は大きな理論的転換を経験した。1970 年代以降になると、アメリカや北西ヨ
ーロッパは女性の就労率が上昇して、「主婦化消滅」が生じた。「第 2 フェミニズム」
による性別分業批判における変化は「脱近代」（ポストモダン）あるいは「第２の近代」
と呼ばれる。離婚率増加、出生率低下、婚外子の増加等の「第 2 の人口転換」が生じて
いた。 
 しかし、日本の場合は欧米とは状況が異なり複雑である。出生率低下、離婚の増加、
晩婚化等は人口学的変化の面では欧米諸国とあまりかわらないのに、「脱近代的性別役
割分業」への動きはなぜか停滞していると落合は指摘している。落合によれば、近代家
族の誕生と終焉についての「主婦化」と「脱主婦化」という単線的な枠組は日本以外の
アジア諸社会を視野に入れるといっそうの困難に直面し、日本のようなはっきりした近
代化と主婦化の時期を経験したことが無いという。これはそもそも近代の初期には、ア
ジアの多くの地域は「近代」を「植民地的近代」colonial modernity として経験し、戦後
に独立した後は、欧米社会モデル化と国民国家形成のための「伝統の再創造」をしたか
らだという。 
 落合によると、ヨーロッパの近代化と主婦化の経験と比較すると、日本の場合半圧縮
された近代（semi compressed modernity）、韓国の場合は圧縮された近代（compressed 
modernity）だという。経済状況の変化などにより、これまでの社会福祉制度が機能しな
くなった日本と韓国は脱主婦化に向かっている傾向が見られる。また、近代化を成功さ
せるためにシンガポールと台湾は自国の女性をそのまま労働市場に参加させ、ケアの仕
事（家事・育児・高齢者のケア）は同じアジア圏の外国人の家事労働者を活用しながら
維持している。一方、中国とタイの場合、今まで労働市場に参加した高学歴の女性たち
の場合、逆に辞職して家庭に入るケースが多く見られ、むしろ主婦化の傾向が見られる
のではないかということを言及している。 
 落合が編集したアジアの比較家族研究では、インドネシアの近代家族形態及び子育て
問題は言及されていない。アジアの女性および家族と労働に関する落合の比較研究を参
考にしながら、本論では、現代のインドネシア女性の二重負担と関わる母性規範やジェ
ンダー契約の変容を考察する。インドネシアについては、双系制（bilateral descent）、結
婚規範、さらには宗教意識と子育ての関連等を視野に入れつつ考察する必要がある。 
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② 子育て、女性のセカンド・シフトと社会福祉政策 
子どもにおけるヒューマンキャピタル（Human Capital in Children） 
 子どもに着目した際、ヒューマンキャピタルは主に教育（フォーマル及び非フォーマ
ル）から得ることができる。しかし、ヒューマンキャピタルを蓄積するために一番重要
な資源は家族の存在である。それは将来的に最大の収益を持つ子どもの乳幼児教育は多
くの社会において、家族によって行われるためである。Fransisco Cabrillo (1999: 87) によ
れば、 ヒューマンキャピタルの形成と収入を手に入れるためには知性 (intelligence)、学
術教育 (academic)、非学術教育、(non academic education) 、親の富 (wealth)と利他主義 
(altruism)が主に重要であるという。 
 親は子どもに 2つの方法で影響を及ぼすと Fransisco Cabrilloは指摘する。それは①遺伝 
(genetics)と②子どもの教育にかかる時間、動力、及び資源。つまり「子どもにおける投
資」である。さらに、Fransisco Cabrilloの指摘によれば、子どもに対する投資は①子ども
に時間を尽くすこと、と②子どもに資本を与えること、の 2つの方法で行われる。 
 それでは、専業主婦になるか否かに関する女性の選択肢と関連する、子どもへの投資
というヒューマンキャピタルの形成はインドネシア社会では、どう解釈できるのだろう
か。筆者のインタビューを通して、インドネシアでは、子どもに対する投資が物理的・
社会的地位の面だけではなく、Fransisco Cabrilloが主張した項目よりも「現世と来世への
投資」という宗教上の概念で説明されることが明らかとなった。そこで、インドネシア
人が、いかにヒューマンキャピタルを入手したかについて、インドネシア社会で定義さ
れる「成功（sukses）」という側面から分析してみたい。 
 
セカンド・シフトと新たなジェンダー契約 
 共働きと家庭的な役割に関するジェンダー分析は Arlie Hochschild & Anne Machung に
よる ”The Second Shift” 『ザ・セカンド・シフト』を主な議論として取り上げる。セカン
ド・シフトでは、アメリカの共働き家族が直面している仕事と家事育児の問題が取りあ
げられ、社会階級、エスニシティ、及び学歴の背景によりそれぞれの家族のジェンダー
戦略が分析される。仕事の後にやらなくてはならない家事・育児であるセカンド・シフ
トはどのように分担され、どのような葛藤が生じるのだろうか。育児や家事はナニーや
家事サービスを利用して外部化されるのだろうか。 
 Hochschild と Machung は伝統的 (traditional)、平等主義的 (egalitarian)、または過渡的
(transitional)という 3 つの結婚イデオロギーを分けている。①伝統的 Traditional 結婚イデ
オロギーの場合、夫が稼ぎ柱であり、妻は家事育児の担当という性別分業役割のパター
ンを明確に実行している。女性が働いたとしても、その仕事は家庭的な活動をより重視
し、夫より少ない権力を示す傾向が見られる。②平等主義的 (egalitarian)イデオロギーは
27 
男女とも結婚に対する権力や権利（仕事、家族、両方のコンビ）を平等にシェアーする
家族を指している。③過渡的(transitional)とは伝統主義と平等主義の間であり、夫は主に
稼ぎ柱であるが、女性が家庭を優先するならば、家計を手伝うために働いてもいいとい
うパターンである。過渡的イデオロギーの場合、女性は夫が稼ぎ柱として自分の仕事と
家庭を両立するというワークライフバランスを求める。逆に、男性の場合は、男性自身
が仕事を維持しながら、妻の家庭と仕事の両立や調和を上手くまとめられることが期待
されている。 
 本研究から、仕事と家族の調和は依然社会において女性個人の問題だと思われており、
男女とともに解決するべき社会問題として取り扱われていないことが明らかであった。
また、夫婦における収入の格差は必ずしも特定な伝統的  (traditional)、平等主義的 
(egalitarian)、または過渡的(transitional)という上記の 3 つの結婚イデオロギーに比例する
とは限らない。つまり、より高額の収入を手に入れる女性でも、夫がセカンド・シフト
である家事育児に良く協力し、家庭のことをより取り組んでいるとは言い切れないので
ある。 
 
新たなジェンダー契約 
 Esping-Andersenは “Why we need a new welfare state” において、ジェンダー平等政策は
単純に女性の問題に限らず、母性と雇用が上手く調和できなければ、さらに子どもの貧
困を議論することもできないと述べている(2009, p.9)。Andersen は市場 (market)、家族
(family)、政府 (government) という 3つの福祉の柱の相互依存 (mutually interdependent) 的
な機能を重視し、その三つの柱のうち一つでも失敗したら、他の柱も大きく影響を受け
るという(2009, p.13)。つまり、今まで個人的な問題だと思われていた家庭問題は実は市
場、家族、および政府の政策と密接に関連しており、三つとも欠かせない役割をもって
いるという指摘である。 
 落合が述べたようなヨーロッパや日本が経験した近代家族、それを支えてきた社会福
祉は、今まで通りに継続することが難しい。Andersen によれば、男性が稼ぎ柱であり、
多くの子どもを養わなければならないという性別役割分業的な戦後の家族パターンは見
直す必要があり、新たな家族政策が再検討されるべきだという。なぜなら、それは現状
とは大きく異なっているからである。例えば、①戦後の政策に支えられた家族形態が一
般的ではなくなった、②働く母親には乳幼児を預ける保育園が必要である、③失業率の
拡大、また晩婚化により家族形成が困難な若者達が多くなってきた、④貧困から抜けら
れず、家族が徐々に不安定になる、⑤子どもの頃の生活問題は今後のライフ・チャンス
に深く繋がっていることである。この状況は現在ヨーロッパの脱主婦化の要因として共
通しているといえる。 
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 戦後の性別役割分業的なパターンから脱却するために、現在の政策は 2 つの課題を解
決するべきだと Andersen は指摘する。それは、①「女性フレンドリー政策」②ジェンダ
ー平等の課題として提起される (p.20)。 
 女性の社会進出が進んできた背景には間違いなく、サービス産業の台頭が一つの引き
金として考えられる。いくつかのサービスが外部化されることで、家族は必要なニーズ
を満たすことができる。女性が働くことは、経済・生産領域に貢献する一方で、消費者
としても社会に大きく貢献する。 
 しかし、「ジェンダー平等」いうスローガンにはまだ解決すべき問題も残っている。
第 1 に、女性がキャリアと子育てをどのように調和するのか。第 2 に、ジェンダー・ニ
ュートラリティである。つまり、例えば、日本では、女性の仕事だと思われていた保育
士や看護師の職業には現在男性採用も積極的に受け入られるようになったが、育児や家
事の負担は未だに女性の方が大きい。 
 Andersen は、仕事と家庭に関して、女性の選択の傾向を主に 2 つの考え方に分けてい
る。①family centered women家族中心の女性：子育てを仕事よりも優先するという考え方、
②dual role model複役割モデル：仕事中心だが、子育てを犠牲にしたくない女性の二つで
ある。このような人たちには女性に優しい職場環境（時間的に柔軟な仕事）が望ましい。
例えば教育関係、看護師、公務員等であるという(p.72)。この 2 つの傾向は本研究の対象
者の分類にとっても示唆的である。 
  前述した Andersenの福祉の 3つの柱は、インドネシアの場合、どのように考えればよ
いのか。Andersen は、社会福祉制度に限界がある多くの社会では、「新たなジェンダー
規約」として、家庭的解決（domestic solution）が女性の二重負担を助ける方法だと述べ
ている。インドネシアでは、伝統的に、女性が労働社会に参加してきた。にもかかわら
ず、女性は当時から二重の負担を抱えてきた。そのため、従来から家庭的解決方法が選
択されてきたのである。 
 しかし、今なぜ女性の二重負担が社会問題となるのか。家庭的解決方法はどのように
変化したのか否か。どのような時にインドネシアの女性は二重負担に直面しているのか。
これこそが、本論が明らかにするべきことである。 
6．本研究の課題と学問的意義 
 本研究は、カルティニを起点として『サリナー』、そして新体制へと至る女性解放お
よび男女平等に関する思想史的変遷から、インドネシアの都市部でホワイトカラーとし
て働いている女性たちの抱く「罅」について研究しようとするものである。「罅 」とは、
先述したようにインドネシア初代大統領スカルノが執筆した『サリナー：インドネシア
共和国の闘争における女性の義務』に書かれている表現で、19 世紀のオランダ社会主義
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フェミニスト Henriette Roland Holstの詩から引用された言葉である。共働きの女性は生産
領域で活躍し、心身共に疲労を抱えていても、帰宅後は、家事や育児という再生産領域
の家内役割を背負わなければならず、心に「罅」’scheur’を抱いていると Henriette は表現
した。この「罅」は主に社会的な母性規範と子育ての葛藤であり、中流階級の女性には
特に精神的なジレンマの方が大きいが、労働階級女性の場合は精神的にも身体的にも疲
弊しているとスカルノが述べたことも指摘したとおりである。  
 19世紀にすでに登場する「罅」は、21世紀の現在においても決して変わること無く、
セカンド・シフト（the second shift）、二重負担等という別名で名づけられてきた。こう
した女性のジレンマを解決するためには福祉国家が様々な政策を整え、女性や子どもに
対するフレンドリーな環境及びワークライフバランスを進めることが重要である。仕事
と母性や子育ての葛藤は女性のみの問題ではなく、社会全体や国の経済にも深く結びつ
いている。特に都市化や社会変容が激しい都市部において、現在インドネシアの女性が
どのように女性の二重負担の葛藤を乗り越えてきたのかを研究することは、今後のイン
ドネシアにおける女性のワークライフバランスを進める上で重要な意義を持っている。 
 本研究は家族社会学的研究であり、近代化が及ぼした女性の社会進出がどのように言
及されてきたのか、現在求められる支援や政策は何なのかを議論する。産業革命の歴史
が明確に存在していないインドネシアは、世界や日本の近代家族モデルの失敗、それら
の社会が今、必要としている政策から学ぶことができる。一方、本研究から、日本に対
しては、社会において見失われがちなコミュニティや職場における人間関係、家族の意
味や近代家族の規範の問い直し、新たなジェンダー関係などが提示できると考えられ
る。アジアの比較家族社会学研究において、今まであまり論じられてこなかったインド
ネシアの家族形態や女性の社会進出及びそのジレンマの分析は、既存の研究領域に新し
い知見をもたらすものであり、日本社会の問題を見つめ治す契機となる。 
 共働きへの子育て支援は、一体何が一番大事だろうか。子育て問題や少子化対策に欠
かせないことは職場の柔軟性と社会福祉支援だと言われている。インドネシアでは、日
本とは異なり、サービス残業や休暇の取りにくい職場の雰囲気などはほとんどない。職
場の柔軟性とは日本より優れている。また、インドネシアでは、家族や親戚だけではな
く、友達同士の絆も深いため、同じ子育て困難に直面している女性達が様々なコミュニ
ティを作り、新たなネットワークを構築することは可能である。 
 しかし、 現在、インドネシアは日本および韓国と比較すれば少子化率は低いが、
1970 年代から成功した「家族計画」のプログラムが出生率の減少に大きく影響する。少
子高齢化社会にならないように、これまで子供と老人を常に優遇するインドネシア人の
習慣・宗教の教え・価値観を都市化などで希薄化させず、共働きの子育て支援・政策を
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行わなければならない。今インドネシアにある性別分業にこだわらない子育てに関する
上記の価値観は、まさに日本の社会にも必要とされる少子化対策のヒントだと言える。   
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第 II部 インドネシアの母性・子育て規
範は変わってきたのか 
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第 2章 プレ改革時代における女性の社会的役割を巡るイデオロギ
ー  
 
 
1．始めに：政治性のない母親の戦略 
 日本における主婦化の議論を参照しながら、インドネシアの女性の社会的役割及び子
育て規範の変化について研究しようとすると、近代化と家族形態の関係性をインドネシ
アでどのようにとらえることができるかという難問に直面する。アジアの比較家族研究
で議論されてきた「主婦化」と「脱主婦化」をインドネシアにおいてどのように捉える
ことができるのかという問題である18。日本は女性の主婦化によって、近代化の道を歩
んできたのであるが、共働き社会であるシンガポール、台湾、及び中国は逆に女性を社
会進出させることによって近代化を成功させたと述べられている19。特に東南アジアの
文化では、女性が商売をはじめ、経済的領域に積極的に参加していると指摘されてきた
20。近代化や都市化が進んでいる中でも、女性は小さな商店を経営し、工場やオフィス
で就労することが多く見られる21。 
 同じアジアでも共働き社会と性別役割分業社会が求める育児規範、母性、及び家族の
あり方が当然異なっている。インドネシアはタイの状況とよく似ており、他の多くの東
南アジアの国々のように共働き社会に属している。しかし、そもそもインドネシアはな
ぜ共働き社会であり、女性が経済的領域に積極的に参加しているのだろうか。 
 これは植民地の経験があったからだろうか。そうであれば、タイは植民地の経験がな
くても共働き社会だと言われている。同じ東南アジアでも、仏教圏とイスラーム圏も存
在しており、信仰は簡単に共働き社会の要因として考えることができない。特にインド
ネシアの場合、様々な民族や宗教も存在しており、世界的にみて最も多様な社会の一つ
であり、単純に他国との比較で結論を述べることはできない。しかし、なぜインドネシ
アが共働きかつ、女性の経済領域参加が可能な社会になったのかは、植民地の経験と宗
教の解釈が 2つの要因として考えられるであろう。  
 本論文では、女性解放運動およびその思想的背景から、インドネシアの男女平等観や
子育て規範を探究する。共働き社会のインドネシアにおける女性の社会的役割を理解す
るために、まず植民地時代からこれまでの女性運動を見てみよう。インドネシアの社会
史に最も大きい影響を与えた女性運動は少なくとも 2つ考えられる。一つ目は 1928年 12
                                                        
18 Ochiai E. & Hosoya L. A. (Eds.). (2014) 
19 ibid pp. 16 & 183 
20 Reid, A. (1993: p.162)  
21 Ochiai E. & Hosoya L. A. (Eds.). (2014: p.15) 
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月 22 日にジョグジャカルタ市で開催された初の女性議会  (Kowani-Kongres Wanita 
Indonesia)である。この議会ではジャワ島及びスマトラ島にある 30カ所の女性組織が集ま
り、インドネシアの独立に貢献する女性の役割について議論された22。1928年 10月 28日
に行われた Sumpah Pemuda「青年の誓い」という一祖国、一民族、一言語の少年民主主
義者が掲げたナショナリズム的な誓いをきっかけに、女性議会が開かれた。その議会で
は女性の教育、健康等、様々な女性の権利を植民地政府に訴えた。歴史上初の女性議会
を記念して、12月 22日はスカルノ大統領によりインドネシアの「母の日」として定めら
れた。インドネシアの母の日は子どもと実母の関係だけではなく、愛国心やナショナリ
ズム色の濃い、独立前の母親運動を尊敬する意味を持って祝われる。 
もう一つの運動は、前述した一回目の運動と同様、学生を中心とする青年運動と重な
って行われた。この運動は 1998 年に起きたアジア危機を契機とする。アジア危機では、
主にタイ、韓国、及びインドネシアの外貨がアメリカドルに対して弱くなり、国内の物
価が何倍にも上がり、国民の生活が困窮した。特にインドネシアの場合、輸入超過のた
め国内経済が機能不全となり、国民の不満が増大した。とりわけ乳幼児の粉ミルクがほ
ぼ輸入品であったことが問題となり、高価な輸入品のミルクの代替として炊飯器内の米
の加熱から溶け出したでんぷんを利用した母親も少なくなかった。学生運動が全国民に
受け入られたのをきっかけに、生活に困窮した労働階級と共に粉ミルクに困っている母
親達が当時の政権に対してデモを開始した。裕福な女性層から寄附を集め、ジャカルタ
では ”Suara Ibu Peduli”23（気配りをする母親の声）という運動により、粉ミルクを無料で
低賃金労働者層の母親たちに配った。青年運動による影響力が大きかったとはいえ、注
目すべきことは、母親たちが学生たちと共に声をあげたことである。 
 上記の 2 つの女性運動は「母親」（ibu）という名称を使ったことが共通点であった。
なぜ両方とも「女性」(perempuan) ではなく「母親」と名付けられたのだろうか。最初の
運動は、女性会議で社会的地位の高い夫を持つ妻たちが中心となって議会をはじめたこ
とがきっかけである。1998年のアジア危機の Suara Ibu Peduli運動に参加した女性たちは
必ずしも既婚の子どもをもつ母親ではなかった。労働階級の運動に詳しいTati Krisnawaty 
（タティ・クリスナワティ）によれば、「母親」という単語を選択し、その運動を名付
けたのには様々な理由があった。「女性たちの声」ではなく、「気配りする母親の声」
という名前が組織に選ばれたのは「母親」は、家内シンボルであり、政治性もなく、危
険性がない無難な人物だと思われたからである24。「母親」を家内のシンボルとして、
                                                        
22Kongres Wanita Indonesia. (1978) 
23Arivia, G. (2007). Politik Representasi Suara Ibu Peduli（ 本論文は 2007年 5月 2日に行われる国家議員
の改革 9周年の記念日に発表された） 
24Ibid. 
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政治的領域の外にいる危険性のない存在として描いたことが、2 つの運動の共通点であ
り、世論の関心を引きつけた理由であるとされている。 
 アジア危機はインドネシアの経済、社会、及び政治に大きな影響をもたらしている。
32年間政権を握ったスハルト大統領が 1998年に倒れたのはそのためであり、その時点か
ら“reformation era”「改革時代」と呼ばれている。改革時代はインドネシア人を 30年間近
く制約した様々な国の政策から解放し、言論の自由が尊重された。1999年には 1950年以
降、最も信頼できる国民選挙が行われた。また、国家憲法改正はそれまでタブーとされ
てきたが、2000 年代に実行された。新体制では脱政治化イスラーム教の組織が自由に政
党を作り、支障なく活動できるようになった。中国系のインドネシア人に対する差別も
少しずつ無くなり、現地の人と同じ権利をもち、政治家や公務員の職につくことができ
るようになった。少数民族における差別や地域の格差問題はまだまだ残っているが、国
民が声を挙げること自体は禁止されない。改革時代には、これまでタブーであった議題
も公共の場で語られるようになった。自由主義は勿論、社会主義、共産主義まで、左
派・右派の思想もスハルト大統領時代と比較するとより自由に議論できるようになった。 
 スハルトの新体制が解散した後、概念や議論に対する解釈がより多様になることはイ
ンドネシアの社会史の中で興味深いことである。例えば、女性解放のシンボルであるカ
ルティニは、新時代には「女性はキャリアより家族の世話を優先にする」という理想的
な女性性として考えられていた。しかし、改革時代に入ってからは、言論の自由を尊重
するという背景のもと、カルティニはオランダ植民地政府が作った女性シンボルであり、
国民英雄として相応しいかどうかと、それまでなかった批判も出てきた。今までの慣習、
宗教、政治や政権によって構築された女性らしさが改めて問われるようになったのであ
る。 
 現代社会に起こっている変化を把握するめには、歴史や政治に絡むその国の社会的・
文化的な背景を理解するのが一つの条件である。あるイデオロギーや概念が構築された
過程は当時の政権の思考に深く関係があることは否定できないことである。本研究の大
きいテーマでもある「母性規範と女性の役割の葛藤」という課題を記述するためにも、
これまでの女性性に影響を与えた歴史的・文化的な背景を明確にする必要がある。した
がって、インドネシアにおける女性の社会的な役割に関する考察は時代ごとの政権によ
る女性性の歴史から出発しなければならない。 
 本章では文献調査を通して、改革時代までのインドネシアにおける女性の社会的役割
を巡る議論を検討する。特にインドネシアの社会史に最も大事な転換をもたらす三つの
時代に構築された女性性を明確にする。一つ目の議論は、独立の前から女性解放シンボ
ルとして取りあげられた「カルティニ」の男女平等思想、二つ目は、「サリナー」とい
う旧体制にスカルノ初代大統領(1945-1965)が書いた書物にみられる女性性である。
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“Sarinah: Kewajiban Wanita dalam perjuangan Republik Indonesia”（「サリナー：インドネシ
ア共和国の闘争における女性の義務」）には、女性の階級性と二重負担に関する指摘が
ある。最後に、”State Ibuism”「ステイト・イブイズム」というスハルト大統領の新体制
(1966−1998)における女性のドメスティック化について分析する。女性性の構築における
この三つの時代の歴史的・文化的な背景を明確にすることによって、現在のインドネシ
ア女性の社会的な役割がいかに形成されたか、現代社会の中流階層の女性たちがなぜ、
どのような「罅」を抱えているのかを探究することができると考えられる。 
 
2．カルティニの男女平等思想と女性の社会進出 
2.1「男女平等」と解釈される「女性解放」 
 インドネシアにおける女性の役割やジェンダー秩序を議論するにはまず植民地時代に
女性解放を苦闘した人物であるカルティニ(1879-1904)の名前を述べなければならない。
カルティニを巡る理論は 100 年間以上の歴史があり、今でも彼女の誕生日（4 月 21 日）
はカルティニの日として祝われ続けている。毎年のカルティニの日には、女性の教育・
役割・権利・理想的な女性像／母親像、及びフェミニズムとその話題についてマスメデ
ィアに取り上げられている。 
 カルティニはジャワ島の貴族の娘として生まれ、オランダ植民時代に男女平等を実践
するために苦闘した人である。当時、女性は kanca wingking（男性の後ろの友達）、つま
り外で活動することはできず、家の中にいる人と呼ばれていた。植民地政府の法律では
女子は小学校までしか勉強できないと定められており、貴族の女性は 12歳の時から結婚
するまで家に隔離されるのは普通のことであった。勉強を好んだカルティニはこのよう
な状況にあって、自身で様々なオランダ語の書物、小説や雑誌を読んでいた。彼女には
数人のオランダ人のペンフレンドがおり、文通を通してヨーロッパとインドネシアの社
会や文化、女性の社会進出などについて討論していたという。カルティニは、当時の慣
習に則り、面識のない貴族の男性と結婚させられたが、幸運だったことに相手の男性は
寛大な夫であったという。カルティニは父と夫の許可を得て女子校を創立する。これは
オランダの植民地時代初の女子校であり、当時の女性たちに大きな影響を与えた。 
 カルティニは、1964年の大統領令第 108号に基づき、インドネシア初代大統領スカル
ノにより「国民英雄」として定められた。なお、一般的には「カルティニの日」が祝わ
れるようになったのは、1964年の「国民英雄」への決定の後のことであるという誤解が
あるが、実は「国民英雄」として定められる前に、カルティニの誕生日はカルティニ学
校を設立するための募金活動と関係ある団体（オランダ人及び現地人）によって毎年祝
われていた。また、革命政府や女性の社会的役割をアピールするためにカルティニの誕
36 
生日が 1946年から女性運動組織によって祝われた25。慣習に制約されている女性たちを
独立させたカルティニに感謝するために祝われるカルティニの日は植民地時代から現在
まで「男女平等の日」だと国民に捉えられている。 
 カルティニは、女性が変革推進者(The Agent of Change)であるため、何よりも女性の教
育が大事なことだと考えていた。平等な社会は平等な家庭から始まる。今まで “kanca 
wingking”「後ろの友達」26と言われている女性たちは自分自身を解放するべきである、
とカルティニは考えていた。 
 カルティニの書簡集では、 “emancipation” 「解放」と言う表現がキーワードとなって
いるが、インドネシア国民には “kesetaraan lelaki dan perempuan” 「男女平等」と読み取ら
れる。多くのインドネシア人にとって、emancipationはイコール「解放」ではなく、「男
女平等」である。「解放」は “bebas”「自由」や “merdeka”「独立」という意味も存在し
ている。「独立」という表現はポジティブな意味として捉われるが、「自由」はインド
ネシア人にとって多少抵抗感があると考えられている。それは「自由」という言葉に
「社会的規範を気にしない」という解釈もありうるからである。毎年のカルティニの日
には、「男女平等」という表現のもとにカルティニの思想が熱く語られる。 
 さて、カルティニはなぜジャワ社会が「解放」、「男女平等」の必要があると思った
のだろうか。その理由について、シティスマンダリは「女性の無知＋男性のエゴイズム
＝忍従が原因である」と、簡潔にまとめている27。具体的に言えば、当時の不平等な社
会は多くの人々にとってはむしろ不平等とは思われておらず、当たり前なことだと言わ
れていた。現地の人が様々な差別を当然だと思っていたのは、知識の不足が原因である。 
 特に男女差別の場合、女性は今までの慣習が当たり前なことだと思い、不満を言わな
かったという。進学もできず、教育を受けなかった女性たちはこのような状況で生きて
いても反発をしなかった。また、閉居慣習28もなく、多少なりとも進学できた男性たち
の場合、社会には差別があると分かっていても自分の権力を保つためにその社会問題を
解決しようとはしなかった。当然女性に教育を受けさせようもしなかった。女性が無知
の世界から解放されることは、男性にとって今までコントロールできる人物がいなくな
り、自分の地位にマイナスの影響を与えると考えられる。男性は「今まで当たり前だと
思ったことは差別だ」と気が付いても、自分の快適な世界のためにそれを無視した。こ
のような我がまま男性が多く存在しているため、社会がなかなか変わらない。当然当時
                                                        
25 Mahy, P. (2012)を参照 
26 “kanca wingking”「後ろの友達」は「妻」を指すジャワ語の表現である。つまり、妻は後ろから夫を
支える人物という意味である。 
27 Suroto, S. (1977). 
28 閉居（pingitan）とは、ジャワ貴族の慣習であり、婚期の女性が花嫁修業としてあまり外に出かけな
いようにすることである。子どもの世界から卒業するべきであるが、大人の既婚女性のように社
会で自由に活動できないという考えに基づいている。 
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のインドネシア社会は高い文明を目指すことができず、植民地政府に侮辱され続けたと
指摘する。 
 女性差別に関して、カルティニは当時の強制結婚を取り上げた。「彼女達はもう慣れ
っこになっているんだ。彼女達にとっては何でもないことなんだ。もしいやなら、なぜ
そうしたんだ。」とカルティニはファン・コルへの手紙に語った29。「なれっこ」とい
うセリフは非常に無邪気である。当時、女性は「いやなら、それをやらない」という立
場ではなく、「いやでも、やらざるを得ない」という状況に置かれていた。強制結婚、
一夫多妻、閉居慣習、進学できない状況等が女性の望むことではなかったが、この時代
では不満を感じていても声を上げることができなかった。しかし、悲劇的なことに多く
の人々はこれを当たり前なことだと思ってしまった。 
 女性に教育をさせることはイコール母親に教育をさせること、つまり 「若い男性たち
を正しい道に指導する」ことは社会を教育すること・教養を与えることであり、カルテ
ィニが言った「女性解放にできること」と解釈できる。そのステップの先には、女性が
「後ろの友」という段階から「男性のパートナーとして社会進出する」という「平等性」
を目指している。 
 今まで「後ろの友」である妻は「ただ、主婦や母親の役割を勤めるだけにとどまらず、
夫の友となり、夫の仕事に関心を持ち、その仕事に共鳴する」とカルティニは 1902年 10
月 4 日にアントン夫妻に書いた。また同じ手紙ではカルティニにとっての「女性解放」
とは男性のライバルを作ることではない。女性に教育をうけさせて、社会に進出させる
ことで、男性のパートナーとして誇りを持たせることである。これは下記の手紙からわ
かる。 
 
「わたしは衷心から女子に学問と教育の機会を与えるために力を尽していただきたい
とお願い申し上げます。と申しましても、決して女子を人生の闘争条理における男子
の競争相手に育てようなどというわけではさらさらなく、かえってわたしは―女性が
及ぼす大きな影響を確信していますので―世界からその手に委ねられた義務―第一義
の人間の教育者たる母親となること―を実行するより賢明な能力を女性にもたせたい
念願からです。」（Kartini, 早坂三郎訳（1955）pp.168） 
 
 男女平等や解放について語ったなかで、上記の手紙の最後の部分には「女性の強大な
仕事は母親である」と書かれている。カルティニは女性解放運動と言いながら、同時に
女性の良妻賢母的な役割を主張した。教育と子育てに対する女性の役割はカルティニの
手紙では非常に重視されている。例えば 1902年 10月 4日、アントン夫妻宛と同じ日に書
いたアベンダノン夫人宛への手紙では彼女は次のように語る。 
 
                                                        
29 1901年 8月ファン・コル宛の手紙を参照（Kartini, 1989） 
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「家庭生活の中心となるのは母であり、子どもの教育という重大な任務、すなわち徳
育の方面を託されるのは母親です。だから女の子に完全な教育を与え、将来彼女らが
この重大な任務をりっぱに担当できるようにしてやらなければなりません。・・・ 
母親は、自分が真の意味の女性の幸福を授けてやる場合、自分の受けるものが何であ
るかを心得ている筈です。それは母の繁栄です！その子をもうけると同時に、次の世
代を教化する責任をその子に受け継がせるわけです。」（Kartini, 早坂三郎訳, (1955) 
p.169-171) 
 
2.2教育義務とナショナリズム運動に繫がる「男女平等」 
 カルティニの思想に関して、様々な解釈はあるが、最も議論が盛んなのは彼女の書簡
集がインドネシアのナショナリズムの誕生と女性教育（上記の男女平等思想）のきっか
けになったという点についてである。カルティニが苦闘したのはどのような 
“emancipation”「解放」なのか、本当に国民を捉えた「男女平等」なのか、またここに述
べられる「平等」は具体的にどのようなことを指すのか。さらに、特別に誕生日が毎年
祝われる国民英雄として相応しいかどうか等々、賛否両論はカルティニ研究の論文に多
く参照できる30。しかし本説では、基本的にカルティニの書簡集を解釈する目的ではな
く、彼女が書いたものが当時のインドネシアのエリート階級にどのような影響をもたら
したのか、国民がどのように受け止めたかをより重視したい。 
 Petra Mahy（2012）は ”Being Kartini: Ceremony and Print Media in the Commemoration of 
Indonesia`s First Feminist”という論文で、カルティニの日に議論される彼女の存在及び思
想の解釈の変化が、政権やエリートの政治的な目的によって変わってきたと述べている
31。しかし、今もって変わらないシンボルとしての共通点は、教育や平等に苦闘してい
る頭の良い若い貴族女性であることである。毎年の祝日には、植民地時代からクバヤや
伝統的な民族衣装のコンテストが開かれ、現在でも欠かせないイベントである32。 
                                                        
30例えば、Bachtiar, H.W. (1982: p. 67) 「カルティニはオランダが倫理政策のキャンペーンで作った人物。
インドネシア人はその人物を引き継ぎ、女性教育の英雄者としてシンボル化された」と主張する。
しかし、Jean Taylor によれば、カルティニは確実に優秀で当時の時代に必要とする英雄だと主張す
る（Taylor: 1989)。 
31Petra Mahy（2012）”Being Kartini: Ceremony and Print Media in the Commemoration of Indonesia`s First 
Feminist” Intersections: Gender and Sexuality in Asia and the Pacific 
Issue 28, March 2012 (http://intersections.anu.edu.au/issue28/mahy.htm#t14) 
32Petra Mahy によると、カルティニの誕生日のお祝いが最初にメディアに取り上げられたのは 1929 年
の“De Locomotief”であった。それはソロ市のヴァン・デヴェンター女子校で行われたカルティニの
生誕 50周年のパーティーであった。 
  オランダ植民地時代に、カルティニを記念するベントでは、大体カルティニの扮装をするコンクー
ルが行われ、新聞記事に記載された。1923 年、ウィルヘルミナオランダ王女の戴冠 25 周年記念の
パレードでは、 ジョン・ジャファという民族主義運動団体がカルティニの生活史をテーマにし、
トラックの上に大きいカルティニの写真を載せた。Sujatin Kartowijono という、一人のメンバーが
カルティニの格好をし、演技をしていた。彼女はピンクのクバヤ（ジャワ民族衣装）を着て、カ
ルティニの髪型をしていた。このパフォーマンスはパレードの最優秀賞をもらった。 
  1930年代に中部ジャワのいくつかの町で行われたカルティニの誕生日と関連するイベントはほとん
ど De Locomotiefに記載された。また、スマトラ島でも 1930年代の頭からカルティニの誕生日の記
念行事も行われ始めた。1939 年 4 月、Keoetamaan Isteri（美徳の妻）という女性運動団体は北スマ
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 Mahyの研究に述べられているように、カルティニが時代ごとに政権によりシンボル化
されたことは確かであるが、彼女の存在はどのように受け止められたのかを確かめるた
め、さらにいくつかの資料を見てみよう。 
 まず、ウマル・カヤムが書いた『パラプリヤイ』（ジェントリ達）には、カルティニ
の思想を背景にして女性の早婚を防ぎ、女性をはじめ社会全体をよりよく教育しようと
する事例が取りあげられる33。カルティニ自身も結局 20 代で結婚したが、当時の婚期と
比較すると遅い方であった。当時見合い結婚が当たり前の時代であったため、小学校を
卒業したばかりの女性が知らない男性と結婚させられることは驚くことではなかった。
しかし、カルティニの思想を推進する貴族やジェントリの家族では、十代の娘を早く結
婚させるのではなく進学させることが一つの進歩的な考え方として認められた。また、
当時メディア・リテラシーのあるジェントリ層は女性だけではなく、優秀な庶民を教育
させ、よりたくさんのジェントリ層を増やすことによって、ナショナリズム及び独立運
動にも繋げたいと考えていた34。 
 書簡集では、カルティニが自分の生きる時代に絶望し、理想的な社会がやってくるの
は 100年後ではないだろうかと書いている手紙がある35。実はカルティニが亡くなった後、
植民地政府は「倫理政策36」として国民向けの学校を多く設立した。また、カルティニ
基金という名前で女性教育のために募金を集めてカルティニ学校も設立された37。前述
した進歩的な「パラプリヤイ」ジェントリ層達の考えもこのような学校教育政策の影響
だと言える。実際に、当時教育を受けたエリート層の人々が男女を問わず独立後インド
ネシア社会において重要な役割を果たしている。 
 
2.3「カルティニになる」という理想的な女性らしさ 
 次に、カルティニが夢見た「100 年後の女性解放」について考えるために、カルティ
ニの死後に活動を行った代表的な女性の発言を見てみよう。生きた時代が短いながらも
                                                        
トラのメダン市で大きいカルティニの写真を舞台に置き、スピーチや式典を含め、カルティニの
夜を開催した。さらに、Keotamaan Isteri の雑誌では一つの特別版で「カルティニは誕生日がどこ
でもお祝いされ、英雄である」という書評を取り上げた。1939 年のカルティニ生誕 60 周年は植民
地政府に大規模な予算でサポートされ、”Kartini Herdenking” （カルティニのお祝い）というタイト
ルで有名な新聞記事に取り上げられた32。さらにジャワ島以外の島でもお祝いされた。  
33    Kayam, U. (2001: p. 79) 
34   国民を教育する進歩的なジェントリたちは、対植民地政府における新しいジェントリ層として『パ
ラプリヤイ』の 63ページに語られる(ibid: p. 63)。 
35    1899年 11月 6日、ステラ宛参照 (Kartini, 1989)。 
36   倫理政策とはオランダ語の Ethische Politiekの訳で，オランダ政府が 1901年ごろから 27年ごろまで
インドネシアで採用した開明的植民政策。強制栽培制度によるジャワ農村の疲弊は制度廃止後も
好転せず，植民政策の根本的再検討を望む声が起こった。 
37    Mahy, P. 2012 
40 
カルティニと重なっている、1894 年に生まれたウミ・カルスムの事例を取り上げよう38。
カルティニのように、ウミはインドネシアにあるヨーロッパの小学校で勉強していた。
出版されたカルティニの書簡集の影響もあり、ウミはスムーズに進学できた。元々父親
が彼女を教師学校に通わせた目的は、実はウミを「教師にする」ためではなく、ウミが
いい妻、いい母親になるためであった。ここからもカルティニの思想が良妻賢母的教育
として広まったことがわかる。女性教育は家庭での役割を充実することが主目的であっ
た。中流階級であるウミの父親のような人々は当時多かったであろう。 
 父親がウミに期待した「女性らしさ」はそのままウミの考えになった。ウミにとって
女性の本当のキャリアは母親や主婦であることであった。勿論外で活躍している女性た
ちも素晴らしいが、妻や母親としての役割は一番重要であると彼女は述べている。しか
し、1923 年に県庁の役人に頼まれ、「社会貢献」という理由で彼女は一人の初等学校の
校長として働くようになった。その時、彼女の月給は中流社会の月給よりも高い方であ
った。しかし、高学歴で恵まれたウミにとって、実の子を他人に預けながら自分は学校
で他の人の子ども達を教えることは複雑な気持ちであった。彼女は女子学生時代に読ん
だカルティニの書簡集『光は暗黒を超えて』を思い出して、その気持ちを無理に消した
という。ウミは「私はカルティニの崇拝者である。なので、これくらいの自己犠牲は大
丈夫だろう」と自分自身を励ましたとしている。 
 ウミの記述によれば、高学歴の女性は外で働くことは社会貢献である一方、カルティ
ニがいうような自己犠牲でもあると言える。カルティニの思想は民衆を教育するために
は自分の幸福ばかり考えないで多くの人々の幸福をまず優先にするべきだと解釈された。
このような自己犠牲はジャワ的な母親像、－道徳 、美徳、自己犠牲、忍耐の象徴－に適
合的である。 
 ウミの解釈によれば、女性の社会進出は単なる「社会貢献」を超えて、女性の野心を
優先するような傾向が出てきている。ウミにとって、植民地時代と違い、独立後の女性
の社会進出は母親としての役割を犠牲にしてはいけない。簡単に言えば、ウミは経済的
な困難がなければ共働きはいらないと主張している。彼女はカルティニと同様、女性解
放と同時に良妻賢母を主張した。 
 1979 年の「カルティニ 100 周年」というエッセイ集では、多くの著者にとってカルテ
ィニの思想が、教育を通じて女性の社会進出を促していったことがわかる。「男女平等」
や「社会貢献」という理由で、女性が社会に出ないことは残念なことであると考えられ
ていた。しかし一方で、「複役割」がポジティブなものとして人々の意識に浸透してい
                                                        
38   Kalsum, U. (1979: pp. 114-124) 
このエッセイはカルティニ 100 周年の祝いであり、新体制時代の社会が描かれる。独立の前と新体制
の間では、旧体制らしい女性性やカルティニ像も存在しているが、この件については 5 節「母性と自
己実現の『副役割』の幻想」において詳しく議論する。 
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た新体制下においては、カルティニの生活史や思想が、女性の二重負担の間接的な要因
の一つとされていた。一夫多妻を受け入れ、「妻」や「母」の立場を選んだカルティニ
の人生は現在でも「女性はそもそもの運命が「妻」や「母」であるからドメスティック
な役割を忘れるな」という風潮の正当化になっている。 
 
2.4「女性の社会進出」という平等 
 では、カルティニが着手し始めた 20 世紀初等インドネシアの最初の女性解放運動とヨ
ーロッパのそれとの違いは何だろうか。Scholten（2000）によれば、植民地の女性解放運
動の多くは民主主義や独立と関連する39。しかし一方で、ヨーロッパとアメリカの場合
の多くは女性の参政権に繋がる。植民地では他国に支配されている状況であるため、カ
ルティニや当時の現地の人は参政権を望むどころではなかった。重要なことは参政権で
はなく、支配者からの解放であり、その目的に向かって男女の別なく力を合わせて闘う
べきという意識が強かった。植民地社会においては男女間の対立よりも、国民と植民地
政府との対立の方が重要だと思われていたと言える。その結果、西洋のフェミニズムが
主張した参政権の問題は植民地社会にとって、女性のみの問題ではなく、国民全体の問
題となる。インドネシアの場合、国独自の発展の基礎となる植民地の女性解放は国民解
放と同時に行われたと言える。この背景はインドネシア女性の経済的領域への積極的参
加の一つの理由として考えられる。 
 多くの国では、近代の家族国家の影響で、性別役割分業の思想も普及するようになっ
た。インドネシアの場合は世界の近代家族の性別役割分業のようなはっきりとした区別
はないが、カルティニが亡くなった後、様々な「男女平等」の解釈で性別役割分業的な
考えも生まれた。始めに前述したインドネシアの「母の日」が決められたことには、女
性たちも男性のように独立戦争に貢献してきたという背景があった。その貢献とは、銃
をもって野戦で戦うのでなく、「銃後」で家族を支えるという、女性独自の戦いによる
ものであった。こうした分業の在り方は、近代家族の形態と同様なものとなっていった。 
 上記の背景もあり、今にいたるまでインドネシアでは「性別役割分業」と言う言葉は
曖昧なままである。ヨーロッパや日本と違い、独立戦争が終わった直後のインドネシア
では男女の区別なく、国民が全員参政権を獲得し一人一票という政治制度ができた。
「票の買収」のリスク40が高いという欠点があるにも関わらず、今でもインドネシアで
                                                        
39  Scholten, E.L. (2000)  
40  よくある事例は経済的な力がある候補者は自分が議員として選ばれるためには、膨大なお金をかけ
て、自分を投票する条件で貧しい地域に一人ずつお金をわたす。これは「票を買う」ことと同様、
優秀な人物ではなくても、多くの票さえ集めれば政権を握ることができるという一人一票のリスク
である。 
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は議員選挙や大統領選挙は一人一票であり、女性の大統領も存在した。また、企業や経
済的領域においても、女性の社会進出は当たり前の風景となっている。 
 
3. 『サリナー』における女性の社会的役割 
3.1労働階級女性の二重負担：旧体制(1945-1966)の主張 
 植民地時代のインドネシアでは、女性運動が独立戦争への貢献につながり、男性のよ
うに教育の権利が認められたことは特徴として見られる。当時、女性の教育も男性のよ
うに重要であるという意識が強まった。では、1945 年に独立したばかりのインドネシア
では、女性がどのように活躍し、どのような理想的なイメージが構築されたのだろうか。
これに関して、まず旧体制（1945-1966）の政権を握った初代大統領、スカルノ
（1901−1966) が書いた『サリナー：インドネシア共和国の闘争における女性の義務』
を見てみよう。 
 『サリナー：インドネシア共和国の闘争における女性の義務』とは、そもそも、1947
年にジョグジャカルタ市でスカルノ大統領が講師として行う女性向けの講座の資料とし
てまとめられた。この本を『サリナー』と名付けたきっかけは、幼い頃子守りとして一
緒に暮らしていた「サリナー」という女性に感謝する目的からだとスカルノは語ってい
る（p. 5）。「サリナー」はスカルノにとって母の家事を手伝っただけではなく、思いや
りや愛情をたくさんくれた人物である。彼女からスカルノは庶民に対する思いやりや理
解を理解することができたという。「サリナーは貧民であるのに、心性が素晴らしい」
とスカルノはこの本のはじめのページに賞賛している（p. 5）。 
 幼いころ子守りが存在しているということは、スカルノの家族は裕福であったと考え
る人もいるだろう。スカルノの祖父母は確かに中上流41の人たちであったが、両親の結
婚は民族も宗教もそもそも異なり、駆け落ち結婚42であったため、幼いスカルノの家庭
は決して裕福とは言えなかった。公務員として働いていたスカルノの父は収入の面では
ぎりぎりの生活しか送れなかった。父親は厳しい人であり、経済的に余裕があるとは言
えないが、高い学費を払い、スカルノをオランダ学校に行かせようとするほどには教育
熱心な人でもあった。 
 自伝を書いた Cindy Adamに、スカルノは「サリナー」の存在をさらに明確に述べてい
る。「我々の文化に存在しているメイドはヨーロッパのメイドとは違う」とスカルノは
                                                        
41 父はラデンという貴族のあだ名を持ち、母は Brahmana というバリ島のヒンズー教社会では一番上
のキャストである (Adams, C. 2007: p. 23) 。 
42 スカルノの父はジャワ族のイスラーム教であるが、母親はバリ族のヒンズー教であるため、「駆
け落ち結婚」でなければいけないと語られる (Adams, C. 2007: pp. 25-26) 。 
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説明した（P. 30）。サリナーは貧しい家庭の娘であり、スカルノの家族で母親の家事や
子守を手伝うかわりに食事と住まいを提供された。このような現象は産業社会前の時代
に珍しいものではないであろう。当時は日本では明治—大正時代であり、‘女中’も存在
していた。スカルノにとって、サリナーは女中ではなく、家族の一員である。スカルノ
によれば、サリナーも一切給料を貰っておらず、自分の家族とサリナーの関係は雇い主
と家政婦との関係ではなく、 お互いに助け合いという動機の方が先であるため、この関
係はゴトン・ロヨン（共同作業）だと述べる。インドネシアでは（特にジャワ島）ゴト
ン・ロヨン（共同作業）と呼ばれる習慣が存在しており、村や住宅の大掃除から個人の
結婚式や家の建て直しまでを行っている。例えば、A さんが家を建てるため、隣の人は
セメントや建材等を自由な量で貸与する。暗黙の了解として、隣の人も将来家を建てた
り、建て直したりする時に、A さんは貸してくれた同じ量で返さなければならない。こ
のようなゴトン・ロヨンは カールポランニーの互酬性 (reciprocity) 43概念の事例に当たる
（Karl Polanyi, 1957)。 
 この本の構成は 6 章から成り立っており、1. 女性の問題、2. 男性と女性、3. 洞窟から
町へ、4. 父系と母系、5. 運動する女性、及び 6. インドネシア共和国におけるサリナーの
役割からなる。 
 
 
3.2「女性の問題」は「皆の問題」 
 『サリナー』第 1 章の「女性の問題」においては、スカルノは、なぜ女性問題を語る
べきかという理由として、今まで女性が真剣に語られたことがなく、女神のように尊敬
され・守られる一方、馬鹿にされることも多いと主張した（p. 5）。女性問題を取り上げ
ることによって、女性を独立させ、平等な社会を目指したのである。女性の独立とは何
なのか、私たちはフェミニズムを求めるのか、とスカルノは問いをたて、続く章で詳し
く議論される。しかし、このような運動は女性だけでは成功せず、男性も意識を変え、
協力しなければならないという。 
 『サリナー』第 2 章「男性と女性」では、スカルノは平等な社会を目指すと主張した
が、男性と女性の生物的な違いを忘れてはいけないと注意を促している。精子を持つの
は男性しかおらず、一方女性には妊娠、出産、授乳、および子育ての義務がある（p. 
25）。スカルノはわざわざ日本（p. 38）や世界における女性の差別問題を徹底的に分析
                                                        
43 互酬性とは義務としての贈与関係や相互扶助関係を意味する。インドネシアのゴトン・ロヨンと
いう習慣は共同作業とつながりを持つ互酬性だと言える。 
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し「平等」の定義をしたのにもかかわらず、再生産の領域を除くという例外が前提にあ
り矛盾をはらんでいる。このこと、特に女性のケアレジームに視点が及ばなかったこと
は残念である。また、スカルノは公平な父系社会が望ましく、宗教が今までの不正な父
系社会を修正する役割を持つと主張した（p. 41）。ここでも、女性に対して様々な制約
のある習慣等、不正な父系社会の事例はたくさん述べられているが、公平な父系社会が
何であるかは具体的に書かれておらず、議論に偏りがあるといえよう。 
 
3.3産業社会における女性の「罅」  
 『サリナー』第 3 章「洞窟から町へ」においては、スカルノは性別役割分業の歴史を
語り、先史時代にそもそも男性が狩りをしている時に女性が家畜や植物を管理しながら
家のケアをし、女性も再生産(reproduction)の領域だけではなく、生産(production)の領域
でも非常に重要な役割を持ったことを論じている。人間が移動生活をやめ、住居を固定
するようになってから、農耕の技術を熟知している女性がさらに重要な位置をしめた。
特に神道やシュメールの宗教では、女神の存在は神より大事だと述べられる。しかし、
男性が農耕の領域を担当してから、女性は家のケアばかりを任せられ、いつの間にか女
性が生産領域から外されたという。家事のみを任せられた女性が男性に依存してしまい、
父系社会の概念が強まるようになったとスカルノはまとめている。 
 産業社会に入ってから、女性も労働者として働かされるようになり、ようやく生産領
域で活躍が可能になったが、「洞窟の生活」から伝わった家庭の仕事も残念ながらその
まま女性のみの責任になり続けたとスカルノは主張している（p. 73）。当時のドイツを
例にひき、結核にかかった女性労働者が男性の 3 倍も存在しており、女性の工場と家庭
の二重負担が大きいことが分かったと述べられる（p. 78）。このような現象を、スカル
ノはオランダの社会主義フェミニスト、Henriette Roland Holstが 発言した“door haar wezen 
loop teen scheur”「身体的、精神的に罅を感じる」を引用して指摘した。 
 なぜ女性が上記の「罅」を感じたのだろうか。女性はようやく生産領域に入り、経済
的な権利も持つようになったが、妻や母親として家族を幸せにし、世話をしたいという
気持があるからだという（p. 78）。18 世紀末、産業革命期には、それまでの家事労働が
産業化によって軽減された。しかし、労働階級の家庭がそれらの文明の利を手に入れる
ことは困難であり、共働きせざるを得なかった。その一方、中流階級の女性は家事の負
担が減り、仕事が少なくなったため Verveling（退屈）の気持ちに耐えられなかったと言
われる（p. 81）。前述したカルティニという人物もこのような女性たちの 1 人だとスカ
ルノは述べた（p. 81）。 
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 機会の平等の進展により、（特に中流社会の）女性も男性のように管理業務を任せら
れる時代が到来した。「いい服を着ている人形たち」だと呼ばれた女性たちが退屈から
抜け出て生産領域に入ったが、労働階級の女性たちと同様に彼女たちも二重負担を背負
わなければいけなかった。 
 労働階級と中流階級の女性の罅はどう違うのだろうか。労働階級の罅はほとんど「身
体的な罅」であり、二重労働の疲れが原因である。しかし、中流社会女性の場合はほと
んど家族（主に子ども）に理想的な世話を提供できない不満である「精神的な罅」が原
因だという（p. 87）。スカルノは、なぜフェミニズムは女性を幸せにできないのだろう
かという問いに対し、それは女性が家庭を持つことが最大な幸せだからという。この理
由からネオフェミニズムという概念が生まれ、仕事や社会的役割よりも母親としての家
庭的な役割を優先にすべきという方針がとられる（p. 88）。 
 『サリナー』第 4 章「母系と父系」では、スカルノは母系社会と父系社会を比較し、
どちらが一番理想的かという議論をしている。母系とはそもそも近親交配を防ぐことが
目的であったという（p. 91）。母系社会は女性が生産者であれば、よい方向に作用する
が、母系社会でも父系社会より不幸な女性たちも存在していたと述べられた（p. 91）。
しかし、人間は古代の農耕や狩猟採集の時代に戻るわけにはいかない。現代人のために
は、父系社会が一番相応しいとスカルノは主張した（p. 103）。ここには、スカルノの
「自然の法則や運命」における矛盾する主張が見られる。性別役割分業の歴史を語ると
きには「家庭の仕事が女性の責任」という概念は自然の法則や運命ではないと語ってい
るにもかかわらず、父系社会を宣伝するにはMarxや Engelsの概念を用いて、父系社会が
自然法則に一番相応しいという。 
 この章では、スカルノが進めてきた近代化は必ずしも女性の位置を上げることに繋が
るとは限らないと、日本の事例を取り上げている。スカルノによれば、多くの女神が存
在している神道文化の日本は、現代になって女性は男性の所有物のようなものとして取
り扱われ、無償の仕事である家事や子育てしか任せられない。日本は現代性と保守性が
混在しているという（p. 143）。しかし、日本よりもっと保守的な社会が存在している。
それはイスラーム社会だとスカルノは主張した。それはイスラーム教が父系社会の不正
を修正するために誕生したが、イスラーム社会は伝統や慣習のまま、その改善のメッセ
ージを解釈できないからであるという。 
 
3.4「女性の意識を変える」という出発点 
 『サリナー』第 5章「運動する女性（moving women)）はこの本の「核」であり、最も
重要な議論が書かれている。支配された女性たちがその不公平な状況を無くすためには
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運動を起こさなければいけない。自然が進化するように、女性運動も進化するべきだと
スカルノは「運動する女性」について主張し（p. 144）、Henriette Rolandによる女性運動
概念の 3つのステップを引用した（p. 148）。それは、 
① 良妻賢母的な運動、女性に対する支配は男性が原因ではなく、女性が女性らしい役
割を満たせなかったことを主張する運動である。このステップは「お嬢様役」の運
動だと言われる。 
② 女性の解放(women emancipation)、男性に対する女性の献身を改善することだけでは
なく、教育・政治・キャリアを含め平等な権利を求める運動である。例えば 1776 年
にイギリスから独立したアメリカでは、 Abigail Smith Adamsと Mercy Otis Warenは教
育の権利、議員になる機会、および平等な憲法を求める運動を始めた。イギリスや
フランスの女性にもこのメッセージが届けられ、同じ運動が起こった。フランス革
命が最も大きい運動として記録される。この段階の運動もラディカル・フェミニズ
ムだと呼ばれる。なぜ中流社会の女性たちも働く権利を求めたのかというと、前述
した verveling（退屈）からである。労働階級の女性には働く権利はあるが、人間性
のない職場環境であった。 
③社会主義運動、罅のない男女平等という新たな世界へ向かう運動である。この運動は
独立したインドネシアにとって一番相応しい運動であり、女性だけではなく、男性も一
緒に協力する。フェミニズム運動と違い、この運動は男性の支配ではなく、階級への戦
い、独立する男性や独立する女性の運動である（pp. 156-157）。このステップでサリナ
ーのような貧しい庶民もより良い生活を送れる。また、この運動は階級や男女差別が存
在している資本主義社会が公平な社会に変わるまで消えない（pp. 231-2）。 
 「仕事と家庭の複役割のジレンマ」という女性の罅についてスカルノは次のように明
確にする。「ジレンマがあれば、家庭を選んでください」「今まで受けた教育は家庭に
も活用できるので、無駄なことではない」という主張に対して、スカルノはそのつもり
であればそもそも女性がみな家庭仕事向けの女子学校に入ればよい、現実から逃げるな
と主張した（p. 232）。それよりも、「罅の原因」は何なのか、それを徹底的に分析して
解決するのが一番理想的である。例えば、女性は母性があるから子どもにつらい思いを
させたくない。そうであれば、共働きでも子どもに辛い思いをさせない原因を見つけて、
解決方法を求めよう（p. 233）。このステップの運動とは社会的役割の仕事と母性のジレ
ンマをなくすことである(p. 235)。 
 具体的な女性の罅は以下のように指摘される(pp. 236-237)： 
1. 資本主義システム、女性に 1日 12-14 時間の労働時間を求める工場や会社。 
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2. 女性が身体的に疲れ、また自宅で次のシフトで働かなければならない。社会貢献
と母性の対立が耐えられない。これは主に労働階級女性に多く見られるが、中流
階級の女性にもないことではない。 
 上記の罅をなくすためには社会的役割である仕事と母性を調和するしかない(pp. 237-
238)。具体的に外部化できる家庭のことは外部化するべきである。労働階級に負担をか
けないように国や共同体がこの責任を背負うべきである。食卓の外部化だけではなく、
ロシアの “crèches”のように子どもを託児所に預けられるようにする（p. 241）。2000 年
代まで近代的な託児所の存在が知られていなかったインドネシアで、1950 年代に託児所
の概念が初代大統領によって述べられていたのは驚くに値することである。 
 
3.5社会福祉制度において着手された概念 
 『サリナー』第 6 章「インドネシア共和国の闘争におけるサリナー」では、スカルノ
は福祉の整備された平等な社会を目指すには愛国心にあふれた革命的な女性の存在が望
ましいとする（p. 246‐8）。社会主義は平等な社会の基だとスカルノは信じており、そ
れは「適切な生活の快適さ」だという（p. 262）。まず、資本主義をなくすために、イン
ドネシアの 1945憲法（33、34条）では、「すべてのエネルギーの資源は国が管理するも
のであり、国民すべての最大の福祉のために利用する」「遺児や貧しい人たちは国の責
任である」と述べられる（p. 230）この憲法の条文から、国が国民の社会福祉のために存
在すると考えられていることがわかる(p. 280)。このような社会を実現するためには社会
的な活動により活発的な女性性が望まれる。 
 以上が、スカルノが考えた独立後のインドネシアに求める女性像であった。現在から
見たら時代遅れの部分もあるだろうが、スカルノの時代にはま社会主義は有力な思想で
あった。当時、インドネシア独自の女性役割の変遷が社会主義思想によって支えられて
いたと言える。また、 スカルノが記述した共働き女性の罅の定義、原因、及び解決方法
は今日にも通じる重要な示唆である。つまり、国の発展（近代化）のため、仕事と家庭
のジレンマを抱える女性問題を解決するには、政府が主婦化ではなく、家庭のこと（家
事、育児）を外部化できる政策が根本的な方法であったという点である。 
 1965 年のクーデターにより、スカルノ政権が崩壊した後、社会主義に関連する議論や
運動が禁止された。1947年にスカルノ初代大統領が書いた 『サリナー』も市場から消え、
議論されなくなった。次の政権はまた別の女性像をもとめ、女性役割に関する概念も変
化することになる。 
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4．新体制（1965−1998）における女性のドメスティック化  
4.1「開発」に求める政治的安定性 
 独立戦争の時代からスカルノの旧体制まで、左右問わず、どのイデオロギーの集団で
もインドネシアの女性運動は活発な活動をしていた44。スカルノ政権が崩壊した後、ス
ハルト大統領が政治的安定性を求めるために、共産主義は「潜在的な危険」（尼：
bahaya laten）だというプロパガンダで国民に共通の敵を作り出した。共産党が禁じられ
たことは勿論、スカルノと関連していることも全て破壊された。社会主義のイメージが
悪化し、スカルノが考えた信念がタブーな話題になった。スカルノが書いた本は市場か
ら消え、学問的な議論でさえ困難な状況であった。 
 インドネシアを「開発」45する条件である政治的な安定性のために、共通の敵である
共産主義を利用する他に、スハルトがとった方針はイスラーム教の脱政治化46であった。
一神教のイスラーム教が「無信仰」である共産主義と対立させられ、イスラーム教組織
は効果的な共産主義を清掃する道具であった。しかし、共産主義の清掃が成功した後、
逆にイスラーム教組織がスハルト政権に誘導された。「政治は汚い」という概念が教化
され、「罪を起さないように」イスラーム教の人々は政治的な場から距離をとった。共
産主義に反感をもつようになったインドネシア人がさらに「寛容」（尼：toleransi）とい
う婉曲表現で、公共の場ではイスラーム主義やそのシンボルを使わないように誘導され
た。  
 イスラーム圏であるインドネシアにおいて、1990 年代まで国立機関などのようなフォ
ーマルな施設で自由にベールをかぶることができなかったのは驚くことであろう。著者
の経験では、中学校及び高校の卒業証書に貼る写真でベールをかぶる姿が許される条件
として「将来的に問題がある場合、全てのリスクは学校ではなく、私自身の責任である」
という印字税付きの証明書を書かなければならなかったことである。イスラーム教がイ
デオロギーからシンボル的なレベルまでスハルト政権により教化された。 
 新体制の政治的な安定期においては、イスラーム教の脱政治化だけに留まらず、中国
系インドネシア人の活動もコントロールされた。イスラーム教の教化には軍隊が最大の
道具であったが、中国系インドネシア人の教化は国籍差別47という形で行われた。中国
系インドネシア人は公的な書類には中国語の名字や名前を使ってはならず、インドネシ
                                                        
44 新体制から今まで禁じられている共産党及び共産主義でも旧体制には活発であった（Wieringa, S. 
1985）。 
45 スカルノ初代大統領に対抗して、スハルト第 2大統領は「開発の父」と自認し、5年ごとの国家開
発計画システムでインドネシアの近代化を目指した。 
46 新体制期におけるイスラーム教に対する脱政治化は詳しくは Hefner, R.W. (2000). Civil Islam: 
Muslims and Democratization in Indonesiaを参照。 
47  中国系インドネシア人に対する政治的差別は例えば Indonesian Policies toward the Chinese Minority 
under the New Order (Suryadinata, L. 1976) が取りあげられる。 
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ア語の名前を使用するべきであり、さらに住民票では彼らが現地の人と区別されなけれ
ばならず、その手続きをせざるを得なかった。こうした国籍差別により中国系インドネ
シア人は政治家や公務員になることができなかった。当然、公的な手続きも現地の人よ
り時間、お金、手間のかかることであった。インドネシアで生まれ育った中国系インド
ネシア人の人達が、インドネシア国籍のパスポートを持っているにもかかわらず、差別
され、辛苦をなめることになった。政治家や公務員になれないからこそ彼らはビジネス
においてしか活躍できず、結果として経済的な力を強化した。中国系インドネシア人と
現地のインドネシア人の経済的な格差も徐々に広がった。 
 新体制の政治手法はオランダ植民統治とそれほど変わらず、政権を強めるために国内
紛争を保ち、コントロールすることでなされた。植民地時代では、国家統一前の小さい
王国や民族の間に紛争をさせ、また慣習と宗教を対立させた。新体制では、植民統治時
代と全く同じ形で国民の間に対立軸を作ることでなされた、それは中国系というニュー
カマーを対象としたために潜在的に行われた。女性運動の教化も同様、30 年間以上効果
的に進められたのである。 
 
4.2 新体制における女性らしさ 
 新体制において、スハルト大統領が期待していた女性らしさは従順な妻と献身的な母
親であった。スハルト大統領は、まず全国の公務員を統制し、選挙でも公務員が参政権
を自由に使えないような仕組みを作った。例えば、公務員である筆者の父は PNI (Partai 
Nasional Indonesia)48 というスカルノが設立した政党のメンバーであったが、公務員にな
ってからは Golongan Karya (Golkar) というスハルトの所属している政党に入らざるを得
なかった。そのまま Golkar に入会しなくてもわからないのではないかと父に聞くと、そ
の担当している公務員の住んでいる地域では、Golkar が選挙に勝てないと本人が「難し
い状況」に置かれると言われた。「難しい状況」というのはキャリアがなかなか上がら
ないことであり、最悪な場合設備の乏しい秘境へ転職させられることも珍しくなかった。
また、女性公務員及び男性公務員の妻は “Dharma Wanita” という婦人会に入会しなければ
ならならず、家族全体も政府の監視から逃れられなかった。公務員の妻を含め、一般人
の妻達は全国の PKK-Pendidikan Ketrampilan Keluarga（家族の技能訓練）という団体に入
会しなければならなかった。Dharma Wanita は軍隊と公務員向け、一方 PKK は一般市民
                                                        
48  PNIは新体制に PDI (Partai Demokrasi Indonesia)という新たな政党として変り、現在 Partai Demokrasi 
Indonesia Perjuangan (PDIP)という名前でスカルノの長女であるメガワティ氏が党の議長になってい
る。 
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向けのコントロール手段であり、両方は当時の政権を支え、政府のプログラムを遂行す
る役割であった49。 
 新体制下においても、カルティニの日には民族衣装や家事の技を競うという風習は続
いた。しかしその祝賀行事は、かつてのような女性解放団体ではなく、PKK や Dharma 
Wanita 婦人会により主宰されるようになった。1967 年に Kompas 新聞はカルティニの日
に若い女性たちが民族衣装で学校や仕事へ行った姿を取り上げた50。そもそもこの行事
はは女性が男性のように様々な分野で勉強や仕事ができるという男女平等のシンボルで
あったが、しかし、新体制のモラルメッセージは前の時代とは全く違うものであった。 
 旧体制では「自分の妻をずっと家に居させて、自由を与えない男性達は女性を真珠の
ように取り扱っていると言ったが、実は女性を馬鹿にしている」とスカルノは主張して
いた。また、社会進出する女性たちの二重負担を解決するために政府がその責任を取る
べきであると『サリナー』で語られていた。しかし、新体制における「男女平等」につ
いてのモラルメッセージはこのようなものであった――女性は男性のように、どのよう
な分野を学んでも、どれだけ高い学位を持ってもよい。しかし、そもそも女性の家庭に
おける役割は運命として決まっているのであり、それを忘れてはいけない、と。どのよ
うな位置であっても「女性が家庭での役割を守る」という点はインドネシアの「男女平
等」の特徴となり、これは女性の「複役割」（英：double role、尼：peran ganda）と呼ば
れていた。 
 
4.3「女性の複役割」という独特な概念 
 「女性の複役割」は最初、新体制の Menteri Peranan Wanita という女性の役割大臣によ
り使われ51、女性が誇りをもつ家庭及び社会的—両方の役割を示す表現であり、肯定的
な概念として提唱されたことは政策や当時の記事（及び研究）から見ることができる。
代表的な例として、スシランティニが国内ジャーナルで書いた ”Peran Ganda Wanita 
Indonesia”『インドネシア女性の複役割』という論文がある52。スシランティニは「教養
のある共働き女性が自分の意志でその立場を選び、外での仕事と家庭の役割を両立する
ことに問題はない。しかし、教養のない共働き女性はキャリアの為に思いがけず家庭の
役割を無視してしまったのではないか」と書いている。また、最後に彼女は「インドネ
シアの女性は文化的な規範に従って個性を維持するために努力すべきである。キャリア
                                                        
49  この分析は最初に Julia Suryakusuma が展開した State Ibuism（母親主義の国家）という概念である
(Suryakusuma, J. 2002) 。 
50   Mahy, P., (2012) 
51  Lasmina, U. (2007). Quite Room In Women Movement “Urban Women Economic Empowerment” 
http://wartafeminis.com/tag/suara-ibu-peduli/ Retrieved Aug, 1 2016 
52   Susilantini, E. (2006). Peran Ganda Wanita Indonesia. Jantra Vol 1, No.2. 
51 
ウーマンや外で働く女性としての職務を行う際に、母親としての役割は実施されるべき
である。女性自身の中では、このことに気が付かず、女性における価値に対してズレが
あった。それに対処するには、仕事の際にも女性が道徳的、宗教的な態度をとらなけれ
ばならない。このことによって、女性が『働く人』及び『主婦』としての位置づけを理
解し、実行することができる。」と結論づけた。 
 上記の主張を簡単にまとめると、①文句をいわずに「複役割」を実行できる女性は教
養のある女性である。「母親」としての立場や「家庭での役割」を優先にしない女性は
教養のない人、「ズレた人」である。②文化的、道徳的、宗教的な女性の価値は「主婦」
及び「母親」である。主婦の義務を担うことは素晴らしいことである。様々な理由で共
働きを選ぶ女性たちも決して悪い人ではない。仕事と家庭を両立できることは多くの女
性にとっても理想的なことである。しかし、この主張では全てが女性に任せられ、外で
働く女性は社会貢献の一つであるのに、男性と政府の役割は一切語られていない。これ
はまるで、仕事と家庭を両立できない共働きの女性は政府や社会の責任ではなく、本人
が悪いということを述べているように見える。こうして政権の交代に伴い社会情勢が著
しく変化したが、その根底には前政権から引き継がれた「複役割」の概念とインドネシ
アの主婦アイデンティティの問題が根深く横たわっていた。「複役割」の概念とインド
ネシアの主婦アイデンティティの関連に関しては次章で詳しく議論する。 
 
4.4「男女平等」思想に関する変遷 
 カルティニの日はイコール男女平等の日だと言われ、教育意識の高まりや女性の社会
進出のきっかけとなった。旧体制では、女性の社会進出に伴う二重負担の問題について、
国が介入することはまだ実現していなかったが、少なくとも談話レベルではその必要性
が語られていた。しかし新体制では、こうした話題も消えてしまい、家庭の仕事は女性
に任されることになった。これは二つの時代の相違点だと言える。しかし、旧体制にも
新体制にも家庭の仕事（家事・育児）に対する男性の役割が一切語られなかったことは
共通点であり、注視すべきことである。ここには家父長制の持続性、男性によって女性
らしさが決定づけられるという問題の不変性を表しているということは事実である。 
 国民に浸透した「男女平等」思想も旧体制と同様に新体制においても家父長制が崩壊
されないようなレベルで行われた。例えば、独立後の旧体制時代、1953年から 1963年の
間に、スカルノ大統領が決定した国民英雄は、最初は 20 人すべてが男性であった53。多
様性あるインドネシアの調和を守るために、スカルノ大統領は、国民英雄として選ばれ
                                                        
53  "Daftar Nama Pahlawan Nasional Republik Indonesia”（インドネシア共和国の国民英雄のリスト）
（Sekretariat Negara Indonesia, 2012） 
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る人物の民族や宗教のバランスに注意していた。10年間の中での 20人の国民英雄はジャ
ワ族、マレー族、スンダ族、バタク族、ブタウィ族、ミナハサ族、1 人が混血の人
（Douwes Dekker ドウス・デケー)である。その英雄たちはほとんどイスラーム、続いて
キリスト教、そして１人が無宗教（Tan Malakaタン・マラカ）54である。 
 しかし、男性ばかりが国民英雄として選ばれる状況が終わったのは、1945 年のインド
ネシアの独立から 22年後の 1964年 5月 2日のことであった。この時初めて選出された女
性の国民英雄は Cut Nyak Dien（チュット・ニャー・ディン）、 Cut Meutia（チュット・
ムティア）、及びカルティニであった。チュット・ニャー・ディンとチュット・ムティ
アは二人ともアチェーの出身で、アチェー戦争で亡くなった武将である夫の代わりに軍
隊をリードし、銃を持ってオランダと闘った人物であった。カルティニの場合、男女平
等や教育先駆者として知られているという理由で英雄として決定された。 
 ここでスカルノ大統領が「なぜ国民英雄は男性ばかりで女性英雄がないのか」という
批判を受けたことにより、女性英雄を決めたことは非常に興味深い。このようなパター
ンは習慣となり、国民の要望が国民英雄を決める際の一つの条件になっている。また、
今まで、内閣の大臣を選ぶ際にも旧体制から変わらず民族性、宗教、及びジェンダーは
エクイティの要因として重視されている55。新体制時代では、女性が内閣の大臣になる
のは社会福祉大臣及び女性エンパワーメント大臣しか存在しなかったが、改革時代の後
は実力が伴えば大統領や経済大臣などにも就任するようになった。 
 
4.5 近代インドネシアにおけるジェントリ化 
 スハルト政権の崩壊で、前述したような新体制的な「複役割」の概念について徐々に
分析されるようになった。新体制の「複役割」概念は実は家父長制を強化し、あくまで
も複役割の幻想であり、女性の「二重負担化」に過ぎない。改革時代に入ってからは
「複役割」よりも「二重負担」という表現の方が社会学的に、議論の主流として使われ
るようになった。新体制のジェンダー秩序や女性性における分析は 1988 年に Julia 
Suryakusuma（ジュリア・スルヤクスマ）が展開した”State of Ibuism”（Ibu は母）『母親
主義の国家』という概念が最も盛んな議論である。彼女の論文は 2000 年代に正式に本と
して初出版され、インドネシア女性のドメスティケーションや「主婦化」の議論の起源
とも言える。 
                                                        
54  社会主義者である Tan Malaka氏は左派の人であるが、無宗教かどうかについての議論は現在でも共
通な結論が出ていない。 
55  旧体制の内閣では労働省や文部科学省の大臣は女性であった。1998年の改革時代の後でも、「女性
エンパワーメント大臣」の他に、商業大臣や健康大臣は女性である。新体制時代だけに、女性は
女性らしさや母性的なイメージを持つ「社会大臣」と「女性エンパワーメント大臣」のポストを
しか占めることができなかった。 
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 スルヤクスマによれば、State Ibuism は女性が「母親」としての立場しか解釈されず、
国家の為に様々な女性らしさや母性的な期待を背負わされている。この理念が政治的な
安定性という目的でスハルト大統領によって用いられた。Dharma Wanita 及び PKK とい
う全国的な婦人会を利用して、スハルト政権は女性や社会をコントロールしていた。
Dharma Wanita は軍隊と公務員向け、一方 PKK は一般市民向けの女性性を構築する組織
手段だと述べられている。 
 さて、新体制における女性性の構築や女性の役割に対して、スルヤクスマの“State 
Ibuism”56 分析ではどのように語られるのかだろうか。彼女の理論は 1980年代にドイツ哲
学者、Maria Mies が書いた『国際分業と女性』における「主婦化」の議論と密接な関連
がある。「主婦化 (housewifization)」という概念は女性が実際に専業主婦であるか否かに
も関わらず、社会的に「主婦」と見なされる過程であり、夫である稼ぎ手に養われる立
場が前提であるとミースは定義した(Mies 1986:180)。ミースによれば、男性が稼ぎ手
（生産する労働）、女性が消費者及び出産・育児・家事（不払い再生産労働）という性
別役割分業は資本主義世界システムを支えるための戦略だという。ミースが展開した主
婦化の概念は実はアメリカやヨーロッパが経験した産業革命・産業化の歴史を前提とし
ているため、インドネシアには完全に適用できないとスルヤクスマが述べている57。 
 インドネシアの場合、欧米や日本が経験していない植民地の歴史があり、それは独特
の性別役割分業パターンを構築するのには大きい要因として考慮されるべきである。
1980 年代には、ミースが「主婦化は資本主義の戦略道具である」という概念を展開した
時と同時期、 Nieuwenhuis Madelon Djajadiningrat は Ibuism and Priyayization （イブイズム
とジェントリ化）58というイデオロギーがインドネシアの近代化の手段であるという議
論を主張した (Djajadiningrat, 1987: p.49)。  Ibuism（母親主義）自体は女性性の文化的な概
念（a cultural conception of womanhood）であり、19世紀の末から 20世紀のはじめまでの
間に構築され、オランダ植民地政府の小ブルジョア・中流階級 (petit-bourgeois)と伝統的
なジェントリ(traditional priyayi) の価値観の組み合わせだとNieuwenhuisが主張している。 
 インドネシアのジェントリ化の構築はインドのサンスクリット化と同様、エリート女
性に西洋的な権力へのアクセスを与える。一方、イブイズムはインドネシアのポスト植
民地の全ての女性たちに導入できる女性性のイデオロギーである。この場合の権力は派
生的型権力（a derivative form of power）であり、‘本当’の権力は男性の特権である 
(Nieuwenhuis 1987: p.50)。この点はインドネシア社会と欧米や日本との女性性の構築に関
する相違点であり、社会階層は構築された女性性のイデオロギーに影響を与える。西洋
                                                        
56  Suryakusuma, J. (2002). State Ibuism: The Social Construction of Womanhood in New Order Indonesia. 
Jakarta: Komunitas Bambu. 
57  Suryakusuma, J. (2011: p. 3) 
58  Djajadiningrat, N. M. (1987: pp. 43-51). 
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や日本では、女性を男性の下位とする性差別が大きく指摘され、その際には女性間の差
別が顕在化しない。しかし、植民地を経験した社会では、同じジェンダーでも階層によ
り下位の関係が存在している。  
Nieuwenhuis が定義した「階層による女性性の構築」、つまりイブイズムは全ての女性
が対象者になり、一方ジェントリ化がエリート女性しか対象者にならないという点を、
Julia Suryakusuma は、新体制（1966－1998）のインドネシア女性性の分析に取り入れた。
イブイズム及びジェントリ化の伝統的な価値観を取り込まない限り、ミースの主婦化は
インドネシア女性の位置付けや役割の分析には適できない。Nieuwenhuis と Suryakusuma 
は権力と女性性の構築との関係を彫り探るために、より特定的な文化範囲でミースが展
開した主婦化概念を採用した。  
Suryakusuma は確かにミースの「主婦化は資本主義の戦略的道具である」という説に
触発されたが、ミースの主婦化理論をそのまま他国社会（非西洋世界）に適用するのは
自民族中心的（ethnocentric）になると主張した（Suryakusuma, 20113）。ミースの概念は、
西洋の産業資本主義の文脈の中で提示された理論であり、異なる歴史的・文化的過程を
経験した女性たちには、同じものが当てはまるとは限らない。インドネシアの文脈では、
もっと社会的、文化的背景と関連づけられた、適切な概念が必要とされる 
（Suryakusuma, 2002）。 
 
4.6 「ステイト・イブイズム」という女性性を強調するイデオロギー 
 Nieuwenhuis が論じた「イブイズムとジェントリ化」は国家の権力に一切触れなかった
と Suryakusuma は指摘した。一方、ミースが主張した「主婦化」は西洋的自民族中心的
(ethnocentric)である。その理由で、Suryakusuma はその二つの理論を組み合わせ、State-
Ibuism「国家母親主義」という説を展開した。Suryakusuma が主張した「国家イブイズム」
は国家がより幅広い分野で女性がドメスティケーションされるという意味である。これ
は社会に対する管理及び国家の権力を見守るために、公的な社会を構築するための問題
提起である。国家イブイズムはブルジョアの主婦化とジェントリ層のイブイズムからで
きたイデオロギーである。 
Suryakusumaによると (2011: p.9)、主婦化は経済的な価値観を表している。一方、イブ
イズムは文化的な価値観を表現している。この背景で、インドネシアのイブイズムを説
明するのには housewifization「主婦化」という表現より domesticationの方が意味的に相応
しい。Domesticationは「教化」(taming)、「分離」(segregation) 、脱政治化(de-politization)
という意味を持つ。軽工業における賃金の差別という形で、女性は教化される。「分離」
はインドネシアの女性エンパワーメント大臣（現在は女性エンパワーメント及び児童保
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護大臣）が行う家庭的・女性向けの政府プログラムに表れる。国家の発展のため、庶民
は政治的な関係から切り離され、女性も脱政治化される。 
 歴史の中で、国家体制により、時代ごとの「母親」や「妻」としての女性性が構築さ
れる。インドネシアの新体制では、国家は、「妻」としての女性像を普及することによ
って、社会的・政治的・経済的に女性を有効に管理できたと考えられる (Ibid: p.10)。
Suryakusuma は公務員や公務員の妻である Kowani（軍隊の婦人会）及び Dharma Wanita
（公務員の夫人会）がエリート女性にジェントリ化を勧めると結論した。一方、村や田
舎に住んでいる女性たちの場合は、 PKK（家庭福祉のために活動している主婦ボランテ
ィア）59 というプログラムが導入された。この主婦ボランティアはイブイズムとジェン
トリ化の架け橋として使われたと考えられている。 
Suryakusuma が論じた state ibuism の概念においては、インドネシアの新体制的な主婦
化は西洋や日本で行われたような、主に性別役割分業で女性の経済的な地位を管理する
ための主婦化ではない。このような主婦化はインドネシアでは経験されたことがない。
インドネシアの新体制では、単なる主婦化ではなく、全ての分野（経済・政治・イデオ
ロギー・文化・社会）における女性のドメスティケーション (domestication)である。これ
を state ibuism（イブイズム）とスルヤクスマは呼んでいる60。新体制における女性のドメ
スティケーションは次の図表に簡潔にまとめられている。 
                                                        
59 PKKについて、詳しくは平野恵子の 2005「インドネシア PKKと ― 開発政策に おける『女性の役割』
と日常実践 ―」と「インドネシアにおけるイブイズムの歴史的生成をめぐる考察―1937年の婚姻法案
をめぐる論争を手がかりにー」を参照に  
60Suryakusuma の state ibuism という主張は新体制の政府にとって非常に危険であり、彼女が国家諜報機
関に尋問されたとこともある。新体制が崩壊された後、表現の自由で情報が自由に流され、state 
ibuismの議論は社会学的に注目を集めた。 
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図表①ステイト・イブイズムにおける概念の枠組 
Suryakusuma, 2011: p. 126より訳出（図表は著者の調整） 
 
 新体制では、国家開発における政治・経済・及び社会政策を定めるために  ”trilogi 
pembangunan”「開発の三部作」という原則が存在していた。それは①行動的な国家の安
定性、②高い経済成長、③開発の pemerataan「平衡性」（公平性）とその結果である。
経済の分野では、間違いなく新体制の経済成長は徐々に上がり、統計的に高い数字を表
した。Keluarga Berencana （家族の計画）という国家のプログラムでは、70−80 年代に軍
隊を利用して、国民に「避妊法」のプログラムが強制的に行われた。1976 年から避妊道
具を使う人が 60％になり、合計出生率 (Total Fertility Rate/TFR) が一人当たり 5.6から 26
に下がった。この理由で、インドネシアは 1989 年に国連の UNFPA による United Nation 
(UN) Population Award を与えられ、インドネシアの家族計画プログラムが世界で最も成
功した「避妊法」プログラムであり、発展途上国の人口コントロールモデルとして評価
された61。「2 人の子どもで十分」というスローガンが広められ、たくさんの子どもを持
                                                        
61   Hull, T.H. (2002) 及び Blackburn, S. (2005: p.153) を参照。 
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つ家族は恥と思うようになった。核家族が理想的な規範になり、大家族であったインド
ネシアは核家族という近代的な家族形態に変化した。 
 国家の安定性のために、軍隊に国家のセキュリティー及び議会という 2 つの機能 
(dwifungsi)が与えられた。陸軍、海軍、空軍 3軍種全てのインドネシア共和国国軍が国家
の安全保障にかかわる権力の他に、議会の権力を持つことは新体制の政治的安定性にと
って一番大きな要因であった。陸軍の経歴が長かったスハルト大統領は家族主義的な指
令系統で国軍の家族をコントロールし、同じ手法で公務員や一般人の心理を抑制した。
職場での地位による上下関係は職場だけに留まらず、社会全体に影響を与える。夫の社
会的地位が高ければ、婦人会の中でも妻が高い地位を持つ。例えば、市長の妻は自動的
に市の Dharma Wanita 婦人会の会長になり、夫の部下の妻達は彼女の部下でもある。軍
隊の場合、夫の部下の妻だけではなく、仕事関係が無くても、妻が夫の部下にプライベ
ートなことを頼むことも珍しい話ではなかった。この階層はヒンズー教や徳川幕府の士
農工商のように正式に存在してはいないが、実際ははっきり実行された。このように国
軍と公務員の家族を統制したことで、スハルト政権が 5 回も選挙に勝利することができ
たといえる。軍隊の二重機能は改革時代になってから削除され、軍隊は中立であるべき
で、参政権を与えないということになった。 
 イデオロギー的な面では、スハルト政権下パンチャシラ62が唯一の基礎・原則として
定められ、社会主義や宗教主義などの他の基礎・原則を利用するのは一切禁止された。
前述したように、社会主義やスカルノ主義の弾圧、イスラーム教の脱政治化、中国系イ
ンドネシア人の国籍差別、及び女性運動の教化は新体制の政治安定性の手段である。こ
のような女性のドメスティケーションは「ステイト・イブイズム」のイデオロギーだと
スルヤクスマが名付けた。 
 ステイト・イブイズムは国家を家族にたとえるなれば、女性はインフォーマルな権力
を持ち、フォーマルな権力を持つ夫及び家族の世話やサポートを担う立場である。ここ
で、大統領やほとんどの国家のリーダーはジャワ族であるため、文化的に priyayi という
ジャワ族のジェントリの常識が基本的な常識として見なされる。植民地時代では、管理
職の仕事は学歴のある、またヨーロッパの常識がわかる priyayi 層の人たちにのぼ任せら
れた。従来から priyayi の人たちは庶民からは高い地位だと思われていた。ジャワ社会で
は、目に見えるカーストはないが、priyayi（ジェントリ層）、abangan（厳格的な宗教に
あまり関心のない、慣習に沿って儀式を送りながら生活している庶民）、及び santri （イ
スラーム教を寺子屋のような宗教学校で長年勉強したことがある人、また宗教的な知識
                                                        
62 パンチャシラ（尼: Pancasila）とは、インドネシアの国是となっている建国 5原則をさし、国の唯
一のイデオロギーとして認められる。 
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を持つ人、及びその指導者）という枠組が考えられる63。Priyayi は大体経済的な力のあ
る、進歩的で教育意識の高い家である。裕福な地主が経済的な力を持っても、学歴やエ
リートの人たちの常識を身につけないと priyayi とは呼ばれない。逆に、学歴があっても、
管理職の仕事を任される人が裕福ではなければ priyayi 層として認められるのはやや難し
いことである。国家管理職者の指導で、社会的な憧れである priyayi 層の常識を一般人で
ある庶民に導入するのは priyayization（ジェントリ化）だと述べられる。このジェントリ
化について、社会的に最も期待できるのは女性の組織である Dharma Wanita や PKKの婦
人会だと考えられる。男性は生産領域で有償労働に従事する一方、エリートの女性が国
家による構造された婦人会に会長や活動者として活躍が期待された。 
 新体制による女性のドメスティケーションに関して、筆者は 明治期の男女平等に対す
る小山静子の主張を思い出している。男性と女性の関係は不平等だと言われている江戸
期と違い、明治期の良妻賢母的教育の概念の中で女性も役割を付与され、以前よりは平
等に見えていた。しかし、小山によれば実は当時の女性は「平等」というファンタジー
で生きていた64。もちろん、この時期、性別役割分業は不平等とは認識されておらず、
お互いに有効なパターンだと考えられていた。男性が国家に最大の貢献をなすために、
女性が次世代の教育や家庭の支えを担うことが、日本の近代化において必要とされた。
政府にとって、こうした性による分業によって、近代国家は築かれるものであった。イ
ンドネシアの新体制の場合、カルティニの男女平等思想を曖昧に守りながら、女性は全
て「妻」や「母」として見なされ、母親役割をこなすべきだと期待された。女性の複役
割という戦略で、当時インドネシアの女性は「平等」というファンタジーで生きてお
り、「複役割の幻想」に誇りを持っていた。 
 
5． 母性と自己実現の「複役割」の幻想 
 第 2 章に前述したように、19 世紀から広まった emancipation 「女性の解放」というカ
ルティニの主張は代々のインドネシア社会では男女平等という解釈で捉えられているこ
とがわかった。また、100 年以上お祝いされてきた「男女平等の日」というカルティニ
の誕生日は、いつの間に女性が社会的・家庭的の複役割を担うべきという理想的な女性
像を提示される日となった。 
 最初に普及した男女平等思想は、オランダ植民地政府の時代に倫理政策の成果をアピ
ールするために女性に男性と変わらない教育の権利を与えようという方針であった。当
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時、カルティニは自分の生きる時代に絶望していたことがあり、理想的な社会がやって
くるのは 100年後ではないだろうかとある手紙で書いている。 
「この国の社会全体が大変革を遂げるときが必ずやって来ます。転機はす
でに運命で定められているのです。ただ・・・それはいつなのか。それが
問題です。私達人間の力では革命勃発の瞬間を早めることは出来ません。
置去りにされた地方の片隅でこんな反抗的な考えがじわじわと頭を擡げて
いるなんて、ほんとうに不思議ですね！一番いいのは 100 年くらい眠って
いることだ、って。目を覚ましたら、私達の夢見たようなジャワの国にな
っているだろうから、ですって！（1899年 11月 6日、ステラ宛）65 
 
 では、カルティニが夢見た「100 年後の女性解放」について、カルティニの死後に活
動を行った女性たちの発言を見てみよう。最初は、短いながらもカルティニと同じ時代
に生きた、ウミ・カルスムの事例である。 
 
新体制における複役割の幻想— 3人の事例 
事例①家庭での子育と社会貢献という義務感の間の「罅」   
 ウミ・カルスム66は中部ジャワマゲラン市で 1894年に生まれ、カルティニより 5歳年
下である。カルティニのように、ウミは Europe Lagere School（ヨーロッパ小学校）で勉
強していた。授業は当然全てオランダ語であった。カルティニが亡くなった後、1908年
にジョグジャカルタ市で KweekschoolvoorInlandseOnderwijzers（現地の人間向けの教師学
校）が建てられた。ウミはこの学校の初めての女子学生であった。この学校ができる以
前は、カルティニのような女性たちが教師学校に入りたければ必ず西ジャワのバタヴィ
ア市に進学しなければならなかった。カルティニが亡くなった後、書簡集が出版される
前でも、高等学校の数が増え、現地の女子学生も受けいれられるようになっていた。 
 先述したように、ウミは頭が良く、当時の女性たちと比べたらスムーズに進学できた
人であった。元々父親が彼女を教師学校に通わせた目的は実はウミを「教師にさせる」
ためではなかった。父親の本当の目的はウミがいい妻、いい母親になることであった。
ここではカルティニの思想は良妻賢母的な教育の解釈で広められたことがわかった。女
性教育に対する意識は家庭での役割を充実するための目的であった。中流階級であるウ
ミの父親のような人々は当時多かったであろう。 
 ウミ・カルスムはすでに、生まれて間もない頃に、父親の甥との婚約が決められてい
た。18歳で結婚し、恵まれた生活を送っていた。お見合い結婚であっても、夫が彼女の
ように近代的な教育で育てられた人だったので平等な夫婦関係ができたと言える。父親
がウミに期待した「女性らしい」ことはそのままウミの考えになった。ウミにとって女
                                                        
65 Suroto, S. 舟知恵・松田まゆみ訳 (1982: p.119)  
66 Kalsum, U. (1982: pp. 114-124) 
60 
性の本当のキャリアは母親や主婦であること。勿論外で活躍している女性たちも素晴ら
しいが、妻や母親としての役割は一番重要であると彼女は述べていた67。 
 しかし、1923年に彼女は県庁の役人から、「私立小学校を作り、校長になってくださ
い」という依頼を受けた。60人の子どもが国立学校に入れなかったので、その子どもた
ちに教育を与えるための私立学校が必要となったからである。この事実を見ると、「ジ
ャワ人に教育を与える」という倫理政策の一つのプログラムはしっかり実行されたよう
である。しかし、現地の人間の教育に対する意識が高まった一方、学校や教師不足とい
う問題に直面しなければならなかった。 
 何回も断ったウミは、結局「社会貢献」という理由でその依頼を受けた。周りに教育
されていない子どもたちを見て、ウミの心が揺るがされた。彼女は小学校の教師とし
て、キャリアウーマン を体験することになった。彼女の勤務時間は、私立教師であった
時には、毎日 07時 30分から 11時までであった。その学校が国立学校になってから 7時
30分から 13時になった。そのとき、彼女の家族の収入と周りの一般人の収入の格差は
以下の通りである。 
夫の月給（砂糖会社の職員）   ：600ギルダー 
自分の月給（教師として）    ：100－150ギルダー 
家政婦の月給        ：5ギルダー 
馬車の運転手の月給    ：7ギルダー 
ウミの生徒の父親たちの月給（中流階級ー平均） ：85 ギルダー 
 こうした月給の格差を見れば、高い教育を受けていたウミ夫婦は十分な収入を得てお
り、彼女が社会に出る理由も経済的な理由ではないことがわかる。しかし、経済的に恵
まれていたウミ・カルスムは次のことを書いている。 
 
「（当時）独立の 34年間、インドネシアの女性社会進出は思ったより進
歩している。インドネシアの女性は高いレベルまで進学でき、高いランク
の仕事もすることができるようになった。これは全て私の心の誇りであ
る。 
 しかし、いつも心を悩ませる一つの質問がある、これらの女性の社会進
出は母親としての責任感に影響を与えないのだろうか。多くの女性たちが
小さな子どもを家に預けて外で働くことはよく見られる。家庭の経済的な
問題であれば仕方がない。逆に、今までよく見ているのは十分な生活がで
きる夫婦は外でとても忙しく、子どもたちは学校から家に帰って寂しい思
いをさせられる。可哀想に思っている。 
 外で勉強したり、働いたりすることは良いことである。しかし、結婚し
たら、夫の給料が十分であれば女性は家にいた方が良いのではないだろう
か。私のキャリアの体験では、仕事していたときに寂しそうに一人で遊ん
でいる子どもの姿を見たことがとても辛い思い出になっている68。 
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 女性社会進出がどんなに素晴らしいことだと言っても、女性は結婚した
ら自分の家庭を「キャリア」として真剣に考えるべき。国の幸福は家族事
の幸福次第であるから。」 
 
 ウミにとって、実の子を他人に預けているのに、自分は学校で他の人の子ども達を教
えるのは複雑な気持ちであった。しかし、ウミは女子学生時代に読んだカルティニの書
簡集『光は暗黒を超えて』を思い出して、その気持ちを無理に消した。ウミは「私はカ
ルティニの崇拝者である。なので、これくらいの自己犠牲は大丈夫だろう」と自分自身
を鼓舞した。自分の子どもは自分でしっかり育てたいという母性規範と、社会貢献とし
て社会を教育するために自分の時間や力を提供しなければならないという義務感は、間
違いなく、70年代に生きていたウミの心の「罅」である。 
 ウミが書いた話によれば、高学歴の女性は外で働くことは社会貢献である一方、カル
ティニのような自己犠牲でもあると言える。カルティニの思想は民衆に教育をさせるた
めに自分の幸福ばかり考えないで多くの人々の幸福をまず優先にするべきだと解釈され
た。このような自己犠牲は多民族で形成されているインドネシアでも多勢を占め、特に
女性は我慢強いとされるジャワ的な母親の存在、道徳 、美徳、自己犠牲、忍耐の象徴と
いう概念によくあてはまる。 
 しかし、女性解放や教育は一般庶民にとってどういう意味をもたらすのだろうか。学
歴が階級的な上昇の手段の一つであったことは間違いないと思われる。ウマル・カヤム
の“Para Priyayi”『役人達』ではナショナリズムの強い役人達はわざと田舎からの親族や
貧しい子ども達を町に連れていき教育を与えたと言う話がある69。彼らが階級を上げる
ことでより良い生活を送るということは勿論、反帝国主義や反植民地主義、及び民主主
義を広めるという理由が大きかった。その教育された貧しい子ども達の家族にとって、
進学は経済的な上昇という意味も考えられる。 
 ウミの解釈によれば、女性の社会進出は単なる「社会貢献」を超えて、女性の野心を
優先するような傾向が出てきている。ウミにとって、植民地時代と違い、独立後の女性
の社会進出は母親としての役割を犠牲にしてはいけない。簡単に言えば、ウミは経済的
な困難がなければ共働きはいらないと出張している。 
 
事例②幅広い分野で活躍が可能となった女性と男女平等  
 次に、インドネシア大学のサンスクリット文学・哲学者、Haryati Soebadio（ハルヤテ
ィ・スバドィオ）(1928-2007) がカルティニ生誕 100周年を記念して書いたエッセイを読
んでみよう。ハルヤティはまずカルティニの「100年くらい眠りましょう 。その後夢見
たようなジャワの国になっているだろう」というセリフを引用し、同時代の女性社会進
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出について語っている。ハルヤティによると、銃で支配者と闘うこととペン（思想）で
支配者と闘うことは同じく素晴らしいことであるが、むしろペン（思想）で闘った方が
非常にインパクトが大きい。これはカルティニの思想により明らかにされたことであ
る。カルティニの男女平等の思想によって、現在の人々は男女問わず同じ教育を与えら
れ、様々な分野で同じく仕事をすることができる。このことをハルヤティは高く評価し
ている。 
 かつてカルティニが男女平等思想を普及させなければ、今でも男女差別は残っている
だろうと主張するハルヤティは、論文の最後にこう書いている。 
 
「カルティニが生きていたらインドネシアの女性社会進出の進歩を見て驚
くであろう。現在、インドネシア大学では 5割ぐらいの学部長は女性であ
る。海外のコレガによると、それは先進国の大学と比べても多いと言われ
ていた。特に女性の医師はその友達の国ではあまり評判が良くなかったそ
うだ。どうしても女性の医師は男性の医師より腕がよくないと言う考え方
がまだ根強く残っていたからそうだ。」70 
 
 しかし、こうしたハルヤティの主張においては、カルティニの理想は女性の社会進出
にだけ置かれていたことになっている。ハルヤティが女性の社会における役割にばかり
注目し、ドメスティックな役割については一切語っていないのは問題である。おそら
く、ハルヤティのような中上級社会の女性たちが二重負担を考えない理由は、ドメステ
ィックな役割を家政婦や子守役に任せたからであろう。しかし、その家政婦や子守役の
二重負担を考える人は誰であろうか。女性の「複役割」を利用したスハルト大統領の新
体制は、こうして「成功」したのである。 
 
事例③ 仕事をする女性は「社会貢献」とともに「家計の安定を支援する」 
 ハルヤティと同じようなカルティニの解釈は、1942年生まれの英語教師シティ・スミ
ンタの文章にも表れている。シティは女子学生の 3人しか存在していないパイロットを
育てるための学校で勉強し、いい成績で卒業した。彼女は「母カルティニがいなけれ
ば、男子学生とこのような競争をすることそのものがありえなかっただろう。」と言っ
た。シティは結婚してもキャリアを続けながら、しっかり子育てをしたと書いている。
社会に出ることによって、彼女は「社会貢献」と「家計の安定を支援する」役割を両方
充実できると自負した。最後に彼女は主婦のエピソードを取り上げられ、仕事と家庭も
両立できると主張した。『その時がいつ来るだろう。いつ男の子と女の子、男性と女性
が平等に取り扱われるのだろう。パートナーとして。私たちの今の社会では、女性がい
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つも軽蔑される。』とカルティニは当時願っていた。その「平等な社会」はシティ・ス
ミンタにとってはすでに叶えられた時代だと思われていた71。 
 シティは仕事をしながら、しっかり子育てをしたという部分は詳しく言及しなかった
が、70年代のインドネシアのホワイトカラーは大家族や手伝いさんに家事や育児を頼る
ことができる時代であったため、あまり「罅」を感じていなかったであろう。3人の事
例から、はっきり自分の心の「罅」を記述したのはウミのみであった。これはウミが宗
教意識の高い家族（両親は宗教相識の活動者でもある）に育てられ、宗教の教え通りに
子育てや母親の役割を担い切れないことを「罅」の一つの原因として考えていたからだ
ろう。 
 こうした三人の女性の実態からは、カルティニの思想が、教育を通じて女性の社会進
出を促していったことがわかる。しかし一方で、「複役割」がポジティブなものとして
人々の意識に浸透していた新体制下においては、カルティニの思想が、女性の二重負担
の間接的な要因の一つとさせられていた。この状況は現在でも続いている。  
 上記の事例から、多くのインドネシア人女性が「生産」領域にも求められる一方、
「再生産」の役割の責任も背負っていることが明らかになった。新体制の「複役割」概
念においては、女性は「生産」の世界に自由に入っても良いが、何の社会保障もなく、
「再生産」はそのまま女性の役割や責任である。また、インドネシアの新体制時代では
専業主婦である女性が「何もしていない女」、「貢献のない女」としてマイナスな見方
で見られていた。ここで、新体制のポジティブな「複役割」の概念は、実は女性を「二
重負担化」しているに他ならない。 
 インドネシアでは、なぜ長い間「複役割」がポジティブな概念として進められたのだ
ろうか。この概念で、多くの女性は二重負担を感じていても「複役割」という言葉で慰
められ、誇りを持つようになった。新体制の婦人会の概念では、女性に期待されている
役割は“Panca Dharma Wanita”（五つの女性の美徳）と呼ばれ、以下のような五つの役割
が強調された72。 
1．妻は夫を支える人物として （the wife as supporting her husband）  
2. 子孫の提供者として（as provider of offspring）  
3. 子育ての教養者として（as rearing her children）  
4. 主婦として（as housewife）  
5. 社会の一員として（as member of the community）  
 この「五つの女性の美徳」からは、新体制政府が女性を「主婦化」しようとする目的
は明白である。そして、この中でも 5番目の「社会の一員として」という部分は、まさ
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に女性の「複役割」の必要性を強調した、落とし穴になる部分であった。「社会貢献」
という理由で高学歴の女性が外で働き、今まで勉強したことを活かして活躍する一方、
「夫や家計を支える」という理由で中・下層階級の女性たちもまた、外で働くことにな
った。しかし、家に帰ったら、彼女らはまた女性の 1から 4番目までの「主な役割」を
背負わなければならない。 
 300以上の民族が含まれるインドネシアでは、母系社会の民族もあるが、多くの所で
は家父長制の特徴が多かれ少なかれ残っていると言える。特にジャワ族の影響が強いた
め、国家政策のレベルまでも家父長制の特徴はよく見られる。「五つの女性の美徳」も
ジャワ哲学の影響が強いと考えられる。 
 「夫や家庭を支える」という女性の主な役割はジャワ哲学、“cancut tali wanda”（紐を
しめる）と非常に関連があると言える。ジャワ人妻に期待される能力は「難しい状況に
いる夫や家族を助け、彼らが抱いている問題を解決できる」ことである。この概念で
は、妻がどのような状況でも、賢い考え方を持ち、家に生じた問題を素早く解決するべ
きだと期待されている。ジャワ人妻は夫と子どものために大変なことがあっても忍耐で
きる人物であるべきであり、これは自己犠牲の精神がない人にはできないことである。 
 女性の強い忍耐力は女性が誕生する命の手段（妊娠、産むこと、子育て）であるから
だと言われる。新しい環境に素早く適応でき、素晴らしい忍耐力があるから、女性はイ
ンドネシア語及びジャワ語で wanita（ワニタ）と呼ばれている。ジャワ民族の哲学者に
よると「ワニタ」という言葉は wani （勇気）と tapa（隠遁者）という単語から作られ
た。つまり、女性は隠遁者になる勇気があり、忍耐の強い人だという意味である。これ
はまるで「苦労していることは女性の運命である」と言われているようなものであり、
女性に対して非常に差別的である。こうした伝統的な思想からも、多くのインドネシア
女性が「二重負担」を感じていてもそれを我慢していると考えられる。これは、完全な
「女性の複役割」の概念によるトラップである。 
 結婚して子どもが出来ても仕事を継続するのを期待されるインドネシア人女性は経済
的理由、イデオロギーの影響のほかに、社会的な規範が根強く存在している。Risa 
Permanadeli が 2000 年代に研究した  “Dadi Wong Wadon” 『女性になること』
（Permanadeli: 2015 参照)では、女性が働く多くの理由は「せっかく高い学歴まで進学し
たから」、「社交、srawung （他人と付き合う）」、「ずっと家にいるより社会に出た
方がいい」という調査結果が言及された73。実はこの研究結果はあまり驚かない結果で
ある。労働階級の女性たちにとって、働くことは経済的な理由が主な理由であるが、中
流階級の女性たちにとっては自己実現という理由が多く語られる。しかし、インドネシ
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ア人女性が社会において活躍することが期待されているという点は本研究の共通点であ
る。 
 特にジャワ社会では、幼い頃から子ども達が社会に尊敬される ”Dadi Wong” （人間に
なる）という最大の目標について教えられる。Dadi Wong というのは責任を持つ大人で
あり、他人に頼まれる時に助けることができると解釈される。Risa Permanadeli はジャワ
人が“人間になる”ために少なくとも 2 つの条件が必要とされる。それは、物理的に十分
である（つまり経済的な能力）ことと権力に対するネットワークの有無である (p. 117)。
働くことで、ジャワ人が生活を送るために欠かせない社会的な資本である物理的賃金が
獲得できるだけではなく、ネットワークを構築するための社交（ジャワ語では srawung)
する場も手に入る。Risa の研究対象者はジャワ族のみであるが、インドネシアの多くの
地方では、このような傾向がよく見かけられるものである。ヒューマンキャピタル理論
のなかでも、個人が成功する条件のなかで物理的な資本とネットワークは欠かせられな
いことである。つまり、『人間になる』というジャワ人の目的はヒューマンキャピタル
そのものである。  
 第 III 部（4−6 章）に議論する「保育園の誕生と共働きの子育て変化」にも、自分の自
己実現する場を求めたいため、子育てに「罅」を感じていても、どうしても仕事を継続
したい歯科医の Nara さん等が存在している。今まで通りの手伝いさんに家事や育児を頼
ることができなくても、彼女らは自分の活躍できる場を求めて働き続けている。また、
経済的な理由で自分も仕事を継続しなければ今までのライフスタイルを保つことができ
ない Puput さんや子どもの将来のためにより良い生活や教育を与えたい Mala さんの事例
も述べられている。その他に、今まで親が投資してきた自分の教育費を無駄にせず、自
分が仕事をすることによってその投資を親に恩返しできると思っている Riri さんが、女
性の教育（進学）が女性の社会進出に結びついているという長年年強く残っている男女
平等思想の延長線上に、「女性の複役割」を体現している。詳しくは第 III 部に考察する。 
 逆に今までの男女平等思想の解釈や女性の複役割の概念に捉われたくない女性たちは
辞職して家庭に入ると、共働き社会のプレッシャーによる軽蔑された専業主婦としての
「アイデンティティ不安」という新たな罅が生じることが第V部（7-8章）の「中間層に
おける新・専業主婦の構築」の議論から明確にわかる。 
 
6. まとめ 
 本章では、時代ごとの女性性及び母親像を考察し、インドネシアの女性はどのような
役割を期待され、理想的な女性像をどのように語ることができるのかを女性思想やイデ
オロギーに着目してまとめた。結果として、インドネシアの歴史の中で、時代の大きい
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転換が女性運動とも深く関わっており、女性は自立的な存在ではなく、女性を語ると同
時に母親を語るというセットで分析しなければならないことがわかった。どの時代でも、
社会的な役割が求められる一方、結局女性の運命は結婚して母親になることとされてい
た。つまり、女性性の話をすれば、母親像も話さなければならない。逆に、母親像の話
をすれば、同時に女性性の議論にも触れなければならないことになる。 
 植民地時代では、男女平等シンボルであるカルティニのように、女性（イコール母親）
が次世代の最初の教師という役割を担うためにより高く教育を受けなければならず、当
時女性教育と女性の社会進出が深く結びついていることが分かった。 
 独立後のインドネシア社会では、女性が社会運動にもっと積極的に取り組むべきとい
う方針はスカルノの旧体制時代に明確に打ち出された。旧体制では、スカルノは女性が
社会的な役割を求める困難を言及し、家の外で活躍している女性は男性と違い、家庭的
な役割も求められるため、彼女らはその二重負担で心の「罅」を感じているとオランダ
フェミニストの Henriette Roland の詩を引用しながら主張した。労働階級女性の罅はほと
んど「身体的な罅」であり、二重労働の疲れが原因である。しかし、中流社会女性の場
合はほとんど家族（主に子ども）に理想的な世話を提供できない不満、「精神的な罅」
が原因だという。昔の中流階級はお金を払って家政婦使って家庭役割を担ったが、現在
の中流階級はお金を払って家事サービスを利用しながら家庭役割を担っている。結論と
して、国は女性の二重負担という「罅」に責任をもつべきだとスカルノは考えている。
解決方法として、保育園を始め、家庭に必要なサービスは公共サービスとして一般化す
るべきだと主張した。しかし、これはあくまでもただの談話レベルにしか留まらず、実
行されたことはない。それでもスカルノが主張したことは当時新鮮な議論であり、今の
社会でも当てはまる部分の多い的を射た議論であった。 
 1965 年のクーデターにより、スカルノ政権が崩壊した後、次の政権はまた別の女性像
をもとめ、女性の役割に関する概念も変わった。新体制において、スハルト大統領が期
待していた女性らしさは従順な妻と献身的な母親であった。当時、男性は有償労働であ
る生産領域を担うその一方で、エリートの女性は国家によって組織された婦人会に会長
や活動者として活躍した。インドネシアの新体制では、国家によって、特に「妻」とし
ての女性性を普及されることによって、社会的・政治的・経済的に女性を有効に管理で
きたと考えられる。これは欧米や日本が経験した主婦化とは違い、全ての分野（経済・
政治・イデオロギー・文化・社会）における女性のドメスティケーション (domestication)
であり、state ibuism（イブイズム）だとスルヤクスマが呼んだものであった。特に、日
本や欧米では、女性の「二重負担」という概念が馴染みのある議論だと言えるが、イン
ドネシアでは 1998 年までは「複役割」という表現がポジティブな意味として言及されて
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いた。女性の複役割という戦略で、当時インドネシアの女性は「平等」というファンタ
ジーで生きており、「複役割の幻想」に誇りを持っていたといえよう。 
 カルティニの日は旧体制でも新体制でもイコール男女平等の日だと言われ、教育の意
識の高まりや女性の社会進出の理由になった。旧体制では、女性の社会進出に伴う二重
負担の問題について、国が介入することはまだ実現していなかったが、少なくとも談話
レベルではその必要性が語られていた。一方新体制では、こうした話題も消えてしまい、
家庭の仕事は完全に女性にまかせられることになった。これは二つの時代の相違点だと
言える。しかし、旧体制にも新体制にも家庭の仕事（家事・育児）に対する男性の役割
が一切語られなかったことは共通点であり、非常に興味深いことである。これは多くの
インドネシアが双系制社会とは言え、なかなか消えない家父長制の証拠であろうか。男
性が自分の権力で女性らしさを決めるのはどの時代でも変わっていないままということ
は事実である。  
 これまでのインドネシア社会では、女性に「二重役割」を与えると言いながら、裏で
は公共領域に立つのは男性だけだった。これまで二重負担に対する国家の介入は貧困層
のみであり、またそうした貧困層の研究がなされてきた。しかし、ようやく中流階級の
女性たちがこの問題に取り組み始めた。そして、中流階級の女性たちに対する研究は少
なかった。次章では、中流階級の女性たちの間で起こっているソーシャルメディアにお
ける主婦論争について考察する。 
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第 3章 ソーシャルメディアにおける主婦論争：ポスト改革時代
の母性・子育て規範の変化 
 
1．はじめに：インターネットの普及と近代家族的な母性規範 
 2010 年代にインドネシアのソーシャルメディアでは、仕事中に家政婦に子どもを預け
て働く母親（working mother）に対する風刺ミーム（satire meme）が流行していた。例え
ば、画像 3-1と 3-2のミームでは、無邪気な幼児が母親に「お母さんは自分のお金や宝石
の入った鞄を家政婦に預ける?」と質問を投げた。母親は、「勿論預けないよ！信頼でき
ない。」と答えた。幼児が次に「でもお母さん・・・どうして僕を家政婦に預けるの?」
と予想外の質問で母親の気持ちを揺るがした。 このミームは、宝石より大事にすべき子
どもを他人に預けることは、母親として本当に正しいのだろうか、という新たな社会的
圧力であり、これまでの伝統的な子育て法（手伝いさんや祖父母に預けること）は疑問
視されるようになった。また類似したミームでは、大切な子どもとそれに匹敵するもの
として財貨を並列しているが、その財貨（大切なもの）を他人に預けてまでする労働は、
資産としての財貨を増やすことにほかならず、皮肉なことである（画像 3-3 を参照）。
これらのミームにはそもそもの前提として、宝石や財貨と比することができない絶対的
存在としての子どもがいる。それらを並列するということ、それ自体が共働き女性の子
育ての価値観を問うものとなっているのである。 
 
 
 
 
画像 3-1「子ども VS宝石」尼語バージョン   画像 3-2 「子ども VS宝石」英語バージョン 
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お母さんとお父さんは、 
自分の財産を 
 
失くされるかもしれないので、他人には預
けたくないと思っているけど、 
 
その財産を増やすためには、 
僕を他人に預けるんだよ。 
 
画像 3-3「子ども VS財貨」 
 他のミームでは、2 人の女性がお互いの日常生活について話し合う場面が取りあげら
れる（他のバージョンでは、キャリアウーマン を妻としている男性と専業主婦の妻をし
ている主婦についての会話がある）（ミーム（画像 3-4）を参照）。そのミームでは、次
の話が流される。一人が「大学院まで通って、家にいるだけでもったいないじゃないで
すか？」と会話をし始めた。2 人目の人は、「大事な子どもが教養のない家政婦に育て
られて、もったいないじゃないですか。」と答えた。このミームでは、女性が自分のキ
ャリアや仕事と子育てに対して、どれを一番優先すべきなのかというモラルメッセージ
が働いている。また、女性がどのぐらい子どもの教養に高い意識を持っているのか否か
は自分で子育てすることから判断できると思われる。このメッセージと同様、両親の学
歴を取りあげて、子どもが学歴の高くない家政婦に育てられるのは情けないことだとい
うミームもネット上には流されている（ミーム（画像 3-5）を参照）。さらに、「子ども
VS 宝石・財貨」バージョンのミームと「子ども VS 高学歴」バージョンのミームを合わ
せて、「子育てに欠かせないものになるからこそ、女性は高学歴の教育を受けるべき」
というまとめ的なミームも誕生した（ミーム （画像 3-6）を参照）。ミーム（画像 3-6）
は良い大学に進学する目的はいい仕事に就き、高額な収入を得るためという今までの多
くの考え方を潰して、新たな価値観を広めるものであると言える。 
 
彼女：「仕事辞めたって？本当に？退屈してないの？」 
私 ：「毎日事務所に行かなくていいのよ。子育てしな
がら自宅で仕事ができるのよ。」 
彼女：「そこがポイント！インドネシア大学の卒業者が
結局、子育てだけに終るのはもったいない」 
私 ：「そこがすごいところよ。すごいでしょ、あなた
のところの小学校卒の家政婦と比べたら、私の子ど
もはインドネシア大学卒に育てられているのだか
ら。」 
彼女：（苦笑い） 
※インドネシア大学は、首都ジャカルタに本部を置く国
立大学である。 
※子どもの母親がインドネシア大学卒である。 
画像 3-4「子ども VS学歴、どれがもったいない」 
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情けない．． 
お父さんが博士号 
お母さんが修士の学位 
子どもは小学校も出ていない家政婦
に教養されている  
画像 3-5「子ども VS学歴、情けない」 
 
この高価な宝石を
家政婦に預けた
ら、ママは絶対に
喜ばないよ。 
なのに、どうして
尊い者だと言われ
ている僕が家政婦
に預けられるの
か？ 
専業主婦は女性にとって気高い職業であ
る。子どもが他人に育てられるのであれ
ば、私たちは何のために高学歴の教育を
受けてきたのか。教育の機能の一つは、
愛する子ども達を教育する準備である。 
画像 3-6「子ども VS宝石と学歴の役割」 
 
 これらのミームの目的は、①母親が子どもを預けて働くことに対する価値観の是非を
問いつつ、それを実践する母親に対して非難をするもの、②母親の学歴は、経済活動の
ためよりもむしろ子どもの教養を高めるためにその価値を認められているということで
ある。上記の二つは、前章でのカルティニの議論、つまり、女性の教養の上昇と経済活
動への参加を促しつつ、ひとたび女性が母親になると育児役割を強く求める社会的合意
の延長線上にあり、インドネシア独自の子育て観を強く表現しているもの。 
 子育てにおける論争は様々存在している。たとえば、環境に配慮するために使い捨て
のおむつを利用していいかどうか、100 パーセント母乳か粉ミルクか、幼児に何歳から
読み書きを教えればいいかという幅広い論争である。しかし、これらの論争の中で、最
も注目されるのは理想的で新たな母性の実行だと考えられる。例えば、「子育てに一番
相応しい母親の存在はどのような者なのか。外で働く母親はちゃんとまともな子育てを
提供できるのか、家にいる専業主婦は実は働く母親に嫉妬しているのではないか」等で
ある。つまり、「外で働く主婦VS家にいる専業主婦」程、激しい論争はないと言える。
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インドネシアのソーシャルメディアでは、この論争は英語の表現をそのまま借りて
“Working Mom VS Stay at Home Mom”と呼ばれる。 
 ソーシャルメディアにおいて広まった子育て論争は心理学と乳幼児教育学の他に、宗
教の教えと社会学の概念を使い、科学的な論調で説得的に主張される。モチベーション
の専門家及び宗教リーダーも性別役割分業をはじめ、様々な概念を解釈する。彼らが宗
教の概念だけではなく、明確な定義も定まらないにも関わらず、先進国の母性概念をそ
のまま輸入して広めるのは興味深いことである。例えば、数年前からインドネシアで今
まで侮辱されてきた専業主婦のイメージを良くするために日本の「良妻賢母」と「教育
ママ」の概念がソーシャルメディアによく紹介される。 
 共働き社会である東南アジアやインドネシア(Reid, 1993)では、いつから専業主婦と働
く母親とが対立し始めたのだろうか。農作業で忙しい日々を過ごす、地方に住んでいる
女性たちは恐らくこのような論争はしないであろう。しかし、都市部に住んでおり、イ
ンターネットリテラシーのある母親たちには専業主婦VS働く主婦の主婦論争が目に付き
やすい。子育てをめぐる社会変化を把握するために、この現象はソーシャルメディアを
介した論争の影響を明らかにする必要があろう。 
 
本章の議論 
 本章はソーシャルメディアや SNS の分析を通して母性及び子育て規範の変化における
都市部に住んでいる女性たちの認識を明確にすることが目的である。そのために次の 2
つの問いが立てられる、①ソーシャルメディアに描かれる母性及び子育て規範の変化は
どのように記述されるのだろうか。②インドネシアのソーシャルメディアによって広め
られた「良妻賢母」と「教育ママ」はどのように解釈されるのだろうか。 
 
インドネシアにおけるソーシャルメディアの情報 
 なぜソーシャルメディアの論争に目を通す必要があるのだろうか。それは、人間の交
流を研究する社会学という学問では、現実の社会がどのように議論されて描かれるのか
は、ソーシャルメディアのような最新の情報交換及び交流手段を無視することができな
いからである。ソーシャルメディアに見えないものは当然多く述べられるが、ソーシャ
ルメディアだからこそ見えてくるものが存在している。例えば、仮名を使って、現実の
ディスカッションでは語られない本音や主張が自由に述べられるのもソーシャルメディ
アの役割である。ソーシャルメディアにおける交流は対面的な会話に表出しない、非常
に個人的なレベルの本音を語ることができる場として見られる74。現代の社会では、マ
                                                        
74 Cohn, M. (2012) Sociology and Social Media. from https://www.socialmediatoday.com/content/sociology-and-
social-media（2016年 8月参照）. 
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スメディアのみに頼って情報を収集し、世論の傾向や社会変化を把握することはできな
くなり、マスメディアとソーシャルメディアが相互的に世論を構築して行くという新た
なパターンが見られる。また、都市部に住んでいる人たちを捉え、インテンシブな調査
を実施するためには予備調査が必要とされる。そうした観点からも、現在最も話題にな
っているトピック及び社会的な世論を把握するのはソーシャルメディアで行われている
議論の分析が欠かせないといえる。 
 インドネシアにおけるソーシャルメディアの状況を見てみよう。インドネシアのソー
シャルメディアの歴史は 2002年代に登場した Friendsterという SNSから広がり始まった。
Friendsterの次に誕生したのはMultiplyという SNSプラスブログの形態をしているソーシ
ャルメディアである。しかし、Friendsterと Multiplyは長く続くことなく消えてしまった。
スマートフォンの市場が伸びていたインドネシアでは、ダウンロードするのに手軽なア
プリケーションである Blackberry Messenger （BBM）と Whatsapp （Wa）の利用者が一
気に上昇し、多くの人々に受け入れられていた。今までもこの 2つの SNSは有料である
携帯プロバイダーの Short Message Service (SMS) の代わりとして使われている。  
 2014年には、およそ 7千 7百万人の Facebook利用者が登録されており、2018年に 9千
6 百万人に伸びると予想される75。インドネシアはインド、アメリカ、ブラジルの次に
世界第 4位の Facebookの利用者数をほこる（ibid）。また、世界で最も活発な Twitterの
発信第 1 位はインドネシアの首都ジャカルタである（図表 3-1）。ジャカルタ市だけで
はなく、インドネシアの第 3 番目の大都市であるバンドゥン市も 6 位になっている（同
図表）。ほぼ全てのソーシャルメディアがインドネシアに受け入られ、活発的に利用さ
れているためジャカルタは “the social media capital of the world” 「世界のソーシャルメデ
ィアの首都」だと言われる76。 
                                                        
75 Statista, July 2017. Number of Facebook Users in Indonesia from 2015 to 2022 (in millions).  
76 Tech in Asia. (2013). Indonesia is Social: 2.4% of World’s Twitter Posts Come from Jakarta 
(INFOGRAPHIC) 及び On device Research. (2013) Indonesia: The social media capital of the world. 
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図表 3-1 Twitter発信の多い 20町 
http://www.citymetric.com/which-city-tweets-mostより 
 
 2016 年にインドネシアのインターネット利用者は 9千万人近くに達成し、その中に活
発的にソーシャルメディアを利用するのは 8 千万人に近い（図表 3-2）。この数は約イ
ンドネシア人口の 4 割に占める。このような強大なマーケットと成長するプロフィット
の理由で、現在「ライン」のような SNSを提供する会社、及びクック・パッドのような
料理オンラインフォーラム等がインドネシア語に訳され、インドネシアに進出したのも
驚くことではない。現在、インドネシアの SNSの利用状況は爆発的に拡大しており、日
常生活に深く入り込んでいる。 
 
図表 3-2インドネシアにおけるディジタル情報 
https://www.techinasia.com/indonesia-web-mobile-statistics-we-are-socialより 
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 本章でソーシャルメディアの分析に使用する資料は Facebookと Twitterの SNSを含め、
新聞記事・オピニオンコラム、ブログ、及びインドネシアのオリジナルオンラインコミ
ュニティの掲示板や投稿である。図表 3-3 に示されるように、BBMと Waがインドネシ
アの最大のメッセンジャー提供者でもあるが、SNS ではないので取り扱いづらいと考え
られる。 
 
図表 3-3インドネシアにおけるソーシャルメディアの割合 
https://www.techinasia.com/indonesia-web-mobile-statistics-we-are-socialより 
 
 
2．母性及び子育て規範 と宗教の影響  
2.1 オンラインコミュニティにおける専業主婦願望 
 
 SNS を含め、ソーシャルメディアで主婦論争に関してランダム検索をすれば、様々な
議論が出てくる。例えば、2011年 3月 10日のある女性の投稿では「専業主婦はたまに働
く主婦が羨ましいが、働く主婦は実は心の中でいつでも子どもの成長をコントロールで
きる専業主婦になりたいというジレンマを感じている」と専業主婦VS共働きの比較を投
稿していた（画像 3-7）。ほかに 2012 年の掲示板では、「心の葛藤が多く生じている！
特に外で働く母親！子どもに会いたくて、よく面倒を見てあげられないという気持ちが
日々の食事のように」、「仕事を辞めた方がいいかしら」、等と共働きの葛藤に関して
の投稿が見られる（画像 3-8）。インドネシア社会では、SNSの普及で、共働きのジレン
マを含め、だれでもいつでも個人の気持ちを発信することができる時代になった。下記
の投稿にも限らず、友達やフォロワーが多い人の場合、話題が短期間に広がり、新たな
議論が展開している。 
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専業主婦はたまに働く主婦が羨ましいが、実は
働く主婦の心の中では、いつでも子どもの成長
をコントロールできる専業主婦になりたいとい
う葛藤を感じる。 
           画像 3-7専業主婦 VS共働きにおけるお互いの嫉妬  
  
 
 
 
心の葛藤が多く生じている！特に外で働く母
親！子どもに会いたくて、よく面倒を見てあげ
られないという気持ちが毎日こみ上げてくる。 
  
働く母親って楽じゃない。子どもが反抗期にな
り、コミュニケーションのギャップが起きてい
るとき、心の葛藤が生じる、（仕事）辞職した
方がいいかしら？ 
     画像 3-8子育てに関する共働きの葛藤 
 
オンラインコミュニティにおける専業主婦妻を選ぶ男性の声  
 共働きの葛藤や「専業主婦 VS働く母親」の討論は Facebookや Twitterのような SNS投
稿だけに止まらない。Kaskus というインドネシア最大のオンラインコミュニティでは、
2013年の 2月に男性たちを含め次の投稿が行われた（画像 3-9）。「結婚したら、あなた
は（妻が）専業主婦でいてほしいか」という質問に対して、74％の男性が「はい」と答
えた。Kaskus はインドネシアでは、最も歴史の長いオンラインコミュニティであり、マ
ーケットプレース・オンラインショップが非常に盛んで、自由な自営業の現場でもある。
日本で言えば、Kaskus は掲示板、オンラインフォーラムディスカッション、ショッピン
グ等ができるヤフージャパンのようものである。フォーラムの投稿は今回のような専業
主婦に対する日常生活の話題から難しい政治のトピックまで議論されている。このフォ
ーラムは日本の2ch（チャンネル）のように、日常生活のあらゆるトピックが話題として
取り上げられるため、あらゆる人が参加している。その匿名性から真偽が定かではない
が自由に発言できる場であり、対面社会では不可能であろう個人的見解のぶつかり合い
がなされる場である。また、個人の SNS とは異なり、このようなオンラインコミュニテ
ィでは管理スタッフも存在しており、掲示板の投稿は様々なルールが決まっている。 
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投稿：もし結婚したら、あなたは（妻
が）どのようであって欲しいか 
 
専業主婦     74% (17票) 
外で働く母親            26%  (6票) 
        画像 3-9専業主婦 VS外で働く母親のポーリング 
この投稿から、男性の投稿者に注目して、彼らの意見や考え方を記述してみよう。
「妻が外で働く母親でいてほしい」と思う男性では、定期的な活動をしていない女性は
社交性が落ち、また子育てを卒業した周りの専業主婦達を見るとやることがなくなり、
近所とのゴシップが日々の活動になるので生活の質が悪くなるという意見が述べられる
（画像 3-10）。他に、女性解放シンボルであるカルティニの男女平等思想を継続するべ
きだと主張する男性も存在している（画像 3-11）。この男性によると、せっかく男女平
等の苦闘が成功したのに、女性を専業主婦にするのはカルティニが可哀想だ。専業主婦
は必ずしも女性の運命ではない。その代わり、今まで女性の仕事だと思ってきた家事・
育児は夫婦 2 人でやるべきだと述べられる。画像 3-11 に主張される男性自らの家事・育
児は「女々しい」という今までの考え方を破ると言える。 
※下線は筆者による 
 
働く女性を選ぶ、例え収入がいくらでも
いい。なぜなら、誰も定期的な活動（家
事等以外）がないと質が落ちる、社交性
含め、子どもの件、親戚の体験では、子
どもが学校したら母親は暇でやることな
く、ゴシップばかりになり、生活の質が
落ちる。 
画像 3-10働く女性は社交的 
 
一応、僕は結婚している。 
単純な考え方だけど、私たちはカルティ
ニという素晴らしいヒロインが存在して
おり、そろそろ男女平等の日をお祝いす
るべきだ。妻はキャリアウーマン 、僕も
働いている。多くの女性が専業主婦に留
まっていしまうのはカルティニが可哀
想。全ては一緒にすればいい、例えば、
男性も買い物（夫の皆さん怒らない
で）、僕もやっているよ、夫も子どもの
面倒を見るべき（義務だと思うけど）、
料理（料理は必ずしも女性の義務になら
ない時代）。（一部抜粋） 
画像 3-11せっかくの男女平等 
 一方、「妻が専業主婦でいてほしい」という過半数の男性たちは「妻が専業主婦にな
れるのは男性のプライドである」、また「専業主婦が侮辱されるという旧パラダイムは
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修正される」という主張が圧倒的である（画像 3-12）&（画像 3-13）。専業主婦賛成派
が日本の現象を例として取り上げ、日本の経済が崩壊したのは女性も男性のように外で
働くべきだという西洋のフェミニズム思想の影響だと主張される（画像 3-14）。1997 年
と 2008 年の経済危機の影響や日本の経済状況の変化を無視して、「フェミニズムが日本
の経済を破壊する」という上記の単純な結論はどこから見ても合理的ではないと考えら
れる。確かに専業主婦という存在は日本の高度経済成長を下支えしたであろうが、その
後の女性の社会進出という社会変容が経済低迷の根本原因とは考えにくい。しかし、イ
ンドネシア人が日本の経済とフェミニズムを結び付け、上記のように結論づけたのは非
常に興味深いことである。 
 
 
8. 収入が高いか否か、2 人でやりく
りすれば、無駄遣いかどうか、お金
のない人だって幸せになれる。 
9. あなたの奥さんがキャリアの方を
選ぶと頑固であれば、子どもに対す
る愛情と夫に対する尊敬を再確認し
て？ 
画像 3-12家族の愛情の再確認 
 
 
専業主婦は女中の仕事というネガティブなステ
ィグマは変えるべき・・・女性自身が変えるべ
き 
 
両親も娘を進学させるのも、ただキャリアのた
めだと応援している 
 
乳幼児の教育は家から出発するのに 
 
低学歴のベビーシッターに教育される子どもが
可哀想 
画像 3-13専業主婦は女中の仕事というネガティブなスティグマ 
 
 
 
 
日本では、多くの会社は、女性が妊娠し
たらクビにする！！！！ 
だから（人口）のピラミッドが逆になっ
た、女性は家族（を作る）よりもお金を
優先にする。 
 
日本の文化はミソジニー、女性を差別す
る。 
 
パワフルな女性の幻想、ヨーロッパとア
メリカさえフェミニストの運動でめちゃ
くちゃ。 
画像 3-14フェミニズムは経済を悪くする 
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主婦業と社会的キャリアの両立 
 同じオンラインコミュニティでは、女性向けに似たような投稿が別の掲示板に行われ
た。この投稿では 59％の対象者が主婦業と社会的キャリアを両立できると答えた（図表
3-15）。また、上記の最初の投稿と同様、キャリアウーマン を選ぶ人は 15％しかなく、
専業主婦を選ぶ人（27％）と比べたら比較的に少ない。実はこの投稿でのキャリアウー
マン と専業主婦を「両方できる」という 3 番目の選択肢の表現があいまいである。その
表現は専業主婦と社会的キャリアの 2 つの選択肢からどれでもその 1 つの立場を選ぶこ
とが可能という意味なのか、または社会的キャリアと家庭的なことを両方選んで両立で
きる自信があるという微妙な意味が考えられる。 
 
 
投稿：専業主婦とキャリアウーマン とどれ
を選ぶ？ 
 
 勿論キャリアウーマン    15% (12票) 
 専業主婦、夫と子どもの面倒を見る
ことができる                          27% (22
票) 
 両方できる                      59 % (48票) 
画像 3-15 
 学問的な調査ではないため、上記の 2 つのオンラインコミュニティポーリングは統計
的代表性に乏しく、当然科学的なデータとして取り扱うことが難しいだろう。しかし、
インターネット上の男性の中では、専業主婦をする妻が望ましいとする人が多く存在し
ている。これは、今まで軽視されてきた専業主婦の立場と役割を見直そうという意見の
誕生と連動する意見ともいえる。軽視される対象だった専業主婦を望む男性の意見が多
いということは興味深いことである。では、続いてソーシャルメディアの有名人が投稿
した議論に対して、それがどのように描かれて多くの人々に受け入れられるのかを探っ
てみよう。 
 
2.2  “Part Time Mom” 「兼業主婦」VS “Full Time Mom”「専業主婦」 
 前述のように、主婦論争で最も熱い議論は外で仕事をせずに家にいる専業主婦VS外で
働く母親である。上記のトピックは宗教指導者（特に Felix Siauw、という 3 千 4 百万人
のフォロワーを持っている、人気のある中華系のイスラーム教指導者）及びモチベーシ
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ョン専門家（主に 7百万人超えるフォロワーを持っている Mario Teguh77）が Facebookや
Twitter という自分の公式 SNS アカウントに「専業主婦対兼業主婦」に関するテーマを投
稿してから、さらに多くの人々の注目を受けた。 
 Felix Siauwが 2013年 5月 31日に「仕事場で、1日のうちの 8時間を費やし、子どもと
過ごす時間が 3 時間しかない母親は、どのように呼ぶのが一番相応しいだろうか、“母親”
か“勤労者”なのか？」と公式の Twitter アカウントを更新した（画像 3-16）。その二日間、
2013年5月31日に彼はFacebookに女性が専業主婦であるために44点の重要性を投稿し、
イスラーム教に改宗する前でも中華系のキリスト教である彼の父親の教えでは女性が専
業主婦になるのは一番相応しいと主張した（画像 3-17）。Felix Siauw の投稿では、専業
主婦が女性の光栄な仕事であることはイスラーム教の教えだけではなく、中華系のキリ
スト教の家族でも理想的なことだというモラルメッセージが入っている。 
 
 
一日に仕事場で 8 時間を使っているが、
自分の子どもと 3 時間しか過ごしていな
い母親は、どの呼び方が一番相応しいだ
ろうか、「母親」か「労働者」なの
か？：D 
画像 3-16  Felix Siauwの Twitter投稿 
                                                        
77  ソーシャルメディア時計（http://socialmemos.com/social-media-statistics-for-indonesia/）によれば、
2013 年では第 2 番目の大人気なインドネシアファンページだったと言われている。しかし、2016 年
に家庭問題がニュースになった後、Mario Teguhの人気が消えている。 
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(以下はポイント毎の著者による翻訳) 
1. 私はイスラーム教に改宗する前に、父は「（専業）主婦」
についてアドバイスしてくれた。 
2. 「お父さんが家計を賄える限り、お母さんの仕事は家にい
ること」と父が主婦に対して強く主張した。 
3. 当時はフェミニズムの課題が流行だったのに。キャリアウ
ーマンの議論が熱かった。ジェンダー（平等）主義が盛ん
だったのに。 
4. しかし、父は焦らず、子どもに一番いいものを与えたい、
それは母親からの全面的な世話である。 
5. 当時の私たちの生活は決して楽ではなく、むしろ母が働い
た方が良かった。しかし、父は選択肢を決めた。 
6. 人はそれぞれ選択肢を持っている。何か得るのには何かを
失う。すべては選択肢の問題である。 
7. ムスリムになる前に私は男性と女性が同じではないという
意識で育てられた。男女はそれぞれの長所を持っている。 
8. 母親の存在は替えられない。どんなに財産がたくさんあっ
ても、母親による世話は買えられない。 
9. 母親という立場は繰り返すことができない。何故なら、子
どもの年齢は巻き戻すことができないから。 
10. （将来の）子どもの為の母親を選ぶのには「子どものため
に fulltime-mother（フルタイム母親）になってくれない
か」というのが条件。 
11. 「私は子どもが大人になって、悪いことをしてしまった
ら、後悔したくない。どうして昔子どもともっと時間を過
ごせなかったのかと?!」 
12. それはムスリムになる前の私の信念だった。イスラーム教
になってから、イスラームは女性が一番大事にすることに
ついて納得した。 
13. フェミニズムは物質というものを成功の基準だとしてい
る。彼らは世界が不公平だと思うのは当然。物質が基準に
なっているから。 
14. フェミニズムはモダンな女性が男性に似ているべきとす
る。仕事していない女性は軽蔑される。 
15. フェミニズムは女性を高い収入、高いタイトル、贅沢な
車、アウラト（イスラーム教による密接な体の部分）をオ
ープンに教育することに成功した。 
16. フェミニズムの母国では家族を作って子どもを産むことは
苦手、仕事の方が楽しい、ということは当然だ。 
17. フェミニズムの観点からは専業主婦は女性のプライドを下
げる、モダンではない、女性に対する奴隷化。 
18. フェミニズムの声がよくあげられる国々では、離婚率が増
加、家庭にリーダーが存在していないから。 
19. 例えば、フェミニズムの王国であるアメリカでは、2012 年
には離婚率が 50％であり、http://t.co/OUvEkdUY8L に参照
して下さい。 
20. 「80％近く、経済的な困難が結婚崩壊の原因だと言われて
いる （Carr, 2003, p.10） http://t.co/zQFsyQuqe 
21. フェミニズムは家庭における父親と母親の役割を崩壊す
る、それはより多くの『物理』を手に入れるためである。 
22. 結 局 、 シ ン グ ル ベ ア レ ン ツ は 増 加 す る
http://t.co/k9eNybXtq7 を参照、ブロークンホームも確か 
http://t.co/yUvU499gT9 http://t.co/qAjjFfHBQJ 
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23. 母親として（の役割）とキャリアを同時に両立するのは難
しいと多くの研究では注目される、http://t.co/mu5t6N2u3m  
24. また、フェミニズム運動を多く生んだアメリカでさえ、反
フェミニズム運動も多く誕生した。 
25. アメリカでは、フェミニズムが家族を犠牲にするという意
識を持っている女性が多く、彼女らは家庭に戻り、母親の
役割を取り戻したい。 
26. 子育てのためにいくら時間をかけても、その時間は足りな
い。 
27. 『私は母親であり、ついでに社員であり、子どもは何の問
題もない』（という人に対して、子育てを）やりながらだ
けでも、子どもが大丈夫であれば、さらにフルタイムマザ
ーになればもっと良くなる（ではないか） 
28. 原理的な質問に対して、『イスラーム教は働く女性を禁止
するのか？』『女性は高学歴の教育ではだめなのか』 
29. イスラーム教では、働く女性はムバー（許される）ことで
あるが、家庭の運営者及び母親になるのは義務である。 
30. つまり、女性が働くのを選ぶことは大丈夫であるが、他の
義務もやり遂げないとならない。その義務の方を選ぶのは
最高なこと。 
31. 人生は選択肢だらけ。イスラーム教は母親が子どものため
に最大の時間をかけるべきと教え、お金のことは父親のマ
ターである。 
32. 様々な理由で夫がいない女性は、働いて子どもを養うこと
は大きく素晴らしい行為である。 
33. つまり、女性の最高のキャリアは、完全に母親になるこ
と。 
34. 教育の件は？何回も言ったが、母親は高く、広く、完璧に
教育されるべきである。 
35. 更に、イスラーム教の女性は男性よりも教育されることは
義務である。なぜかというと、母親は子どもの madrasatul 
ula（人生の初・主な教師）であるから。 
36. なので、『専業主婦になるためだったら、何のために高学
歴までの教育を受けるのか』という質問をしないで、専業
主婦になるからこそ高い教育を必要とする。 
37. ムスリム世代は母親が手にかけるから。ムスリム世代が構
築されるのは父親の手ではない。 
38. 男性のように、世界を手に入れられる女性が実際多く存在
している。しかし、彼女らは子どものためにすべてを犠牲
にする。尊敬されること。 
39. そのような尊敬される母親からは Syafii イマム、Malik bin 
Anas イマム、Abu Hanifah イマム、と Ahmad イマム（イス
ラーム教の偉大な指導者）が産まれた。 
40. その偉大なイマムたちは小さいころ遺児の生活を送ってい
た。彼らのお母さんたちが時間をかけて、聖典を勉強さ
せ、教育した。  
41. 世界がその尊敬される母親たちによって守られますように
とアラー神に祈る。子どもたちである私たちのためにすべ
てを犠牲にしたから。 
42. お母さんたちよ、私たちの礼を。文句言わないで私たちの
ために犠牲にした。宗教的によく育ててくれた。 
43. 尊厳な母親たちよ、私たちの祈りを。神様よ、私たちが小
さいころのようなときに彼らを愛してください。 
44. 結局、全ては選択肢に返す。パートタイムマザーかフルタ
イムマザーになるのか？あなたが決める。 
画像 3-17  Felix Siauwの 44ポイントの Facebokと投稿 
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 社会学的に、Felix Siauw の投稿はインドネシアのこれまでの一般常識になった共働き
社会文化に対して問いかけるのと同様であり、非常に興味深いと言える。彼が書いた専
業主婦の重要性の最後のポイントでは、「兼業主婦か専業主婦になるのか、すべては選
択肢の問題であり、あなた次第！」と述べられた。この投稿は当時およそ2万 7千の「い
いね」とされ、3千のコメントを貰い、及び 2万 4千回シェアーされ、女性の生き方に関
する社会的な問題となった。そもそも「専業主婦」と「兼業主婦」の概念がないインド
ネシア社会では、このような主婦の区別が不自然に聞こえる。専業主婦は常に母親であ
るが、兼業主婦は子どもの世話をしていないときには母親ではなくなるととらえられて
いる。これによって、「専業主婦がどれほど光栄な役割なのか、働く母親がパートタイ
ム母親あるいは兼業主婦と同様、男女平等思想の犠牲者である」という Felix Siauw の単
純化された結論が働く女性たちを怒らせた（画像 3-18）。 
 
 
 へ〜、パートタイムの母親っているんだ？昼間だった
ら「母親」じゃないっていうこと？昼間に宿題している
子どもに電話かけられて、「ゴメンね、ママはオフして
いるの。また後で、夜「母親」としてのシフトに。」 
 父親は昼間、発熱している子どもが医者に行く必要が
あったら、電話かけられても、そのまま父親だよね？ま
たは「ゴメンね、今「父親」としてオフしているの。と
りあえず病気は我慢して、夜帰ったらまた父親になるか
ら。」 
 おかしい表現..． 
画像 3-18パートタイム母親・兼業主婦はおかしい概念 
 
 上記の「専業主婦」と「兼業主婦」の論争にコメントをした人たちでは、少なくとも
三つのグループに分けられる；（1）賛成派：専業主婦になるのは安心できることであり、
誇りに思っている、（2）反対派：働く母親は必ずしも子どもの教養をダメにするとは限
らず、宗教の教えでは女性が働くのを禁止されない、（3）微妙：特に働く母親が仕事を
辞めるかどうか迷っている。 
 
（1）賛成派：専業主婦は理想的な母親像 
 専業主婦は理想的な母親像だと思っている人にとって、様々な理由が述べられる。例
えば、モノに溢れる裕福な人でも幸せとは限らない画像（3-19） & 画像（3-20）、子ど
もの大切な時間が実感できる画像（3-21）、専業主婦は無職だと思われても、神様が祝
福してくれる画像（3-22）、高学歴の教育を受けたからと言って専業主婦になっても恥
ずかしいことではない画像（3-23）、フェミニズムや男女平等思想に対する抵抗感画像
（3-24）、等。 
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だから、私は仕事を辞めました。 
モノが溢れても、子どもを幸せにするとは
限らない、私の上の子は母が仕事するか家
にいる方がいいかと聞かれたら、ママは家
にいてほしいと直接答えた  
 
画像 3-19モノが溢れても幸せとは限らない 
 
そう、僕にはおばさんが 2人いる。一人目は
専業主婦、お金がなさそうに見えるが、子
どもは ITB有名な大学に無事入学、今はアメ
リカにいる、また一人の兄弟はオーストラ
リア。もう一方他の伯母さんはキャリアウ
ーマン で、裕福な生活、離婚して、子ども
が入学するのに裏金、卒業しても車、お小
遣い等を母親からもらっている。結局、ど
れを選ぶ？ 
画像 3-20成功の専業主婦 VSダメなキャリアウーマン  
 
  
 
仕事を辞めたことが正しくて一番いい決
定だった。家族と過ごす時間は有り難す
ぎる。・・・残念に思う人もいるけど、
神様は祝福してくれるから、きっとなん
とかなる.. 
 
画像 3-21家族と過ごす時間の有り難さ 
 
私が仕事を辞めたことに反対した人は
多くいる。 
今の私を見て、無職だと軽視する人も
いる。 
自給自立は神様が祝福してくれる。 
いつも支えてくれる夫に感謝 
画像 3-22専業主婦は無職だと軽視されていた 
 
先生、高学歴の女性が仕事に就かないのは
恥ずかしいことじゃないといつもそんな記
事を読んで感動した。女性は子育てするた
めに教育を受けるべき、なのに現在の多く
の親は進学させた娘が専業主婦になったら
恥ずかしく思っている。 
画像 3-23定職に就いていない高学歴の女性は恥じゃない 
84 
 
 
 
 
 
それは選択肢の問題。男性の義務である仕
事は女性でもできるようになる。それは男
女平等のヒロインと述べられる。しかし、
それは必ずしも正しいことではない、この
男女平等のヒロインのせいで男性が仕事を
見つけるのは難しくなっている。父親によ
り多くの就職先があれば、母親達も仕事を
する必要がなくなる。 
 
インドネシアでは、フェミニズムのエージ
ェントはきっと国民英雄、「カルティニ」
だ。 
 
フェミニズムは権利の平等。女性は特別な
駐車場、特別な車両、特別なキャリア、
等。男性は特権なんて何もない。 
 
それはフェミニズムの意味。女性は男性の
上。男性は譲る、女性は支配する。 
 
イスラームは（それを）管理する。アラー
は一番いいことを知っている。フェミニズ
ムに NO。アラーの法律は YES。 
画像 3-24フェミニズムに対する抵抗感 
（2）反対派：働く母親はダメな母親とは限らない 
 2つ目のグループ、Felix Siauwが主張した専業主婦化の概念に反対した人たちは次の
理由が述べられる。夫が真実に家族を養ってくれるのはいいけど、稼ぐ夫が浮気したら
アウト。浮気した夫に離婚を求める女性はさらに苦労してしまう（画像 3-25）、家庭内
暴力のケースが多く起きているのは専業主婦だというデータがある、また専業主婦の毎
日の仕事が女中の仕事のように思われて経済的な効果が見えない（画像 3-26）、世の中
は女性の活躍する必要がある職業がいっぱい存在している（画像 3-27）、等。 
 
夫が真実に養ってくれればいいけど…、仕
事して浮気、また妻がそれを認めておら
ず、離婚した。 
しかし、せっかく自分のキャリアを犠牲に
したのに、離婚してからどうやって再就職
して…日々の生活費は… 
 
画像 3-25 
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先生、僕は間違っているかも知れません。
今まで家庭内暴力のケースはほとんど専業
主婦に起きている。 
専業主婦が 24/7 である高額な仕事だと思わ
ない社会のステレオタイプが間違ってい
る。 
男性のなかで、外で働く妻より専業主婦で
ある妻を尊重しない。彼女の仕事は女中の
仕事だと思われ、経済的なインパクトがな
いので、夫は威張る。 
画像 3-26 
 
先生、ごめんなさい。コメントをさせて頂
きます…ちょっと賛成できません。女性が
必要とする職業は未だに多い、医者、教
師、助産師、看護師、… 皆専業主婦にな
ることになったらと想像して下さい… 
画像 3-27 
 最後のグループ、どれでもはっきり決められない微妙に感じている人たちは下記の理
由を語る。妻は自分のキャリアを犠牲にするのに、夫が唯一の稼ぎ手であることを威張
るという恐れが述べられる（画像 2-28）。また、最も多い理由は高い教育費を払った両
親は娘が専業主婦に止まるのはもったいないと思う（画像 2-29）。それとやや似たよう
な理由で、両親への恩返しとして両親の生活費及び兄弟の学費を賄うのは夫一人の収入
では足りない（画像 2-30）、等である。 
 
家族の大黒柱である義務・運命という意識
を持つ夫がないとだめですよ、先生… 多
くの夫はそれを分かっていない…妻はせっ
かく家族のためにキャリアを犠牲にしたの
に…夫は唯一の稼ぎ手であるから威張る…
または、義務であるのに妻に稼ぎ手として
奴隷にされるという恐ろしい思いを持つ夫
もあり得る  
画像 3-28 
 
  
先生、相談です。私は結婚している。両親
は 高い教育費を払って娘を大学に行かせた
ので、仕事しないともったいないと言って
いるのですが、夫は仕事しないでほしいと
求めます。私はどうすればいいでしょうか
… 
画像 3-29 
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 私は専業主婦になりたいが、夫の給料は足
りない…私が仕事をすることによって、両
親（の生活費）を手伝えるし、兄弟・姉妹
達を進学させることもできる…勿論夫の許
可で 
でも、心の底はいつか専業主婦になりたい 
画像 3-30 
 
2.3 「背骨」ではなく、「肋骨」である  
 Felix Siauwの投稿から一年後、2014年 3月 15日にインドネシアの有名な自己啓発専門
家、Mario Teguhが Mario Teguh Super Clubという公式な Facebookアカウントで、次のポ
ーリングを行った。「女性は家庭及び家計の管理者になるべきか、そして男性は稼ぎ手
になるべきか」というポーリングに対して、6388 人の参加者より 5054 人(79,12%)が賛成。
このポーリングの結果がカルティニの日シリーズに、Mario Teguh Golden Ways (MTGW)
というテレビの自己啓発番組に放送された（画像 3-31）。 
 
 
女性は家庭及び家計の管理者になるべきか、そ
して男性は稼ぎ手になるべきか？ 
 
 
コメント 
17 
 
投票者 
6388 
 
 
カテゴリー 
精神・平和 
 
 
A. はい、賛成       79.12 %   (5054)  
B. いいえ、反対      13.26 %   (847) 
C. まだ決められない       7.62 %     (487) 
画像 3-31家計の管理者 VS稼ぎ手という性別分業ポーリング 
 カルティニの日から一日前、2014年 4月 20日に Mario Teguhが「男女平等は存在して
いない。女性が男性より重んじられる。背骨ではなく、肋骨である。」と投稿した（画
像 3-32）。この場合、Mario Teguhは女性（イブ）がアダムの肋骨から作られたというイ
スラーム教及びキリスト教の教えを強化した。つまり、女性はハートの近くにある肋骨
のように愛されるべきであり、背骨(稼ぎ柱)として働かせないでくださいと強調する。 
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男女平等は存在していない。 
繰り返します：男女平等は存在していない。 
 
女性が男性より重んじられる。 
 
Mario Teguh 
「背骨ではなく、肋骨である。」 
（中心軸ではなく、脇から支えるものだ） 
画像 3-32  Mario Teguhモチベーション専門家の投稿 
 
 上記の詩的なリズムを持つセリフは徐々に人気を受けた。例えば、2014年 8月 22日に
Ustadz Mafrur 、比較的人気のイスラーム教指導者の一人が Twitterに「女性は肋骨から作
られた、背骨ではないので女性を背骨（稼ぎ柱）にさせないで下さい」と更新した。ま
た、インタビュー調査でも、イラさんという一人のインフォーマントはその詩的なセリ
フを引用したシールが貼られているオートバイをよく町で見かけると語った(Iraさん、40
代、元教師、Jogjakarta)。無職だと思われ、軽視された専業主婦の存在が尊敬されるべき、
憧れる母親像に進化してきたのは驚くことである。また、高い教育費を使った高学歴の
女性が定職に就いていなかったら恥であるという一昔前のパラダイムから、働くからこ
そ母性を破り、背骨のようにさせられて可哀想に思う、という変化がまさに日本の昭和
における主婦化の黄金時代を思い出させられる。 
 
覚えて！ 
 
女性は肋骨 
から作られた 
 
なので、背骨に 
させないで下さい 
 
責任を持つ男になれ 
 
画像 3-33「背骨ではなく、肋骨」の普及 
 
2.4 主婦論争の要因 
 2013年から 2015年にかけて盛り上がったソーシャルメディアにおける主婦論争はマス
メディアにも頻出したが、それは家政婦や保育士による児童虐待というニュースが一つ
の要因として考えられる。さらにこのニュースについては、インドネシア警察の
Facebook 公式アカウントに「子どもを預けるのはご注意」と投稿され、長い間 SNS の話
題になっていた（画像 3-34）。家に子どもが家政婦と 2 人きり残されるのは虐待の可能
性が高いと考えられるが、多くの人々に見守られる保育園のような施設まで子どもの虐
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待が起きるのはまず考えられないだろう。しかし、2014 年にジャカルタの有名な国際フ
ルタイム幼稚園でソドミーとペドフィリアの事件が起きた。この事件から、たくさんの
防犯カメラが設置され、高額な幼稚園の費用を払っていても必ずしも安心して子どもを
預けられるとは限らないと言われている78。 
 
 
インドネシア警察官宣伝部 
 
子どもを預けるのはご注意 
 
 
画像 3-34子どもを預けるのは注意 
 他にも、2015年 9月に PERTAMINAという国立石油・ガス関連会社の保育園で、保育
士が母親に嫌な思いをさせたことがあり、復讐として、乳幼児に虐待をしたという事件
がテレビや新聞に公開された79。母親は有名な国立会社の職員であり、経済的な力もあ
るので、子どもの様子がおかしいと疑い、すべての防犯カメラに移された動画を見せて
もらい、警察に訴えることができた。しかし、もし母親が普通の庶民であり、社会的な
地位が高くなければ、同じことを訴えるわけにはいかない。上記のような多くの人々に
注目を集める大きいケースが頻繁にニュースになったので、一般人でも「家政婦や保育
園による現在の子育てには問題があり、今までのままにしてはいけない」という意識が
高まった。 
 前述した多くの児童虐待のケースが当然ソーシャルメディアの主婦論争への強大な弾
きがねになっていた。2015年 4月の“maid day off”（家政婦の休日）80というシンガポール
における「家政婦が休日を貰うのは人権である」のキャンペーンでも、インドネシアの
ソーシャルメディアでは、家事労働者の人権を保護するという本来のメッセージが失わ
れ、専業主婦の正当化の武器になっていた。このキャンペーンでは、一日 24 時間・一週
間 7 日間、休日なしのシンガポール人家政婦の人権を保護するために、政府機関に直接
家政婦の休日対策を求めるのではなく、彼女らを雇っている母親達の気持ちを揺るがす
動画を使っている81。その動画では、母親と家政婦達がどれほど子どもの情報を正確に
把握するのかという社会的実験が行われた。結果は実の母親より、家政婦の正解した解
答の方が圧倒的に多いことが分かった。この方法で、子どもと過ごす時間をより求めよ
うと言いながら、母親達が軽い気落ちで家政婦に休日を提供するように期待される。し
                                                        
78Merdeka. (April 14, 2014). Bocah TK Disodomi Petugas Kebersihan JIS. 及び Tempo. (April 28, 2014). Ayah 
Ibu Korban JIS Silang Pendapat.（2014年 10月参照） 
79 Jawa Pos. (September 5, 2014). Imbas Penganiayaan Babysitter Pertamina Tutup Penitipan Anak.（2014年
10月参照） 
80 Maid Day Off. (2015) http://igiveadayoff.org/ （2015年 5月参照） 
81 Maid vs Mom. (2015) https://www.youtube.com/watch?v=l3ujsBvH_kU（2015年 5月参照） 
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かし、インドネシアでは、家政婦に休日を与えるという真のメッセージが全く注目され
ず、家政婦に子どもを預ける共働き女性への攻撃になった。 
 2011 年から著者が記録したソーシャルメディアの画面プリントの中で、女性と関連す
る日（12 月 22 日の母の日と 4 月 21 日のカルティニの日）では、主婦論争が毎年の議論
の話題になっている。子どもの虐待ニュースが多少収まったため、家にいる専業主婦 VS
外で働く母親の論争も収まるだろうと予想される。しかし、未だにそのような主婦論争
がまだソーシャルメディア等にも持ち込まれる。例えば、2016 年 4 月に、男女平等の日
だと言われるカルティニの日では、101 Jakfmという有名な私立ラジオ局が Twitterに次
の投稿を更新した、「あなたは専業主婦のタイプか、働く主婦のタイプか」（画像 3-
35）。相変わらず、カルティニの日は女性の活躍に対するトピックだけではなく、理想
的な母性概念を問題化した場にもなり得る。 
 
あなたは専業主婦のタイプか、働く主婦のタイプ
か？ 
一番面白いオピニオンには 
1セットの SK-II PITERAをプレゼント 
 
 
働く母親   VS   専業主婦 
あなたの選択肢はどれ？ 
画像 3-35専業主婦のタイプか、働く主婦のタイプか 
 この投稿に対するコメントは他の掲示板や SNS 等とあまり変わらず、専業主婦を選ぶ
母親はやはり子育てを中心とする傾向が見られる。しかし、今までのカルティニの日に
祝われる男女平等精神のモラルメッセージと全く変わらず、「どのような素晴らしいキ
ャリアを持っていても専業主婦は女性の運命だ」という保守的な主張を未だに見かける
（画像 3-36）。女性の「運命」という表現は、家事・育児は主に女性の責任であり、今
まで女性の二重負担を正当化させてきた「呪文的」な表現である。98 年の新体制が崩壊
してから 20 年間に近くたっているが、専業主婦は女性の「運命」だという主張を信じ込
んでいる人が現在でも存在している。一方、働く母親を選ぶ人は「貯金のために、将来
万が一何があったら供えになる」という傾向が見られる（画像 3-37）。社会福祉制度が
整備されていないインドネシア社会では、自分の未来や老後は自分で備えしておかない
といけないと考えられる。  
 
専業主婦、どのような素晴らしいキャリア
を持っていても専業主婦は女性の運命だ、
専業主婦になることによって、愛情で給料
を払ってくれる。 
画像 3-36 
90 
 
働く母親、貯金を持つように、将来何が起
きるのか分からない、今から経済的な自立
を学ばないと。 
画像 3-37 
 
3．「良妻賢母」と「教育ママ」に対する誤解 
3.1 良妻賢母と教育ママのファンタジー 
 主婦論争に利用された資料は宗教の教えだけではなく、良妻賢母と教育ママという日
本の母性・子育ての概念も引用され、ブログ、SNS、インターネットコミュニティなど
に広まった。良妻賢母とは文字通り、良い妻賢い母(英：good wife wise mother)という意
味であり、教育ママは教育のママ（英：education mother）という意味である。単語ごと
訳されたら、良妻賢母と教育ママにはネガティブな印象が存在しておらず、多くのイン
ドネシア人にとってこの二つの概念が先進国としてたどり着いた日本の次世代教育の鍵
だと思われるのは驚くことではない。しかし、日本社会では、その表現がどのように使
われているのか、本当の定義を知らずに、表現だけそのまま引用して広めたのは恐ろし
い誤解を招くことである。この誤解を分析する前に、良妻賢母と教育ママはインドネシ
アではどのように解釈され、どのようなイメージがあるのかを下記の節で詳しく分析す
る。 
 2010 年代から活発化した主婦論争では、多くのインドネシア人が広めた日本の良妻賢
母及び教育ママの概念についての代表的なブログやリンク先を見てみよう。まずは
National Geographic Indonesiaに記載されている記事から分析しよう（画像 3-38）。この記
事では、良妻賢母の概念やイメージが他のブログとあまり変わらず、良妻賢母のポジテ
ィブな印象が伝わっている。しかし、教育ママの場合、批判的な意見も書かれており、
「日本に住んでいるインドネシア人の聞き取りによれば、教育ママが皮肉の表現である」
と他の記事の内容と異なっている。著者が調べてきた正式なニュースサイトの中では、
教育ママの誤解に捉われていないのはこの National Geographic Indonesia の記事のみであ
る。しかし、「教育ママは皮肉の表現」だと真実の情報が伝えられるとは言え、良妻賢
母の概念に対する誤解は他の記事とあまり変わらないのは残念である。例えば、この記
事に次のような説明が書かれてある。 
 “Ryosai artinya istri yang baik, sedangkan kenbo artinya ibu yang bijaksana. Istilah 
ini menunjukkan perempuan Jepang yang mendedikasikan seluruh waktunya untuk 
mengurus keluarga, terutama mendidik anak-anak mereka. Bahkan para ibu ini harus 
berkuliah dulu di sekolah khusus yakni Otsuma Women University di Tokyo, untuk 
mendapat bekal pengetahuan sebagai ibu yang baik.” 
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良妻は良い妻、賢母は賢い母親。 
この表現は日本の女性が 子どもの教養と家族の面倒の為に全ての時間
（人生）を捧げることを示す。また、この母親達は良い妻になるために、
まず東京にある特別な学校、大妻女子大学で勉強しなければならない。 
 
 大妻女子大学の名前には確かに「大」と「妻」という文字が入っており、歴史的に良
妻賢母的な女子教育を実行してきたが、現在、実は良い妻（良妻賢母的な母親像）にな
るためには大妻女子大学に通う・あるいは勉強するという義務はなく、する必要がない
であろう。記事では、良妻賢母教育の歴史を説明してから、その規範が現代の日本女性
にも消えていないという書き方で伝えた方が誤解を招かないと考えられる。また、『良
妻賢母、日本女性の最大の夢』と言う大きいタイトルは、中に根拠があまり示されてい
ない。日本では、主婦願望が増加していることは事実であるが、これは「良妻賢母にな
りたい」という「最大の夢」とは関係あるのだろうか。まさに、このタイトルはインド
ネシアで侮辱されてきた専業主婦のイメージを見直す目的が表されている。 
 
良妻賢母、 
日本女性の最大の夢である 
 
 
良妻賢母は家族の面倒、特に子どもの
教育に全ての時間を捧げる日本の女性
である。 
画像 3-38  National Geographic Indonesia: 良妻賢母、日本女性の最大な夢 
http://nationalgeographic.co.id/berita/2014/10/ryousai-kenbo-cita-cita-tertinggi-perempuan-jepangより 
 
 他の SNS で広められたブログでは、「教育ママ」は次のように記載されている。この
記事（画像 3-39）によれば、日本の教育ママのイメージは次の通りである： 
1. 教育ママはほとんど仕事に就いていない、朝から晩まで、子どもが起きてから、登
校・下校、塾、習い事、また寝るまで子どもの教育や面倒を見る役割を持っている。 
2. この教育ママは子どもをしつけ、清潔さを教育する、ほとんどの 4 年制大学か大学
院を出ている人たち。彼らは高学歴の教育を受ける目的はキャリアのためではなく、
育児という最大なキャリアのためである。 
3. 日本の経済は教育ママに支えられる。彼女らの存在があるからこそ日本の働く精神、
しつけが身につけられる。学校では学問的な知識のみ教わる。 
4. 良妻賢母は明治時代から進められたスローガンであり、理想的な家庭を作るための
思想である。 
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5. 良妻賢母は専業主婦という光栄な仕事を女性に勧め、男性との自然的な分業である。 
6. 女性は家庭の大臣のような役割、男性は外務省のように経済的及び公共的な役割を
持つ。 
7. 現在の日本では、キャリアのために未婚の女性が増加し 、少子化で生産年齢が落ち
ているため、日本ではこのような分業がまた進められる。 
8. 少年犯罪及び子どもの自殺の増加が母親との精神的な関係悪化によるため、子ども
の精神的な成長に影響が与えられる。 
9. 国の未来は次世代を育成する母親の質に支えられるため、日本の政府は質的に良い
専業主婦を尊敬する立場と位置づけるのは当然である。 
10. 日本では、「専業主婦が理想的な職業」だということは素晴らしい。 
 
  
画像 3-39教育ママ 
 また、日本の良妻賢母及び教育ママにイラストとして使われている写真はこちら（画
像 3-40 ～ 3-43）。子ども達に囲まれ、伝統的なエプロンを着ている母親が裁縫をし
ている様子（画像 3-40）、手作りのお揃いの服を着ている母子（画像 3-41）、幼児に栄
養バランスのご飯を食べさせる母親（画像3-42）、2人の子どもをママチャリに載せて、
自立的でしっかりしている母親の姿（画像 3-43））が見られる。このような写真は日本
では普通の風景であるが、メイド社会であるインドネシアでは素晴らしいものと受け止
められる。特に、「ママチャリ」に乗っている母親の姿（画像 3-43）は、インドネシア
では珍しく、子どもの学校や幼稚園・保育園の出迎えは車がなければバイクタクシーや
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ベチャックという三輪車タクシーを頼むのは普通である。多くのインドネシア人にとっ
て、家庭の仕事である家事・育児を母親一人で全て朝から晩まで管理して行う中間層の
日本女性の姿は魅力的に感じる。彼女らの頑張っている精神が子どものしつけや自立的
なメンタリティーを構築するのに繫がっているのではないかと考えられる。また、画像
3-40 は、山田洋次監督、吉永小百合主演の映画『母べえ』の 1 シーンである。『母べえ』
は第二次世界大戦下の日本で、家族を支える母の偉大さがテーマの映画である。 
 実際にこの記事に使われている一番左の画像は少し前の時代のものと感じるが、その
ほかのものは現代日本の子育て中の母子の姿として違和感がないであろう。特別誇張し
た写真とも言えないと考えられる。特に、自転車の前後ろに子どもを乗せるのは働く母
には必須のスタイルである。良妻賢母というイメージは一番左の画像だけで、あとは、
子育てを楽しむ母親のイメージが描かれている。インドネシアのソーシャルメディアで
は、戦前と戦後の日本がごちゃまぜになっており、時代性やフィクションかどうかは関
係なく「日本のイメージ」を伝える画像が選ばれていると考えられる。 
 
画像 3-40 
  
画像 3-41 
 
画像 3-42 
 
画像 3-43 
http://www.anibee.tv/news/id/fashion-lifestyle/5716/kyoiku-mama-dan-peranan-pentingnya-di-jepangより 
 
3.2 日本女性の主婦化を支える社会福祉制度 
 良妻賢母と教育ママを広めたブログやソーシャルメディアは、インドネシア最大の新
聞である KOMPAS の 2007 年 7 月 7 日オピニオンコラムに記載されていた Daoed Joesoef
（1978-1983 年インドネシアの元文部科学省大臣）のエッセイに影響を受けていることが
観察された。このエッセイも教育向けの研修資料の一部として編集された（Waruwu、
2010)。そのオピニオンコラムでは、Daoed Joesoef が日本を訪れた時の経験が取り上げら
れ、日本の子どもたちの礼儀正しさや勤勉さが非常に印象的だと語られた。例えば、
Daoed Joesoef が日本の書店にしっかり順番通りに並んでいる子どもたちを見て驚いたと
言っている。また、ある小学校に訪問した時に、生徒たちがきれいに靴を並べており、
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彼らの几帳面さに対して小学校の先生に情報を聞いた。「日本の先生方はどのように生
徒たちにしつけをさせるのだろうか」という質問に対して、小学校の先生が「何もして
いません。彼らは母親たちから教わったことです」と答えた。この会話から、日本の母
親の教育意識が素晴らしいと Daoed Joesoefは感じていたという。 
 
画像 3-45  Daoed Joesoefのオピニオンコラム 
 上記の Daoed Joesoef が感じた深い印象が 6か月間奈良市に滞在したことがあるアメリ
カの教師、Tony Dickensheets (1998)の論文“The Role of Education Mother”(教育ママの役割)
と一致した。Daoed Joesoefは Dickensheetの論文を引用して、1960年からの日本の経済成
長は一日 16 時間という長時間労働をもたらした政府の政策の結果ではなく、教育ママの
おかげだったと語った。新聞のオピニオンコラムでは、Daoed Joesoef が次のことを書い
ている。 
（日本の経済成長の）鍵は夫たちが仕事をしている間、子どもの教育に責
任を持つ教育ママ-education mother-の役割である。日本の教育システムや文
化では、子育てを女性に頼っている。そのため、ryosai kentro82 (良い妻で賢
い母親)という政策では女性が家庭や次世代の教育者として位置づけられた。 
 
 教育ママの存在と良妻賢母思想が日本の戦後経済成長と関連していることは確かに事
実であるが、Daoed Joesoef が引用した教育ママのポジティブなイメージという
Dickensheets の論文には疑問がある。良妻賢母思想は明治期から政治的に利用されたが、
実際に家庭のことがすべて女性に任せられたからこそ夫が毎日安心して外で働くことが
でき、子どもも学校や塾の勉強に集中できるようになった。しかし、このような性別役
割分業が日本の年功序列や終身雇用の政策とセットであったことを無視していた。 
 良妻賢母思想及び教育ママの存在のような日本の性別役割分業を年功序列と終身雇用
を省いて重視したのは Dickensheets の最初の間違いである。年功序列と終身雇用が存在
したからこそ、大きい間違いを起こさない限り 1 人の社員が解雇される心配がなく、年
                                                        
82  “ryousaikenbo”が“ryosai kentro” と Daoed Joesoefが引用し間違った綴りがインドネシアの多くのブロ
グ、SNS、インターネットコミュニティなどにもそのまま引用されてしまっている。 
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齢の増加と共に給料も上がって行き、定年まで同じ会社で働くことができた。リストラ
の心配がない高度経済成長期には、社員がすべての時間や人生を会社のために捧げた一
方、会社側からも家族に様々な手当てを提供した。政府側も専業主婦に税金・保険・年
金の有利な制度を立てていたので、性別役割分業は当たり前の常識になっていた。この
ような状況はバブル崩壊後の経済状況の例にあるとおり、今までのように会社からの手
当てや国の政策が続けられるとは限らない。つまり、「家庭を女性に任せる」という性
別役割分業が国の経済を成長させるという結論は単純化し過ぎであると言える。 
 また、Dickensheets と Daoed Joesoef が書いたことと異なり、大学卒業者や高学歴の女
性が必ずしも自分の意志で専業主婦を目指すとは限らない。 もちろん、その中にそもそ
も主婦願望を持っている女性は存在しているが、キャリアを継続しているのに仕事の環
境で辞めざるを得ない女性たちも少なくない。90 年代まで、日本の仕事環境はほとんど
男性社会だと言われ、女性が結婚して子どもできたら辞めるという偏見のためで重要な
任務は女性に任せられなかった。どのように能力や才能があっても、女性はお茶くみを
するオフィス・レディーの立場に甘んじていた風景も珍しいものではなかった。 
 上記の仕事環境が女性にとってキャリアップに繋がらず、ある組織のエリート管理職
になるのは難しかった。このような状況は「ガラスの天井」だと呼ばれ、ケアの義務が
女性のみに任せられた良妻賢母思想の影響でもあり、仕事と家庭を両立することが難し
い状況に置かれる女性には、トップを目指しても目に見えない壁が存在していたという。
小山静子（2012）が主張したように、良妻賢母という言葉は死語だと言っても、その規
範は社会から完全に消えておらず、仕事で疲れていても女性は家事や育児をうまく行う
ことができなかったら「悪い母親」と責められる感覚をもつことに少なくない。「良妻
賢母という表現は良いこと」だと主張している周りの日本人も存在しているが、
Dickensheets や Daoed Joesoef が書いた「良妻賢母が日本の誇りであり」、インドネシア
のソーシャルメディアにおいて広められた「良妻賢母は日本女性の最大の夢」という記
事はあくまでも誤解に過ぎない。日本では、確かに「専業主婦」を希望する女性は一時
期増えたが、それは、家庭に入り子育てをするという理想と並んで、いまだ女性が社会
で働くことに軋轢があり、そこからの逃避である可能性も考えられる。日本社会には、
変わらず女性労働において厳しい面があり、その軋轢からか、女性の一つの選択肢とし
て「専業主婦」も変わらず存在している。 
 
3.3 教育ママと当時の社会問題 
 Dickensheetsの二番目の問題は、教育ママという表現を取り扱っているにもかかわらず、
その表現の定義や実際の使い方を調べないまま論文に使用していることである。前述し
96 
たように「教育ママ」は文字通り教育(英：education)とママ（英:mother/mama)に直訳し
たら悪いニュアンスは感じられない。しかし、教育ママという表現自体は実は褒め言葉
ではなく、子どもの成功のためなら手段を選ばない母親たちを指す皮肉の表現である。 
 本田由紀によれば、現在の日本社会では、教育ママという表現は日常会話やマスメデ
ィアにあまり使われておらず、戦後日本の高度経済成長期に突然現れた表現であり、学
術用語ではないという。教育ママは普通に子どもの教育に熱心な母親という意味ではな
く、ネガティブなニュアンスが含まれる表現である。この表現を使い始めたのは 1960 年
代、「サンデー毎日」という雑誌であり、1960－70 年代に頻繁的に新聞や雑誌に使用さ
れ、流行語になった。1979 年には朝日新聞が「教育ママ」という表現を辞めて、読売新
聞の場合は 1980年代に使用しなくなった （本田, 2013: 462）。 
 Dickensheets, Daoed Joesoef 及び多くのインドネシア人が想定したこととは対照的に、
教育ママは当時の社会では問題になっていたと指摘されている。「教育ママ」の表現が
流行していたころ、「お母さんバカ」というメッセージを残して自殺した子どもや教員
室からテスト問題を盗んだ母親も存在した。また、子どもが勉強以外何もせずに母親に
すべてを頼ったことで、子どものマナーが悪いといったことが問題とされていた（本田、
2013）。 
 教育ママの背景は子どものために犠牲を厭わない戦後の新中産階級の誕生が要因とし
て考えられる。戦前では、子どもの教育のために何でも犠牲にするという意識を持つ親
は限られた層であったが、戦後にはこの意識が広く社会に広がり、過度に教育熱心な親
の存在が指摘されるようになった。また、教育熱心といっても、しつけやマナーを重視
せず、求めるのは成績と関係するもの（良い成績、良い学校に入学、良い会社に入社）
であったことが問題視されていた（本田、 2013）。 
 教育ママに関する本田由紀の研究（2000 & 2013）及び良妻賢母に関する小山静子の研
究(1999 & 2013) と比較すると、Dickensheetsの論文は、日本の母性概念や子育て事情を参
照する研究としては相応しくないと考えられる。日本の高度経済成長期における一部の
教育事情を知る上では参考になるが、良妻賢母思想と教育ママの現象が魅力的に描かれ、
子育て規範のモデルとして評価されるのは危険である。社会的背景及びその問題に対す
る情報もあわせて提供しない限り、良妻賢母と教育ママの概念が肯定的な印象としての
み受け止められてしまう。Daoed Joesoefも他の資料を参照しておらず、Dickensheetsの論
文しか引用していない。日本国内では、良妻賢母と教育ママには批判的な意見が大勢を
占めているのに対し、上記の理由で、これらの概念がインドネシア人にとっては素晴ら
しい母性・子育て規範だと誤解を招いたのである。 
 Daoed Joesoef と同様に、インフォーマントの一人、イラさん（40 代、ジョグジャカル
タ市）も良妻賢母と教育ママは憧れの概念だと思っていた。彼女は日本に留学している
97 
友人が Facebook アカウントに投稿した日本の子育て事情を読んで以降、日本の高学歴女
性が自分のキャリア意欲よりも家庭や子育てを優先することを羨ましいことだと考えて
いた。イラさんと同様に、ソーシャルメディアに良妻賢母と教育ママの概念を広めた多
くのインドネシア人は、日本の実際の社会背景や社会福祉制度を把握せず、Daoed 
Joesoef が引用した Dickensheetsの主張をそのまま信じ込んでいたといえよう。 
 上記の「母性幻想」を分析すると、インドネシア人が日本人女性の専業主婦現象を羨
ましいと思う理由は、物理的な富力や便利さよりも、母親としての精神的、倫理的な面
に憧れているということがうかがえる。これは、戦後期の日本女性たちのアメリカの主
婦現象に対する羨ましさとは異なっている。70 年代の日本では、アメリカの家やキッチ
ンに憧れ、「三種の神器」という表現までが誕生した。具体的に、1950 年代に白黒のテ
レビ、洗濯機、および冷蔵庫を持つ家は昭和時代のステータスシンボルでもあり、1970
年代に「三種の神器」はカラーテレビ、エアコン、及び車に取って替わられた（Yoshimi, 
1999 & 2005)。 
 
4．インドネシアの都市部における「子ども中心主義」 
 近年、日本の共働きの女性の中には、アメリカ、台湾、及びシンガポールの共働き女
性を羨ましいという女性たちもいるという。アメリカの共働き女性は普通にベビーシッ
ターを雇えるので彼女らは安心して出張できる。台湾やシンガポールの共働きの場合、
住み込みの家政婦が存在しているので、一日仕事しても帰ってきたら自分が家事をせず
とも家がきれいに片付けられ、夕食の準備もできている。日本では、このような環境が
夢のまた夢と思う人も少なくない（佐々川、2015）。 
 一方、インドネシアの中間層の共働き女性の間では、日本の三歳児神話のように乳幼
児が家政婦・ベビーシッター・祖父母などに育てられるべきではなく、母親自身が育て
なければならないという新たな考え方が広まった。保育園はまだ普及しておらず、 ある
保育園に預けても子どもの虐待の確率がゼロではないため、母親以外に安心して子ども
を預けるところはないと思われている。このような背景のため、インドネシア人が良妻
賢母と教育ママの概念を誤解し、憧れる人が存在しているのは驚くことではない。 
 
4.1 乳幼児教育という主婦論争源 
 インタビュー調査では、ソーシャルメディアにおける主婦論争は共働き主婦の生活に
影響を与えないとは言えないことがわかる。彼女らは感情的に多少主婦論争に気持ちを
揺るがしてはいるが、様々な理由で仕事を継続している女性たちが多く存在している。
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しかし、以前から迷っていた女性が主婦論争をきっかけに決心して仕事を辞めるという
例も少なくない。 
 例えば、インフォーマントの一人 Veroさん （Jakarta、40代）は正直な気持ちとして 4
人の子どもを残して仕事をするのは辛いと言っている。彼女は辞めようとした際、隣人
に「公務員になりたい人は多くいるけど、せっかく公務員になったあなたは辞職するな
んてもったいない」と言われ、辞職する気持ちを抑えたと語った。公務員という職業は
安定的な仕事であり、民間企業と比べたら比較的、解雇されにくい仕事である。また、
日本では、公務員の試験はほぼ毎年受けることができるが、インドネシアでは毎年自分
の資格に見合った公務員募集があるとは限らないため、一回公務員になった人がその珍
しいチャンスを手放すことは考えられないことである。 
 「チャンスを逃したくない」という理由は仕事を継続する女性の理由の一つである。
上記の Vero さんだけではなく、Era さん（Surabaya、34 歳）は一回目の出産をしてから
二番目の子どもが 4 歳になるまでは仕事を辞めていた。辞めた時点では、絶対いつかま
た仕事をすると信じて、今までの仕事用の服はそのまま棚に保管した。自宅からオート
バイで 15 分ぐらいの距離にある会社が彼女の持っているスキルとぴったりな条件で募集
しているので、応募した。通勤に時間がかからず、子どもの面倒もちゃんと見てあげら
れると思い、Era さんの夫も彼女に仕事の復活を認めた。Era さんが以前働いた場所は家
から遠く、通勤時間及び勤務時間が長かったため、夫から子育てを優先して仕事を辞め
るよう言われた。 
 他のインフォーマント、Mala さん（Jakarta、40 代）は首都ジャカルタの生活費が非常
に高いため、三人の子どもの教育費まで大学の教員として働いている夫 1 人の収入に頼
るのは難しいと語った。彼女も夫も大学院を出たので、子どもたちに素晴らしいキャリ
アを身につけさせるために自分と同じレベルの教育を受けさせてあげたいと言っている。
「子どもは神様からの預かりものであるのに、また預けるのか」というミームに対して、
彼女は次のことを答えた。 
“Ya nggak sembarangan titiplah mbak! Kita` kan nyari dulu,  neliti yang bener, baru 
masukin anak ke daycare. Misalnya ya, saya pernah titip ke TPA X, saya secara hati 
kok kurang sreg, makanya anak saya masuk 2 minggu di situ ngomong ngga betah,”   
 
 勝手に(子どもを）預けないよ、バッ※。私たちはちゃんとまともな保育園
を調べてから、子どもを入所させるの。例えば、私は X 保育園に子どもを
預けたが、自分も気持的にすっきりしなかったので、結局子どもはその保
育園に入って二週間後我慢できないと言った。 
※「バッ」は、年上の者が年下の女性（筆者）に呼びかける時の呼称であ
る。 
 
Mala さんも「働く母親はまともな子育てができない」という主婦論争の一つの攻撃に対
して、以下のように語った。 
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“Anak saya yang atas, yang SMP SMA, mereka bilang lebih bangga punya ibu yang 
bekerja kayak saya ketimbang ibu temen-temennya yang di rumah saja. Katanya ibu 
bekerja itu networking-nya luas, trus up-date sama berita terbaru, makanya kalau 
diskusi atau konsultasi gitu bisa ngasih masukan yang memuaskan,”  
 
「上の子どもは高校生と中学生だけど、彼らは家にいるだけの友達の母親
よりも私みたいな働く母親のほうが誇りを持っているそうです。働く母親
ネットワークが広くて、最新な情報もアップデートしているので、議論や
相談される時に、満足なアドバイスをしてくれるからです。」 
 
 しかし、働く主婦派の立場に立っても、Mala さんは仕事を辞めて専業主婦を選択した
女性たちの立場も尊重している。彼女は「経済的な目的での仕事なら、現在の傾向のよ
うに、子どもの面倒を見ながら自営業などで自宅から収入を得られる方法はいくらでも
あるではないか」と聞かれたら、「私はオンラインショップなど、そんな能力はないと
思うので、今の仕事を継続するほうが好んでいます」と答えた。 
 Malaと同様、Atia (31歳、スラバヤ市) は自分も働く母親に育てられ、今の学歴と安定
的な仕事は母親がしっかり育てくれなかったら無理だったと主張した。彼女は自分の生
活を見て、働く母親はまともな子育てができないという主張に対して大反対だという。 
 ソーシャルメディアが広めたような女性が専業主婦になるべきという宗教の教えの解
釈についてはイスラーム教やキリスト教のなかでも様々な意見がある。Iva (スラバヤ市、
40代は)、校長先生の一人で、Nahdlatul Ulama という最大のインドネシアのイスラーム組
織の活動者が「イスラームでは、男性は女性のリーダーであるという教えもあるが、必
ずしも家にいるべきであり、仕事をしてはいけないという訳ではない」と主張した。彼
女と同様、Maria さん(スラバヤ市、40 代) というキリスト幼稚園・保育園の園長によれ
ば、キリスト教の教えでは子育てが母親の責任でもあるが、適切な所に子どもを預ける
限り、働く母親の名誉に傷はつかないと語った。 
 しかし、ソーシャルメディアにおける主婦論争を通して自己を正当化できる専業主婦
たちも少なくない。例えば、Linda さん(ジャカルタ市、29 歳)はマスメディアやソーシャ
ルメディアに児童虐待のニュースが頻繁的に取り上げられるので、子どもができてから
迷わず仕事を辞めて家庭に入ったと語った。両親の家も遠くはなく、預けてもいいと言
われるが、自分の子どもは自分で育てたいと語った。 
 また、宗教上の理由で、Anaさん(ジョグジャカルタ市、30代)は多国籍企業のエンジニ
アとしての仕事を辞めてから、子育てにより集中できるようになったので、今まで体験
したことがない安心感を手に入れたと言った。フランスで勤務していた時に彼女の子ど
もが発達障害児として生まれたので、当時の忙しかった自分を責めたと後悔の気持ちを
語った。 
 一方、教員の仕事を辞めた Ira さん（ジョグジャカルタ市、40 代）は「女性は肋骨か
ら作られたので、背骨(稼ぎ柱)にしないでください」というスローガンに大賛成という。
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彼女は毎朝、自宅の隣にある保育園に預けられる子どもたちの泣き声を聞いて耐えられ
ないと語った。彼女にとって、その子どもを預ける女性たちの経済状況は彼女よりまっ
たく悪くないのに、なぜ家庭に入らないのかを不思議に思っているようである。「人は
いくら所得があっても足りるか否かは相対的であり、やりくり次第だ」と彼女はまとめ
た。 
 Tina さん（スラバヤ市、33 歳）の場合、主婦論争がソーシャルメディアにおいて盛ん
になる前に、結婚する前から自分は専業主婦になりたいという条件を挙げて夫のプロポ
ーズを受けたという。宗教意識の強い彼女の夫も以前から同じ考えをもって、二人とも
性別役割分業パターンに対して賛成派である。妊娠してから、Tina さんは外資系企業の
仕事を辞めて専業主婦になった。その背景は彼女の幼いころのトラウマがあったからだ
と語った。彼女は忙しい共働き家庭に育てられ、子どもの時から寂しい思いをしていた
という。特に、家庭では家政婦が 17 回も次々に変わり、その中に誠実な家政婦はたった
一人だけと記憶を語った。さらに、彼女は家政婦が何も知らない弟をつねる瞬間を何回
も見かけたと言った。 
インタビューが終わった後、以下に Tinaさんは詳しく 24時間の専業主婦と乳幼児教育
の重要な関連をチャットで説明する。次に書いている Tina さんの台詞は省略や若者の話
し言葉およびジャワ語と混ざっている表現を使用しており、編集せずに当時そのまま彼
女が書いた文章である。 
2014/12/01 20:56:00: Tina: Poin lain: bayi full ASI. Yg mau kukejer adalah rahasia 
para ibu yg mengASI full anak2nya. Krn proses pasar-dapur-meja makan-istirahat 
adalah siklus tak tertawar utk menafikkan proses pabrik dlm mnghasilkan susu terbaik. 
 
2014/12/01 21:12:22: Tina: Poin berikut; sejauh mana harga membersamai anak di 
masa emas. Jgnkan esempe, esde ajalah udah bnyak anak yg 'mandiri' dlm arti 
memiliki dunia sendiri yg hnya berisi teman2 dan dunia lewat media maupun langsung, 
tnpa terdampingi org tua… 
 
2014/12/01 20:56:00: Tina: 他のポイント：100％母乳の赤ちゃん。私が求めた
いのはフル母乳育児をする母親たちの秘密。これは、「キッチン→ダイニン
グテーブル→休み」というサイクルが最高の母乳の質を生産する工場に対し
て不可欠の条件だから。 
2014/12/01 21:12:22: Tina: 次のポイント; 子どものゴールデン・エージ（英：
Golden Age）にどのぐらいお供してあげられるのか。現在、中学生どころか、
小学生からでも子どもたちは“自立”し過ぎて、親のチェックなしでメディア
を通して友達と自分の世界を持つ・・・ 
 
また、彼女は専業主婦になりたい過程を以下のように語る。 
2014/12/01 23:02:34: Tina: Ini sgt personal, entah background ibu2 yg lain, tp 
buatku masa kanak2 sgt ngaruh dlm keputusanku mjd irt 24 jam sejak esempe. Tntunya 
saat itu semua msh di awang2 (bhkan sekarang pun!), yaitu rencana2ku utk cari 
penghasilan di rumah jika mmg suami butuh back up (meski kembali di sini 'butuh/tdk' 
sgt relatif dlm kecukupan yg dirasakan msg2 org). 
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Nah, apa yg kusimpulkan dr masa kecilku adalah, saat2 itu adalah saat yg plg ingin 
kurasakan bersama ibu, krn setelah baligh anak2 akan pergi lbh jauh, smkin jauh, dan 
di saat itulah saat yg lbh baik jika ibu hendak memulai sbh usaha.. 
 
2014/12/01 23:04:14: Interviewer: Aku bener-bener pengen denger masa kecilmu  
 
2014/12/01 23:05:43: Tina: Cita2 naif dan tdk detil itulah yg mencamkan tekad di 
benak; biarpun kelaperan aku pengen menemani anak2 saat masih kecil. Ntar kalau 
mereka udah lbh bnyak waktu buat sndiri, baru aku mgkn akan mncari opsi 
memperkaya diri... (Kui omongan nggaya abg labil) 
   
2014/12/01 23:02:34: Tina: これは非常に個人的なことで、他の母親たちはどのよ
うな背景があるのか分からないが、私にとって中学校から幼いころの思いが
24 時間の専業主婦になりたいという決断に大きく関係している。勿論その時
は空想のまま（実は今までも！）、それは、私の計画はもし夫が経済的なサ
ポートを必要としたら私は自宅で収入を得る仕事をやる（もちろん、（経済
的なサポートが）必要か否かは人によってとても相対的。） 
で、私は幼い時に一番してもらいたかったことは母親と一緒にいることだっ
た、子どもは大きくなったら、さらに遠いところに行って母親のそばから遠
く、もっと遠く離れてしまう、その時が来たら、それは母にとって仕事を始
める一番相応しい時期である・・ 
 
2014/12/01 23:04:14: Interviewer: 幼いころの話し、ぜひ聞かせてください。 
 
2014/12/01 23:05:43: Tina: そのナイーブで漠然とした夢を心に刻む；たとえ食
生活が貧しくなっても、私はずっと子どもたちと一緒にいたい。彼らが大き
くなって、彼らが自分の時間が多くなったら、私は自分をお金持ちにする選
択肢を探す．．．（それは不安定な少女の威張る話―ジャワ語） 
 
 Tina さんの幼い時の家政婦に対するトラウマ、母親と叔母たちの経済的な自立性が家
庭のリーダーである夫をあまり尊敬しない原因になっているという印象を受けたので、
彼女は絶対子どものゴールデン・エージに 24時間の専業主婦になると決めた。Iraさんの
ように、Tina さんは経済的な満足にはきりがないので、高学歴の女性が外で働いて、子
どもを他人に育てもらうことを残念に思っている。 
 
 
4.2 学歴社会と中間層の増加 
 インドネシアにおける中間層の割合に対して、様々な議論が行われるが、第 1 章に述
べたように多くの調査によれば、インドネシアの経済成長と中間層の増加は確かだと言
われる。2012 年に行われた BCG (Boston Consulting Group) の調査によれば、インドネシ
アの中間層のパーセンテージは人口の 44％に迫った 。Nielsen の調査（2016, p.11）によ
れば、インドネシアはインドとフィリピンの次に世界で第 3 番目に強気な消費者 (the 
most confident consumer) だと言われている。さらに、Peewの 2014年の調査では、インド
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ネシア人は自分の子どもや次世代の未来が今の自分より明るいと信じていることが明ら
かになった。 
 インドネシアは学歴社会であり、子どもの教育は将来の大事な資本だと考えられる。
教育が安定した仕事に就くという生きる中での資本ということだけではなく、多くのイ
ンドネシア人にとって子どもの存在及びその子どもの教養は死世界(死んでからの世界）
の資本でもある。親がなくなったら、子どもの祈りが親の支えになるという教えがある。 
 Keluarga Berencana (KB) というインドネシアの家族計画プログラムは世界で最も成功し
た避妊コントロールプログラムだと国連の評価を得ている。このプログラムのおかげで、
現在のインドネシア人は子どもに一番いい暮らしを提供したいという理由で大家族より
核家族を目指すようになった。インドネシア人は以前のように、“banyak anak banyak 
rejeki”（たくさん子どもがいれば、たくさんの自給率）といことわざを信じないで、子
どもの数よりも子どもの質（教育・教養—−アカデミックだけではなく、モラルや宗教の
教えを含め）のほうに重視している。この現象からインドネシアの都市部に住んでいる
中間層の人たちは子ども中心主義の傾向が強いということが分かった。 
 
5．まとめ 
 ソーシャルメディアの主婦論争に描かれる理想的な母親像は、家事だけではなく、子
どもの教養を重視し、うまく見守ることができる女性であることがわかる。子どもの教
養を重視するという視点は、働く母親に批判的な意見や専業主婦の存在を見直すという
ことに表れている。また、子どもの教養に対する熱心さは、日本の良妻賢母と教育ママ
の概念を誤解して、憧れるという現象にも見ることができる。このような主婦論争は新
体制（1966-1998）時代の男女平等思想の解釈とはまったく異なると言える。1979 年のエ
ッセイ集、“Satu Abad Kartini”(一世紀のカルティニ)に記載されているようなジェンダー
平等の話題は、現在共働きか専業主婦になるかどうかの選択肢の要因としては取り上げ
られていない。逆に、侮辱されてきた専業主婦の存在はソーシャルメディアの主婦論争
では光栄な立場であると今までなかった評価も受けた。専業主婦か共働きかという選択
は、、男女平等思想よりも、個人が経験した幼児期の記憶や新たな宗教的解釈が主な要
因として考えられる。第 2 章に議論したプレ改革時代の女性性や母親像と異なっており、
上記の現象は現在インドネシアの母性概念及び子育て規範の変化を表している。 
 インドネシアのソーシャルメディアに広められた日本の良妻賢母と教育ママに関する
誤解は、基本的に日本の家族に関する理解、特に性別分業を支える社会福祉制度に関す
る情報が不足しているからだと考えられる。あるいは、物質面ではなく精神面でより強
く影響を受けているインドネシアは、情報の「不足」よりも情報の「選択」として専業
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主婦や教育ママの概念が導入された可能性もある。その背景を明らかにするためには、
より深く研究する必要がある。しかし、ここでは、良妻賢母と教育ママの概念を誤解し
たインドネシア人は物理的な財貨や日本の便利さということよりも、日本の専業主婦の
メンタリティーに憧れていることが分かった。これは日本人が 1970 年代のアメリカの主
婦に憧れたこととは異なっている。 
 中間層の増加が続いているインドネシアでは、特に都市部エリアでは、大家族形態か
ら核家族が増加し、子ども中心主義の志向が強まっている。。このような子ども中心主
義はインドネシアの独特の傾向というわけではなく、近代化への道を歩んでいた国々で
はよく見かけられる現象である。しかし、イスラーム教が制約された新体制時代と比較
すると、宗教の新たな解釈が子どもの教養に重要な役割を持つことはインドネシアの特
徴として興味深いと言える。宗教の教えに基づく前述した子どもの教養はインドネシア
ではどのように解釈され、実行されるのかは疑問に思っている。その解釈は共働き女性
と専業主婦の中ではおそらく同じ方向にはならい。以上の分析で、ソーシャルメディア
の主婦論争において継続型と中断型がどのように意見を述べあっているかを記述した。
次章以降で、インタビュー調査をふまえ、継続型は第 III部（4章、5章と 6章）、中断型
は第 IV部（7章と 8章）で詳しく議論する。 
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第 III部 保育園の誕生と共働きの子育て 
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第 4章 インドネシアにおける保育園の誕生と子育て事情 
 
 
1．はじめに:インドネシアにおける乳幼児教育機関ブーム  
世界の多くの国々が都市化により、大家族から核家族へという家族形態の変化や、子
育て規範の変化を経験してきた。その一つの傾向が保育園の誕生である。インドネシア
の大都市も特に 2010 年代から保育園が多く見かけられるようになり、これまでお手伝い
さんに頼っていた共働きの夫婦が保育園を利用するようになったという83。 
保育園の存在は子育ての変化に結びついていると考えられる。インドネシアの保育園
に関する研究は、そのほとんどが心理学・教育学84の視点から行われてきたことがわか
る85。特に、保育園に預けられた子ども達の精神的成長を、そうでない子ども達のそれ
と比較した論文は最も多く見られる86。しかし、社会学的な観点から見た保育園の研究
は、未開拓なテーマと言える。 
 インドネシアの女性エンパワーメント・児童保護省大臣  (Menteri Pemberdayaan 
Perempuan dan Perlindungan Anak) が、女性の生活をよりよくするために 2011年から様々
な政策を開始してきた87。それらの政策では、教育・健康・経済活動・政治参加・社会
及び文化という 5 つの優先課題が重視された。詳細な内容として、女性の教育期間を伸
ばし、家族及びコミュニティを擁護することや、識字教育の実施、科学技術の分野によ
り多くの女性を参加させることなどが挙げられる。しかし、女性の社会進出がこれらの
政策の主眼であるにも関わらず、保育園のような具体的なファミリーサポートは優先課
題として記載されていない。この点は、海外の女性家事労働者、ストリートチルドレン、
及び家庭内暴力（domestic violence = DV）といった問題ほど深刻なものではないと思われ
るが、保育園は現在、子育て支援の根本的要素として重視されるべきである。 
 本論文は最近インドネシアでブームになった保育園がどのような存在であるのか、ま
た保育園の位置づけと共働き女性が抱えている子育ての葛藤が社会学的にどのように説
明できるのかを探りたい。 
                                                        
83 Paramadhita, A. (2012). More Indonesian Mums Now Turning on Daycare.  
84 Nugraha, A. and Yulindrasari, H. (2012). The Development of Early Childhood Education in Indonesia. 
85 乳幼児教育に対する研究や政策は Ministry of National Development Planning/ National Development 
Planning Agency (BAPPENAS). (2013). Early Childhood Development Strategy Study in Indonesia.  
86 Hikmah, S. (2014). Optimalisasi Perkembangan Anak dalam Day Care.Sawwa: Jurnal Studi Gender, 9(2), 
345-360あるいは Putri et al. (2016), Effect of Nurturing at Child Care Center on Gross and Fine Motoric. 
Journal of Maternal and Child Health, 2(1): pp. 1-9 
87 Peraturan Menteri Negara Pemberdayaan Perempuan dan Perlindungan Anak Republik Indonesia No. 11 Tahun 
2011 tentang Kebijakan Pengembangan Kabupaten/Kota Layak Anak.（「子どもにフレンドリーな町の開
発」についての、女性エンパワーメント及び子ども擁護大臣の2011年度11号の規定書）  
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2．世界における保育園の誕生 
2.1 欧米の保育園 
 フランスの歴史学者フィリップ・アリエスは著書『＜子ども＞の誕生』の中で、中世
ヨーロッパ（17 世紀以前）に「教育」や「子ども」といった概念はなかったと述べてい
る（Aries: 1960→1962）。年齢が 7-8歳になると、子どもは徒弟修業に出され、大人のよ
うに扱われた。当然、乳幼児教育という意識も存在していなかった。“Childhood is ‘an 
artefact of modernity’”（「子どもは『近代の人工物』」）という概念に関しては様々な議
論があり、反アリエスの説も少なくない。しかし、「子どもの教育」が近代になってか
らより真剣に研究されるようになり、社会がその重要さを認識していることには反論の
余地はないであろう。 
 産業革命は、経済の変化は勿論、家族形成にも強い影響を与えることが学問的に証明
された。17 世紀のアメリカでは、現在の多くの貧しい国々のように、子どもは安い労働
者、「小さい大人」として取り扱われた。紡績工場や繊維工場で長時間シフトの中、十
代前半の子ども達がまじめに働く姿はごく当たり前な風景であった。労働力不足のため、
男女問わず、子どもを含め、働くことのできる者は働かされていた。当時、理想的な子
育て規範などは考える余裕もなかった時代であった。 
 都市において、家族の形態が大家族から核家族という近代的形態へと変化したことは
子育てに大きな影響をもたらしていることが分かった。一方農村部の農家では、産業革
命以前と同様、子どもは大家族全員の中で育てられた。裕福な中流階級の共働き家庭は、
家政婦を雇うことで仕事と家庭とを両立させることができた。家庭に入った女性も当然
存在した。下層階級の白人や黒人の家庭の場合はこうした選択肢を持っておらず、従業
員としての仕事と家事・育児を全て自らの手で賄わなければならなかった。こうした家
庭では、留守番せざるを得ない幼児も多く見られた（Cahan:1989）。  
 欧米では18世紀後半から 19世紀前半に、保育園が必要な施設と認識されており、1840
年代にフランスでは"crèches"と呼ばれ、労働者階級の女性が乳幼児を預ける施設として
設立された。保育園がフランス政府に認定された年は 1869 年であった。英国では、最初
の保育園の設立は 1860 年代であり、その後ほとんどの大都市に設立されたのは 19 世紀
の後半であったという。アメリカでは 1854 年、民間の慈善団体によって初の保育園がニ
ューヨークに造られた。保育園は紡績工場などで長時間働いていた女性たちを子どもに
近づける役割ももっていた（Cahan:1989）。 
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2.2 日本の保育園 
 欧米の保育園とほぼ同じ時期に、日本では横浜市で 1871 年（明治 4 年）にアメリカ人
宣教師によって初めての保育園が開設された。この保育園は「亜米利加婦人教授所」と
名付けられ、混血児を救済することが設立の趣旨であった。日本人の手による初の保育
園としては、1890年（明治 23年）設立の新潟県の「静修女学院附設保育園」が記録に残
っているという（吉田：2012）。その後、各地で同様な形態の保育園が次々開設された。 
 欧米と異なり、最初の日本保育園は、働く母親ではなく、“子守をしながら学校に通う
子どもたち”をサポートするために作られたものであった。子守りは本来大人の仕事であ
り、これを子ども達が行うことは現在の人々には想像しにくいであろう。しかし上の子
が下の子の面倒を見ることで、貧しい家庭の子どもが家族の追加収入を得るために子守
りをすることはよく行われていた。明治政府で定められた義務教育は国民全員に影響を
与え、学齢の子ども達は皆、学校へ行かなければならなかった。子守りで学校へ行くこ
とのできなかった子どもを救うために保育園が作られたと考えられる。 
 1890年（明治 23年）、当時産業時代であった日本では、欧米が歩んだ歴史のように、
紡績工場や製糸工場で働く女性たちのために幼稚園が開設された。また、日露戦争で孤
児となった軍人の子どものための保育園や、農業が忙しい時期にだけ開設される保育園
なども開設されていた。ここで、大家族の中で育てられた幼い子どもが初めて家族の外
にある保育施設に預けられる。 
 当時の保育園は、「保育」というよりは「子守り」という性質を持っており、名称も
「〇〇保育園」や「〇〇幼稚園」が両方使用されており、法制化された現在のように
「保育園・園」と「幼稚園」の使い分けがはっきり分かれていたわけではなかった。
1919 年（大正 8 年）、大阪、京都、東京の順に公立保育園が開設された。戦後、1948 年
（昭和 23 年）になって、保育園が正式に児童福祉施設という法的な認可を受けている
（吉田: 2012）。 
 2000 年代にますます女性の社会進出が盛んになってきた日本では保育園の数が不足し、
待機児童の存在がさらに深刻な問題になった。そこで、2006 年から幼稚園と保育園を一
元化しようとする動きがあり、「認定こども園」と呼ばれる制度が開始されている（図
表 1．参照）。この制度は基本的に二つの機能を持っている。一つ目は就学前の子ども
に幼児教育と保育を提供する、つまり保護者が働いているか否かにかかわらず受け入れ、
教育を一体的に行う機能である。二つ目は地域における子育て支援を行う、つまり全て
の子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談活動や、親子の集いの場の提供等を
行う機能である。この制度は幼稚園と保育園が今まで提供できなかったことを可能にす
るものである。しかし、不認可保育園の存在や保育園で起きてきた事故なども現在マス
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メディアによく取りあげられる。日本の保育園の負の局面もまたインドネシアの保育園
同様のものであり、利用者の不信という現象が起きるきっかけとなっている。 
 
 
図表 4-1.「認定子ども園」の概要 
出典：内閣府「認定こども園概要」より抜粋 
http://www8.cao.go.jp/shoushi/kodomoen/gaiyou.html 
（2018年 3月 16日最終アクセス） 
 
3．インドネシアの保育園の誕生 
 インドネシアにおいて子どもを預ける施設が開設されたのは 1963 年であり、社会省
（ Kementrian Sosial）の手により開設された保育園がそれにあたる（ Direktur 
Kesejahteraan Sosial Anak: 2012）。幼稚園は Kementerian Pendidikan dan Kebudayaan／教
育・文化省（日本の文部科学省に相当）の所管であるが、保育園の所管はやや複雑であ
る。初の保育園は厚生省により開設されたが、現場では無認可の施設がほとんどである。
認可の手続きを行う機関はどこであるのかをその保育園の管理者に尋ねたところ、「乳
幼児教育機関だから、厚生省ではなく、文部科学省に認可を手続きする」という返答を
得た。 
 日本では幼稚園が文部科学省の所管であるが、保育園は厚生労働省の所管である。日
本の厚生労働省は国民の健康、厚生（家庭や女性と子どもの問題を含む）及び労働問題
を担当する省である。子どもを保育することは国民の福祉に関連するため、厚生労働省
が保育園を管理することは合理的である。インドネシアの場合、日本の厚生労働省に相
当する省は 3 つあり、女性エンパワーメントと児童保護省・労働省・保健省である。こ
れらの省の中で、子どもの保育に最も責任を持つべきなのはどの省であろうか。 
 日本では、保育園が認可保育園・認証保育園・認可外の保育施設という 3 つのタイプ
に分けられる。認可保育園とは、国が定めた設置基準（施設の広さ、保育士等の職員数、
給食設備、防災管理、衛生管理等）をクリアして都道府県知事に認可された施設である。
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大幅な公的資金補助があるため、保育料は比較的安くなっている。ただし、延長保育や
一時保育などのサービスは、規定に従って運営されるため、個々のニーズに応えきれな
い面がある。認証保育園は都道府県独自の制度で設立された保育園である。保育料の設
定は各認証保育園が行うが、これには上限がある。認可外の保育施設は園庭の広さなど
さまざまな設置基準の関係で、国の認可を受けていない保育施設のことである（認証保
育園も実は認可外施設の一部になる）。このタイプの施設は、国の認可を受けていなく
とも、各都道府県に申請をし、保育士の人数・保育面積・設備等で一定の基準を満たし
ている必要がある。例えばベビーホテルや深夜に開かれている保育施設や、企業や官
庁・大学等がその職員や学生専用に開設している保育施設も、認可外の保育施設となる。
認可保育園・認証保育園は公的補助金が投入されるため、特定組織の構成員のみに利用
者を限ることはできない。保育料の設定は各保育施設が行う。公的補助がない独立の施
設では、保育園と同様に利用した場合、保育料の負担が必要になることがある。企業・
官庁・大学等が運営している認可外保育施設では、機関の補助によって保育料を抑えて
いる場合もあれば、保育料を受益者が負担する場合もある。 
 上記の日本の保育園の定義から見れば、インドネシアでも国が定めた施設の基準はあ
るが、「認可」・「認証」・「認可外」という区別はない。正式な学校の種類と同じく、
「国立」と「私立」の区別があるのみである（市立学校はないが、市の教育部署や市役
所の婦人会が運営している保育園はある）。当然ながら同じ設備を有する施設でも国立
と私立の料金は大分異なっており、私立の方がはるかに高額である。インドネシアの各
省が設立した保育園は、国（その省）の予算により運営されるために国立であるとは言
えるが、実際に「国立保育園」という名称自体はまだ正式に用いられていない。また、
保育園は正式教育機関として取り扱われていないので、国からの援助はほぼ皆無である。
国立大学や国立病院の保育園も、ほとんどがそれらに所属する婦人会の協力で設立され、
NPO のように当事者の問題を手伝い、非営利の方針で運営されている。私立の保育園は
利用料金が安いところもあれば、月給の最低賃金よりも高いところもある。勿論ほとん
どの所は利益を得ることを目的とする。首都圏以外に省の事務局がないため、国立保育
園はまだ存在していないと言える。 
 
3.1インドネシアの保育園と乳幼児教育の制度 
 インドネシアの政治史上の大転換である 1998 年の改革は、国民全体の生活に様々な影
響をもたらしている。この改革は、基本的には政治的な地方分権化を意図表していたが、
他にも二つの大きな変化をもたらした。一つ目は憲法の修正であり、大統領は 2 回以上
選挙に出馬することが禁止された。二つ目は教育予算の改革である。自国と他国の教育
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レベルとのギャップを解消するために、国や地方政府が 2 割の予算配分を支出する義務
があると 2003年の教育法律、また憲法裁判所の 2008年の 13号／PUU-VI I規定書に定め
られた88。 
 2003年の教育法律第 7章 28条では、次のことが定められている89。(1)乳幼児教育は就
学前に行われる。(2) 乳幼児教育は公式（フォーマル）・ノンフォーマル・インフォーマ
ルで行われる90。(3) 公式（フォーマル）な乳幼児教育を行う施設は幼稚園 (Taman Kanak-
kanak (TK))、 イスラーム教幼稚園（Raudatul Athfal (RA)）、あるいはこれらと同様の施
設とする。(4)ノンフォーマルな乳幼児教育を行う施設は プレイグループ／play group 
(kelompok bermain (KB))、子どもを預ける園（＝保育園）（Taman Penitipan Anak (TPA)）、
あるいはこれらと同様な施設とする。(5) 非公式（インフォーマル）乳幼児教育は家庭及
び地域で行われる教育である。また、第 7 章 28 条（1）追加解説では、「就学前教育は
生まれたばかりから 6 歳未満までの子どもを対象になされるものであるが、これは小学
校の入学条件ではない」（筆者訳）と説明されている。 
 インドネシア教育・文化省の規定書によれば、乳幼児教育機関は村、個人、団体、及
び法人によって開設が可能である。乳幼児教育機関とは幼稚園（TK）、障害児幼稚園
(TKLB)、プレスクール／プレイグループ（KB）、子どもを預ける園＜保育園＞（TPA)、
あるいは保育園相当の施設を指す91。 また、保育園(TPA)の種類は次の通りに分類される
92。 
a. 一日保育園（Full day TPA）: 午前 7から午後 4時まで営業しており、毎日及び一時的
に子どもを預ける施設である。 
b. 半日保育園（Semi day/Half day TPA）: 午前 7時から午後 12時まで、及び午後 12時
から午後 4時まで営業している。この保育園は幼稚園やプレイグループから帰った子
ども達を預ける施設、あるいは夕方にコーラン学園 (Taman Pendidikan Quran (TPQ))
に通う子ども達を預ける施設である。 
c. 一時的保育園（Temporary TPA): これは必要な時に一時的に営業する保育園であり、
認可された施設に所属する。例えば、漁業地域において多くの人々が漁のために海へ
                                                        
88 UNDANG-UNDANG REPUBLIK INDONESIA NOMOR 20 TAHUN 2003 TENTANG SISTEM 
PENDIDIKAN NASIONAL 及び Uji Materi Mahkamah Konstitusi Nomor 13/PUU-VI/2008 Tahun 2008は憲
法裁判所や財務省のウェブサイトでも記載されている。Depkeu (2003) Anggaran Pendidikan.  
89 UU SISDIKNAS 2003 Bagian Ketujuh Pendidikan Anak Usia Dini Pasal 28 
http://sindiker.dikti.go.id/dok/UU/UU20-2003-Sisdiknas.pdf 
90 これら 3つのインドネシアの就学前教育の概念は、The Coombs typology of educational programmesの
概念と共通である。 (Coombs et al 1973) http://repository.usp.ac.fj/6180/1/The_conceptualisation_of_non-
formal_education.pdfより。 
91 Roadmap pengembangan Pengembangan Sistem Dapodik PAUD DIKMAS Tahun 2015-2019 
92  Direktorat Pembinaan Pendidikan Anak Usia Dini, 2013. NSPK Norma, Standar, Prosedur, dan Kriteria 
Petunjuk Teknis Penyelenggaraan Taman Penitipan Anak. Jakarta: Kementerian Pendidikan dan Kebudayaan 
Direktorat Jenderal Pendidikan Anak Usia Dini, Nonformal dan Informal.  
111 
出る時期、農業地域において収穫が行われる時期、あるいは自然災害などの特別な状
況下で開設される。 
 2009年のインドネシア文部科学省規定書第 58号（Permendiknas No. 58 Tahun 2009）で
は、乳幼児教育にあたる教職員の役職と資格について下記の通り定められている。 
a. 保育士（教育学・児童心理学を専攻し、四年制大学または短期大学を卒業した者）  
b. 副保育士（幼稚園教育を専攻し二年制短期大学を卒業した者、または乳幼児教育研修
の修了証書を有する高等学校の卒業者） 
c．守役（子守り研修の修了証書を有する高等学校の卒業者）  
d. 管理者（乳幼児教育及び保育園の管理研修の修了証書を有する高等学校の卒業者、ま
たは乳幼児教育機関において最低 2年間の教育経験を有する者） 
 上記はインドネシア文部科学省による乳幼児教育施設で働く教職員の条件である。イ
ンドネシア厚生省が設立した保育園と文部科学省が設立した保育園は、どのように異な
るのだろうか。施設や保育園の一日の流れを見たところでは、相違点は全くない。名称
も同じものであった。厚生省によって名称を変更される前の、保育園（TPA = Taman 
Penitipan Anak)という名称は現在でもそのまま文部科学省の保育園に幅広く用いられてい
る。筆者が現場の幼稚園・保育園の教諭（園長）にインタビューを行った限りでは、厚
生省の新しい名称(TAS = Taman Anak Sejahtera)を知っている者は一人もいなかった。ま
た、厚生省の保育園でも、幼稚園のカリキュラムのように午前中の「教育」時間がある
が、これは幼児教育の教師によって行われる。書類上では、文部科学省設立の保育園の
保育士には、乳幼児教育を専攻した四年制大学か短期大学の卒業者が適格であるが、厚
生省設立の保育園の保育士の場合は、社会福祉分野を専攻した者が求められている。筆
者が厚生省に対して行ったヒアリングによれば、社会貢献を目的にする保育園であれば、
助成金を支給されるとのことである。一方、文部科学省に所属する保育園については、
条件が満たされれば、人材育成向けの助成金が支給されるとのインタビュー結果を得た。
この相違点はあくまでも経営者側の事情によるものであり、利用者側からすれば、ある
保育園が所属する機関が文部科学省であれ、厚生省であれ、大きな相違点はないであろ
う。 
 日本の子育て支援政策と比較すると、インドネシアの保育園政策は「認定子ども園」
についての政策と似ている。制度上、幼稚園と保育園がはっきり区別された日本では、
子育て不安や現在の待機児童を収容しきれない等の様々な理由で、2012 年から全ての子
どもは就学前の教育・保育を一体として提供されるようになった。これと比較すると、
インドネシアの教育に関する法律や文部科学省が定めた乳幼児教育の規定書は一見する
と進んだ政策であると考えられる。しかし、政策は実行されなければ、社会問題の解決
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には繋がらない。実際にインドネシアの現場における乳幼児教育は、どのようなもので
あろうか。 
 
3.2「預かる」は「捨てる」という独特の意義 
 インドネシアにおける乳幼児教育について述べる前に、子どもを施設に預けることに
ついて現地では否定的なイメージがあることを社会的背景として挙げておきたい。第 3
章では、主婦論争による「他人に子どもを預ける」という否定的な意見はソーシャルメ
ディア上の議論を通して分析した。メイドや親戚等に子どもを預ける抵抗感はあくまで
も新たな子育て変容の影響であり、最近の新・中流階級の現象でも言える。しかし、子
どもを施設に預けることは昔から抵抗感があると以下の説明からわかる。 
 子どもを施設に預けると、親を老人ホームに入居させることと同様、「捨てる」とい
う感覚が根強く残っている。筆者がジャカルタの厚生省で保育園についてのヒアリング
を行った際に、”Standard Penyelenggaraan Taman Anak Sejahtera (TAS)”「福利子ども園の実
施基準」という本を入手した。まず筆者が驚いたことは、これまでインドネシア人が言
うところの保育園が”Taman Penitipan Anak (TPA)”「子どもを預ける場所」という名称で
あるのに対し、厚生省の正式な保育園の名称には“penitipan”「預ける」という単語が一
切なく、“sejahtera”「福祉」という単語が用いられていることである。インドネシアの厚
生省によれば、TAS は 8 歳未満の子どもに教育を提供する場所であり、1963 年から設立
され始めた TPA の長い歴史と関係しているという。TPA 自体が保育園機関として正式に
定められたのは設立から 4 年後の 1967 年であった。ここで TPA とは Tempat Penitipan 
Anak の頭文字語であるが、Tempat Pembuangan Akhir（「最後の捨てる場所」、つまり
「ゴミ処理所」）の略称と紛らわしいため、厚生省は保育園の名称を Taman Balita 
Sejahtera （5歳未満時福祉園)と変更した（Direktorat Kesejahteraan Sosial Anak, 2012：p.3）。
しかし、5 歳から 8 歳までの保育園も必要とされるので、2012 年に名称が Taman Anak 
Sejahtera (TAS)（児童福祉園）と再度変更された。 
非インドネシア語話者には、TPA という略称から来るイメージがどのようなものであ
るかは、理解しにくいかもしれない。インドネシアでは、保育園が非常に数の少ない施
設であったため、TPA は一般的に「保育園」よりも「ゴミ処理所」の省略として認識さ
れている。筆者は 2014 年の 8 月にインドネシア第二の都市であるスラバヤ市でフィール
ド調査を行った。その際、あるショッピングセンターで情報部を担当している警備員に、
「この周辺 Tempat Penitipan Anak“子どもをアズケル場所＝保育園”があると聞いたのです
が、場所を教えてくれますか」と質問したところ、予想外の反応が返ってきた。 
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 その警備員は大変驚いた顔で、「奥様、「子どもを預ける場所」を探しているのです
か？預けるなら僕に預けて下さい！」と答えた。彼のこの「子どもを預ける場所」とい
う言葉が私には完全に「子どもを捨てる場所」と聞こえた。「僕に預けて下さい！」と
いう彼の甲高いイントネーションはまるで「もらい子」の話をしているかのように聞こ
えた。ショックを受けた筆者は自分が研究者の立場であることをよく説明した上で、そ
のショッピングセンターの保育園事情を教えてもらった。それによると、保育園は何年
前かになくなったということであったが、その警備員の反応は今でも覚えている。 
 厚生省のヒアリングの箇所でも述べたが、そもそも TPA保育園が設立された目的はジ
ャカルタ市内のホームレスの子ども達を教育することであった。様々な要因で、共働き
の女性が持つ子育ての困難が深刻になってきたため、TPA保育園はストリートチルドレ
ンだけではなく、一般家庭の子どもも預かるようになった。こうした経緯が、TPAが人
によってはマイナスなイメージを持たれた一因と考えられる。その他に、インドネシア
大都市の孤児院では、婚外子93や望まない子どもを預けるために施設を利用する者も存
在している。こうした理由で、「子どもを預ける」という表現は場合によってはデリケ
ートなものに聞こえてしまう。 
 日本に留学経験を持つ一人のインタビュー対象者（バンドン市の Wさん、30代のイ
ンドネシア女性）は、日本語の壁によりコミュニケーションをうまく取ることができな
かったため、子どもを日本の保育園に「預ける」たびに、子どもを「捨てる」という罪
悪感めいたものを覚えていたと語る。インドネシアで二人目の子どもが産まれた後は、
その子を保育園に預ける際に「捨てる」という気持ちはなくなったようである。彼女に
よれば、今の保育士とよくコミュニケーションを取れるようになったこと、保育園が祖
母の家から歩いて僅か 5分ほどの近距離であったためであるという。「日本の留学生活
ではストレスが溜まったこともある」と彼女は最後に付け加えた。「預ける」という行
為から「捨てる」という気持ちがなくなったことには、上記の理由以外にも、彼女自身
が保育園に慣れたこと、またインドネシアの大都市で保育園が社会的に多少なりとも受
け入られるようになったという要因も考えられるであろう。 
 別の対象者（ジャカルタ市の Mさん、40代インドネシア人女性）は三人目の子どもの
ために保育園を探していた際、「子どもは神様からの預かりものなのに、また誰かに預
けるの？」と言われたそうである。彼女が住んでいる首都圏では、保育園は珍しくない
                                                        
93 インドネシアでは、「婚外子」の定義が日本でのそれと異なっており、結婚する前に生まれた子ど
ものことを指す。親が正式に結婚し、名前が戸籍に書かれてあっても、既成事実婚（いわゆる「で
きちゃった結婚」）で産まれた子どもは“anak di luar nikah”＜結婚していない間に生まれた子ども＞
と呼ばれる。日本より男女交際・セックスについての倫理観が多少厳しい社会であるインドネシア
では、既成事実婚は宗教や一般常識から罪として見られ、恥ずべきこととされる。 
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はずであるが、未だに子どもを施設に預けることは周りの人々から憐れみの目で見られ
ることがわかる。 
 
3.3保育園の名称に「預ける」を使うか否か 
 上記のような「預ける」という表現は、厚生省や国家事務局長官省の保育園には使用
されていない。TAS という最新の保育園の名称は厚生省に所属する施設（写真①）以外
には見られなかった（本論文で利用する写真は全て 2014-2015 年の調査にかけて筆者が
撮影したものである）。例えば写真②のように、国家事務局長官省婦人会が設立した保
育園には TASに改称される前の“Taman Balita Sejahtera”という名称が付いている。地理的
に厚生省の近くに存在しており、「預ける」という表現を避けて、多少新しい表現へと
変更がなされた様子が写真②の看板からわかる。 
             
写真 4-1      写真 4-2 
写真 4-1子ども福祉園（TAS）「母の希望」試験的運営 インドネシア共和国社会省の看板
  
写真 4-2 新生児福祉園「母の愛」国家官房室統一ダルマワニタの看板 
※2014年 8月にて筆者の撮影 
※写真 4-1 ＆4-2の保育園には正式なインタビュー調査を行っていない。 
 
厚生省が名付けた名称と関連して、”sejahtera” 「福祉」という表現がないものの、「預
ける」ではなく”Taman Pengasuhan Anak”「保育園」という名称が用いられている保育園
をスラバヤ市に見つけた（写真 4-3）。「どうして “penitipan” （預ける）を使わない
で、”pengasuhan” （保育）という表現を使うのか」とこの施設の園長に聞いたところ、
彼は「子どもには、ただの預かり場所ではなく、保育するための場所が必要とされるた
め、保育園と名付けた」と答えた。保育園の設備の充実度は別として、このような「保
育」の意識は注目すべきことである。 
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写真 4-3「保育」という名称を用いたスラバヤ市の私立学園の保育園 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
 
他に、”daycare” や “toddler” や “preschool” 等、外国語そのままを使う私立保育園もある
（写真 4-3と 4-5参照）。また、都市部に住む母親たちがインターネットの掲示板や交流
サイト等でよく用いている保育園の呼び名も、実は英語の”daycare”である。彼女らの会
話の中では、それぞれの町の保育園についての口コミや情報交換の中でも”daycare”とい
う単語が最も頻繁に用いられている。インドネシア語の本来語の名称が長いためという
こともあるが、外国語である daycareは「預ける」という直接的なイメージ（そしてそれ
に伴う「捨てる」という否定的なイメージ）を与えにくいという理由も考えられる。 
 
写真4-4 ”daycare”という名称を用いたバンドン市のイスラーム教保育園 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
 
 
写真4-5 ”daycare” という名称を用いたジョグジャカルタ市のモンテッソーリ保育園 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
 
それでも「預ける」という表現に“抵抗を感じない”保育園も少なくない。”daycare” 
以外に「預ける」という名称は私立保育園によく見られる（写真4-6 参照）。写真4-
7 はある国立大学の（認定こども園）類似する施設であるが、ここでも「子どもを預
ける園」という表現が添えられている。 
116 
 
写真4-6「登録受付、子どもの預かり、0-6歳」という私立保育園の看板 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
※本保育園にはインタビュー調査を行っていない。 
 
 
 
写真 4-7教育・文化省・エアランガ大学心理学部・心理学研究室 
「純粋な子どもの PAUD（乳幼児教育機関）遊戯グループと保育園」 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
※本保育園にはインタビュー調査を行っていない。 
 
しかし、最も多いのはやはり日本のような認定こども園、PAUD - Pendidikan Anak 
Usia Dini「乳幼児教育機関」という名称である（写真⑧と⑨参照）。「保育」の面は
まだまだ乏しいと言えるが、インドネシアの文部科学省の乳幼児教育キャンペーン
は徐々に広まってきていることが分かった。 
 
写真4-8 PAUD（乳幼児教育機関）という名称を用いた国立総合病院の保育園 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
※本保育園には正式なインタビュー調査を行っていない。 
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写真4-9 PAUD（乳幼児教育機関）という名称を用いた東ジャワ地方・婦人会の保育園 
（2014年 8月にて筆者の撮影） 
※本保育園には正式なインタビュー調査を行っていない。 
 
3.4地域差からみる子育て：地方 VS都市 
 これまでのインドネシアの子育てはどのように行われてきたのだろうか。2節では世
界と日本の保育園の歴史を記述する際に家族形態について触れた。インドネシアが産業
時代に入る前は、子どもは大家族の中で育てられていた。大家族に頼る子育ての慣習は
現代の先進国の地方でもまだ多少残っていることであろう。地域差による子育てのハー
ドルは様々であり、必要とされる支援のあり方も異なっている。この地域差という要素
はインドネシアではさらに大きな問題になる。 
 インドネシアの農村部では、依然として子育ては大家族に頼っている。インフォーマ
ル・セクターで仕事をしている家庭では、子どもを周りの親戚に預けるのは普通のこと
である。また、村人全員が互いに知り合いであるため、子どもは地域の中で多くの人々
に見守られている。学校から帰ってきた子どもが留守番をしていても、隣の人や友達の
家で勝手に遊んだりしていても怒られず、失礼と思われることはない。特に親戚の多い
家庭では、食事や入浴まで親戚の家に任せることも多い。 
 こうした状況からすると、大家族のネットワークが強い農村部や地方では、子どもの
両親が共働きであっても保育園は不要であると思われる。ジャワ島の農村部を観察する
と、子育て支援においてはむしろ「保育」よりも「幼児教育」の方が重視されているこ
とがわかる。これらの地域では、現地の婦人会等の協力で文部科学省が短時間のプレイ
グループ(play group)という幼稚園前のプレスクールを開設している。このプレイグルー
プは通常週 3回ほど、午前 8時から 10時半までのおよそ 2、3時間行われる。農村部に
は長時間子どもを預けられる保育園は存在していない。また都会のような教育設備もほ
とんど整っていない。その代わりこのプレイグループが、村の子どもにある程度の就学
前の教育を提供する役割を果たしている。 
 大家族から離れ、固定的な時間で仕事をしている共働き家庭はどこに乳幼児の子ども
を預けるのだろうか。田畑で仕事をしている農家では、子どもを連れて作業することは
珍しいことではない。農村地域では、中流階級の家庭が日帰りの子守りを雇うことも可
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能であり、村社会の人間関係も複雑な都会のそれと異なっているため、閉鎖的空間の子
育てにはならない。また、子守りを行う者は大体が近隣の地域に住んでいるため、最近
のニュースでよく取り沙汰されるような、家政婦による子どもへの虐待の恐れも少ない
と言える。経済的に余裕のない家庭では、子どもを一人で留守番させておいても、周り
の隣人が面倒を見てくれるため、親は安心できる。一方、経済的に裕福な家庭は閉鎖的
空間での子育てや子どもへの虐待の心配をせず、日帰りの子守役や家政婦を雇うことが
できる。農村地域では、保育園がなくても、現段階では大きな問題は生じにくいことが
わかった。 
 インドネシアの都市においては、現在の子育てにどのような変化があるのだろうか。
世界の産業革命時代と同じように、田舎から都市へ移動した人々の間では、階級により
子育ての選択肢が異なる。欧米や日本のような労働者階級向けの保育園さえ整っていな
いインドネシアでは、ますます格差が広がっている。都市へ出稼ぎに来た労働者階級の
人々は子どもを田舎の家族に預けて共働きをするか、限られた収入の片働きで我慢して
生活するかしかない。子どもに一人で留守番をさせざるを得ない家庭も少なくないであ
ろう。 
 しかし、家政婦を雇うことのできた都市の中流階級でも、現在は様々な理由で子育て
が困難になりつつある。農村部と比べ、都市の治安はよくない。隣の人であっても、田
舎のように簡単に信頼できるとは限らないため、閉鎖的空間での子育てが多く見られ
る。身体的な安全だけではなく、精神的な安心感を確保することが重要になる。具体的
な例として、それまで問題なく接していた隣人が子どもにセクハラ行為をする事件が増
加していると指摘されている94。また、家政婦による子どもの虐待や、家政婦が犯罪集
団と協力し、偽装泥棒や誘拐等を行う事件が新聞やマスメディアに頻繁に出てくるとい
うことも取り上げられる。 
 子育てを頼むにあたり、誰を信頼すればよいのかという不安はまさに現在都市に住ん
でいる共働き家庭の不安である。現在の家政婦は昔の家政婦のような存在ではない。経
済成長の影響もあり、貧困層の仕事も幅広くなってきた。住み込みの家政婦になるより
も、企業で安い賃金で働く労働者になる方がましであるという考え方もある。また、海
外で家事を行う労働者のニーズも高くなり、同じ家政婦の仕事であれば、国内より海外
へ出稼ぎに行った方が収入が増える考えている人々も少なくない。筆者がインタビュー
を行ったどの家族も、ほぼ異口同音に、家政婦を確保することは非常に難しく、性格が
良くて家族に合う家政婦を確保するのは宝くじに当たるようなものだと述べている。 
                                                        
94 特に 2014年に Jakarta International Schoolのソドミ疑惑事件がインドネシア全国の注目を集めた。 
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 農村部とは異なり、都会の子育て支援には「幼児教育」だけではなく、「保育」も必
要とされる。農村部と都会との間の教育レベルのギャップを縮めるには、短時間のプレ
イグループ等の就学前教育機関を開設し、人材育成や設備を整えることが、現段階では
最も相応しい子育て支援の方策と思われる。就職が限られており、経済発展が農村部に
及ばないという別の問題もある。都市部の場合、大家族のネットワークが乏しく、深刻
な治安問題で子育てに悩んでいる人々は多い。労働者階級にとっても中流階級にとって
も、長時間利用できる保育園が不可欠になるのではないかと考えられる。 
 
4．階層と子育て 
4.1 階級社会から見る子育て：家政婦なしでは成り立たない中流社会 
 欧米社会では、中流階級の家庭が家政婦を雇うことはごく普通に行われていた。子守
り及び家事は家政婦の仕事であるが、子どもの教育はその家の女主人の役目であった。
貧しい白人と白人以外の人々は共働きをしていても、保育園以外には選択肢を持ってい
なかった。また日本の家族史上でも、大正時代から戦後にかけては女中を雇う家庭は存
在していた。 
都市化における子育て形態の変化の歴史を見ると、中流階級では子どもの教育を家庭
の主婦が行うようになる時期が見られることが多い。しかし、現在のインドネシアの状
況ではこうした傾向が見られない。被植民地時代を経験したインドネシアは、家政婦が
子育てを行う構図表の社会状況からなかなか抜け出すことができないのが現状である。
インドネシアには新体制の ”ibuisme”「母親主義」という概念はあるものの、これは世界
の家族史研究で論じられてきた主婦化とは異なっている。経済成長でバブル時代を経験
した欧米や日本では、片働きで裕福な家庭を持つ女性が社会において重要な位置を占め
ていた時期があった。1950年代のアメリカでは、good mothering「良母」という概念が尊
重され、日本の場合は昭和時代の「奥様」現象が近代家族の象徴として取り上げられ
る。一方インドネシアでは、共働きがマイナスなイメージとしてとらえられることはな
い。これは本当のバブル時代をまだ経験していないからなのだろうか。階級社会である
ために、家庭の外部に委託できる家事サービスが多くなってきても、家政婦を雇う余裕
があるのだろうか。あるいはメイド社会から脱却することをそもそも望んでいない人々
が多く存在しているためなのだろうか。 
 オランダの人類学者 Scholten (2000) は “Women and the Colonial State –Esays on Gender and 
Modernity in the Netherlands Indies-”（女性と植民地主義国家—東インドにおけるジェンダ
ーと近代化のエッセイ）の 3 章 'So Close and Yet So Far': European Ambivalence Towards 
Javanese Servants' （「非常に近いが、非常に遠い」ジャワの使用人に対するヨーロッパの
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両義性）において、植民地時代の家政婦の役割について様々な分析を行った。Scholten
によれば、ヨーロッパの主婦はケーキやデザートを作ったりはするものの、特別な機会
がない限り、普段自分の手で食事の用意をすることはない。暑い日に熱い火の近くに居
るだけでも耐えられないと一人のオランダ人女性が 1932 年に書いたものを挙げ、
Scholten はなぜその女性が同じ熱さの中で毎日料理をしなければならない家政婦の気持
ちを考慮していなかったのだろうかと指摘した (pp. 142-143)。 
 被植民地時代のインドネシアは、東インドと呼ばれていた。当時の白人家庭では、少
なくとも家僕 (jongos あるいは sepen)、家政婦・子守り役 (babu)、馬車の運転手、及び庭
掃除の係員 (kebon)が使用人として必要とされていた。1913 年に最も普及していた家事
のマニュアルによれば、彼ら 5人に加えて、さらに料理人と縫い物係の他、6–7人の使用
人が追加で必要とされることが通常であったという (pp. 89-90)。 
 また Scholten によれば、東インドの白人家庭において babu（バブ＝家政婦・子守り役）
に対する評価はアンビバレントであった。バブは汚い、怠け者、頼りないと言われてい
る一方、彼らの仕事に対する真摯さ、要領のよさ、慎ましさ、また主人の持つヨーロッ
パ的価値観への適応のよさは好まれていたという。しかし、バブの子育てについての考
え方が主人の持つヨーロッパの乳幼児教育の規範と異なることも多かった。例えば、子
どもが泣いている場合、子どもを泣かせたままにしておくことはヨーロッパでは子育て
の手法の一つとして認識されている。ところがジャワの文化では、子どもをそのままに
しておくことは非常識であるため、バブはすぐにその子を抱きかかえてなだめようとす
る。従って、ヨーロッパ人である主人にとって、バブが子どもをすぐにあやす様子は、
彼らが子どもを甘やかしているように映る（pp. 94-95）。このような主人と家政婦との
間における子育てについての思想の相違は、現在のインドネシアでも依然として見受け
られる。 
 また、オランダ人主婦にとってバブがどのような存在であるかについて、Scholten は
次の T.Brondgeest Sr.の研究を引用している。 
The devotion of a babu towards a child she is caring for is touching. True, one has 
to keep an eye on her to prevent bad habits; nevertheless I think that the devotion 
of the babu is infinitely greater than that of a Dutch nursemaid. She attaches herself 
wholeheartedly to your child and keeps this attachment her entire life (p. 96). 
「子どもの面倒を見るバブ（子守役）の献身は感動的です。確かに、悪い
習慣を及ぼさないように彼女から目を離さない必要があります。それにも
関わらず、バブの献身はオランダの子守り役のそれよりも大いに優れてい
ると思います。彼女は心をこめてあなたの子どもに接し、またそのために
自分の一生を捧げるのです。」（筆者訳） 
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このようなバブの献身は日本の武士の家庭でもよく見られるものであろう。家来達の献
身は日本の企業文化にも伝わってきた。インドネシアの場合、こうしたバブの存在が、
将来的に郷紳における家僕・女中の文化にも繋がる。 
 植民地時代のオランダ人は、男性が家の外で政治的に活躍していた一方、女性は家庭
内でその「権力」を有していた。家政婦に対する主人の妻の役割、及びインドネシアに
誕生したジェントリ層の家来文化に関しては Scholtenが下記のように主張している。 
In the twentieth century the younger generation of noble descent (priyay,) (sic.) 
largely received Western education, moved to the cities and took positions in the 
colonial administration, education and journalism. Western notions of a woman's 
proper place and the family were guiding principles in colonial policies concerning 
female labour, enfranchisement and marriage of this priyayi class. Indonesian 
educated elite women should follow Western patterns of the modern woman as wife 
and mother (p. 28). 
 
「20世紀にプリヤイ郷紳の子ども達が西洋の教育を受け、都市に移動し、
植民地政府の管理者、教員、ジャーナリストになることが多かった。家族
が女性にとっての適切な場所であるという西洋的思考は、女性の労働、公
民権の付与、プリヤイジェントリ層の人間との結婚に関する植民地政策の
中で指導的な原則であった。インドネシアの教育を受けたエリート女性は、
妻及び母親としての近代女性の西洋パターンに従うべきであろう。」（筆
者訳） 
 
 植民地時代のオランダの家族をモデルにするか否かは別として、家事と育児の分担は
ジャワ貴族の歴史の中でも見て取ることができる。例えば、19 世紀のジャワ貴族では、
正室と側室の役割は分かれていた。女性解放のシンボルであるカルティニ（Kartini, 
1879-1904）の家族では、実母は側室であるため、「後ろの家」（台所や家の管理）を任
せられた。一方、貴族の娘である継母は正室であるため、全ての子どものしつけや教育
を任せられていた。それぞれの妻には家政婦が付けられていたが、家の管理（家事）と
教育（育児）という 2 つの家庭内役割の分担は貴族の家庭内で暗黙の了解として行われ
ていたことが分かった。 
 また、インドネシアの著名な社会学・文学者であるウマル・カヤム（Umar Kayam）
は、”Para Priyayi”（英語では Javanese Gentry と訳され、日本語では「ジャワの郷紳」と
いう意味になる）という小説を著した。この中で、カヤム氏はジャワの“ngenger” 「ンゲ
ンゲル」文化を明確に描いた。「ンゲンゲル」とは「誰かの家に住んで育てられる」と
いう意味である。養子との違いは、ンゲンゲルの対象となる子どもが、世話を受ける家
族には育てられるものの、その家の正式な戸籍に入ることはできない点にある。ンゲン
ゲルの対象になる子どもは、家僕や家政婦のようにその養育家庭の家事を手伝い、その
家族が生活費や教育費を負担する。学力の高い子どもは大学まで進学させ、よい職に就
かせることも多い。こうした状況が、上記のウマル・カヤム氏の小説の主人公の生活に
もよく描かれている。 
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 ンゲンゲル文化を深く分析すると、一夫一妻になったジェントリ層や中上流階級家族
が子育てを手伝うことで、貧困層を助けるというジェントリ層の noblesse oblige （高貴な
る者の義務）が果たされていることがわかる。大家族のネットワークに頼るという従来
のインドネシアの子育てでは、家の中に唯一の他人である家政婦を雇い入れるだけでは
なく、血縁関係の多少遠い親戚（または親戚が紹介した人）を呼び、家事の手伝いを求
めていた。ンゲンゲル文化では、その対象となる子どもにとって、それまで自分の属し
ていた階級から抜け出して、中上流階級の生活を身に付けられるというメリットがある。
このような仕組みがあったからこそ、当時の中上流階級の夫婦は、三世代で住んでいな
くとも、安心して家庭の外で活躍することができた。 
 都市化の影響で、ンゲンゲル文化は珍しいものになってきた。家の面積が昔よりも限
られ、子どもに十分な広さの居住環境を提供できないという問題や新制度の義務教育の
導入、また貧困層向けの奨学金制度の充実化などがその理由として考えられる。貧困層
でも他の選択肢があれば、誰かの家に住み込み、様々な状況に折り合いを付けなければ
ならない煩雑さを経験する必要はなくなる。一方、現代の一般人の中では、プリヤイ郷
紳の概念を知る者も限られており、競争の激しい現代において「高貴なる者の義務」を
考えて実践すること自体が困難となっていることだろう。 
 
4.2 格差の子育て  
 家政婦やベビーシッターのエージェンシーが多く見られる大都市では、家政婦は一つ
のインフォーマルな職業として考えられている。家族の関係という性格を持っていたン
ゲンゲル文化は、仕事の上下関係という性格を帯びるようになってきた。大都市では適
切な家政婦を求めることが困難な状況になり、安心して子どもを預けることのできる施
設が求められるようになった。こうして保育園は現在インドネシアの子育てには欠かせ
ないものとなっている。 
 家事は外部に委託することができるが、子育てを保育園以外に任せることはできない。
家政婦には育児をさせないことが最も理想的と考えられている。しかし、それでもイン
ドネシアはメイド社会から脱却できるのだろうか？この問いに「いいえ」と答えた人は
少なくない。筆者のインタビューからは、次のような回答が得られた。 
 
“Kayaknya budaya pembantu nggak akan ilang. Soalnya kita itu kecenderungannya 
memanjakan diri. ART nggak bakal ilang menurutku,”  
「おそらくメイド文化はなくならないでしょう。だって、私たちは自分を
甘やかす傾向があるから、家政婦はなくならないと思います。」(Ririさ
ん、女性、30代、国家公務員) 
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“Kalau semua jadi kelas menengah, terus siapa yang mau narik ojek, becak? Susahlah 
kalau nggak ada,” 
「皆中流階級になったら、バイクタクシー、ベチャク（自転車のリキシャ）
は誰がやるの。いないと困るよ。」（Banu さん、男性、40 代、理系の研究
員） 
 
“Sepraktis apapun Jepang, saya lebih suka tinggal di Indonesia. Lha di sini nggak ada 
pembantu,” 
「日本はどんなに便利な国でも、インドネシアの方に住みたい。ここは手
伝いさんがいないから。」（Muniraさん、女性、50代、ある学長婦人） 
 
上記の 3 人の話から、階層社会であることをメリットであると考える人々が存在してい
ることが分かった。特に共働きの家庭では、家政婦が実家に帰ると夫婦のどちらか一人
が仕事へ行けず、子どもの面倒を見なければならなくなるケースが多い。夫婦両方とも
仕事へ行かなければならないときには、信頼している常連のバイクタクシーやベチャク
に子どもの送り迎えを頼むことも多い。このような共働きの家族では、従来の子育ての
ように、第三者のサポートが必要である。 
 家政婦や保育園へ子どもを預けることに関して、現在、多くのインドネシア人はどの
ように考えているのだろうか。次の 5章に取りあげられる Malaさんの語りから、保育園
と家政婦・ナニーの役割が異なっていることがわかる。保育園は「預ける場所」や「保
育」だけではなく、子どもに適切な「教育」を授ける施設である。また、保育士は資格
を持つべきであり、母親が提供できなかった教育を担う役割を持っている。しかし、家
政婦の場合はあくまでも家事を手伝う者であり、育児を任せるべきではない。ナニー等
は家政婦と異なっており、子育てを手伝ってくれる人物であるが、母親の存在の代替者
にはならないと考えられている。Mala さんは最近の家政婦は犯罪を含め、色々な問題は
あるが、その家主の取り扱い方次第だと思っている。彼女によれば、家政婦やナニーを
雇用する場合、斡旋業者に依頼するよりも田舎の親戚から紹介してもらう方が良いとい
う。彼女が重要視するのは、雇用した家政婦やナニーに対して、お手伝いのような扱い
をせず、親戚に接するように優しくすることである。 
 前述のように、現代社会ではンゲンゲル文化はなくなりつつあるが、その価値観は
Mala さんのようなジャワ族の間ではまだ根強く残っているのではないかと考えられる。
Mala さんは、家政婦に日用品を全て提供しているため、その家政婦は月給を貯金するこ
とができると付け加えた。その家政婦が数年間分の貯金で実家に戻り、オートバイと牛
を買い、田舎で自立できたと Malaさんは、自分の行いにより、家政婦の生活が向上した
ことを自慢していた。昔のようなプリヤイジェントリ層とは異なってはいるが、「“家来”
に自立的な生活を送らせる」という“高貴なる者の義務”を Mala さんも実践していること
になる。 
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 インタビュー対象者に、国に子育て支援における役割を求めるか否かと質問したとこ
ろ、ほとんどの人があればよいと答えた。しかし、その中の対象者の一人、スラバヤ市
の郊外に住んでいる Eraさん(30代)は不思議そうな様子で筆者の問いかけに応じた。「共
働きは何で政府の支援まで求めるのか、それはその家族自身の問題で政府と関係ないこ
とじゃないか」と彼女は発言した。Eraさんのような考え方が、今でも根強く残っている。 
“宝くじに当たった”ように、運の良く、性格の合う家政婦をずっと確保できたEraさんに
とって、保育園の存在はあくまでも民間のビジネス、サービス企業の一つに過ぎない。
上記の Era さんとの対話から、やはりインドネシアでは、国による社会保障や福祉制度
の充実化は相当に遠い夢であろうことが分かった。 
 一方、社会福祉に関心を持つスラバヤ市の Puput さん（40 代）は、「昔、DV
（domestic violence, 家庭内暴力)にかかった人は、皆にばれたら恥ずかしいので、悩んで
いてもずっと自分一人でその問題を隠していた。現在、DVに対する政府の存在や役割が
実感できるようになった。今も、共働きの問題はその家族自身の問題だと考えられるが、
DVと同様に政府の対策が必要。多分それはこれからでしょう）と主張している。社会福
祉制度に対する Puput さんのようなシャープな意識はインドネシア学者達しか持たない
ことであろう。保育園や子育てについての具体的な支援が現在のインドネシア政府の課
題であると言えよう。 
 
5．まとめ 
 インドネシアでは 2000 年代に長時間／一日幼稚園やプレスクール等は存在していたが、
現在のような保育園の形態とは異なっている。多くのインドネシアの保育園は日本の厚
生労働省にあたる省が設立した保育園・園ではなく、幼稚園と保育園を一体化とした
（認定子ども園）のような施設である。この施設は「デイ・ケア」や「保育園」といっ
た様々な名称を使い、2010 年代から多くの大都市ではブームになった。その背景は、こ
れまでの子育てを大家族や家政婦に頼ることが不可能となったからである。 
 大家族から核家族になったという近代家族形態の変化が子育ての規範に大きな影響を
与えている。家族やコミュニティのネットワークに頼った形での子育ては現在の都市部
に住んでいる人々には難しいことである。プレスクールや乳幼児教育機関等、保育園の
ような施設に子どもを預けることは従来、否定的な目で見られていたが、そのような考
え方は徐々に変わってきた。むしろ、今までのように家政婦やベビーシッターに子ども
を預けるよりも、適切な保育園に預ける方が安心という考え方が多くなってきた。 
 勿論、現在の保育園のあり方にも必ずしも問題がないとは限らないが、自宅の閉鎖的
空間において見知らぬ家政婦の手に子どもを委ねるよりも、多くの保育士がいる施設に
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預けた方が子どもの育成には好適であると考えられる。しかし、保育園の誕生はメイド
社会がなくなることに繫がると単純に言うことはできない。家事の外部委託が流行であ
るにも関わらず、子どもの送り迎えや家の留守番のために家政婦の手を必要とする都市
部の家庭も多く存在している。 
 家政婦による子育てから施設による子育てへという育児規範の変遷は「安心して子ど
もを預けるには保育園以外に他の選択肢がない」という理由の他に、インドネシア文部
科学省が広めた PAUD／乳幼児教育キャンペーンの影響ということも考えられる。 
従来、子どもは自分の家庭内で他人に預けた。現在は、乳幼児教育機関の専門家に子
どもを預けたいと考える中流女性が増加している。現時点では、乳幼児教育機関が少な
いとはいえ、インドネシアでは二つの子育て方法が見られるようになった。子育て規範
は変わりつつある。しかし筆者は、Eraさんのように、家族の問題は政府には関係ないと
考える人がいる限り、家政婦に対する必要性は完全になくならないと考える。 
 今回の調査で特に明らかになったことは、まずは、それ以前は極めて限定的であった、
保育園が、2010 年代から次々と設立されているという‘保育園（特に私立や有料保育園）
の誕生’である。その背景には、①子育て規範の変容（昔は家で家政婦に家事・育児の面
倒を見てもらるのは当然であり、乳幼児教育機関に子どもを預けるのはかわいそうに思
われた）、②特にソーシャルメディア等における主婦論争、③家政婦に対する問題（虐
待や犯罪を含め）が頻繁に報告されてきたこと、④レバランの長い休み（日本の場合お
正月のような行事）の後、家政婦がなかなか戻らない、多くのケースでは結婚してやめ
ること、他のところへ転職、または家族の事情で退職するなどの理由がある。しかし、
本章の考察から、インドネシアはメイド社会から保育園的な子育てに変わってきたとは
言え、家政婦に対する必要性がなくなるとは言えないことが明らかである。 
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第 5章 都市部の共働きにおける子育てとその葛藤  
 
 
1．はじめに：都会の閉鎖的な子育て 
 江原由美子（2008: 82)は現代日本の子育てについて、「密室育児」や閉鎖的な室内空
間における育児という特徴はごく最近のことだという。「密室育児」は遊び場空間が激
減し、子どもを一人で遊びに出せない環境のなかで、母親一人が周囲から切り離された
「密室」に子どもと取り残されたような子育てのことである。日本は、戦前の女性の労
働力率が非常に高く、多くの母親は農業や生産労働の作業者であり、子守りや年上の子
や親戚等の助けを受けながら育児をすることが普通であった。 
 母親の労働が農業や商売などの「家業」の中心であった時代には、労働のかたわらで
子育てをするのは普通のことであり、「風習子育て」とも呼ばれている（品田知美, 
2004: 90）。品田は、1963年に行われた『日本の子どもとその家庭の実態』を紹介しな
がら、14歳未満の子どもがいる母親のうち、無職の人が 44％、家業のあるいはその家族
従業員として働いている人が 36.5％、常勤の雇用労働についている人が 9.7%であったと
指摘している（品田知美, 2004: 127）。 
 戦前の日本は、家事奉公人（‘女中’）のいる家も存在していたが、第一次世界大戦後
に中間層の中では「主婦」が誕生したと言われている(落合恵美子, 1999: 45)。第二次大
戦後では、 ‘女中’の姿は徐々に消失していった(落合恵美子, 1999：46−7)。つまり、家
事・育児は母親一人が担うべきという考え方が出てくるのは、あくまでも高度経済成長
期以降である。逆に、現在は、日本の共働きも増え、家事・育児は母親一人で担うべき
ものではないという議論がなされている。 
 第 4章に述べたように、メイド社会から保育園への子育てという変化が現在のインド
ネシアでは見かけられるようになった。日本の高度経済成長期の特徴と同様、家政婦の
姿はインドネシアでは最近珍しくなり、子育てが困難であるという理由で仕事をやめて
専業主婦になった女性たちも現れてきた。しかし、様々な理由で仕事を継続して、家政
婦や周りの助けが激減した環境のなかで働き続ける共働き女性が存在している。特に都
市部在住の、仕事の柔軟性がある家業ではなく、ホワイトカラーの女性たちはどのよう
に日々を過ごし、どのような子育て困難やジレンマを抱えているのかを本章で議論す
る。共働き社会であってきたインドネシアと違うとは言え、上記の問題は今の日本人の
共働き女性も抱えている問題である。また、インドネシア人自身もおそらくこのような
子育て変化を明確に把握しておらず、今、都市部の家族が直面している子育て問題を整
理して、明らかにする必要があると考えられる。 
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 本章は大都市に住んでいる 6 人の共働きのインフォーマントの話を取りあげ、大都市
に住む共働きの女性たちは具体的にどのような子育て問題に直面し、どのように自分な
りの解決方法が行われるのかを考察する。 
 まずは、ジャカルタに 2006年に移住した Ririさんの事例を見てみよう。 
 
2. 「親への恩返し」と「自分の子どもへの投資」—大都市の子育てにおける共働き
女性の遠声—  
2.1 親が投資した教育費の元を取りたい Ririさん 
 Ririさん（30代）は中部ジャワの出身であり、夫は外国人である。2人ともジャカルタ
の出身ではなく、ジャカルタには親戚が一人も存在していない。Riri さんは大学を卒業
してから中部ジャワにある企業に勤め、ジャカルタの企業に転職した。勤務 2 年目で国
家公務員試験に挑戦したところ、予想に反して合格したため、企業の仕事は辞めること
にしたという。20 代後半に結婚し、夫と 2 人で郊外にようやく一戸建ての家を購入する
ことができた。30代になって、同期の友達が 1人、2人の子どもを持ち始めているのに、
Ririさんの場合はなかなか子どもに恵まれず、体外受精（In Vitro fertilization—IVF）のプ
ログラムに通うようになった。 
 インドネシアでは婚期が早いため、30 代に子どもができることは当たり前だと考えら
れる。また、社会的・文化的に子どもの価値が何よりも大事だと思われている。これは
アメリカの人類学者 Hildred Geertz も『ジャワの家族』で注目している。Geertz (1985: 89)
の観察では、ジャワの家族にとって、子どもは好まれる、望まれる存在だという。ジャ
ワ人の日常会話では、よく「あなたは老後になったら、子ども達が面倒を見てくれるの
よ。たとえ大金持ちだとしても、あなたの老後の面倒を見てくれる子どもの存在はお金
と引き替えにできない。」と話される。1950 年代のインドネシア社会では、Geertz が観
察した通り、たくさん子どもを持つ女性は羨ましく思われており、子どもができない女
性は石女と呼ばれ、可哀想な存在としてみなされる。Geertz の論文に書かれているよう
に、昔はなかなか子どもができない夫婦は早く子どもができるように dukun（祈祷師・
呪術史）に薬やまじないを求めた。 
 Geertz が研究してから半世紀以上経った現在のインドネシア社会でも、子どもがいな
い家族はまだ“完璧”ではないと思われており、子どもがなかなかできない夫婦は辛い思
いをする。人生が“完璧”だと言われるのは、安定的な仕事を持ち、結婚して、家と子ど
もを持つことであり、それが一般の常識だと思われている。これは、老後の安定という
理由だけではなく、子どもは夫婦喧嘩がある時に仲良くするための最大な武器として使
われる。結婚してしばらく経ってからすぐ子どもができるのは当たり前なことであり、
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特に 30 代以降の女性の場合、結婚して何年間経ってもなかなか子どもを産めないのは大
家族をはじめ、周りの人々によくそれを聞かれ、針のむしろの上にいるような状態であ
る。Riri さんの場合も同様、結婚して家を建てた後、子どもをつくるのは当然なことだ
と思われていたため、自分も医師に相談し、子どもが授かるようにいろいろな方法を試
してみたという。そして一度の体外受精プログラムで双子の子どもを妊娠したという。 
 2014 年のインタビューでは、Riri さんは体外受精のプログラムで 3 ヶ月の妊娠中であ
った。進学と仕事の意味について、女性が大学に進学する必要があるのは必ずしも就職
するためではなく、考える力を身につける為に重要だとする彼女の主張は、次のインタ
ビューからわかる。なお、括弧内の補足および下線による強調は筆者による。 
  
著者（I）：女性が進学することと就職にはどのような関係があると思いま
すか？ 
Riri（R）：進学は子育てにも必要でしょう。 
（I）：知識は、必ずしも正規教育から得られるのではなく、最近ではイン
ターネットなどの情報からも得られると思いますが。（R）：それはそうで
すが、（インターネットで情報を得ていても）子どもの宿題を教えられな
い親がたくさんいますよね。私たちは教育内容を最新のものにしなければ
ならないのですよ。実際に、私たちは勉強し続けているはずです。（勉強
し続けるために、）学校ではどうやって勉強するかを教えてくれるのです
よ。社会人になると、高等学校卒なのか、短大卒なのか、大卒なのかすぐ
わかりますよ。考え方が違いますから。 
 
（I）：つまり、進学すること自体は良い就職に繫がるという意味になりま
すか？ 
（R）：高学歴まで進学するのは就職を目的にするということ？（親は教育
費に）相当な金額を支払ったから、元を取らないとね (harus balik modal 
lah!)！そう思わない人っています？正直私も今働いているのは経済的な理
由で、稼ぎたいから。今物価は何でも高いでしょう。不安定な自営業より
も、皆事務職のような安定的な仕事に就きたいと思いますよ。自営業は事
務職より収入はいいかもしれませんが、安定していないでしょ。 
（I）：つまり、実は進学とは基本的に人に考える力を身に付ける役割を持
つとのことですか？ 
（R）：周りの要求だね。経済的な要求も考えられる。金持ちの家族は違う
かも、彼らにとって進学はお金を稼ぐためではなく、お金が余り過ぎだか
結果かもしれません（笑い） 
 
 上記のRiriさんの語りでは、進学することは必ずしも良い仕事に就くための目的にする
のではなく、「女性の進学は子育てにも役立てる」、言い換えれば教育はそもそも人生
の成長する過程には必要なことだと主張される。この主張は、実は大学まで進学しても
立派な仕事に就くとは限らず、無職の大卒者も多く存在しているという現在、さらに厳
しくなってきた就職の競争に対して“現実から逃避”するように聞こえる。多くのインド
ネシア人にとって、大卒者が良い仕事に就かないと、いたるところでからかわれるのが
現状である。Riri さん自身は理想主義的な意見を主張しながら、国家公務員という安定的
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な仕事に就くこと自体で、自分が勝ち組の一人だと証明される。彼女は周りの要求であ
る「教育が人生の成長」という進学の“純粋な目的”を受け入れているにも関わらず、こ
れまで支払った教育費を無駄にせず、元をとって、稼ぎたいことを否定していない。さ
らに、親が苦労して今まで支払ってくれた教育費は相当な金額であったため、卒業して
から仕事に就いて稼ぐことは親孝行の一つだとインタビューの最後に彼女が付け加えた。  
Riri さんの語りでは、進学は良い仕事に就くためではなく、子育てに役立てることであ
る。その一方で、周りからの要求（期待）と恩返しが強調される。このことは、インド
ネシアには高い教育を受け親孝行をすべきだという、女性規範があることを意味してい
る。 
 現在この女性規範を守ろうとするならば、言い換えれば、元が取れるまで働き続ける
には、子どもができでも仕事をやめられないことになる。すなわち、現在の中流階級の
女性たちは、親孝行規範と子育て規範、さらには妻として、社会人として様々な負担を
抱えていると言える。 
 当時まだ妊娠していた Riri さんは理想的な保育園を探し、子どもを預けることに関し
て、様々な方法を考えた。家の近くにある保育園は理想的な所ではなく、彼女が望まし
いと考える保育園は待機児童が考えられないほど多くいるという。彼女が勤務している
省の保育園はいい所はいくつかあるが、赤ちゃんを預ける場所としては少し遠いという
ことが心配のようである。出産したら、仕事と子育ての両立はどのような計画を立てる
のかを質問したところ、彼女は以下のように話した。 
 
できればずっと働きたいが、子どもができて子育てが困難であれば、私は
仕事をやめてもいい。子どもが欲しいから、こんなにお金をかけて体外受
精までしているから、子どもができたら大切にする。試験の難しい省の国
家公務員を捨ててもいい。 
子どもが生まれたら、お手伝いさんを雇うことは理想的です。自分も夫も
勤務地が家から遠いので、保育園の迎えの時間に間に合わないかもしれな
い。夫（外国人）も私もジャカルタ出身者ではないから、一般的なインド
ネシア人が大家族に子守を頼むようにはいかない。 
 
 Riri さんは公務員として働きはじめた当初は理想主義者であり、仕事を完璧に終らせ
ない人を見るのはイライラしていたようである。そろそろ子どもを作りたいと思うまで
は、自分の残りの仕事は家に持ち帰り、終らなければ寝ることができないと語っていた。
彼女は「自分は公務員に向いていない！公務員は怠け者だ！何でだらだら仕事している
の」という気持ちが強かったという。しかし、自分が体外受精プログラムに通い始める
と医師に行くことが多くなり、以前文句を言った職場環境に対して考えを改めた。規律
の緩い職場であるからこそ助かったと彼女は感じたのである。 
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 子どもが生まれたら、Riri さんは‘お手伝いさん’よりも保育園に預けることを望んでい
る。なお、本論文では、家政婦、メイド、子守等々の表現について、インタビューにお
いて本人が用いた表現に最も近いと思われる日本語をあてる。ここではその原則に従っ
て‘お手伝いさん’と表現する。もしお手伝いさんを雇うことができても、彼女は子ども
をお手伝いさんに預けないで、そのまま保育園に預けると計画している。送り迎えはお
手伝いさんがやってくれてもいいが、保育園ではもっと色々なことを学ぶことができる
から共働きの子育ては保育園に任せる方が安心だと Riri さんは考えている。そもそも最
近のお手伝いさんやベビーシッターは一年間以上同じ家で働くこと自体は珍しいと Riri
さんが周りの友達の状況を見て判断した。特に、断食明けの長い休み（1 年のなかで最
も重視されう行事）では、家政婦がなかなか家に戻らず、そのまま無断で帰ってこない
ことも少なくないと言われている。さらに、Riri さん自身も家に他人がいることに対し
て抵抗がある。外国人である彼女の夫もそもそもお手伝いさんの文化には慣れていない。
この理由で、お手伝いさんやベビーシッターを雇うことはあくまでも万が一のことであ
り、最初から選択肢には入らなかった。 
 今のところは、家事はジレンマにならないかと聞かれたら、Riri さんは「自分も旦那
もやりたい時ならやると言うタイプ、家庭料理にこだわる人間でもないし、仕事には厳
しかったけど、私生活にはあまり。家事なんか気にしないよ。」と答えた。Riri さんは
結局妊娠して 7ヶ月間で流産した。公務員は特別な健康保険制度に加入しているが、Riri
さんのような体外受精プログラムの医療費は全て自己負担である。そのプログラムに使
う医療費は家の次に一般のインドネシア人が欲しいと思う車の値段と同様なので、相当
な金額を用意しなければできないことである。Riri さんも貯金が減少し、再び大金をか
けて体外受精するのは無理に近いと思っていたため、しばらく子どもを持つことは諦め
ると語った。2016年に 、運が良く Ririさんは妊娠し、無事に女の子に恵まれた。 
 出産して 4ヶ月経ってから、仕事と子育ての両立についてもう一度尋ねたところ、Riri
さんは 3ヶ月の産休が終って、3ヶ月の長期休暇（cuti besar）を継続したという。公務員
の有給休暇制度では、産休・育児休暇と大きい休暇がそれぞれ 3 ヶ月である。制度上は
男女の区別は記載されていないが、産休・育児休暇は女性しか取れないのが現状である。
長期休暇の場合、以前は、一般的に病気・親族の死、あるいは 40 日間もかかる巡礼のよ
うな宗教的な行事等しか使われていなかったが、最近では産休や育児休暇の延長線上と
して利用されるケースが増加していると Riri さんは述べる。さらに、彼女の職場では、
さらに、公務員は、無休ではあるが 3年間の長期休暇（cuti di luar tanggungan negara）95と
                                                        
95   Peraturan Pemerintah Republik Indonesia Nomor 24 Tahun 1976 tentang Cuti Pegawai Negeri Sipil 
http://www.sdm.depkeu.go.id/doc/PP%2024%201976.pdf 
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いう制度があり、1 年まで延長可能とされ、最大 4 年間の長期休暇を利用できるため、
Riniさんはこの制度を利用する女性が増えたと述べる。 
 現在の状況が続いたら、Ririさんも上記の 4年間無給休暇の選択肢を考えていると話し
た。子育てを手伝うために、実家の母親に来てもらうことを著者は提案したが、母親に
庭のない気温の熱いジャカルタの家に 2 週間以上滞在してもらうこと自体は無理だと彼
女は言った。ベビーシッターやお手伝いさんを雇いたくても見つけられず、設備の充実
している保育園に子どもを預けたくてもできなかった時、そのまま仕事を継続するのか
と質問したところ、彼女は「4 年の無給休暇を取るにはリスクが高いが、仕方が無い、
仕事を手放す可能性については心の準備をしている」と答えた。4 年の無給休暇は給料
が支払われず、家計の収入が減るというデメリットだけではなく、“元のポストに戻れず、
他部門に転職され、空いているポストが無ければ公務員として辞職する可能性がある”と
いう条件を承知しなければならない。つまり、4 年間後、長期休暇が終了したら今の仕
事を失う可能性があるという。 
 親が投資した教育費の元を取りたいから安定的な仕事に就きたかった Riri さんは結局、
思った通りに仕事と子育ての両立を行うことが難しい状況である。お手伝いさんに子育
てを任せられない、理想的な保育園が空いていないということが 2 つの理由である。し
かし、共働きのメリットを手放しても、仕事を失う恐れがあっても Riri さんはもっと子
育てに取り組みたいと決心している。生活基盤を整えたら、一部のインドネシアの女性
にとって、「稼ぎ」は、教育費を投資した親への恩返しよりも次世代を育成するという
子どもへの投資に移ることが分かった。Riri さんのようなケースが増加したら、インド
ネシアの女性の労働状況が日本の M字グラフになりうるだろう。 
 
2.2 キャリアをもつ母親の方が、子どもが誇りを持つと思っている Malaさん 
 Malaさん（40代後半、子ども 3人）はジャカルタの国家公務員であり、課長として勤
務している。夫婦は 2人とも中部ジャワの出身であり、ジャカルタに移住したのは大学
を卒業したあとだという。夫はあるジャカルタ私立大学の教員であり、彼女が共働きを
した理由は①ジャカルタは生活費が高いから適切な教育を子どもにさせるのはお金がか
かる、②自分は専業主婦になるより、外で仕事する方がストレスは溜まらない、③家に
いても女性は最近オンラインショップやビジネスを開いて稼げるが、自分にはそのよう
な潜在力がないと思う。自営業のような仕事には向いてない。④夫の理解を得て、2人
の合意で共働きしている。何でも、何かあったら 2人の責任になり、2人で解決する。 
 外で働くことは子どもの育成や教育に心配しないかと聞かれると彼女は次のように答
える。 
132 
 
今はね、よくそう言われているね。でも私の場合はそうでもないから。理
由のひとつは、専業主婦の子どもは必ずしも共働きの子どもより性格や成
績が良いとは限らない。周りではいくらでもそういう事例が見られる。父
親だけが働いて、結局妻や子どもが欲しいもの買えないし、やりたいこと
を自由にやれないし、家にいるのはイライラばかり。また、夫が一家の家
計を賄うことができても、退屈してフェイスブックやソーシャルメディア
中毒にかかっている専業主婦が周りに見られる。しっかり子どもの面倒を
見て、なおかつ、自分の才能を磨けばいいが、そうでない人が多い。二つ
目の理由は、 私の子どもは親 2人が働いても、皆成績も悪くなく、目上
の人に失礼なことをしたことがない。非行少年は母が専業主婦というケー
スも少なくない。三つ目の理由は、子どもは共働きをしている親に対し
て、片働きより誇りを持つ。友達に「うちの父親がどこどこで仕事して、
母はどこどこで仕事する」と自慢できる。家の子もママが働いた方が誇り
を持っている。最後に、共働きだからこそ、子どもの未来がよく準備で
き、充実した生活を送ることができる。父親だけではなく、母親が働いて
いるからこそネットワークが広がり、将来の子どもの進学や就職にも為に
なる。  
 
 筆者はなぜ Malaさんは自分の子どもが専業主婦より働いている母親の方が誇りを持つ
ことが分かったのかと聞いたら、彼女の子どもは友達の家に遊びに行ったり、家に来ら
れたりすると、自己紹介の時よく親の職業等を聞かれるようである。専業主婦の母を持
つ子どもの友達は親の職業を聞かれると嫌がっているような顔をしていると語る。ま
た、働く母親は立派な子育てができないという心配が一切無い Malaさんは、その理由
を、自分の子ども達が「ママのシェアーが広くて、相談に乗ってくれる存在で良かっ
た」と褒めてもらったからだと言う。自分の子どもは今の子育てに不満が無ければ、他
人の言うことを聞く必要が無いと Malaさんは主張している。 
 お手伝いさんや保育園の問題に関してどのように思うのかという質問に対して、Mala 
さんは、迷わず以下のように語る。 
 
まず、保育園に子どもを預けるのは以前ならひどい母親だと考えられたね。
「子どもが神様に預けられた者なのに、また預けるのか？」という批判的
なコメントが多くて、実際に聞いたことがある。でも、そのようなコメン
トは聞かない方がいい。いい母親として、子どもを預ける場所を探す前に、
設備的にいいかどうか、信頼できるかどうか、子どもの成長のために適切
な所かどうかを調べてから預ける。これをクリアにした上で、子どもを保
育園に預けることの何が悪いのか。 
 
 Mala さん自体は 3 人の子どもを全て保育園に預けたと述べている。一人目と二人目の
子どもは職場の隣にある社会省の保育園に預けていた。彼女の語りから、今まで見てき
た保育園の中で社会省の保育園が一番理想的な保育園である。設備はもちろん、子ども
の寝る場所、遊ぶ所、清潔さ等は不満が無い。それだけではなく、保育士は非行少年を
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取り扱う経験があり、どのような子どもの性格でも慣れているから、取り扱い方が上手
だという。 
 他の保育園の場合は、設備的にはあまり変わらないが、保育士の接触のしかたがやは
りベテランの社会省の人とは全然違うと語られている。彼女は自分の職場でも保育園が
あり、社会省の保育園は 2014 年から社会省で働いている母親でないと入所できないとい
う新しいルールができたため、Mala さんの末子は自分の職場の保育園に入れたという。
しかし、最初から彼女はその保育士のやり方があまり気に入らないようであり、不思議
に子どもにも伝わったようで、2 週間で子どもは別の保育園に行きたいと言った。社会
省の保育園のように、Mala さんの職場の保育園も毎日着替える制服があり、洗濯とアイ
ロンをかける係員が存在しており、朝子どもを預ける時に何も持っていかなくてよいほ
か、夕方迎える時にはすでにシャワーを浴びさせてもらい、何もやらなくても済むとい
う贅沢なサービスが提供されている。毎日の着替えを持つ必要がなく、使用積みのオム
ツも持って帰る必要が無いというサービスはインドネシアのほとんど省の保育園では当
たり前なことである。  
Mala さんによれば、社会省の保育園96では、立派なキッチンやコックも存在しており、
毎日手間がかかる弁当を持っていかなくても子どもの栄養バランスを心配しないようで
ある。 日本の認可保育園と違い、インドネシアの保育園は弁当を持参するところと持参
しないでよい所が分かれており、大きい保育園は大体規模の大きい保育園のほとんどに
は、調理場があり料理人がいる。また、外の活動も多く、子どもが運動不足になる恐れ
はない。これは、自分の職場の保育園との相違点だと彼女が思っている。理想的な保育
園は Malaさんの視点では、高度なサービスだけではなく、子どもの身体的・精神的な成
長のために「安心・安全」で預ける場所だという。彼女の末子は 2 人の兄弟と異なり、
社会省の保育園に入所できないことは残念に思っている。社会省が運営している保育園
のような場所がたくさんあれば、仕事をしている女性たちにとっては大きな助けになる
と考えている。もちろん、民間が運営している保育園のなかに社会省のような保育園が
無い訳ではないが、値段が高く、インドネシアの一般的な世帯では、そうした保育園へ
子どもを通わせることは無理だと Malaさんは主張している。やはりインドネシアでは、
国立の保育園の整備が喫緊の課題であると言える。 
 2 人の子どもが大きくなり、末子も保育園に預けるため、子守りとして家政婦が必要
ではないかと聞いたら、Mala さんは保育園とお手伝いさんの役割が違うと語っている。
                                                        
96 ここに述べている厚生省の保育所は日本のような「認可保育所」という意味ではなく、ジャカルタ
の厚生省にある保育所を指している。「認可」と「不認可」の制度自体はまだ混乱しているため、
ほとんどのインドネシアの保育所はインドネシアの教育文化省の乳幼児教育機関に所属していると
思われる（保育所の園長先生達のインタビューより）。つまり、インドネシアの保育所は日本の感
覚に言えば、長時間の幼稚園に近いと言える。 
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子育ては保育園以外、お手伝いさんや他人に任せない方がいいと彼女は真剣に考えてい
る。多くの人は家事を手伝うためにお手伝いさんを雇うが、Mala さんは別の視点からお
手伝いさんの必要性を語る。 
 
自分も今まで保育園を利用しながらお手伝いさんを雇っている。お手伝い
さんは保育士の資格がないので、家事を任せても良いが、子育てにはちょ
っと。資格のある保育士に預けた方が安心だし、子どもにいいこと、つま
りお母さんがいなかった分を保育園が担うべき。 
お手伝いさんは最近犯罪を含め、色々な問題はあるが、雇い主の取り扱い
方次第だと思う。まず、斡旋業者に頼まないで、田舎の親戚の紹介がいい。
それから、自分の家にいたら、メイドの取り扱い方をしないで、親戚のよ
うに優しくしないとダメ。私はいつも子どもに「お手伝いさんは何でも命
令してやってくれる者ではない。自分のことは自分でやって、自分ができ
るなら他の人に頼まないで。お手伝いさんはあなた達の家にいる友達と言
う役割だから」と強く言っている。 
 
 保育士の資格にこだわっている Mala さんは、子育てはお手伝いさんの仕事ではないと
主張している。育児はそもそも母親の役割であり、100 パーセント自分の手で子どもを育
てられない仕事をしている母親の代わりは保育園が担うべきという。しかし、これは完
全に育児は保育園、家事はお手伝いさん、という入れ替えの問題ではない。お手伝いさ
んは家族の一員として、姉貴の役割を持つというのが Mala さんの家のルールである。も
ちろん子どもの面倒を見たり、家事の手伝いはしてもらったりするが、そもそもそれは
お手伝いさんの責任ではない。また、家族の一員として取り扱われるため、そのお手伝
いさんの育成も考えなければならないと Mala さんは主張しており、日本の戦前のような
女中さんの状況だと言える。Mala さんによれば、現在ことさらにクローズアップされて
いる家政婦とのトラブルは「家族の一員」という暖かい人間性のある関係から「労働者」
という冷たい経済的な関係に変わったからである。この関係性さえ変わっていなければ、
お互いに折り合いを付けながら家政婦とのトラブルを押さえることができるであろう。 
 実は家政婦と雇う家とのトラブルはそもそも昔から存在しているものであり、最近の
傾向とは言えない。以前との異なる点は、マスメディアやソーシャルメディアが流行る
ようになってから、さらに情報交換が素早くなり、短時間で話が広がることである。ま
た、裕福な家は必ずしも理想的な専門技術を備えるお手伝いさんを雇えるとは限らない。
この話題について「プロフェッショナル（専門的な）家政婦は存在するか」という節に
深く議論する。 
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2.3 共働きのメリットを手放したくない Veraさん 
 Vera さん（40 代）は夫婦 2 人が国家公務員であり、4 人の子どもを育てる。彼女は国
家事務局省の社宅に住んでおり、家自体は大きくて快適であるが、自分の所有ではない
ため、まだ安心できないと語っている。4 人の子どもがいるため、共働きでないと首都
ジャカルタでの生活は到底成り立たないという。「首都の生活費が大変と分かっていて、
なぜ子どもが 4人までいるのか」と聞いたら、彼女は「4人目の子どもは計画せずに妊娠
してしまったので、堕すわけにはいかなかった」と答えた。 
 Vera さんによれば、3 番目の子どもまでは計画通りに産んでいた子どもであり、公務
員の子ども手当は 3 番目の子どもまでしか与えられないことに関係があると言えるであ
ろう。この子ども手当は日本の年齢制限より長く、子どもが 25 歳まで与えられる。健康
保険も同じ年齢まで使うことができる。このように子どもに対して手厚い支援があるに
も関わらず Vera さんが 4 番目の子どもが計画外であるのに、「堕す訳にはいかない」と
言った理由は、インドネシアでは身体的な理由でなければ中絶することは禁じられてい
るからである。中絶は宗教的な背景もあり、医療倫理という理由で違法な行為になる。
実は新体制の政権の前に、インドネシア人はたくさんの子どもを産んできたが、「家族
計画」プログラムが実施された後、4 人以上の子どもを持つことを恥ずかしいと思って
いる家も少なくなかった。Vera さんも 3 人の子どもしか望まなかったが、できてしまっ
た 4番目の子どもは育てるほか選択肢がない。 
 共働きとして一番ジレンマを感じたのは毎日子どもを預けて仕事に行くことだと Vera
さんは語っている。3 番目の子を生んだとき、家政婦を見つけることができなかったた
め、仕事を辞めようと専業主婦である仲のいい近所の人に相談した。10 歳の年上の近所
の奥さんは「もったいないよ。世の中に公務員になりたい人がたくさんいて、あなたは
せっかく公務員になったのに、やめるとは何を考えているの。仕事を辞めて、悩みが解
決すると思う？そうとは限らないよ。赤ちゃんのことを心配するなら私が面倒を見てあ
げるよ。」と想像以外の提案を言い出した。その近所の友人が面倒を見てくれるので、
Vera さんは気軽に子ども（乳児）を預けることができた。毎月謝礼の支払いを忘れずに、
いい関係を保っているようである。最初はその近所の人が謝礼を断ったため、Vera さん
は代わりに米や生活用品を渡した。しかし、結局買い物する時間も減少し、その隣人が
気楽に謝礼をもらうように「もらってくれなければ、赤ちゃんを預けられない」と言っ
た。今の 4 番目の子どもも 8 ヶ月までその近所の人に預けて、少し大きくなったら保育
園に預ける予定だという。 
 「このように大変な毎日を過ごすのには、夫の協力はあるかどうか」と言う質問に対
して、彼女は 
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勤務先への行きと帰りは夫と一緒で、家事も基本的に 2人でやることと決
めている。2人で仕事しているから 2人で家事の負担を分担する。また 1人
目と 2人目の子どもは大学生と高校生なので、すでに自立的で面倒を見る
必要がない。逆に、彼らはいつも家事のこともできるだけ手伝ってくれ
る。 
 
と答えている。Veraさんの子どもは年齢が離れているため、上の子が下の子の面倒を見
てくれるというメリットがある。これは子育ての負担に大きい意味をもたらしている。 
 彼女にとって、今の職場で一番気に入っているのは緊急な時に子どもを連れて勤務し
てもじろじろ見られなく、分かってくれることである。「子どもを連れて仕事ができる
か」と質問したら「毎日子どもを連れて来る訳じゃないし、子連れの人ってきっと緊急
な状況だと皆分かってくれるから、文句を言う人はいないよ。もう暗黙の了解みたいな
感じ」と語っている。Lebaran（レバラン）というインドネシアの最長の長い休み（日本
ではお正月のような大事な休み）では、お手伝いさんがまだ戻っていない家が多く、仕
事も無く、ほとんどまだ忙しくない時期であるため、一日二日間ぐらい仕事場へ小さい
子どもを連れて行く人は怒られないと言われる。Veraさんの勤務先では各部屋に数人の
人しか存在しておらず、自分が仕事している間子どもに課題や遊びものをあげることも
できる。しかし、同じ公務員でも他の省の勤務先には、Veraさんの場合のように、スペ
ースに余裕があるとは限らない。さらに、普通の会社であれば子連れの勤務者は非常に
珍しいものだと考えられる。共働きの生活は毎日大変だと言いながら、手助けしてくれ
る理解のある近所の人たちと出会うこと他、このような柔軟性のある職場に恵まれ、安
定的な収入、健康保険、及び老後の公務員年金を手に入れる Veraさんがジレンマを感じ
ても仕事を手放したくないことは分かった。 
 
2.4 最難関の歯科医学部を卒業した自分が専業主婦に留まっていることができない
Naraさん 
 Nara さん（30 歳）はジャカルタの出身であるが、大学時代からスラバヤに移住したと
いう。彼女は 3 人の子どもを持ち、夫と 2 人同じ歯科医である。Nara さんは、共働きを
している女性として多くのジレンマを感じるようである。子育ては勿論、夫との冷えた
関係、自分の精神的なバランスが崩れたときがあると語っている。以前、彼女は朝から
夜まである病院の歯科医として働いた時に、ほぼ毎日夫と喧嘩して大変な日々を過ごし
た。「お金は全く困っていなかったが、毎日口喧嘩で幸せな日を感じたことがなかった」
と Naraさんがため息をつきながら語り始めた。 
 仕事をしながら 3 人の小さい子どもの面倒を見るのはベビーシッターや家政婦さんが
いても簡単な問題ではなかったと彼女は言った。特に小さい子どもは熱を出したり、病
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気になりやすく、仕事中に突然家から電話をかけられても、すぐに早退できる訳ではな
いということが一般常識である。しかし、Nara さんはどんなに歯科としての仕事が好き
だと言っても子どもを犠牲にしたくないと決心している。彼女は「私は首にされても構
わないので、早退させて下さい」と勇気を出して上司に言った。Nara さんは上司や職場
の人との関係が良好で、仕事中に子どもが病気だったら簡単に休暇を取れる環境である
が、何回も早退するのはやはり申し訳ないと感じている。 
 首にはならなかったが、結局 Nara さんは彼女が雇っているベビーシッターの乳児虐待
事件97で、歯科医の仕事を一旦やめた。彼女自身は実はまだ辞めたくは無いが、夫は一
方的に Nara さんの辞表を書き、家族か仕事かという難しい選択を迫られ、仕事を継続す
ることができなかった。泣きながら辞表にサインした Nara さんはしばらく無職であり、
日帰りの家政婦をそのまま雇いながら、彼女は専業主婦としての生活を送っていた。イ
ンドネシアでは一番歴史が古く、有名な大学の歯科学部を卒業した Nara さんが、どれほ
ど専業主婦の生活に苦しんできたのかは以下の語りからわかる。 
 
「私は若い頃の（歯科医としての）夢を捨てた感じがした。全国の最難関
大学の歯科医学部に入るために受験勉強がどんなに大変だったのか、また
卒業する為にどんなに難しかったのかと学生時代の頃を思い出すと、心が
痛い。あんなに頑張っていたのに、今まで勉強したことを無駄にして家庭
に入っているのかと！特にキャリアをつけている同期の人の話を聞いたら、
ものすごく嫉妬する。」 
 
 男性は女性より稼ぐべきという考えがインドネシアにあることは否定できないが、性
別関係なく、男女とも学力のある人の方が進学することは一般的な常識である。特に、
最難関の入学試験に通るのには日本と同様厳しい競争に勝たなければならず、また歯科
医としての資格を持って定職に就くことも簡単なステップではなかったため、夫に一方
的に辞表をサインさせられた Nara さんの悔いは理解できる。このことについては特に、
第 5 章で議論する専業主婦達の劣等感や心の葛藤として詳述する。奥さんの夢を壊すつ
もりはなかったNaraさんの夫は、親との相談でNaraさんの為に家の近くにクリニックを
開いた。現在、Nara さんは子育てをしながらフレックスタイムで歯科医として働いてい
る。Nara さん自身も一人の経営者であるため、彼女は基本的に特別な予約が入っている
時だけにクリニックへ行くという。 
 ベビーシッターを雇わず、日帰りの家政婦の一人が家事を手伝いに来ている Naraさん
に、柔軟な勤務時間で来院できるようになって以前の心の葛藤が消えたのか、また、ワ
ークライフバランス（WLB）を取れるようになったのかと尋ねたところ、彼女は以下の
ように答えた。 
                                                        
97 詳しくは後述する。 
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「前より口喧嘩がなく、やっと平和に暮らすことはできるが、バランスを取
る為にまだまだ改善しないといけないことがある。例えば、ルバランの長い
休みの後、家政婦が大体約束した日にちより休みを伸ばすことである。この
ような時には、夫に家事や育児に積極的に協力してもらうようにしている。 
心の葛藤が消えたかというと、前よりは大分楽になったが、満足かというと
人間って満足できないと思う。例えば、子どもの勉強を見れば、どうしてこ
んな問題が解けないの？同じ年齢では私は簡単に解けたのに・・・彼らの宿
題や勉強にもっと見てあげられればなとイライラが完全に消えていない。」 
 
 Nara さんの語りからは、彼女の二重負担の様々な原因が多く減少したとは言え、子ど
もによりよい結果をいつも求めていること、自分の育児のやり方が不十分だと自分を責
めること、日々のイライラする気持ちが消えていなないことがわかり、一種の育児ノイ
ローゼだと言える。仕事を辞めて、家庭に入ることでずっと夢であった歯科医の仕事が
恋しくて劣等感を感じた Nara さんは、やっと仕事に復帰して自己実現する場を見つけて
も育児ノイローゼを抱いている。彼女にとってはどの道を歩んでも、両方リスクを負う
難しい選択肢である。家庭も仕事も選ぶ女性は心の葛藤に直面していることが否定でき
ない。 
 家事や育児に関して、Naraさんの夫がどこまで協力するかを探るため、実際に Naraさ
んの夫にも面会させてもらうことになった。Nara さんの話では、実は夫が十分家事育児
に協力してくれたと語っている。特に、お手伝いさんが実家に帰った時に、夫は一人の
子を連れて仕事へ行ったことがあるという。背中に子どもをおんぶしながら、歯科の仕
事をやることは想像できないであろうが、Nara さんの夫は「すみません、家に誰もいな
いので、子どもを連れて来ました。大丈夫ですか」とお客さんに理解を求めた。前述し
たように、長いレバラン休みの後、手伝いさんがなかなか戻らず、子を連れて仕事に行
くのは、現在のインドネシア大都市の現象と言えるであろう。 
 その理由を Nara さんの夫に聞くと、彼は 30 分近く人間が求めるバランスという「講
義」をした。Nara さんの夫にとって、人間のバランスは身体的な健康と精神的な幸せと
言う 2 つの要因に決められるという。人間は体が健康的であっても、心が不幸であれば
意味がない。逆に、精神的に幸せと思っていても身体的な健康が手に入らなかったら、
やりたいことが思っている通りにいかないため苦しみを及ぼす他はない。その身体的な
健康は栄養とDNAから創られるものである。一方、幸せという理想的な精神状況は自分
の性格と周りの愛情から構築するものだという。どの人種でも、どの宗教でも、誰もが
同じく、健康と幸せを求めることであろうと Nara さんが語っていた「ワークライフバラ
ンス」、あるいは「生きるンス」の理念については下記の表に簡単なまとめをしてみた。 
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 Nara家のバランスの式 
 
 Nara さんの夫が子どもをおんぶして歯科医の仕事をしたことは家族の愛情を求めたか
らだという。他人に愛情をあげると、他人から愛情をもらえる。愛情は幸せの元であり、
人の健康的な精神に欠かせないものだと Nara さんの夫は詳しく説明した。患者さんとも
上手くコミュニケーションを取れ、愛情を感じてもらおうとする、それは Nara さんのワ
ークライフという単純な 2 つの要素だけではなく、「生きるバランス」の求め方である。
「僕が今の人間になったのは両親を見て見習った。こんなことがあるからこそ、将来私
の子どもが父親に大事にしてくれたから父親も自分の子どもも大事にするという見本に
なるよう行動している。これは循環のプロセス（過程）だ。」と Nara さんの夫は結論づ
けた。 
 
2.5 ネットワークと自由な家計の管理を求める Puputさん 
 Puput さん（女性、40 代、子ども 1 人）夫婦は 2 人とも国立大学の教員である。Puput
さんは結婚する前にバリバリと仕事をしており、結婚してから仕事を一旦やめ、800km
ぐらいの距離にある夫の出身地に引っ越した。子どもができて 1 歳になったら大学の非
常勤をやり、国家試験に受かって大学の教員になった。共働きしなくても経済的に十分
であるようだが、なぜ仕事をしているのかと聞いたら、彼女は友達がいないから寂しい、
また夫に毎月の家計簿を報告するのは面倒くさいと 2 つの理由を取りあげている。彼女
はその背景を以下のように語っている。 
 
私は長い間ジャカルタで仕事をし、友達が多くて楽しかった。また、自分で
稼ぎ、自由に欲しいものを買えたから、気が楽だった。だけど、結婚して知
らない町に住んでから、知っている人が一人もいない。どこか遊びに行きた
い時に、いつも夫を待って、夫の運転で連れていってもらう。本当に夫に頼
身体的 精神的
性格
（信頼できる、約束守れる、賢い、
コミュニケーション能力）
愛情
幸せ
栄養
（水、蛋白質、カロリー、等）
ＤＮＡ
健康
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ってしまう。時間があればいいけど、忙しければずっと家にいてどこへもい
けない。また、お金の使い方はね、家計簿に記入して、いちいち書くのは本
当面倒くさかった。一ヶ月でやめた！お金を使い切った時に夫は『え、もう
なくなったの。何に使ったの』と言って。自分で稼げたら、そういう質問に
答えなくても済むし、欲しいものは自分が買いたい時に買えることは一番い
い。 
 
 上記の語りでは、Puputさんは、まず友達を探し、友達たちと付き合うために仕事に
復帰した。彼女は専業主婦の立場であると望み通りのネットワークが存在しておらず、
日々忙しい夫にしか頼っておらず、寂しいと思っている。家事や育児があまり好きでは
ない Puput さんは長い時間じっと家にいることはできない。また、独身時代の自立感を
見失った Puput さんはその自由を取り戻すために自分自身の経済的自立を達成したいと
思っていることが読み取れる。独身時代の生活基準を下げることができない Puput さん
は大学の教員の妻として、様々な我慢をしていた。周りの人と比較したら、Puput さんよ
り生活基準の低い人々は多く存在しているが、彼女によれば、「自分はもう 40 代だから、
そんな節約の生活はもう卒業するべきだよ」という。例えば、彼女の年齢層では、公共
交通機関ではなく、自分が運転するマイカーで移動するのが一般的と思われている。今
までの生活基準を保ち、ネットワークと自立感を手に入れるためには仕事を継続するし
かないと彼女は考えている。Puputさんの語りでは、仕事をしないで子育てだけしている
女性は、経済的や友達関係（ネットワーク）には不自由な面があると分かった。 
しかし、仕事の復帰に関して、彼女の夫は「仕事すれば子どもはどうするの」と不安
を伝えた。「後でゆっくり考えよう。責任を取るから」と Puput さんは自信をもって答
えた。Puput さんはあるエージェンシーにお手伝いさんを申し込んだ。知育玩具や乳幼児
向けのケーブルテレビを加入し、お手伝いさんを雇うのは Puput さんが考えた方法であ
った。自分が仕事をしている間、子どもがずっと家で退屈しないように、また育成が遅
れないように Puput さんは子どもを幼いときからピアノや水泳の塾に通わせた。彼女は
自分が居ない分、子どもの教育費や習い事に多くのお金をかけている。お手伝いさんが
何回も問題があって変わったと聞いた。子どもにはかわいそうと思ったことがないかと
質問したら、「仕方がない。仕事をしなければいけないから」と彼女は答えた。Puputさ
んの事例から、自分が家庭に入って子育てをするよりも、生活基準を下げず、自分のネ
ットワークと自立感を求めながら、子どもの教育にお金をかけて働くことを選択した女
性が存在していることがわかる。 
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2.6 安定的な社会保障を求める Sarasさん 
 Sarasさん（30代後半）はジャカルタの郊外にある企業で働いている。夫は自営業を営
んでおり、柔軟な勤務時間があるからこそ家事や育児によく取り組んでいるという。長
女（2 歳）は住宅の近くにある保育園に預け、送り迎えは夫が担当している。何回かお
手伝いさんを探し、知人に紹介してほしいと言ったが、首都圏の周辺ではお手伝いさん
の存在が稀少だと言われている。 
 彼女が共働きする理由は経済的な背景であり、夫婦 2 人がジャカルタの出身ではない
ため、家や車を購入するのには共働きでないと難しいと考えられている。さらに、Saras
さんの会社は大手企業であり、将来的なキャリアや社会保障が安定している。インドネ
シアでは、一般的な会社では男性職員には妻及び子どもに対する社会保障制度が適用さ
れる。しかし、女性が一家の大黒柱でない限り、女性の社会保障制度に夫や子どもを適
用しない。Saras さんの会社では、彼女の説得力で夫が自営業をしている場合、女性社員
も配偶者と子どもの手当がもらえるようになったという。公務員の場合、夫婦の誰かが
経歴の長い側は男女区別なしで配偶者と 3 番目までの子どもの手当はもらえるが、民間
企業の場合は違う。ホワイトカラーであれば、男女区別なく同じ仕事をすれば同じ給料
をもらえるということは、賃金の面から見るとジェンダー平等が進んでいるということ
ができるだろう。それにもかかわらず、配偶者と子どもの手当に関して、性別差別が未
だにインドネシアの多くの民間企業に存在していることは不思議である。双系社会であ
るインドネシアでも、多くの民間企業にとって、やはり性別役割分業的な観念が働いて
いることが、Sarasさんのケースからわかる。 
 共働きをして、どんなジレンマを感じるのかと聞いたら、彼女は本論文の第 3 章に議
論された主婦論争と母性規範に一番悩まされていると言った。しかし、キャリアウーマ
ンの立場である彼女は働く母親 VS専業主婦に対して、以下のように強い決心を語る。 
 
皆はどんな主張をしても構わない。自分のことは自分が一番知っている。
他人に一番いいと思っていることは必ずしも自分にぴったりするとは限ら
ない。その逆も、自分が一番相応しいと思っていることは必ずしも他人に
いいこととは限らない。 
 
彼女は仕事を継続しながら子育てするという選択肢を選んだのは自営業をする夫の収入
が不安定だと思われているからである。自営業が成功したら非常に大きい収入を手に入
れるが、万が一上手くいかない場合リスクも大きいため、夫婦の一人が安定的な収入を
手に入れることが望まれる。 
 自分のキャリアに対して、あまり周りの主婦論争に影響を与えられたくない Sarasさん
だが、結局子育ての面について議論されると彼女は触れることを否定できないという。
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特に、彼女の子どもに食の問題があり、同年齢の子どもたちと比べたら痩せ型である。
Saras さんの家族はそもそも痩せている人が多く、子どもも痩せ型であること自体は実は
驚くべきことではない。しかし、多くのインドネシア人にとって、健康的な子どもは身
体的に可愛らしい丸々とした姿が一般常識だと思われている。この理由で、食の問題が
あり、痩せている Sarasさんの長女は栄養不足に見えてしまい、親があまり子どもの健康
に十分な注意を払っていないと勘違いされている。Saras さんは実家のお母さんが遊びに
きた時に、その子どもの体重に関する近所のコメントに嫌な思いをさせられたと語って
いる。 
 
お母さんはね、散歩しながら孫にご飯を食べさせて、泣きそうな顔で帰っ
てきました。事情を聞くと、うちの子どもの体重が痩せ過ぎて、私は母親
として赤ちゃんの食事に関する工夫が足りないのではないかと聞かれたら
しいです。これは本当に心が痛みます。 
 
 働く母親としての立場を決心し、今流行っている専業主婦にこだわるという議論をあ
まり気にしない Sarasさんも、子育てや母性規範の話になると気になるという。痩せてい
る長女はまさに不健康に見えるだけに止まらず、知識が豊富で色々工夫できている母親
VS 子どもの成長に注目していないダメな母親という女性規範や母親規範まで議論されて
いる。子育てや母性規範は母親にとって敏感な話題であり、最大な罅（ひび）あるいは
心の葛藤だと述べたスカルノ大統領のまさに『サリナー』の状態である。Saras さんも子
どもの成長や自分の子育て術だけは口にされたくないようである。 
 
3．「現世と来世の投資」：現代インドネシア女性の子育てにおける新たな罅 
 1998 年にスハルトが倒れたとき、特にイスラーム教の政党が強くなり、様々な宗教の
解釈が誕生した。イスラーム教における時間や生きる概念は仏教のような丸い時間帯で
ある再生は存在しておらず、時間は直線であり、四つの世界が存在しており、それは魂
の世界（胎児になる前の世界）、胎児の世界（母体の子宮にいる胎児）、現世（今この
世の中に私たちが生きている）及び来世（地獄か天国というこの世の行為が審判した結
果）である。 
 また、来世の助けは自分がこの世の中にいた時の良い行為と良い子どもの祈りしかな
い。つまり、良い子どもは将来のヒューマンキャピタル理論で高収入を得るためだけで
はなく、自分が亡くなった後の来世の時に助けてくれる財産であるから良く育てなけれ
ばならないという宗教観からであると思われる。「インドネシア人の婚期が早すぎる」
「インドネシア人は子どもばかり作っている」という発言を耳にしたことがある。実は
それは、一つには、婚外セックスができない―してはいけないという信念やモラル規範
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の理由であり、（また子どもができたら中絶してはいけない）、後は将来の御供えとい
う社会文化的・宗教的な理由である（子どもは結婚の絆を強め、自分の老後の面倒を見
てくれる、また上記の来世の投資）という 2つの理由が述べられる。 
 子どもはインドネシア人にとって大きい存在であり、自分の来世にも繫がるため、共
働きでも専業主婦でも子どものことは何よりも大事にしている。特に、第 V 部に議論す
る“専業主婦を本業にする女性たち”の場合、中には宗教上の理由が多く語られていた。
一方、共働きは一緒にいる時間が短いとは言え、子どもには宗教の勉強ができる環境を
提供したいという傾向も見られる。一般の保育園に預ける人の中でも、聖典の朗読や宗
教の教えを身に付けさせるために家庭教師を呼んだりするケースもある。 
 現在、家政婦も保育園も、子育てを手伝っている人材や施設を利用することには、や
はり同じ宗教が望ましいという傾向が明らかである。これはイスラーム圏だからではな
く、イスラーム教ではなくても同じ条件を求めることが分かった。家政婦や子守りのサ
ービスを提供する業者（エージェンシー）98が公式なサイトでも、しっかりキリスト
教・カソリック教のナニー等のリストを区別して、同じ宗教を求める雇う家が簡単に気
に入りの家政婦を見つけられるようにしている。子どもに宗教教育を十分に身に付けさ
せないことは現在多くのインドネシア人にとって新たな「罅」だと言え、社会的なプレ
ッシャーの一つだと考えられる。 
 調査した保育園の中で、「現世と来世のバランスを求める共働きの子育て」を応える
宗教的な保育園は多く存在していることが分かった。例えば以下の 5 つの施設を提示で
きる。 
①Masjid Kampus保育園（ジョグジャカルタ市）  
 この保育園ができたのは、2000 年代から大学長が 20-30 代の若いスタッフを見て、柔
軟な勤務時間をもつ大学教員と違い、朝 8 時から午後 4 時に勤務をするべきなのに、子
ども達は誰が見てもらうのかという配慮で長時間の幼稚園を設立したことがきっかけで
ある。当時、保育園の存在は当然まだ一般的に知られていなかった。幼稚園でも、午後
までやっている所は一般的ではなかった。これは現在の保育園の起源になり、ジョグジ
ャカルタでは、当時このような考え方は進歩的だと言える。 
 なぜ大学のマスジッド（イスラーム教の教会）に保育園を設立されたのだろうと質問
してみた。もし、国立大学に付属する保育園を作るとしたら、教育省に様々な細かい手
続き等が必要とされ、大学の職員たちの緊急なニーズに素早く応えることができないと
いう恐れがあるから待っていられなかったと答えられた。また、大学のマスジッドは直
接大学に付属せず、自立的な基金(印：yayasan、英：Foundation)であるため、自由に運営
                                                        
98 例えば、Pembantu.comというサイトでは家事労働者とベビーシッターの人材を提供する。 
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できると考えられている。マスジッドはそもそもイスラーム教の礼拝場所であるため、
当然全ての乳幼児はイスラーム教である。この幼稚園や保育園では、一般の勉強だけで
はなく、イスラーム教のしきたり、お祈り等を勉強している所であり、預ける両親は安
心していると園長が語っている。 
②Bambini Montessori（ジョグジャカルタ市） 
 ジョグジャカルタ市では、Bambini Montessori 保育園は富裕層な保育園の代表と言える。
この保育園はモンテッソーリ教育のカリキュラムを参考にして実行する施設であり、モ
ンテッソーリ組織に認定されている。宗教の行式は基本的に行われておらず、お祈りも
食事前の神様への感謝や一般的な人文（humanity) とノルマ（norm）しか教えていない
と保育士や園長先生が説明した。しかし、イスラーム教の乳幼児が少ないのは確かであ
る。ここに入園する目的は大体全ての活動は英語でなされ、グローバル人材を育成する
と期待される。保育士たちは皆英語教師の資格を持っており、日常の保育園生活は英語
である。オーナーである園長先生をはじめ、この保育園で働いている職員や保護者たち
はほとんどモンテッソーリの信念に憧れていることが印象的である。  
③Khadijah（スラバヤ市） 
 インドネシアの第 2 番目の都市、スラバヤ市では、Khadijah 基金が有名なイスラーム
教の学校法人である。裕福なイスラーム人がたくさん集まっており、小学校から高校ま
で充実している。中学校・高校生向けの寮も設立されている。しかし、保育園の施設が
非常に乏しい。Khadijah 小学校の校長先生によれば、そもそも、その保育園はお手伝い
さんを雇えない、小さい子どもをもつ職員達のために設立された。家政婦を雇うことが
難しくなったという理由で、子どもを預けたい教員、職員、学校周辺の隣人達の要望で
サービスが広められた。ここに、「教育の担当者あるいは保育士」と「ケアの保育士」
の分担が非常に目立っている。ケアの作業（子どものおむつを変える、シャワーを浴び
させる、等）はあくまでも家政婦の延長線上に過ぎない。これは他の保育園でもよく見
かけられる風景であるが、この保育園での一日のケア保育士の動きを観察したら、その
分担がさらに目立っていることが分かった。 
 Khadijah 学校法人は乳幼児教育から高等学校まで運営している私立教育機関であり、
スラバヤ市では有名な学校として評判が高いが、保育園の施設を見ると驚くことである。
バンドン市とジャカルタ市で調査した所と比較したら、同じ細やかな施設でも、
Khadijah 保育園だけではなく、スラバヤ市の保育園はまだ遅れている方である。特に社
会省にある保育園の基準を基本にしたら、Khadijah 保育園は人口密度の高い所に設立さ
れたので、緑地がほぼなく、快適な場所とは言い難い。  
 興味深いことはこの保育園の看板には普段使う Tempat Penitipan Anak 「子どもを預け
る場所」という名前ではなく、Tempat Pengasuhan Anak 「子どもが育つ場所」と書いてあ
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る。今まで良くないイメージを持つ「預ける」という単語を使わないで「育つ」という
単語を選んだことはシャープな考え方である。その看板によると KDJ 保育園は「ただの
子どもを預ける場所」ではなく、その預けた子ども達を大切にして育てるという理念的
なことを伝える場所である。 
④Bening Kasih （スラバヤ市） 
 スラバヤ市では、Benih Kasih 基金は有名なキリスト教の学校法人である。幼稚園から
中学校まで充実している。この学校に入園・入校させる人たちはほとんど富裕層のキリ
スト教徒である。充実している幼稚園の設備と違い、Bening Kasih保育園はとても乏しい。
保育園はただの乳幼児のご飯と寝る場所であり、外遊びは不自由で、幼稚園の設備と比
べものにならない。上記の Khadijah と同じく、この保育園はそもそも職員向けに造られ
た。設備が整わないため、職員以外の一般人はこの保育園を利用することができないと
いう。 
 Bening Kasih 協会の牧師が良く海外を訪問し、宗教活動に従事していたため、海外の
保育園の存在を 2000 年代の前から継続的に把握していたという。その理由で、小さい子
どもをもつ若い教員達のために子どもを預ける場所を設立し始めた。どうしてこの保育
園を創設したかというと、子ども達は学校に入った年齢だけではなく、乳幼児の時から
しっかりキリスト教の教育環境で育てられた方が安心だと言われる。幼稚園・保育園の
園長や保育士のインタビューから、宗教の教育は幼い時から大事であると考えられてい
るということが明確にわかる。宗教的な保育園や子育て環境がイスラーム教の独占的な
ものではないことがこの保育園の方針から明らかになった。 
⑤Darut Tauhid (DT) 保育園（バンドン市） 
 他の多くの保育園と同様、そもそも設立の目的は職員のためであった。しかし、現在、
職員の乳幼児よりも一般人の方の利用希望が多い傾向がある。例えば、隣にはある国立
大学の付属保育園も存在しているが、その大学の教員がわざわざ DT 保育園の方に子ど
もを入所させるという。その理由は DTの全国的に有名な宗教指導者である Aa Gymの存
在でもあり、この保育園だと宗教的な勉強やしきたりも幼い頃から教わることができる
ので親は安心だと語られている。  
 また、この保育園はそもそも、プロフェッショナル家政婦研修センターであった。家
事や育児がよくできて、信頼できる家政婦・ナニー・ベビーシッターを育成した研修所
であった。その家政婦の利用者の満足度は高く、現在でも求める家は多く存在している。
しかし、研修に応募する人実体が少なくなり、家政婦になるよりも工場で働く方がいい
と考える人が多いことが園長のインタビューから分かった。これは家政婦の社会的地位
が低いためスキルアップできたら他の選択肢も広がることが要因である。良い家政婦の
稀少化原因だと言える。 
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 DT はイスラーム寄宿学校、スパーマーケット、研修所、クリニック、等を運営してい
る会社である。2014 年にインタビューした園長によれば、保育園を設立した理由は今ま
で手伝いさん、ベビーシッター、オフィズボーイ・オフィスガールのトレーニングを行
う研修所が応募者不足で潰れたからである。DT 研修所は家庭や会社が必要な人材を提供
して研修を行うセンターである。DTB 会社の創設者はインドネシアでは非常に有名な宗
教指導者なので、家庭は手伝いさんやベビーシッターが必要する時に普通のエージェン
シーを使うよりもこの研修所の人材を使う方が安心だといわれている。この研修所でト
レーニングを受けた人たちは多数が、学歴が高くなく、経済的余裕がない人であった。
しかし、貧しくても家政婦になるより工場の作業員になるほうがいいという考え方がい
つの間にか広まり、徐々に手伝いさんやベビーシッターになりたい人も減少した。おそ
らく、選択肢があれば、そもそもお手伝いさんになりたい人はいなかったであろう。 
 研修所が潰れて、入所に応募する人は減少しても手伝いさんやベビーシッターを探し
にきた人たちは減少していない。経営者にはこのことが子どもを預けるところがなく、
困っている共働きの人々がたくさんいると読めた。この背景から、会社の女性部（独身
でも入っているので婦人会とは言わない）が空いているスペースで保育園を作り始めた。 
 2012 年に保育園は女性部ではなく、クリニックに所属し、場所も移動された。このク
リニックに所属するとともに、子どもの成長や教育もきちんと観察でき、利用者側もよ
り安全になった。園長は「女性は様々な理由で働いている。働かざるを得ない、働かな
いと生きていけないと言う理由で働く女性もいる。このような人たちを助ける為に、彼
女らが安心して子どもを犠牲にするという思いをさせないで、この保育園が作られた」
と述べている。歯科である園長は子どもが幼い頃、今のような保育園がなかったので、
仕方がなく家庭に入ったようである。自分の経験を見習い、園長は歯科仕事をやりなが
ら隣にある保育園を運営している。 
 DT保育園に働いている 20代の保育士の一人によれば、DTに子どもを預ける親達の背
景は様々であり、一般のサラリーマン、公務員、隣の国立大学の教員も存在している。
興味深いことはその教員は国立大学の中でも実は保育園があるのに、わざわざ 500 メト
ール程度離れている DT 保育園に預ける。理由を訪ねたら、おそらくここは小学校向け
の勉強ばかりではなく、お祈りや宗教の教えを身につけて毎日を過ごせるのは大事だと
考えているからではないかと答えた。お弁当やおやつを毎日持ってこなければならない
ことは不便であるが、宗教上の理由で選んだ人も存在していることが分かった。  
 上記の説明から、子どもの将来を考えてしっかり宗教教育を身に付けさせたいため、
仕事を辞職して専業主婦になった高学歴の女性たちが存在している一方、自分がいない
分を宗教的な保育園に子どもを教育してもらうという意識を持つ共働きの傾向が明らか
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である。専業主婦でも共働きでも、子どもの将来的な進路やキャリアばかりではなく、
宗教的な「来世の投資」もしっかり備えて、心の罅の一つを乗り越えようとしている。 
 
4．まとめ 
 本章では、インドネシアの共働きと子育ての両立の多様なあり様を説明した。現在働
く女性は高い教育水準と清潔な保育環境を望んでいる。伝統の「お手伝いさん」にその
水準を求めることは難しいことである。また、インドネシアにはまだ「保育園」が法的
にも整備されておらず混乱期である。こうした環境の中、様々な子育ての方法を働く女
性は選択している。 
 今回インタビューした人は職業意識の高い、高学歴で教育熱心な中間層の女性たちで
ある。しかし、子どもへの投資はこれまでの常識とは異なっており、いい仕事に就くた
めに良い教育環境を提供することだけでは足りず、亡くなってからの来世にかかわる宗
教的な「来世の投資」も欠かせないということがわかった。宗教意識は現在共働き女性
の子育て規範に影響を与え、継続型の中では、‘お手伝いさん’派と保育園派がいること
が分かった。そこで、第６章でこの二つの育児規範についてさらに詳しく考察する。 
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第 6章 ‘お手伝いさん’派と保育園派に別れる育児規範  
 
 
1．はじめに：家庭における家政婦の存在   
 第 3 章では、家政婦やベビーシッターによる犯罪がマスメディアやソーシャルメディ
アによく取りあげられたため、「お手伝いさん」を雇うことを不安に思う人が増加した
ことを取り上げた。特に、近代的な子育て規範に捉われている家族は、「お手伝いさん」
を雇うよりも全て自分自身でやった方が理想的な家事・育児が実践できると考えている。
実際に、現在「お手伝いさん」を雇うことはメディアに記載されている事件のように恐
ろしいものだろうか。信頼され、仕事のできる「お手伝いさん」は存在していないのだ
ろうか。中東、台湾、香港、シンガポールにおいて、インドネシア人家事労働者を雇用
することは一般的であるのに、インドネシア国内で「お手伝いさん不足」という現象が
起こっていることは想像しにくいであろう。また、お金さえがあれば、「プロフェッシ
ョナルお手伝いさん」を雇うことは難しくないことだと多くの日本人や外国人は考える
のではないだろうか。  
 第 5 章の考察から、共働きを継続する女性たちの中では、閉鎖的な子育てであっても
家政婦を雇う人たちと保育園を利用する二つのグループに分かれることが分かった。
「お手伝いさん」の存在が珍しくなり、今まで子育ての味方であった「お手伝いさん」
はもう頼りにできなくなった。それでも、家政婦がいると便利だと思っている人たちは
少なくない。しかし、育児規範のギャップや家事に対する意識などが異なっているため、
家政婦と雇い主との折り合いを付けるのは大変である。一方、保育園に子どもを預けて
も様々な問題が生じる。本章は、家政婦を雇うメリットとデメリットの語りと、様々な
理由で家政婦のサービスを利用せずに保育園を選択した女性たちの経験を探っていきた
い。それぞれの語りを通して、まず第一節に「お手伝いさん」の事情、第二節では保育
園の状況を明らかにし、お手伝いさん派と保育園派の二つの育児規範について考察する。 
 
「家政婦」「お手伝いさん」等の用語の使い分け 
 本章では、家事・育児を手伝う人を指す用語を状況により区別している。日本語も同
様で、「家政婦」という職業の言い方はあくまでも最近の表現であり、落合恵美子
(1999：46)が述べたように、その前に「お手伝いさん」（戦後）や「女中さん」（戦
前）という言い方が存在した。 
 第 4章に説明した通り、植民地時代の 20世紀のインドネシア社会では、家庭（家事や
育児等）を手伝う職業は細かく分けられていた。当時のエリート階級では、ほとんど 7
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人の「家来」(使用人)がいることが理想的であった（Scholten,2000：89）。それは、①
「ジョンゴス」Jongosあるいは「スペン」Sepen（英：a houseboy、なんでも頼める便利
屋の男性)、② 2人の「バブ」Babu（英：a housemaid/nursemaid、家事を担当する女性と
育児を担当する女性）、③ 「クボン」Kebon（英：a boy for the horses and the garden、馬
や庭を担当する男性）、④ 「コッキ」Kokki（英：the cook、料理を担当する女性）、⑤ 
「ジャヒット」Jahit（縫い物や洗濯ものを担当する女性）、⑥（馬車）の運転手であ
る。より裕福な家は 11人までの家来が存在していたが、一般的な家は 4人の家来がつい
ていたと言われる。ジェントリ化社会のプリヤイ層は植民地時代の白人や貴族の家来と
比べると数は少なくなったが、家事・育児を担当女性の家来と庭や馬車を担当する男性
の家来は存在していた。 
 上記の細かい家来の職業は独立後のインドネシアでは消滅した。「トゥカン・クブ
ン」tukang kebun（庭係）や「コキ」Koki（料理人）、「トゥカン・ジャヒット」tukang 
jahit（仕立て屋）、という表現は一般の職業の言い方として残っており、マイナスなイ
メージはあまり存在していない。しかし、「ジョンゴス」jongosと「バブ」babuは非常
に差別的な表現であり、誰もが怒る失礼な言い方である。近代インドネシアでは、日本
の昭和における「女中さん」や「お手伝いさん」は pembantu「プンバントゥ」と呼ばれ
ている。Pembantuの ”bantu”という語幹は日本語で「手伝う」という意味であり、まさに
文字通りに「お手伝いさん」そのものである。インドネシアのお手伝いさんは、昔は住
み込みが多かったが、現在、日帰りのお手伝いさんも多く存在している。 
 現在、労働省の法律に権利等が一切記載されていないお手伝いさんの職業は差別だと
指摘され、お手伝いさんという呼び名自体は控えられている。第三者を話す時には「お
手伝いさん」という言い方はまだ残っているが、直接家政婦の仕事をしている人に「お
手伝いさん」という言い方は避けられる。その代わり、Asisten Rumah Tangga (ART)ある
いは「家庭のアシスタント」という言い方が誕生した。最近、特に都市部に住んでいる
雇い主の間で、自分の家政婦を呼ぶ時には「私の ART」という言い方をする。この ART
は今まで通り、住み込みと日帰りの ARTが存在している。家政婦の職業における法律も
まだ改善しておらず、やることも実はあまり変わらない。彼女らは不明確な勤務時間の
中、これまでのように、家事や育児、家全体の手伝いをする。裕福な家であれば、2人
の ARTを雇っており、家事の担当者と育児の担当者が区別される。住み込みの ARTと
比較したら、日帰りの ARTの方は勤務時間が定められており、自分の時間が多少確保で
きるであろう。 
 ART「家庭アシスタント」は知り合いの紹介や、仲介するエージェンシーから雇う場
合がある。ARTの他に、baby sitter 「ベビーシッター」や nanny（ナニー）という言い方
も存在しているが、大体 ARTよりも育児に対するスキルが高く、エージェンシーの紹介
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が多い。ベビーシッターとナニーの仕事は全く同様であり、育児をやることが基本であ
る。違うことは、乳幼児の年齢のみで、ベビーシッターは大体 0歳から 2歳までの赤ん
坊であり、ナニーの場合はその上の年の幼児である。ベビーシッターやナニーは特別な
研修を受けたため、給料的にも普通の ARTよりも高く、時間の余裕があっても基本的に
育児以外はあまりやらない。逆に、ARTの場合は少し時間の余裕さえあれば、別の作業
もやらなければならないため、休み時間があまり取れないのが現状である。 
 本章では、インフォーマントが“pembantu”という一昔前の呼び方である「お手伝いさ
ん」や若い家政婦を表すときに、文字通りに「お手伝いさん」という表現を使用する。
ART「家庭アシスタント」は現在インドネシアでは、ニュートラルな意味合いである。
著者が一般の家事労働者を表現する際には「家政婦」という表現を使用する。また、イ
ンフォーマントが自分の ARTや家事労働者がベビーシッターやナニーという言い方を使
用したら、本論文ではそのままの表現を使用する。 
 インドネシアにおける現在の家事労働者の呼び名については、以下の表にまとめた。 
 
呼称 仕事の内容 雇用主と
の関係 
勤務形態 研修 
ART 
(Asisten Rumah 
Tangga: 家庭のア
シスタント) 
（実際には「お手
伝いさん」の婉曲
的な表現の他なら
ないが、一番失礼
のない表現であ
る。現在「家政
婦」をさす言葉と
して使われてい
る。） 
育児、家事 エージェ
ント、紹
介 
通い、住
み込み 
× 
 PRT 
(Pembantu Rumah 
Tangga: 家事労働
者・家政婦) 
 
育児、家事、介
護 
エージェ
ント、紹
介 
通い、住
み込み 
× 
お手伝いさん・女
中 
（Pembantu） 
育児、家事、介
護 
エージェ
ント、紹
介 
通い、住
み込み 
× 
ベビーシッター 
（Baby sitter ） 
育児（0-2歳） ほとんど
エージェ
ント 
通い、住
み込み 
○ 
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ナニー 
（Nanny） 
育児（2歳以
上） 
ほとんど
エージェ
ント 
通い、住
み込み 
○ 
図表 6-1 家事労働者に関する名称 
2.「プロフェッショナルお手伝いさん」は存在していないのか？—インドネシアに
おける家政婦の事情— 
 「お金があれば、より自由に理想的な保育園を選ぶことができる」という考え方はあ
る意味で現在インドネシアの子育て事情には当てはまると言える。しかし、「お金さえ
あれば、プロフェッショナルお手伝いさんは簡単に手に入る」という考えは誤っている。
プロフェッショナルベビーシッターや語学家庭教師の公式サイトがバリ島などでは最近
誕生しているが、それは上流階級のエキスパート向けであり、賃金がほぼドルを基本に
している99。これは、一般人が子育てにいつでも相手にできる選択肢にはとても手に届
かないことである。また、最近できたお手伝いさんサービスを提供するサイトでは、手
伝いさんのそれぞれの資格や希望する月給も記載されており、専門職のフリーターのよ
うな取り扱いに近い。 
 
画像 6-1 AUDドルをベース料金にしているベビーシッターの公式サイト 
http://www.karsini-services.com/nanny/pricing.phpより 
     
画像 6-2高賃金のお手伝いさん代理業のローカルサイト 
https://www.pembantu.com/baby-sitterより 
 本節では、マスメディアやソーシャルメディアで論争となった「お手伝いさん」によ
る乳幼児虐待や窃盗等の犯罪について、実際にはどのような状況なのか、メリットとデ
メリットの 2 つの側面に注目しながら探っていきたい。「お手伝いさん」と雇用主の関
                                                        
99 例えば http://www.balisbestbabysitting.com/booking/, http://www.karsini-
services.com/nanny/pricing.php など。 
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係性について、双方の関係性が良好であれば、犯罪は起こらないという推定が予想され
る。しかし、お手伝いさんと雇い主の関係性は実際に単純なものではないということが
以下の事例からわかる。 
 
2.1祖父母の力： 共働き夫婦の子育てにおけるメイドと保育園の限界 
 以下に、充実している保育園が存在しておらず、家政婦による犯罪のトラウマとなっ
ている Naraさんと Puputさん 2 人のインフォーマントの事例を取り上げる。Naraさんの
場合は、ベビーシッターとの事件が起きた後、末子を祖父母がいる実家に預けるという。
一方、Puput さんは最初お手伝いさんを雇いつつ、毎日子どもを保育園に預けたが、その
保育園があまり快適ではなく、一年生の子どもが退屈であるため辞めたと語られている。
学校が終ったら、ベビーシッターが迎えて夕方まで子どもと 2 人で留守番をしている。
ベビーシッターとの事件が起きた後、信頼できる新しいベビーシッターが来るまで、し
ばらく実家の母親が一緒に住むことになっている。2 人が経験した家政婦やベビーシッ
ターとのトラブルは具体的にどのようなことなのかを見てみよう。 
 
①  恋愛で性格の変わった若い「お手伝いさん」 
 Nara さんはスラバヤ市の中心部にある富裕層の住宅街に住んでいる歯科医の家族であ
る。現在、3 人の子ども（小学生低学年、年長、乳幼児）を育てながら、共働きをして
いる。末子が生まれる前に、彼女は 2 人の「お手伝いさん」を雇った。家事を担当する
日帰りの家政婦と住み込みのベビーシッターであった。しかし、住み込みのベビーシッ
ターは 2 年目に事件を起したため、そのベビーシッターを辞めさせ、今家事をやってい
る日帰りの一人の家政婦しか雇わないという。 
 インタビューを始める際、Nara さんは 3 人の子どもの中で、長男の性格が他の兄弟と
比べて遅れていると語っていた。それだけではなく、彼が身体的に病気になりがちで、
あまり自立的ではなく、他人とのコミュニケーションがあまり上手く取れていないとい
う。長男は幼い頃から初めての人に会うのは気が重いといって言語聴覚士による「治療」
を受けている。その理由は、「長男はお手伝いさんの被害者」だったと Nara さんが語り
始めた。Naraさんは長男の成長が遅れた背景を次のように話す。 
 
「成長記録から見ると、この子（長女）は自信を持つ子。この子（長男）
は内向きの子。昔、この子（長男）はお手伝いさんの被害者だった。 
前のベビーシッターは無責任な人で、恋人と交際している間にこの子は部
屋に閉じ込められた。 
どうして分かったかというと、タバコの吸い殻が部屋に見つかったから。
家にはタバコを吸う人がいないのに。・・・結局そのお手伝いさんの携帯
を没収して、記録から男の人との約束や待ち合わせを見つけた。 
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刑事をしている親戚に頼んで、家の柵が曲がった部分を見つけた。その柵
をジャンプして家に入ったことが分かった。前のゲートにガードマンがい
るけど、聞いたら、誰も入っていないと答え、ガードマンも家に入れたこ
と自体は知らなかったようだ。家に入った男はそもそもお手伝いさんと待
ち合わせし、子どもは「絶対に何も言わないでね」とお手伝いさんに脅さ
れた。（全てが発覚後）お母さんが 19 時に出勤した後、毎晩子どもはお手
伝いさんから部屋に入って寝るように言われ、電気を消されて鍵をかけら
れた。  
 
 当時、Nara さんの勤務時間は予約が入ったら出勤するというパターンであり、もっと
も多い予約は大体 19 時から 23 時だったという。夫は日中、国立病院に勤務しており、
夕方から夜までは自分の医療所に勤務している。Nara さんがやめるまで勤めていた病院
は、将来的なキャリアや海外への留学する可能性もあったが、ベビーシッターが起こし
た上記の事件が分かった後、夫が一方的に彼女の辞表を出した。 
 Nara さんのベビーシッターはそもそも問題のあった人だったから、交際している男を
無許可で家に入れ、子どもを部屋に閉じ込めたのだろうか。Nara さんは、そのベビーシ
ッターについて最初はとても人柄の良い子だと言った。彼女と知り合いになったのは
Nara さんの伯母のところで働いている人の紹介であった。Nara さんはそのベビーシッタ
ーが田舎の人であり、（山に暮らす人は木材を使って調理するため）ガスコンロも知ら
なかったという。最初の 2 年間は本当に良い仕事ぶりだったと Nara さんは思い出した。
そのベビーシッターとの関係が上手く行くように、旅行や外食をする時にできるだけ一
緒に行くようにし、出張の帰りに子ども達にお土産を買ったら、そのベビーシッターに
も買ってあげるようにしていたと語っている。家の前に下宿を建てる工事が始まってか
ら、その工事の男性労働者と交際が始まってから、Nara さんのベビーシッターの性格が
変わったという。 
 ベビーシッターに対する取り扱い方がどのように行われたかと具体的な質問をしたと
ころ、Naraさんは以下のように答えた。 
 
「私は彼女が実家にいる「手伝いさん」のようにおとなしい性格でいてほ
しいの。モール（デパート）へ行くときは、一緒に行ったし、ご飯を食べ
る時も、子どもの面倒を私と交替してご飯を食べさせたりした。もし、彼
女は他のベビーシッターのように制服が欲しければ提供するから言ってね
と伝えた。彼女も自分で見たんだけど、他の家のお手伝いさんの場合、モ
ールに行ったらそのお手伝いさんはご飯を食べさせなかったりするよ。彼
女は隣の家のお手伝いさんに聞いて、モールでご飯を食べたら給料から引
かれるって！ 
だから、彼女も本当に素直で、私と一緒にモールでご飯を食べた時に『私
の給料は引かれるかどうか』と聞いて、もちろん引かれないよと！ 
1 年間半家に使っていないものや、自転車、子どもの服やおもちゃ等がを
彼女の実家に差し上げたし」 
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「お手伝いさん」に対する教育はどのように取り組んできたかと著者が聞いたら、Nara
さんは次に答える。 
 
「まず、お手伝いさんが何かを求めたら、私は解決方法も同時に提供する。
例えば、体臭のために、石けん、デオドラント、着替えの服は全て無料で
買ってあげること。」 
 
 Nara さんのインタビューから、給料や食品等の物理的なものは十分にベビーシッター
に提供したことが明らかである。ベビーシッターに対して Nara さんの性格がワガママか
どうかは実際に見ないと何も言えないが、彼女は清潔さや健康の面ではしつけの厳しい
人であることが分かった。彼女の語りから、現在彼女自身が運営しているクリニックで
も、「人柄は優しいが、ルールをしっかり守らない人に対して厳しい」という評判があ
る。家族や個人的な問題があれば、クリニックの社員たちは手軽に彼女に相談できるが、
ものを元の場所に戻さないとすぐ口を出すタイプだと Nara さん自身は自分の人柄を説明
した。 
 また、仕事の量が多過ぎるため乳幼児虐待を起したということも Nara さんの家につい
ては言えない。これまでインドネシアの一般的な家庭では、家政婦が家事も育児もやる
ことは普通のことであった。この理由で、小さい子どもを持つ家庭で働きたくない家政
婦は実際に少なくない。 特に家が広い場合、Nara さんの家のように育児を担当する者と
家事を担当する者は区別される。小さい子どもがいなくても、家事の担当者と料理の担
当者が 2 人で分担する家ももちろん存在しているが、育児係と家事係を区別するだけで
も、十分家政婦の負担が減らせると考えられる。家事や介護も一切する必要がなく、一
人の乳幼児とそろそろ小学校に入る一人の年長という 2 人の子どもの面倒を見る Nara さ
んのベビーシッターの仕事の量は、普通のインドネシアの家庭で働いている家政婦やナ
ニーの仕事の量と比べたら、多くない方だと考えられる。 
 Nara さんのベビーシッターは十代後半の若い女性であるため、恋愛をきっかけに、従
順なよく仕事のできる人から、子どもの面倒を見るというベビーシッターの本業を無視
するように変貌した。彼女は小さい子ども（長男）が早く寝るように、睡眠薬を飲ませ
ており、今までも睡眠薬や部屋に閉じ込められた影響が成長の遅れている傾向に見るこ
とができるという。これは身体的、精神的な乳幼児虐待であることは明確である。Nara
さんは早い時期に子どもの変調に気付き、様々な方法で解決したが、少しでも気づくの
が遅かったら、交際している男性と手を組んで家を物色し、子どもの命が危険にさらさ
れる可能性も考えられた。 
 上記の恐ろしい経験があったため、Nara さんの母はまだ乳幼児である長男をジャカル
タ市の実家に預けるように提案した。実家では、長年 Nara さんの母が信頼した「お手伝
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いさん」も存在しており、祖父母もほとんど家にいるため、子どもを自分の親に預けて
も Naraさんは心配していないという。1−2ヶ月に一回 Naraさん夫婦は実家に帰り、親の
様子を見ながら、子どもと会うのを楽しみにしていたようである。インドネシアでは、
昔から祖父母に子どもを預けることは普通のことであり、退職している祖父母は暇で何
もしないでぼけるよりも孫と遊ぶ方がずっと幸せだという常識が働いている。しかし、
現在働き盛りの夫婦が祖父母に子どもを預けたら、子どもの成長にも良くないし、親孝
行どころか祖父母に迷惑をかけるという新たな常識も生まれはじめた。この点は、ジャ
カルタ市に住んでいる Lindaさんの語りにみることができる。Lindaさんと違い、Naraさ
んの家族では、まだこれまでの常識をもって、自分の子どもは自分の手で育てなければ
ならないという今時のインドネシアでの近代的な規範にそれほどとらわれていない。 
 Nara さんが雇ったベビーシッターは正式な家政婦・ナニーエージェンシーに登録され
る資格を持つ人物ではなく、まだ年齢的に若く経験も少ないため上記の事件が起きたと
考えられる。では、正式なエージェンシーから紹介されるナニーの資格を持つ‘良い歳’
のベビーシッターの場合は問題を起さないだろうか。それを探るために、以下の事例を
見てみよう。 
 
②  権威主義的‘未亡人’の「お手伝いさん」 
 本研究のインタビューでは、若い「お手伝いさん」の辞職最大の理由は結婚すること
だという傾向が見られる。実際に結婚することもあるが、「結婚」が誰でも許される言
い訳として、結局別の仕事に転職したり、仕事が楽で給料のもっと良い家で働いたりす
ることも多い。仕事ができない、教育するのが面倒くさいということも若いお手伝いさ
んを雇いたくない理由として取りあげられる。一方、やっと信頼できて仕事がやりこな
せるようになった若いお手伝いさんが急に結婚することになって辞めることも少なくな
い。また、若いお手伝いさんを雇うのは、奇麗な人であれば「猫に魚をあげる」という
言い方で、不倫や浮気のチャンスを与えることと同様であり、夫を誘惑するのではとい
う心配もある。教育しやすく、性格の良い若いお手伝いさんが少ないということを除い
ても、結局、若いお手伝いさんを雇うことに対して、良い理由は一つもないと多くの
人々が思っている。 
 多くのインドネシア人の間では、料理・家事・育児の経験が豊かな‘良い歳の未亡人’
（以下引用符は省略）が理想的なお手伝いさんだと考えられている。なぜ良い歳の未亡
人かというと、豊富な経験はもちろんのことであるが、若くなければ夫婦関係に危険は
なく、結婚や介護ですぐ辞めるリスクも低いと思われている。また、子育てを卒業した
ため、働いている家の子ども達が自分の子どもや孫のように育てくれると期待される。
簡単に言えば、良い歳の未亡人は理想的なお手伝いさん・ベビーシッターの存在だと思
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われている。上記の Nara さんの若いお手伝いさんのケースを見たら、落ちついた年配の
お手伝いさんが理想的だと思われることは理解できるであろう。しかし、良い歳の未亡
人の家政婦は必ずしも落ちついて期待できる存在とは限らない。以下に Puput さんの事
例を見てみよう。 
 Puputさんは 4歳の一人子を持ち、家に住んでいるのは三人の核家族のみである。夫婦
は 2 人とも大学の教員であり、たまに他の町や海外の主張はあるが、歯科医の Nara さん
の家と違い、ほとんどの留守は昼間だけだという。Puput さんが雇った家政婦はエージェ
ンシーに紹介されたベビーシッター資格を持つ良い歳の未亡人である。特に何回も家政
婦が変わったことのある Puput さんにとって、職歴の長い、料理・家事・育児の豊富な
経験を持つ人だけではなく、家庭の面倒やケアの責任のない 50 代の未亡人はまるで待ち
に待った理想的な家政婦の存在である。 
 スラバヤ市の中心部であるのに、Puput さんの住宅は村社会のように近所との付き合い
が比較的に温かい住宅街である。また、PKK という自治会の婦人会では、1 ヶ月 1 回の
arisan（アリサン）という伝統的な行事が行われ、参加者が決まった金額を集め、全員が
当選されるまで繰り返して、毎回くじで誰かがそのお金を手に入れることを決める。日
本で言えば、これは無尽（むじん）や頼母子講（たのもしこう）のような仕組みである。
奥さんを中心に行われる「公式的な井戸端会議」のようなものであるため、アリサンで
は近所付き合いの下手な人は判明してしまう。アリサンは女性をはじめ、インドネシア
の人的繋がりの強い社会（特に女性）における一つの証明だと言える。 
 そのような住宅街に住んでいる Puput さんは、ある日、子どもの様子がおかしいとい
うことに気付いた。今まで、Puput さん夫婦が朝の出勤に出かける際、4 歳の子どもがい
つも明るく見送りした。しかし、ある日、Puputさんに絶対に行かないでと子どもは泣き
ながら願っていた。Puputさんの「お手伝いさん」はお母さんの出勤に邪魔しないように
と子どもに注意をしたら、その子が一気に鳴き声を止めた。夜の寝る時間も、Puputさん
が早く寝ようと言ったら聞いてくれないが、お手伝いさんがその子どもの名前を呼んで、
「寝る時間だよ」と一言で子どもがその指示にすぐ従った。なぜ子どもは実の母より
「お手伝いさん」の指示の方に従うのかと Puput さんは実は不思議に思っていた。その
「お手伝いさん」がプロだから子育てのコツがよく分かっている、あるいは子どもが機
嫌の悪いだけかと Puputさんは思っていた。 
 Puput さんの母が家に訪問して泊まっていた時、近所からお手伝いさんの子どもの扱い
方が悪いという情報を耳にしたという。仕事で忙しく、アリサンにお金だけを入金して、
実際あまり来ることができなかった Puput さんは近所の情報はあまり手に入れていなか
ったという。当然、彼女の「お手伝いさん」のことも、彼女は何も知らなかったようで
ある。Puput さんの母に聞いた近所からの情報はどこまで正確なのかを彼女が注意を払い、
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少しずつ確かめた。Puputさんが出勤した後、彼女の母は「お手伝いさん」が子どもに無
理やりシャワーを浴びさせたり、ご飯を食べさせたりしているところを目撃したため、
近所が伝えた情報は間違っていないと把握した。この事実を知った Puput さんは、最近
子どもの性格が変わった謎が解けた。彼女はお手伝いさんに対する祖母の怒りを次のよ
うに語る。 
 
「だから、子どもにシャワーを浴びさせている時にいつも大声で泣いてい
たんだ。あんなに強くごしごし子どもを浴びさせるのはまるで人間の体じ
ゃなくて、汚れているものを洗うようなものだった。ボディーソープが子
どもの目に入ったら、粗末に大量の水を注いだ。うちのお母さんはもう我
慢の限界で、『孫があんな風に扱われるのは許されない』と怒りが爆発し
た！」 
 
 結局Puputさんの母はそのお手伝いさんを辞めさせ、新しいお手伝いさんが来るまで、
一緒に滞在してしばらく孫の面倒を見てくれた。インドネシアでは、正式なエージェン
シーに登録される家政婦やナニーを雇っても、上記のような問題があっても、簡単に苦
情を出すができないことは現状である。年齢の差で、40代の Puputさんは 50代の家政婦
さんを辞めさせることも遠慮し、エージェンシーに文句を言ってもおそらく「ごめんな
さい」しか返事が来ず、何の補償ももらえないだろうと思われている。また、インドネ
シアでは、そのお「お手伝いさん」がやったことは明確な子ども虐待とは言い切れず、
ただの厳しすぎるしつけだと考えられている場合もありうる。Puputさんの事例から、経
歴の長いナニー資格もつ良い歳の未亡人というこれまでの理想的な家政婦の存在はまる
で幻の言説にほかならないといえよう。 
  
2.2相性の良いお手伝いさんは宝くじのようなもの 
 インドネシアの「お手伝いさん」事情に関して、まず知っておくべきことは、全ての
家政婦は仕事ができず、信頼できないのではない。前述したスラバヤ市郊外に住んでい
る Era さんが雇っている家政婦の場合、全ていい人であり、思ったより仕事のできる人
物だけではなく、彼女の子ども達と仲良く、料理も店の料理人が作った味とあまり変わ
らないぐらい美味しいという。さらに、彼女の「お手伝いさん」が家事全般のことが詳
しく、才能がもったいないと思われているため、彼女の子ども達が大きくなれば今の家
政婦とレストランのビジネスを開こうかと計画していると語られる。Eraさんの場合は、
家政婦の才能が求められるだけではなく、家族全員と相性が良いので、上手くいってい
ることが分かった。 
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 他の事例でとしては、ジャカルタ市の Malaさんの家をあげることができる。彼女の家
政婦は“お手伝い”する人物という立場ではなく、子ども達にとって姉貴分の人物であり、
家族の一人として位置づけられる。Mala さんは知り合いの紹介以外に家政婦を雇いたく
ないと言っており、エージェンシーから雇った家政婦は、どうしても家族関係よりもサ
ービス提供者である労働者と雇う側でというビジネス関係の方が強かったため信頼感が
なかなか生まれなかったと言った。前述した Puput さんの家政婦問題からエージェンシ
ーの紹介が安心なものとは限らないことが分かった。知り合いの紹介であれば、その知
り合いにも責任感をもち、お互いに関係を大切にし合い、尊重し合うことができ、信頼
感が保たれると考えている。また、子ども達も姉貴としての家政婦に対して、目上の人
に対する態度もしっかり気を付けて、普通の上司部下の関係のように何でも命令するこ
とが Mala さんによって禁じられている。できること限り全てを自分でやることは Mala
さんの家のルールであり、何でも勝手に家政婦に頼むわけにはいかない。 
 多くのインドネシアの家庭における住み込みの家政婦は一週間に 7 日間、一日に 24時
間勤務のように、休みや自分の自由時間がなく、ひどい家の場合は幼い子ども達でも簡
単に何でも家政婦に命令して、子どもの自立性も培われないし、我がままな性格を生む
懸念も指摘されている。他人に対する思いやりや、目上の人に対する尊敬や尊重は生ま
れない。ボスは大人である親だけではなく、幼い子ども達でも小さいワガママな上司に
なる。その他に、Mala さんは家政婦の貯金を管理し、できるだけ給料を貯金して実家に
帰る時に自営業等の資本に使ってほしいと語っている。 
 Era さんと Mala さんの家の例からは、上手く家政婦を雇うことができるの家庭は、十
分な給料を提供することが一つの理由だけではなく、家の全員が家政婦を家族の一人と
して取り扱うこと、その家政婦の育成もしっかり考えていることがわかる。両方とも家
政婦が若く、未婚の女性である。Malaさんの場合は 40代後半であるため、若い家政婦の
取り扱い方をよく知っており、豊かな経験をもっているとは言える。しかし、Eraさんの
場合は 30 代であり、その家政婦は 20 代で、10 歳しか歳が離れていない。お手伝いさん
を雇うことに対して、同年代の雇用関係はなかなか上手くかないといいわれているが、
Era さんとのお手伝いさんの雇用関係は珍しいことである。インタビューから Eraさんと
Mala さんは被雇用者との対人関係に優れており、しっかりとした生活感を持っているこ
とが伝わった。また、お手伝いさん自身も素直で、堅実な人物であるため、相性が良く、
結果的にすばらしい相互作用を保つことができた。しかし、雇い主が自分のお手伝いさ
んを優しく取り扱っており、気を付けて教育しようと思っていても、お手伝いさん自身
からの堅実さがなければ、良い相互作用が生じない。逆に、素直なお手伝いさんでも、
雇い主がそのお手伝いさんの事情に考慮が足りなければ、長く勤められないことが確実
である。特に、インドネシアは多様な民族であるため、民族が異なると、常識やマナー
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も違うため、雇い主とお手伝いさんとの相性とは予想できるものではない。例えば、上
記の Nara さんと Puput さんの事例では、知人かエージェンシーかの紹介、資格を持つか
どうか、若い人か良い歳の年齢、未婚か未亡人か、という要因は必ずしも同じ傾向を導
く要因としては言い切れないことが明らかに分かった。 
 では、家政婦やナニーがあまり一般的ではない現在日本の社会にとっては、インドネ
シアのようなお手伝いさんの存在はどのようなメリットとデメリットがあるのかを、イ
ンドネシアの都市部に住んでいたことがある日本人の語りを注目してみよう。 
 
2.3 日本人主婦の語り：インドネシアに一番良いことはお手伝いさんがいること、一
番悪いこともお手伝いさんがいること！ 
 本節で取りあげられる事例は 1995 年 4 月～1998 年 10 月までジャカルタ首都に滞在し
たことがある 50 代の南さん（仮）の話である。彼女は夫の転勤でジャカルタに移住し、
夫は彼女よりも前後半年ずつ長い期間滞在しているという。彼女が雇った pembantu（お
手伝いさん）は、一戸建てだった時は、koki（コック）と cuci（意味：洗濯。普通は家事
を担当するお手伝いさんを指す表現である）。マンションに移ってからは koki 兼 cuci を
一人の家政婦に任せた。 
 南さんの滞在中では、家事を担当している家政婦の Tati さんが一番長く彼女の家いた
という。Tatiさんのことに対して、南さんは次のように語る。 
Cuciの Tatiは Solo市のあたり出身で 18歳でした。うちの子どもが 5歳と 7
歳でよく可愛がってくれて、子ども達もなついていました。Tatiは良かっ
たです。cuciとしてうちにいましたが、綺麗好きで料理もちゃんとでき、
マンションに移ってからは kokiに昇格させます。特に良かったのが伝統的
なインドネシア料理をちゃんと作れるところ。めんどくさい過程を、あか
らさまに嫌がる子もいましたから。 
うちは皆んなインドネシア料理を好きで、色々作ってもらいました。多め
に作ってもらい彼女らにも分けていました。 
 
 Tati が辞めた後、その他のお手伝いさんのなかでは、Rasu さん（25 歳ぐらい）が一番
長かったと語られている。韓国人と白人に雇用されていたことがあったため、料理が上
手く、韓国風や、洋風料理も作ることができたという。Rasu さんについて、南さんは以
下のような思い出がある。 
彼女のミーゴレン（日：焼き飯）も絶品でした。だだ、明るい人でしたが
少々がさつで、お掃除は隅々まで綺麗ではなかったのが難点でした。何度
目かの結婚をして、かなりお腹が大きくなるまで働いてから、辞めまし
た。 
 
 Tati さんと Rasu さん以外に、南さんが雇用したお手伝いさんは長続きしなかったため、
自分は「女中運が悪い」と話している。インタビューの時、彼女は当時社宅に住んでい
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る回りの日本人主婦より、多くのお手伝いさんを変えたことがあったため、自分は口う
るさい奥様として勘違いされているではないかと不安を感じたと言った。南さんによれ
ば、同じ日本人の主婦でも、家ごとではルールが異なっており、例えばお手伝いさんが
居間のソファに座ってもいい家と座ってはいけない家が存在した。彼女の場合は、そも
そも自分の空間にこだわっており、家に他人がいること自体は実はあまり好んでいない
と言っている。彼女や家族が家にいる時に、居間のソファに座っているお手伝いさんを
見ていられなかったという。さらに、彼女が雇ったお手伝いさんはその家に以前住んで
いて日本に帰ったばかりの別の日本人家族に雇用されていたため、彼女の家においても
前の家のルールをそのまま適用したと語られた。つまり、南さん自身よりもそのお手伝
いさんの方が家の隅から隅までよく知っており、すでに生活ができていたため、雇う側
である南さん家族の方が合わせなければならなかった。 
 Tati さんと Rasu さんが辞職したのは結婚することと子どもを産むことが理由であった。
この 2 人のお手伝いさん以外、あまり長く勤めたことはなく、名前が覚えられないと言
っている。その中で、一番トラブルになったのは家政婦にお金を盗まれたことである。
自分が被害者なのに、家政婦を辞めさせるのは怖いという。知人から、事件を起した運
転手を首にしたら、次の日その運転手から刃物でおどかされたという話を聞いたようで
ある。彼女は事件に対して次のように語る。 
 
この 2人以外は名前を覚えきれないくらい、女中が何度も変わりました。  
・・・使用人を雇って、一番の事件はお金を盗まれたこと。彼女らの年収
以上のお金でした。それでも思い切り怒ることもできず、クビにしたこと
への報復の方が怖く感じられ、泥棒した本人の方が堂々と出て行き、被害
者なのに私は怖がっていました。なので、報復もあり得ません。 
 
 日本では使用人や家政婦を使った経験がない南さんは、家政婦付きのインドネシアで
の滞在に関して、どのように思うのか、最も良かったことと、最後まで慣れなかったこ
とを以下のように話す。 
 
インドネシア駐在員生活で、一番いいことは女中さんがいること。一番悪
いことも女中さんがいること。とは、よく聞く話です。つまり料理、洗
濯、掃除の家事一切をやってくれる人がいて、人によっては子どもまで預
けてしまう人もいて、奥さんはすごく楽です。（駐在員の配偶者は仕事を
してはいけないので）そのかわり、趣味の時間がつくれます。でも反面、
日本人は他人が同じ屋根の下にいることに、割とストレスを感じるものだ
と思います。人を使うことにも不慣れで、どう接していいのかわからな
い。民主教育、平等教育を受けて育っているから、余計です。人間に上下
はない、しかし使用人を対等に扱っては、周りの人に迷惑をかけることな
るし、その辺をわからないで接してしまい困ったことになる人もいまし
た。その距離感の難しさ！当時私は 30代前半の駆けだし主婦。ベテランの
今ならもっともっと上手く人を使えるのにな、と思います。 
（括弧は筆者が補足） 
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 当時 30 代前半の南さんは人を使うことが下手だと語っていた。家政婦を雇うのは会社
の義務かと聞かれたら、「インドネシアに駐在するのは仕事に専念するためなので、う
ちの会社は女中、運転手を雇うことが義務付けられていましたが、マンションなら雇っ
ていない他社の家庭もありました。」 と彼女が答えた。選択することができれば彼女は
家政婦を雇いたくなかったが、面積の広い一戸建ての家を自分で掃除して、料理、選択、
また 2 人の小さい子どもの面倒を見ることは一人では無理だと言っていた。家政婦と料
理の担当者それぞれ 1人を雇うことは南さんの社宅では普通のことであった。2人の家政
婦を雇うことができたからこそ彼女はゆっくり子育てしながら、自分の趣味や習い事を
することができたという。子どもが学校や幼稚園に通っているうちに、テニスが好きな
主婦はテニスクラブに、ゴルフが好きな主婦はゴルフクラブに通っていたと話してい
た。このような主婦の娯楽は普通の日本人主婦には味わうことができず、お手伝いさん
の存在がいたからこそインドネシアの駐在員生活を楽しむことができた。しかし、異文
化の他国の人と日々折り合いを付けなければならないことは疲れるという。南さんは他
の友達よりインドネシア語が早く上達した理由は実はお手伝いさんと頻繁的にトラブル
が起きたからだと語っている。異文化や主観のことだけではなく、言葉も一つの厚い壁
であった。 
 同じ国の人でさえ主婦規範や子育て規範が異なることもあり、雇う側と家政婦とのト
ラブルは避けられない。さらに、家の掃除のやり方、料理の調理方等が様々なので、譲
り合えることろがなければ、家政婦の存在が家事を楽にしてくれるどころか、逆にスト
レスの原因になりうる。他人、それも外国人に家の中に入られるのがどうしてもダメと
いう人も存在している。しかし、いい女中さんに当たれば、本当に楽しく駐在員生活を
送れる、と、前述の言葉はそういう意味であろう。 
 南さんは、お手伝いさんが頻繁的に変わらないように家事の点で改善してほしいこと
などがあっても、本当に目をつぶって我慢して何も言わないようにしたと言っている。
女中が何人も辞めたため、自分が特別口うるさい NYONYA（奥様）なのか、と思われた
くないからである。それは南さんにとって、非常に大きなストレスであった。帰国して、
程よい狭さの自宅で、自分で思うように料理や、他の家事ができることに非常に開放感
を感じたという。 
 南さんが感じたことを、二宮さん（仮）（50代）も同様に語った。二宮さんは 1997年
から 2001年までジャカルタに住んでおり、1998年のアジア危機に及ぼしたインドネシア
の改革運動や 32 年間権力を握っていたスハルト大統領の転覆を目撃したと言う。二宮さ
んは 4 回お手伝いさんを変えたことがあると言っている。彼女によれば、それぞれのお
手伝いさんは仕事が出来ないというわけではないが、1 人目の 20 代のお手伝いさんはマ
イペースな人、2 人目の 30 代のお手伝いさんは自分のやり方は変えられない、3 人目の
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20代のお手伝いさんは嘘を付いた人、最後の 4人目の 20代のお手伝いさんはやっと明る
く笑顔で接することができる人と出会うことができたと言う。お手伝いさんを雇うこと
によって、インドネシアに雇用が生まれるので、そもそもいいことだと二宮さんは主張
している。また、家事を手伝ってもらうと、やりたいこと（仕事・育児）ができ、本当
にありがたいと感じていた。彼女自身はお手伝いさんがいたからこそテニスを上手くな
るまで楽しむことができたと言っていた。しかし、やはり性格、相性の合うお手伝いさ
んに出会えるまでは苦労と時間を要したという。このような状況は今でも変わっておら
ず、南さんと二宮さんのように現在ジャカルタに住んでいる知人の話からでは、前述し
た通り、インドネシア駐在員生活で、一番いいことは女中さんがいること。一番悪いこ
とも女中さんがいることだと言われる。 
 現在の日本は、南さんや二宮さんが若い主婦の時と真逆な状況であり、インドネシア
のような家政婦の存在をどう思うかという質問をした。南さんは自分の意見を以下のよ
うに主張する。 
 
共働きばかりですから、人によってはいいのかもしれませんね。住み込み
とは違うだろうから、昼間に掃除とか料理の下ごしらえ、洗濯物などし
て、夕方帰ってもらえれば、それはすごく助かるでしょう。実際、ベビー
シッターの仕事をしている友人がいますが、本当に初対面でも依頼主の家
の中で、留守を預かり、子どもの面倒を見るそうです。大体夫婦ともにお
医者さん、などのお金持ちらしいですが。 
 その友人は間違いない人だからいいけど、どんな人が来るのかわからな
いのに、自分の子どもの命を預ける、というのは、私にはちょっと考えら
れないです。家事も育児もこうやって経験し終わって見ると、工夫のしど
ころはまだまだあって、共働きでも人を雇わずやっていくこともできると
思います。本当は保育園も反対で、自分の子どもくらい自分で育てなけれ
ば、と思っています。そんなことも言ってられない世の中ですけど。 
日本においてお手伝いさんを雇うことは、インドネシアに駐在して現地人
を雇うのとはだいぶ違うと思います。それが外国人であっても、日本であ
れば。 
 
南さんは日本でも家政婦の必要性があることは否定していない。彼女にとって、プロ
フェッショナルの女性は働いてもいいが、そうではない人であれば家でしっかり子育て
した方がいいと言っている。このような共働き夫婦では、家事は家政婦に任せてもいい
ことであるが、自分で育児ができなければ、子どもだけは保育園に預ける方がいいとい
う。南さんの語りでは、家政婦についてインドネシアと日本の場合はきっと異なると信
じているようである。資格のない、やりたければ誰でもができるというインドネシアの
家政婦はプロフェッショナルな姿ではないと考えていることが彼女の語りから分かった。
日本の場合、家政婦になるためには研修や様々な条件が定められ、彼女が経験した家政
婦とのトラブルは避けられるであろうと語られている。インドネシアでは、南さんが言
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った日本のようなプロフェッショナル家政婦を提供するための研修や信頼できるエージ
ェンシーは存在しているのだろうか。以下の節で探ってみよう。 
 
2.4スキルアップさせると人は「お手伝いさん」の世界から卒業する 
 インドネシアでは、近代的な規範を実現できる新たなプロフェッショナル母親であれ
ば、専業主婦の葛藤を克服できるという傾向が見られる（詳しくは第 5 章を参照）。共
働きをサポートして、仕事と母性や子育て規範の“葛藤”は“治す”ために、プロフェッシ
ョナル家政婦やナニーを研修させる団体や組織は存在していないだろうかという指摘が
考えられる。本研究で行われた保育園の調査では、たまたま元家政婦の研修センターを
していた施設と出会った。その施設はバンドゥン市では誰もが知っている宗教法人が運
営している Daarut Tauhid保育園である。 
 Daarut Tauhid (DT)は西ジャワのバンドン市にある大きくて有名なイスラーム教宗教法
人である。宗教の勉強会だけではなく、スーパー、ホステル、起業研修センター、ラジ
オやコミュニティのテレビ局等を運営している法人である。ヒジャーブを被っている女
性が水泳やジムなどが不自由であるため、 女性の美容・健康・娯楽及び様々な活動を自
由に行われるように Muslimah Centerという女性センターが設立された。その女性センタ
ーが運営した部門の一つは Khadimah Training Center （家政婦研修センター）である。 
 DT の家政婦研修センターが設立されたのは 2000 年代である。当時共働きは家政婦が
いないと成り立たないのに、仕事ができて信頼できる家政婦が一握りということが現状
であった。さらに、家事や子どもの身体的なケアだけではなく、宗教への理解がある人
物に育てられると親が子どもの育成に対して安心できると思われ、宗教的な勉強もしっ
かり研修される家政婦が望ましいと考えられていた。なので、家政婦の呼び名も当時の
インドネシアの一般人が呼んでいた pembantu（お手伝いさん）ではなく、Khadimahとい
うアラビア語の婉曲表現が使われていた。 
 DT の家政婦を利用するために、家政婦本人が研修に参加するだけではなく、利用者で
ある雇い主も特別な研修に参加しなければならなかった。当時は毎週の土曜日の夜から
日曜日の夕方まで、一泊の研修であった。子どもルームも用意されているため、子ども
連れの利用者も歓迎された。研修した内容はイスラーム教における女性の本質  (fitrah 
wanita) 、様々な女性の義務と権利であった。その研修には働く女性が結局子どもの世話
や家庭を運営するために他の人の手伝いを求めることが避けられないのが分かった。研
修の目的は妻・母親・社会の一部である女性の立場を本当に理解することである。他の
プログラムの内容は、家政婦の背景や資格も説明された。研修を受けた家政婦はほとん
ど経済的に恵まれていない、中学校・高校生の卒業生、Al-Qur`an (コーラン) を読める、
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面接に合格した人たちである。それらの条件を満たした人は上記の家政婦研修センター
で 2ヶ月間程研修を受け、1ヶ月間は教室内の講義、その残りの 1ヶ月はケア施設や孤児
院等での実習であった。この家政婦を利用する人たちは彼女らの経済的な背景や不十分
な点等を理解した上で、受け入れるべきだと期待されていた。スキルにより、参加者は、
家政婦とベビーシッターの２つのレベルにわけられる。ベビーシッターの給料は家政婦
の 15倍である。 
 DT で研修された家政婦・ベビーシッターはイスラーム教の教えに従い、特に仕事中で
はイスラーム教らしい性格が望まれる。しかし、短い研修であったため、雇う側がその
家政婦をモニターし、教育することが望ましいという。2008 年には、家政婦を雇うため
に給料の 15 月分の手数料がかかった。また画期的なのは、当時、あまり一般的ではなか
った家政婦に対する半年一回の給料の値上げ、1ヶ月の 2日間の休暇（休暇を取らないと
家主は給料の 1 割程度を補償しなければならない）等の労働保障である。これは進歩的
なルールであると言える。3 ヶ月一回、休暇の時に、その家政婦やベビーシッターが DT
研修センターでまたスキルアップする機会を与えられる。 
 この家政婦研修センターは 10 年間程経過した時点で、家政婦のスキルによるグレード
やランクの細分化、給料もスキルに合わせて適正化された。こうした改革の元、満足し
た利用者が多く存在しており、今までも DT の家政婦を求める家は多く存在している。
しかし、2014 年の園長先生へのインタビューによれば、2010 年代から DT の家政婦研修
センターがなくなったという。理由は利用者の不満ではなく、家政婦になりたい人がい
なくなったからという。貧困の問題が解決できるとは言い切れないが、少しスキルがあ
れば家政婦になるよりも工場で作業者として働いた方がいいと思われている。家政婦や
ベビーシッターはどうしても個人に雇われるため、同じぐらいの作業であれば自分の時
間をしっかり確保できる工場の作業者の方がいいと園長先生が理由をあげた。また、家
政婦やベビーシッターの位置づけがあまり良くないという社会的文化的背景も考えられ
る。 
 
3. 保育園は理想的な育児において“助け舟”のような役割をもつ 
 本節では、理想的な保育園ではなくても、家政婦やナニーを雇うのではなく、子ども
を近所の保育園に預けるという選択肢を選んだ女性たちの事例を議論する。彼女らはな
ぜか保育園に不満を言いながらも、そのまま保育園を利用するのだろうということを本
節に探っていく。以下のインタビュー調査を見てみよう。 
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3.1 保育園では子ども虐待の可能性はゼロではないが、多くの目が見てくれる 
 Jeni さん（30 代、子ども 2 人）は国家研究所の若手研究者であり、夫は保険会社の社
員である。彼女の周りの友達はほとんど共働きのカップルであり、家事や育児の問題の
なかではやはり最も困難に思っているのは子どもを預けることだという。核家族である
Jeni さんのような若いカップルの人たちは理想的な家族を模索しながら、様々な理由で
仕事を継続している。自分の夢の仕事を捨てられない、あるいは経済的な理由などで共
働きをしている。Jeni さん自身はなぜ共働きを継続しているのか、はっきりした理由は
語らないが、安定的な公務員の仕事をしている彼女には、今の仕事を辞職する選択肢は
考えられない。また、夫は民間企業で働いているため、今の収入はいいかもしれないが、
退職年齢が来たら辞職年金の他に定期的な月給が入らなくなる。国民年金制度が存在し
ていないインドネシア社会では、公務員のみの年金制度に老後の生活を頼る人も少なく
ない。その背景で、公務員の仕事は月給が一般企業よりも低いと見られるが安定的な老
後生活が保証されるため、人気のある就職先である。 
 彼女は 2 人目の子どもができた時に、最初は宗教法人が運営しているプロフェッショ
ナル家政婦の研修センターで家政婦を探したと言っている。彼女は日帰りの家政婦を雇
うつもりであったが、その研修センターがなくなったことを知らなかったという。Jeni
さんは職場の友達の意見を参考にし、家政婦やナニーを雇うよりも子どもを保育園に預
けた方が良いと言われた。最近マスメディアやソーシャルメディアによく取りあげられ
る家政婦による乳幼児虐待の事件があったため、Jeni さんは絶対に子どもを個人（家政
婦かナニー）に預けたくないという。彼女の周りで家政婦を雇っている家族を見ると、
家の掃除、洗濯、料理等はきちんとやってくれても、子どもの世話を任せてよいかは不
安に思っている。家政婦を雇うことと保育園の費用はほぼ同じぐらいだということを彼
女は調査した。家政婦か保育園かを選ぶ時に、次の理由を話す。 
毎月同じお金を払って、家政婦だったら家のこと全てばっちり。でも、子
どもはばっちりじゃない。家政婦って一日疲れているでしょう、やること
が多くて。掃除、洗濯物、料理。子どもの面倒はしっかり見てくれるのか。
自分だって疲れたら、イライラして子どもに優しくすることができなくな
って、叱ること多いでしょう。それは実の子ども！さらに、他人の子ど
も！きっと（疲れが）もっと感情的に出るよね。だから、家政婦やナニー
による乳幼児虐待が起きるのは理解できる。彼らは、おそらく疲れ過ぎて、
他に変わってくれる人物がないから。 
保育園の場合、子どもを見てくれる人が多いから、一人の保育士が疲れた
ら他の保育士が代わりをしてくれる。だから、保育士が疲れていても、そ
んなにイライラしていない。 
なので、どれを選ぶのかでしょうね。同じ金額を払うことで、家政婦を選
ぶと家事は全てばっちりだが、子どもはそうでない。逆に、保育園を選ぶ
と、家はバラバラだけど、子どもの面倒はばっちり。私は、その 2 番目を
選ぶ。掃除はどうでもいい。料理は外でおかずを買えばいい。洗濯物とか
はたまにアイロンをかける人を呼ぶとかできる。大事なのは子どもを相応
166 
しい人に預けていること。保育園で赤ちゃんは適切な保育士が面倒を見て
くれたり、大きくなったら色な勉強も教えてくれたりして。お手伝いさん
はそれができないでしょう。 
 
 できれば、保育園を利用しながら家政婦を雇うことが一番理想的であり、子育ても家
事の問題も解決できる。しかし、Jeni さん夫婦のようなカップルでは、保育園の費用と
家政婦の給料を両方支払うと、彼女の月給の 3 分の 2 ほどかかり、経済的に非常に厳し
い。子どもが 1 人であれば、支払えないことはないかもしれないが、彼女の長男も良い
私立小学校に通わせるため、その教育費を考えると、保育料も払いながら家政婦を雇う
という選択肢はほぼ頭から消えているという。 
 Jeniさんの長男は（インタビュー当時）小学校の 2年生、朝と夕方は送迎バスで送り迎
えをしており、彼女が仕事から帰るまでに祖母の家で待っている。2 番目の子ども（乳
児）は祖母の家から歩いて 5 分ぐらいの距離である MH 保育園に預ける。日本の保育園
を利用したことがある Jeni さんは規模の小さい MH 保育園に対してどう思うかと聞かれ
ると、「日本の保育園では設備がより立派かもしれないが、言葉が分からないから日本
の保育園は 100 パーセント分からない。どんな活動や行事があるのか、保護者はどうす
ればいいのか、手紙が来たら自分で読めないからいつも友達に迷惑をかけた。向こうの
方がいいかもしれないが、MH 保育園とは壁がないし、何かあったらすぐ伝えられるし、
保育士との関係が親戚のように優しい。」と答えた。特に自分の子ども（乳児）を担当
している保育士が子ども好きな人で、彼女に子ども（乳児）の情報を積極的に報告して
くれた。Jeni さんは言葉の壁で日本の生活を楽しむことができなかったようである。保
育園のことも同じで、設備より上手くコミュニケーションを取れるかどうかは一番重要
だと思われる。 
 Jeni さんが今利用している保育園は実はそもそも一般の人が入れなかった施設であっ
た。その保育園は MH という幼稚園から高校までの私立イスラーム教育機関の職員や教
師でないと利用できなかったという。保育園を設立した背景は MH の教員達が仕事をし
ている間、彼らの子どもの面倒を見るためであった。結局、周りに住んでいる家庭も子
どもを預けたいという希望があって一般でも入所できるようになった。他の保育園と変
わらず、MH 職員の保育料金は一般より三分の一ぐらい安い。この保育園では、お弁当
とおやつを自宅から持って来るか、保育園が認証した出前を選んでも構わない。出前の
場合、保育料以外に追加料金が発生する。Jeni さんは子の保育園が実家から近いという
理由の他に、「一戸建てを保育園にしたことは広いとは言えず、おもちゃや遊びも限ら
れているが、保育士達が心を込めて子どもの面倒を見ているから、安心したと言う声も
利用者から聞いた。」と言っている。 
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 見学する際に、Emma さん（仮）という MH 保育園の園長先生（女性、40 年代、子ど
も 2人）に面会する機会を与えてもらった。Emmaさんは子どもができて教師としての仕
事を退職した。彼女は 2 番目の子どもの幼稚園を探した時に、ちょうど MH では保育園
を設立するため保育士や園長の募集をしていた。そこで、MH 幼稚園に入所しようと思
っている Emma さんは履歴書を聞かれ MH 保育園の園長になってくれないかと頼まれた。
小学校や幼稚園が終ったら、子ども達はMH保育園の「after school」という子どもルーム
のようなプログラムに通うことができるので、気にいっていた。絶対働きたいという気
持ちはなかったが、Emma さんは旦那に相談したら「せっかく目の前にチャンスがある
から、応募すれば？」とサポートしてくれたという。「家庭も仕事も神様に対する祈り
の一つだから、自分が楽しめるのなら問題ない。また、今の人生の中にいいことをした
ら、次の世界の人生にも繋がる」と彼女は宗教的な主張をした。Emma さんとの面会で
は、ここで働いている保育士がほぼ幼稚園の教師資格を持っており、子どもに対する接
触の仕方はうまくいっていると筆者は感じていた。Jeni さんが言った「設備は立派じゃ
ないかもしれないが、皆温かいから安心」ということが伝わった。 
 今利用している保育園に対して満足に思っているのかと質問したら、Jeni さんは設備
的にあまり立派に見えないかもしれないが、保育士達は凄く優しくて、コミュニケーシ
ョンもよく取れているし、祖父母の家からも近いため、緊急な仕事で時間通りに迎えら
れない時に祖母に頼めるから安心だと答えている。ここで、「子どもを祖父母に預けな
い」という現在の育児規範の変化が見られる。Jeni さんの家は祖父母の隣の住宅街であ
り、車で 15−20 分以内の距離である。祖母はまだ退職年齢になっていないが、祖父は退
職年齢に入っておりほぼ家に居るという。しかし、Jeni さん夫婦は今までのインドネシ
ア人の習慣のように、子どもを祖父母に預けることはない。祖父母を疲れさせたくない
という理由の他に、子どもが他の子と交流できる場所で見てくれることの方がいいと思
われるからである。Jeni さんはこのような親—保育園—祖父母というトライアングルの
関係で、孫と祖父母の絆を保ちながら、安心して子どもの面倒を任せることができる。  
 著者は実際に Jeni さんと一緒に保育園に行って子どもを迎えた時に、やはり思ったよ
り保育園が小さくて、一軒家の物件を保育園施設にしたと見えた。3 年間日本の保育園
を利用したことがある Jeni さんは長男が使っていた日本の保育園と長女の今の保育園を
比較したらどう思うのかを、彼女は以下のように答える。 
 
設備的には本当に比べ物にはならないね。広さとか。公園とかね。しかし、
海外では言葉の壁が大きかったので、逆に私はストレスで大変でした。こ
こは、毎朝子どもの服、おむつ、お弁当を持ってきて、夕方仕事から迎え
るともう本当に子どもはシャワー浴びさせて、着替えしてくれて、清潔で
良い香り。帰宅したらもう夜ご飯だけ。楽！後、こちらの保育士や従業員
達は近所的な付き合いなので心的には安心。言葉の壁もなく、コミュニケ
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ーションがちゃんと取れている、宗教の儀式やお祈りとかちゃんと教えて
くれる、本当に助かるよ。 
 
 Jeni さんの話では、設備的に現在の保育園は日本の保育園とは比べ物にはならないが、
それ以外に今まで彼女が経験したたことのない温かさをもらったため不満はないことが
分かった。また、Jeni さんが利用している保育園はイスラーム教育法人が運営している
保育園なので、一般的な常識だけではなく、宗教的な勉強や儀式等も教えられるため、
彼女が教えられない分は保育園に任せることができるため、安心できたと考えられる。 
 しかし、安全にみえるような保育園でも、乳幼児虐待などが起きた所もあるのでその
警戒はないのかと Jeni さんに聞いた。例えば、Pertamina 保育園100というジャカルタでは
富裕層の人しか入れない所では、保育士が母親の言葉に傷ついたため乳幼児虐待を起し
たとい事件がマスメディアやソーシャルメディアで熱く議論されている。Jeni さんは
「確かに、保育園に入れても乳幼児虐待の確率はゼロにはならないが、せめて多くの人
がいる。多くの目が内らの子どもを見てくれる。誰もいない家に子どもを 2 人きり家政
婦やナニーに預けるよりも、保育園に預ける方が乳幼児虐待の確率が低い。」と答えて
いる。Jeni さんの語りから、現在の若いカップルが、家政婦やナニーよりも（理想的で
はなくても）近所にある信頼できる保育園に子どもを預ける方が合理的だと考える傾向
があるということが分かった。 
 
3.2 ナニーを雇う場合ではない！チップ問題があっても保育園に預ける 
 Atia さん（20 代後半、子ども 1 人）はスラバヤのある大学の非正規職員として働いて
いる。彼女は契約職員であり、公務員になりたいため、現在私立大学で博士課程前期に
通っている。彼女の両親も公務員であったため、彼女の理想的な仕事は公務員の他ない。
夫は民間企業で働いており、出張が多いという。現在、2 歳の子どもを就職先の大学に
付属している保育園に預けながら毎日朝 8時から午後 4時まで勤務している。 
 Atia さんは時間があまりなかったため、一緒に保育園へ子どもを迎えに行きながら、
インタビューを行った。そこに到着したら、立派な幼稚園と建物の古い保育園が隣に並
んでいる。Atia さんによると、その幼稚園は入所料が高くて、一般の幼稚園と同じ時間
に下校するという。幼稚園のカリキュラムも文部科学省が定めているカリキュラムと変
わらないようである。一方、隣の設備の乏しい保育園はほぼ大学の援助金から運営され、
                                                        
100  Tempo (September 4, 2014). 
 Jakartaglobe (September 4, 2014). 
 Jawa Pos (September 5, 2014). 
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乳幼児のいる職員の為に創設されたという。入所費は当然大変安く、Atia さんのような
契約社員でも楽々払うことができる。 
 Atia さんが利用している保育園は、そもそも大学の社宅であり、地理的に大学域内で、
便利な所に存在しているため、非常に通いやすい所である。しかし、建物を新しくした
入所の費用が高い隣にある幼稚園と比較すると、その保育園の清潔さには疑問があると
思っている。十分な広さがあり、もちろん毎日掃除されてはいるが、その保育園に入る
と 日当たりが良くないため圧迫感が避けられない。発展性のある施設にすればいいのに、
新しくならないのはもったいないと思っているが、Atia さんが語った入所費用の金額を
聞いたら、施設の開発に使う予算がないのだろうと考えられる。保育園と幼稚園の園長
は同じ人物であり、正確な情報を収集するためにインタビューを試みたが、調査許可の
手続きが間に合わなかったため、Atia さんの子どもがシャワー浴びるのを待っている間、
従業員との挨拶と施設内の見学のみを行った。 
 保育園の看板には保守的な『子どもを預ける場所』という名前が書いてある。「預け
る」というマイナスなイメージに気にしていないようである。この保育園は心理学部と
大学の婦人会の協力で設立されたものだと言われている。施設は前述した Jeni さんが利
用している MH 保育園や Puput さんが利用したことがある KDJ 保育園より少し広く、緑
地もややある。他の保育園と同じ、一週間に 3 回幼稚園のような乳幼児教育プログラム
が行われる。今まで調査している保育園の中ではここが一番料金の安い所である。これ
は幼稚園の先生を呼ばず、心理学科の学生達がボランティアで乳幼児教育プログラムを
行うので、教育費用の面から見ればお金がかからないからだと考えられる。 
 その保育園を利用する人は全て大学で働いている職員だという。Atia さんによれば、
一人の獣医学部の教員もその保育園に子どもを預けている。前のインタビューでは、
Puputさんが設備の乏しい施設に子どもを預けるよりも、家でナニーと一緒に過ごした方
がゆったりできると述べていた。今回の保育園も Puput さんがやめた保育園の施設とあ
まり変わらない状況である。また、余裕のある家であれば、子どもをこのような施設に
預けるよりもナニーに預けるか、別の施設を選ぶことも考えられる。これについて、
Atiaさんは下記のように答える。 
 
今ナニーを雇うのは恐ろしいでしょう。もう保育園に預ける方が絶対マシ
よ。きっとあの獣医さんはそう思っている。獣医の先生の収入は私とは違
うでしょう。家政婦やナニーを雇えるはず。だけど、子どもをナニーに預
けるのはやめた方がいいと思われる。それに、その獣医の先生の子どもは
隣の幼稚園に通っているから、下校したらここに直接来られるから便利。 
 
 上記の Atia さんの話から、経済的な困難がないような人たちも、その保育園を利用す
る理由が分かった。隣の幼稚園は長時間利用できないから、幼稚園から帰ると他のアフ
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タースクール（after school）という児童館に移動するのは面倒であるため、お母さんの
勤務時間が来るまでしばらく保育園に待ってもらうと Atia さんが説明した。彼女は午後
保育園を利用しながら、午前中に隣の幼稚園に子どもを入所させないのかと質問したら、
「無理！お金ない。」と笑いながら返答した。 
 Atia さんは設備が乏しくても、その保育園の存在を有り難く思っていると語る。彼女
には経済的な理由で、今の保育園しか選択肢がないという。大学院の学費はもちろんの
こと、その他にまだマイホームを建てていないため、今のところは彼女が家政婦やナニ
ーを雇う余裕がない。また、他の保育園も職場や住んでいる家から遠い、時間や交通費
の問題だけではなく様々な入所費用の問題も出て来る。今の大学付属保育園に対して
色々不満を感じていても、非常に助かると彼女は話している。 
 大学付属の保育園を利用することに当たって、何が一番不満に思っているのかを Atia
さんに質問した。彼女は安い保育園料に感謝している一方、子どもに対する従業員の取
り扱い方が問題だと感じている。そもそも、インドネシアの保育園では、国家レベルで
の保育士の資格が定められていない。保育園に勤めている人は事務的な仕事をしている
職員と教育に担当する先生（普通は幼稚園の先生の資格を持っている人）と子どもの身
体的なケア（おむつ交換、シャワー浴びるや着替え）をする従業員たちである。保育園
の先生は教室で遊びながら子どもを勉強させることが主な仕事であるため、おむつ交換
のような直接子どもと接触する場面はほとんどない。つまり、子どもの身体的なケアは
家だとしたらお手伝いさんの仕事であり、保育園の場合は従業員の仕事になっている。
子の従業員達の態度に対して、Atiaさんはいくつか気に入っていない点があると語る。 
 Atia さんによれば、従業員達は安い賃金で働いているため、子どもを預ける母親達は
暗黙の了解としてチップを渡すという習慣があるという。Atia さんは今まではできる限
りわずかでも彼女の子どもを担当している従業員にチップをあげている。しかし、前述
した獣医の先生のような‘太っ腹’の人物も存在しており、自分の子どもの担当者だけで
はなく、ほぼ全員の従業員は彼女からプレゼントやチップをもらったことがあるという。
このような習慣はやはり子どもにも影響を与えており、太っ腹のお母さんを持つ子ども
は他の子どもよりも大事にされていると Atia さんが感じている。この結論は彼女自身の
経験から言えることだと、下記のように語る。 
 
ある日、私が子どもを迎えるとき、腕に噛まれたような傷跡が見つかった。
担当している従業員に聞いたら、公園で遊んでいた時に虫にさされたと答
えてきた。歯のような跡は確か見えるが、なぜ虫だと言ったのかを不安に
思っていた。冗談を言いながら、公園でもこのような大きな虫がいたのか
と質問を投げてみた。信じなければそれでいいよと、思った以上に冷たい
返事が返ってきた。 
保育園を出て帰ろうした所、ちょっとトイレに行きたいので、戻ってトイ
レを借りた。そこで、従業員達の愚痴が聞こえてしまった。彼らはおそら
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く私がすでに帰ったと思っていて、娘の跡傷について話していた。一人の
従業員は「Atia お母さんさあ、チップをあまりくれないくせに生意気だね。
娘さんがX君と喧嘩して噛まれたという事実を話したら、X君のお母さんか
らのチップがもらえなくなる。」と話していたことが聞こえてしまった。
他の従業員も「そうね。Atiaさんよりも太っ腹のX君のお母さんを味方にし
た方が有利だね」とコメントした。 
それを聞くと、思わずトイレにじっとしている私は涙を流した。確かに私
は獣医の先生のようにお金は持っていないから、あまり多めにチップをあ
げることができない。でも、それでいいのかと悔しい思いをしていた。」 
 
 確かに Atia さんは延長時間の料金以外にあまりお金を出さなかったという。チップを
渡すとしても自分の子どもを担当している保育士にしか渡さず、他の保育士には渡した
ことがないと彼女は語っていた。保育料が安くて、当然保育士の月給も安いと思われる。
こうした理由で、保護者からのチップは保育士にとって大事な収入になっている。今の
保育園では子どもが年長の子に噛まれた問題もあるが、お手伝いさんを雇うのはムリな
ので仕方がない。また、この保育園が安くて職場から歩いて 5 分ぐらいなので、他の保
育園に移るのは時間的にも経済的にも非常に大変になる。彼女はある保育士に悪口を言
われても、知らないふりをして毎日子どもの送り迎えをしている。憎しみはないかと聞
かれると「彼女らは安い賃金でパートの仕事をしているから仕方がないでしょう。」と
我慢していると答えた。 
 次の日に、子どもが高熱で病院に見てもらったらあるインフルエンザの症状だと言わ
れていた。しばらく休んで子どもが保育園に戻った時に、保育士にもう一度事情を聞い
ても事実を話してくれなかった。ところが、獣医師である X君のお母さんは 「Atia さん、
ごめんなさい！家の子から事情を聞いたの。Atia さんの娘はうちの子と喧嘩した際に噛
まれて、インフルエンザをうつしてしまったでしょう・・・」と事実を説明した。虫に
指されたという従業員の嘘もバレてしまった。その獣医が話してくれないと Atia さんの
子どもの腕の真っ赤な傷の謎は解けなかったであろう。Atia さんがその獣医の先生とそ
もそも仲が良かったことは従業員達には知られていなかった。その後、Atia さんの娘の
担当者は別の従業員に変えてもらうことになった。Atia さんはトイレに聞こえてしまっ
た従業員の会話を何もないように胸にしまって、普通の行動をしている。彼女は何の行
動も取らないでそのケースが解決したことだけで感謝しているという。 
 Atia さんのケースから、チップの金額、また従業員がプレゼントを受け取ることも禁
じられていないことが子どもの取り扱い方に差別をひき起していたことが分かった。そ
の従業員達の月給は家庭で働いているお手伝いさんの給料とあまり変わらず、県が定め
ている最低賃金を満たしていないと言える。なので、チップを禁じることもできない。
そもそもその保育園の予算も厳しく、従業員達の給料も母親達が支払った毎月の入所料
から賄えるかどうかも疑問に思っている。 
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 本調査のなかで、チップを渡す習慣が見られたのはこの保育園のみである。他の保育
園の場合、職員全員にプレゼントすることは構わないが、個人的にチップ（お金）やプ
レゼントをあげることは禁じられる。やはり保育士に保護者からチップをもらうことが
様々な問題を起すことは否定できない。Atia さんの話からでは、毎月高い金額のチップ
を渡す保護者の子どもに対して、何があっても（他の子どもと喧嘩しても）その子ども
を優先にする傾向が見られる。彼女の娘に起きたケースでは、チップの金額は子どもに
対する公平性に影響を与えることが分かった。 
 
3.3 保育園は子どものキャラクター（性格）を築く母の代わりである施設 
 Wanda さん（30 代）はジョグジャカルタにある大学の教員として勤めており、上記の
Atia さんのように大学の域内にある保育園を利用している。その保育園は大学の付属保
育園ではなく、大学のイスラーム協会基金という NPO によって運営されている。園長先
生の話によれば、2000 年代、大学長が 20-30 代の若いスタッフを見て、柔軟な勤務時間
をもつ大学教員と違い、朝 8 時から午後 4 時まで勤務をするべきなのに、その間、子ど
も達は誰が見るのかという考えのもと長時間の幼稚園を設立した。当時、保育園の存在
は当然まだ一般的に知られていなかった。幼稚園でも、午後までやっている所は一般的
ではなかった。これは現在の保育園の起源になり、ジョグジャカルタでは進歩的だと言
える。 
 なぜ大学のモスクに保育園が設立されるのだろう。国立大学に付属すると文部科学省
に様々な手続き等が必要とされ、緊急な必要性なのに、その手続きするまでは待ってい
られなかった。また。大学のモスクは自立的な基金(印：yayasan、英：Foundation)である
ため、自由に運営できると考えられている。モスクなので、当然全ての乳幼児はイスラ
ーム教である。普通の勉強だけではなく、イスラーム教のしきたり、お祈り等を勉強し
ている所であるため、親は安心して子どもを預けることができると園長先生や Wanda さ
んのインタビューからわかる。 
 Wanda さん自身は Jeni さんと同様、日本に留学し、日本の保育園を利用したことがあ
る。今の保育園を利用することに当たって、前回利用した日本の保育園とどのような印
象を持つのかを聞いた。彼女は次のように話す。 
 
設備的にはあまり変わらないね。広さとかがこちらの方が広々だし、建物
自体もこちらの方が新しくて立派。まあ、私が利用した保育園は多分普通
の保育園だったのでそんなに広くない気がする。でも、友達が使っていた
保育園とかはもっと狭い所もあったと。ただ、清潔感とかはやはり日本の
保育園にはかなわないね。向こうは週の初めと週末のときは本当に引越し
のように、荷物が多い。毎週布団を持ち帰って洗うとか。ここは折りたた
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みマットレス（敷き布団）だから、頻繁に洗うこともできない。手ぬぐい
も日本だったら、個人 1人一人持って自分で使うけど、こっちは一つの手ぬ
ぐいが皆に使われているね。 
 
 上記の Wandaさんの話では、今使っている保育園は Jeniさんや Atiaさんが使っている
保育園よりかなり広くて設備がよく、明確に異なっている。おもちゃや外遊びの公園等
が日本の保育園とあまり変わらないが、衛生的な面では足りない部分があるという。熱
帯の地域にあるインドネシアは四季がなく、衣替えという文化も存在しておらず、一年
間ずっと同じ服装や生活品を使っているため、日本の習慣のようにこまめに入れ変える
ことはない。しかし、手ぬぐいのような生活品も皆と共有に使うのは Wanda さんにとっ
て衛生面で不足していると思っている。 
 その他に、日本の場合どこの保育園を利用してもマニュアルのようなルールがあるよ
うで、基本的なルールや活動があまり変わらないと Wanda さんは主張している。しかし、
インドネシアの保育園は様々なスタイルがあり、その施設なりのやり方で運勢している
ため、格差が大きいと見られる。保育料の違いもあり、毎日の活動、給食、制服等が保
育園によって異なっている。彼女が利用している保育園では、栄養士も在園し、定期的
に小児科や歯科医も訪問するため子どもの栄養バランスと健康的な面では心配がないと
いう。また、共同生活の練習として保育園のルールやマナーもしっかり教育され、毎週
の金曜日には寄附の日としてお小遣いを集めて孤児院や社会扶助基金に渡すという習慣
がある。日本のように、保育園のルールやマニュアルが存在していないため、Wanda さ
んが利用している保育園のようにいい施設であれば幸運だが、そうでない施設は実は多
く存在しているという。 
 また、Wanda さんにとっては、どのような立派な施設でも、日本の保育園では手に入
れないこととして宗教の儀式や礼拝を教えてくれることがある。彼女は宗教的な教育に
関して、次のように語る。 
 
日本の保育園は一般的な勉強や、マナー、性格等はいいと思うけど、宗教
的な勉強はできないからね。私は毎日忙しいでしょう。もうそんな暇（宗
教的な勉強を与えること）はないの！ここだと、礼拝のやり方も教えてく
れたり、様々なコーランの祈りを覚えさせたり、予言者の話やイスラーム
教の歴史等が教われるの。本当に有り難い。ここは、子どもの性格を形成
する場所として相応しい。 
 
Wanda さんの語りにおいては、宗教的な勉強や礼拝を教わるという点が重要されている
ことが分かった。彼女は毎日仕事をしており、子どもにイスラーム教の儀式や生き方を
身につけさせる余裕がないため、その代わりとして保育園の教育に期待をしている。こ
のような意識はどの保育園を選ぶ際にも非常に大きい影響をもっており、宗教的な保育
園は子どもを預けるのに大事な要因として考えられる。 
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 しかし、Wanda さんによれば、せっかく保育園からいいマナーや共同生活にいい習慣
を教わっても、保育園を出ると今のインドネシアの社会がまだそうしたマナーが十分行
き渡っておらず、むしろそのいい習慣を破壊するという矛盾があることを心配している。
彼女は具体的に以下のように語る。 
 
例えば、保育園では、すでにしつけを教わっているでしょう。たまに外を
散歩したら、子どもは全く保育園に教わった習慣と異なった出来事に出会
う。具体的に、ポイ捨て。保育園では厳しくポイ捨てはダメと言われてい
て、子ども達も守っている。しかし、外では大人の人たちはポイ捨ての人
間も多く居ることを彼らは見ている。他に、保育園では冷静に並ぶことを
学んでいるのに、外を出ると平気に並び順を抜かす人がいる、など！保育
園で学んでいるルールと実際の社会に起きている事情が本当に矛盾してい
る。それが難しい。 
 
Wanda さんにとって、日本では宗教的な勉強を得られないことは残念に思っているが、
日本の保育園で学んでいるマナーは実際の日本社会に生活している大人達にも浸透して
いると羨ましく思っている。インドネシアの場合、なぜか、実際の社会において一般的
なルールさえ守れない大人達が存在しているため、せっかく保育園で身に付けたいい性
格が壊されるという。 
 母親の代わりに、保育園は子どもの教養や教育を担ってくれるという理由で、子育て
だけは絶対にナニーや祖父母に預けないと Wanda さんは強く言っている。今の保育園で
学んでいることはとてもナニーや家政婦にはできないことだという。そもそも彼女は前
述した日本人の南さんのように、自分の家に他人が居ることには好きではない人間であ
る。なので、育児どころか、家事が大変でも家政婦を雇うこと自体は彼女にとって選択
肢にならない。共働きであるため、家事が独身時代のように理想的にやることができな
くなるということは事実だと彼女は次のように言っている。 
 
ストレスが溜まらないように、基準を下げたの。掃除は、独身の時にいろ
いろ完璧にやれたけど、今はこれくらいでいいやと思って。たまに、大掃
除のために人を呼んで助けてもらうけど、日常では自分でやる。洗濯物は
住宅の前にあるランドリー屋さんにアイロン掛けしてもらう。こちらは、
ランドリーって安いでしょう、日本ではもう本当あり得ない。 
 
インドネシアでは、衣服に（下着含め）何にでもアイロンかける習慣があり、共働きで
はとても手間のかかることである。幸いなことに、手軽なランドリーを運営する自営業
者が増加し、上記の Jeniさんや Wanda さんのような共働きの家では欠かせられないサー
ビスである。 
 しかし、Wanda さんは理想主義者であるため、食卓だけはできる限り栄養バランスを
考えながら用意するという。また、彼女の理想主義的な信念があるからこそ、祖父母に
175 
一時的に子どもを預ける時にもトラブルが発生していることがわかる。それは次のよう
に説明される。 
 
せっかく自立的な性格を身に付けたのにね。清潔感、共同生活の習慣とか。
子どもはずっと前から自分で服を着替えられ、自分でシャワー浴びること
もできるの。でも、祖父母に来てもらうと、本当に別の子のように変わる。
何でもやってもらうようになる。乳幼児にキャラクターを構築するのには
大変ね。途中でその習慣に帰ると困る。後、前は野菜を平気で食べたけど、
最近は難しいとか。 
 
上記の話から、子育てに関して、特に自立的な習慣や食卓の面では、Wanda さんと祖父
母の間には世代ギャップがあったことが分かった。Hildred Geertz（1985）の「ジャワ家
族」に記載されている通り、5０年代のインドネシアの子育て規範は「子どもを甘やかす」
こと、また Scholten（2000）の主張では、「いい子育ては子どもを絶対に泣かせない」
という習慣が存在した。子どもをどこでもおんぶする母親の姿は確か親世代にはよく見
かけられた。「おんぶ」「泣かせない」「甘やかす」ということはインドネシアのこれ
までの子育て規範であった。しかし、Wandaさんのような 30代の母親たちの間では、子
どもに自立感を身につけるという新たな子育て規範が見出せることが分かった。 
 
3.4 専業主婦になるしかない理由：保育園に預けるのは怖い、親に預けるのは申し訳
ない 
 上記の 3 人の事例では、子どもを不信感のあるナニーや家政婦に預けるよりも保育園
に預けるほうがいいと思っている人たちの考え方を取りあげた。彼女ら自身も保育士に
おける子ども虐待がないとは思っていないし、このことはマスメディアやソーシャルメ
ディアでもよく議論にされているが、保育園の方が、多くの人が関わるため、閉鎖的な
空間である家政婦やナニーの子育てより保育園に預ける方がリスクは低いと考えられる。 
 しかし、どのような立派な施設でも保育園を安全な場所とは思わない人物は当然存在
している。第 3 章にも取りあげたが、幼い頃の家政婦やナニーに対するトラウマがあっ
たため専業主婦になりたいと思った Tinaさん（30代）の話も取り上げた。Tinaさんはそ
もそも共働きを望まないため、保育園の問題は彼女にとっては家庭に入るという自分の
選択肢には影響がない。他に、同じ 3章では、Lindaさん（20代後半）がそのまま仕事を
継続したいが、子どもができてから、家政婦・ナニー・保育士による乳幼児虐待が特に
2014 年では激しく取りあげられたため、彼女は子どもを保育園に預けるのは怖いと言っ
ている。また、近くに住んでいる祖父母に子どもを預けようとしても親には申し訳ない
と語っている。もちろん世代間ギャップ等の理由は考えられるが、自分の子どもは自分
の手で育てるべきという規範は Tinaさんと Lindaさんの場合では、強く見られる。 
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 実際に Linda さんにインタビューし、有名な企業の仕事を辞職してもったいないので
はないかと聞いたら、彼女は「まあ、夫は IT 企業で働いていて、出張が多いこともある」
という理由を答え、安心して子どもを預ける所はないといった。彼女は首都ジャカルタ
の出身で、実は母親に頼むことは可能であるが、親に迷惑をかけたくないという。たま
に夫の主張を共にして、実際に一週間くらい子ども（乳児）を母親に預けたこともある
が、ずっと親に子どもを預けるのは嫌のようである。自分が働く為に子どもをお手伝い
さんに預けるのはとんでもないと彼女は言っている。 
 
親の家は近い、実は。でも、多くの人のように仕事している中子どもを親
に預けるのはどうかなと思って。親だってやりたいことがあるから、申し
訳ない。さらに、子どもをお手伝いさんに預ける？とんでもない！お手伝
いさんは子どもの心理学や子育ての資格もないのに、お手伝いさんに子育
てを任せることはできない。保育園は最近流行っているけど、保育園に預
ける信頼性も未だにごめん、ないの！JIS（Jakarta International School）の事
件知っているでしょう？あり得ない！毎月あんな高い金額を払って、400 本
の防犯カメラがあるのに、ソドミー事件があるなんて信じられない。 
 
 2014年の 9月に、インドネシアで最も衝撃的な国際 full day preschoolのソドミー事件が
マスメディアに取りあげられ、Linda さんは自分の事件ではなくてもトラウマを感じてい
るという。安い保育園や幼稚園での乳幼児虐待などのケースであれば、経済的な理由も
あって仕方がないと思われるが、最も入所料が高い施設に事件（しかも虐待ではなく、
ソドミー疑惑という敏感なケース）が起きることとは Linda さんにとって恐ろしい事実
であった。同じジャカルタに住んでいる Linda さんにとって、子育てに一番安全な所は
実母に他ならないという。 
 
4．まとめ 
 子育ては自分以外に任せたくない、中間層における「専業主婦の誕生」という社会現
象のなか、インドネシアの共働き女性はこれまで通り、自己実現や自分なりの子どもへ
の資本を投資し続けることが本章の分析から分かった。上記に取りあげられた都市部に
住んでいる共働きの女性たちは、相性の良い家政婦やベビーシッターあるいはナニーも
現れておらず、親戚及び周囲の助けも手に入れることができないなか、施設の乏しい保
育園に頼らざるを得ない。保育園に乳幼児虐待はゼロとは言えないが、誰もがコントロ
ールできないナニーや家政婦の密室育児よりもよいだと思われる。この問題は現在日本
の待機児童問題と同様、足りない保育園が原因である。十分な保育園の施設さえあれ
ば、共働きの子育て問題や自分のジレンマや、述べられない心の「罅」が軽減できると
考えられる。 
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 インドネシアでは、政府がプレイグループや幼稚園等、乳幼児教育機関に力を入れて
いるとは言え、適切な保育園の施設はまだ充実していない。これまで視察してきた保育
園はほとんど民間が運営している施設であり、公設にある保育園も実は行政の方針では
なく、ほとんどは公務員の婦人会が設立した施設である。乳幼児教育の中に充実な保育
園の支援はインドネシアの行政に取り込むべきである。日本のように「保育園は社会省
に所属し、幼稚園は文部科学省に所属する」という明確な法律がインドネシアではまだ
存在しておらず、ほとんどの保育園の園長先生が「教育文化省の乳幼児教育部」に所属
すると答えた。また、認可保育園と無認可保育園の区別も実際の現場ではあまり定着し
ていないのが現状である。インドネシアでは保育園の存在が長時間の幼稚園のような感
覚で設立され、幼稚園が保育園の機能を賄うという傾向も多く見られる。この理由か
ら、日本のような「保育園出身の子ども」と「幼稚園出身の子ども」を対比するような
ことはインドネシアには当てはまらない。 
 周囲の助けがない、密室育児という傾向はインドネシア都市部と日本で共通に直面し
ている子育て問題であるが、インドネシアの柔軟性のある職場環境は問題解決にとって
有効である。エリート民間企業のサラリーマンやキャリアウーマン は難しいであろう
が、日本のような「サービス残業」や「取りにくい休暇」等は、目下インドネシアでは
存在していない。職場の仲間同士の分かり合いや家族における共感な価値観がまだ根強
く残っているため、共働きの女性の負担を軽減するための可能性があるといえるだろ
う。 
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第 IV部 中間層における”新・専業主婦”
の構築 
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第 7章 インドネシアにおける「新・専業主婦」のコミュニテ
ィ：ジョグジャカルタ市 Institut Ibu Profesional（プロフェッショ
ナル母親学院）の事例 
 
 
1. はじめに：共働き社会における専業主婦の地位 
 第 2 章では、インドネシアの女性の社会的役割、時代ごとの女性性及び母親像を考察
した。その結果、インドネシアの女性性を巡る理論について議論し、インドネシアの女
性はどのような役割を期待されるのか、理想的な女性像はどのように語ることができる
のかを分析してまとめた。結論として、インドネシアでは、女性は自立的な存在ではな
く、女性を語ると同時に母親を語るというセットで分析しなければならないことがイン
ドネシアの男女平等思想の考察からわかった。多くの保守的な社会のように、女性の運
命はどうしても結婚して母親になることとセットで考えなければならないことが明確に
なった。つまり、女性性の話をすれば、母親像も話さなければならない。逆に、母親像
の話をすれば、同時に女性性の議論にも触れなければならないことになる。 
 第 3 章では、ソーシャルメディアにおける主婦論争について議論し、インドネシアの
理想的な母親像及び子育て規範の変化をどのように捉えるのかを分析した。メイド社会
でもあり、共働き社会でもあるインドネシアにおいて、初めて、共働き文化が公共の場
で激しく議論され、様々な視点において指摘された。その結果、今までの理想的な母親
像は様々な要因で変容してきたことが分かった。軽視された専業主婦はソーシャルメデ
ィアの主婦論争では、イメージが大きく変わっており、専業主婦の正当化が成功を収め
たと言える。 
 しかし、多くの日本人の中では、専業主婦の存在が軽視されたという以前のインドネ
シアの社会状況に対して、想像が及ばないと思われる。著者は「権力のある人の妻であ
れば、例えば大統領の妻である専業主婦は軽視されるの？されないでしょう」という質
問を受けたことがある。大統領やエリート役員たちの妻が専業主婦であっても、Dharma 
Wanita など、国家婦人会の活動を積極的に管理しなければならず、毎日忙しい日々を過
ごしている。地位の高い役員の妻たちは逆に家に留まることができず、社会的役割が一
般庶民よりも強く求められる。当然そのような立場の妻は定職に就かなくても軽視され
ないであろう。しかし、無名の一般専業主婦の場合、状況が異なる。 
 専業主婦願望が一定の層に存在し続けている日本社会にとって、専業主婦は依然、珍
しい存在ではなく、「男性は外・女性は家庭」という根強い性別役割分業の構図表が現
在でも主婦規範に影響を与える。幸せそうでリッチな共働き夫婦も当然存在している
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が、日本では、共働き家族は大変だという印象も避けられない。例えば、2016 年 5 月に
東京都にある区役所101が近隣の公園を保育園にするという案に対して、テレビコメンテ
ーターは「今は共働きしないと成り立たない、○○区でも。」という発言をした。高級
マンションや裕福な住宅に住んでいる人達でも、今は共働きをしなければ、これまでの
ライフスタイルが保てない。つまり、多くの日本人にとって、専業主婦は未だに「片働
きでも十分な収入が入っており、余裕のある存在」だと考えられる。このイメージはか
つてのインドネシアでも同じだ。専業主婦はインドネシアや日本でも時間の余裕があ
り、多少「暇」だという印象はあるだろう。また、日本では専業主婦は「三食昼寝つ
き」という言葉もある。これまで共働き社会であったインドネシアでは、「三歳児神
話」のような社会的な基本さえあまり存在しておらず、日本における「専業主婦のポジ
ティブなイメージ」を一度も経験したことがなかったため、専業主婦に対する劣等感は
非常に大きかった。これは専業主婦のイメージに関する日本とインドネシアとの根本的
な相違点だと言える。 
 インドネシア社会では、専業主婦という立場は外で仕事する資格を持っておらず、他
の選択肢がない人だと思われる。また、経済的に夫の扶養に頼り、自立した存在ではな
いため、多くの人々にとって下に見られてしまう。このような社会的背景であるため、
女性自身が専業主婦になりたくても逆に勇気を必要とする。日本の社会では、男性が主
夫になることに対して、自分自身を含め、家族全員が大きな決断を必要とする。インド
ネシアでは、男性が専業主夫になるどころか、女性が専業主婦になっても嘲笑される。 
 本論では、インドネシアにおいて、専業主婦はどのように軽視され、どのようなアイ
デンティティ不安を抱いているのかを具体的に探る。さらに、第 3 章で論じたソーシャ
ルメディアにおける家庭に入った女性たちはどのように専業主婦のイメージを好転させ
るのか、自分の選んだ道にジレンマが消えているのか、彼女らの子育て事情や専業主婦
の立場について明確にしたい。長年共働き社会であるインドネシアにおいて、現在、時
間的に余裕があり毎日ゴシップに興じるといった専業主婦像に対して変化が生じてい
る。専業主婦は、一日中家にいても、重要な役割を担っているという考えがインドネシ
ア社会でも受容されつつある。経済的、生産的活動に従事しておらず、経済的なインパ
クトが直接見えない専業主婦像は社会に貢献していないと思われていたが、専業主婦の
立場はどのように見なされてきたのか、これから専業主婦像はどのように変容するのか
という点に関して第 IV部で論じる。 
 第７章８章では、仕事を辞めて専業主婦として家庭に入った女性たちに着目し、彼女
たちはどのように日々を過ごしているのか、子育てのジレンマが解決したのかを調査し
                                                        
101 吉川慧 (2016).「区立公園を保育所に」杉並区の提案に近隣住民が反発なぜ？ 
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た。日本では子育て不安や負担感に対して、働く母親よりも専業主婦の母親のほうが高
いと言われる（育児不安における 2004 年度の白書を参照）102。インドネシアでは、育児
不安といえば働く母親というイメージは強いが、専業主婦の場合はどうだろうか。著者
はジョグジャカルタ市の “Institut Ibu Profesional”103  (以下に IIP と略する）「プロフェッ
ショナル母親学院」という主婦コミュニティグループのメンバー達にインタビューし、
インドネシア都市部に住んでいる高学歴の女性たちの語りを事例として取り上げる。イ
ンタビューの他に、IIPが出版したメンバー達の文集を参照し、分析する。 
 本章において立てる問いは次の通りである、①IIP はどのようなコミュニティなのか、
②社会的役割が求められるインドネシア社会では、IIP のメンバー達がどのように「専業
主婦のスティグマ」を乗り越えてきのか、最後に③専業主婦になってから子育てのジレ
ンマが消えるのだろうか。 
  本章の調査対象者はジョグジャカルタ市 IIPの 8人のと 2人の新しいメンバーであり、
本章に述べられる人物は Septiさん以外、全ての協力者は仮名を使用している。 
 
 
写真 7-1  2014年ジョグジャカルタ市 IIPのグループディスカッション： 
青い服は成員の制服 
 
2． プロフェッショナル母親学院という組織 
2.1 専業主婦のプライドを取り戻した IIPの設立者 
 著者が IIP を知っていたきっかけは、一人のインフォーマント（Tina さん）が IIP の設
立者である Septi Peni Wulandari（本名）さんのビデオを送ってきたことにある。以下で
は、ビデオおよび URLから Septi 氏の経歴をまとめる。Tina さんのように、Septi さんは
                                                        
102厚生労働省 平成 16年版 少子化社会白書  
103IIPのメンバーになること自体は無料であり、誰でも登録できる。資料等も自由に手に入れること
はできる。しかし、受講生として入校し、カリキュラムに沿って評価され、卒業書証を貰う目的で
あれば入学金を払わなければならない。（www.ibuprofesional.comという IIP公式サイトが 2017年 1
月現時点では開くことができない。その代わりに、フェイスブックの公式アカウントを参照）
https://www.facebook.com/Institut-Ibu-Profesional-125477014226638/ 
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夫の希望で専業主婦になった。彼女は元国立病院の看護師（公務員）であり、結婚して
から公務員及び看護師としてのキャリアを辞め、家庭に入った。銀行員である夫は、子
どもが家政婦や祖父母や他人ではなく、実の母親自身に育てられてほしい、と Septiさん
に結婚の条件を出した。銀行員の妻になるからと言って、専業主婦になっても経済的な
心配は要らないと思われたら見当はずれである。インドネシアでは、日本のような終身
雇用や年功序列の仕組みがない。また、国民保険や国民年金等のような社会保障も整っ
ておらず、老後のことは自分や家族の自己負担である。インドネシアでは、老後に自立
的な毎月の年金を貰えるのは公務員のみである。Septi さんも、皆が憧れる安定的な収入
である公務員の仕事を手放すことに対して親を含め、周りに大反対された。しかし、
Septi さん夫婦の考えでは、神様のために家族を構築すれば、何れ神様が助けてくれるは
ずだという思いで退職することに決めた。 
 結局、周りが心配していた「片働きの不安定さ」が実際に Septi さん夫婦に訪れた。
1998 年のアジア危機で、多くの銀行が清算され、Septi さんの夫も失業した。2 人は家計
を支えるために貯金を使い切り、ムスリム服を販売したが、うまくいかなかった。そこ
で、Septi さんが、今まで自分の子どもにしか教えていなかった読み書き、算数の勉強手
法など、専業主婦の時にずっとやっていたことを活かして、隣人の専業主婦たちに広め
た。なかなか読み書きができなかった幼児や算数の苦手な子どもたちが Septiさんの手法
で、できるようになり、非常に評判が良かった。Septi 夫婦はその乳幼児向けの読み書き
や算数の勉強方法の著作権を登録し、手始めの事業として、その手法を学校や塾に普及
した。 
 Septi さんは、専業主婦であっても夫の失業で世界が終わるとは限らないことを身をも
って示し、周りの偏見を破ることができたといえる。Abacabacaというローマ字読み手法
と Jaritmatika という算数手法の著作権や出版した本で家計が救われただけではなく、
Septiさんは様々な賞を獲得した。その賞は次の通りである104： 
2004年度 UMMIイスラーム教女性雑誌の母親ロールモデル賞 
2006年度 DANAMON（銀行）賞 ― 社会エンパワーメントカテゴリ 
2007年度「選ばれた人物」Tempo雑誌 （インドネシアを変える 10人の 1人） 
2006年度インドネシア大学・大学院の政治学の社会イノベーター 
2007年度アメリカ合衆国アショカ財団の女性アントレプレナー (企業家）賞 
2007年度インドネシア青少年とスポーツ省の「功績を刻んだ 20人」賞 
2007 年度アーンスト・アンド・ヤング (Ernst and Young）年の国際企業家のノミネート
（Nominator of International Enterpreuner of the Year) 
                                                        
104 Republika (March 15, 2013) 
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2008 年度 ASAHPENA―ホームスクーリング＆オルタナティブ教育組合の「平等教育の
人物」賞 
2008年度 GATRA雑誌の科学アイコン 
2008 & 2009年度インスパイアリング女性賞 
2009年度 Kartini雑誌のカルティニ賞 
他に、彼女は Jarimatika 算数法、 Abacabacaインドネシア語読み法、 JariQur’an イスラー
ム教聖書の読み法、 Fun Math（楽しい数学）などの著作権及び商標の持ち主である。 
 IIP という専業主婦エンパワーメントのコミュニティグループ、Komunitas Belajar 
Cantrik というホームスクーリングのコミュニティグループ、及び Sekolah Lebah Putih と
いうオルタナティブ学校を設立し、数々の賞をもらった Septiさんの功績は彼女の 1人の
力だけではなく、専業主婦を結婚の条件にした夫の支えがあった。夫は Septiさんが家庭
や子育てに手を抜かなければ、彼女を自由にさせたようである。とはいえ、仕事で忙し
い日々を過ごした Septiさんは結婚して家庭に入ってから生活のリズムが壊れたと語って
いる。Septi さんは長時間家にいる、軽視された専業主婦という新たな役割をどのように
乗り越えたのかを下記に見てみよう105。 
 
2.2 「プロ母親」の誕生 
 Septi さんは結婚して仕事を辞めた後、家事以外にやることがなく、とても暇だと感じ
ていた。しかし、それより最も不安になったのは自分が毎朝化粧したおしゃれなキャリ
ア女性たちの姿を見ることであった。自分もそのような姿だったはずなのに、当時彼女
は日々地味な家用ドレスしか着ていなかった。生活リズムも壊れ、自分も自己実現する
場がなくなり、劣等感を抱き始めたため、Septi さんは専業主婦という新たな立場を心の
底から本気で受け入れようと努力した。 
 Septi さんはまず自分の劣等感を解決するために、毎朝家の中でもオフィス用の服を着
て、靴を履いて家事をやり始めたと語っている。他の女性がオフィスに出かけるとき、
同じ時間に Septiさんの「専業主婦」の勤務時間がスタートした。夫がそれを見て、不思
議な顔で「どうしてお前がそんな格好しているの」106と質問を投げかけた。「専業主婦
になってほしいと言ったでしょう。いいから、私のやり方でやらせて。」と Septiさんの
答えを聞いた夫はその後、納得はしなかったものの二度と同じ事を尋ねなかった。 
                                                        
105 （www.ibuprofesional.comという IIP公式サイトが 2017年 1月現時点では開くことができなくなっ
た。その代わりに、フェイスブックの公式アカウントを参照）https://www.facebook.com/Institut-
Ibu-Profesional-125477014226638/ 
106  Septiさんが夫の同窓会に語った経験を録画されたビデオに基づいて記述する。 
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 格好を変えただけで、Septi さんの精神が変わり、専業主婦でも一つの職業であるから
プロとして努力しなければならないと彼女は決心した。自分の体験に基づき、Septi さん
は IIP のメンバー達に午前 7 から午後 7 時まで daster（ダステル）というインドネシア
（特にジャワとバリ島）風の家専用ドレスを着るのは禁止だと強調した107。Daster とい
うのは値段が比較的に安くて生地の薄い、シンプルなドレスであり、赤道の真下にある
暑いインドネシアには非常に涼しくて快適なインフォーマルの服である。料理や家事の
ようなよく汗をかく仕事にはぴったり、寝間着としても使われる。 家の中だけではな
く、隣人のテラスで「井戸端会議」や立ち話をしている専業主婦にはよく見かけられる
ドレスである。ダステルは言わば、これまでの専業主婦の作業服であり、「暇」という
印象をもたらすドレスだと思われる。また、都市部（特に中間層住宅）では、昼間にテ
ラスや庭掃除をしているダステルを着ている女性が家政婦だと勘違いされることも多
い。この理由で専業主婦が軽視されないように、まず勤務時間にダステルを着るべきで
はないと Septiさんは考えている。 
              
写真 7-2  Daster （ダセテル）のイメージ（写真はインフォーマントの提供） 
 
  “Ibu Profesional” （プロ母親）という名前のアイデアは 2008 年から家族で考え始めた
が、その表現自体は Septi さんの夫のアイデアであった。議論された結果、”Institut Ibu 
Profesional” （プロフェッショナル母親学院）という活動が思い浮かんだ。”Institut” （学
院）は高校レベルから一つ上の教育機関であり、インドネシア語では「高学歴」という
雰囲気が出せると考えられるであろう。2008-2011 年の間、Septi さんはこの活動を家族
以外の人と議論し始めたが、多くの人々に不思議に思われ、疑問を抱かれた。 
 2011 年から、Septi さんの家へ家庭相談にきた人たちの中で、勉強会のような活動を始
めた。プロの医者、プロの銀行員等のために特別な学校は存在しているが、なぜ大事な
次世代を育成する母親のための学校がないのかを Septi さんが不思議に思い、2011 年 12
月 22日（インドネシアの母の日）に IIPをプロ母親の勉強会として設立した。 Septi家族
                                                        
107  上記の Republika新聞に記載されている記事を参照。 
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が住んでいる中部ジャワのサラティガ市で一週間一回、プロ母親の勉強会が行われた。
その後、カリキュラムも設定され、規模を大きくした。サラティガ市自体はインドネシ
アでは小さい町であり、隣の町であるジョグジャカルタ市とスマラン市と比べたら大学
の数が少ない。しかし、インターネットの普及で、Septi さん夫婦が考えた IIP のコミュ
ニティグループは大都市、海を渡って、ジャワ島以外や海外に住んでいるインドネシア
人までメンバーとして参加できる 。 
 2012年 3月に IIPはオフラインのミーティングだけではなく、インターネットコミュニ
ティとしてオンライン上でも勉強会を広めた。その年、IIP の公式サイトは 2012 年度の
ISBA （Internet Sehat Blog & Content Award―健康的なインターネットブログ＆コンテント
賞）を受賞した。また、2013 年に IIP はコミュニケーション及びインフォメーション大
臣から「次世代のカルティニ賞」を受賞した。同じ年に子どもの保護及び女性エンパワ
ーメント大臣から「ビッグ 15 インドネシア女性コミュニティ」賞を与えられた。オフラ
インやオンラインの勉強会・講演会だけではなく、IIPも家族キャンプを行い、2015年の
末に 9085 人のメンバーが登録されている。さらに、数々の賞だけではなく、IIP もイン
ドネシアの文部科学省の家庭科の委員として選ばれた。 
 
2.3 IIPのプロフィールとそのカリキュラム 
 インドネシアでは、専業主婦の「専業」という表現自体が存在しておらず、結婚して
いる女性は皆、「主婦」と呼ばれている。定職に就いていない専業主婦でも、職業は
「主婦」としか記載されない。インドネシアだけではなく、専業主婦の「専業」という
言葉はアメリカやイスラエルにもそもそも存在しておらず、日本の独特な表現である
108。当然、Septi 夫婦が考えた“Ibu Profesional”「プロ母親」という表現は今でも不思議に
聞こえる。Ibu Profesional（プロ母親）という表現は実際にどのような意味であり、何を
求めるのか、また彼らが設立した「プロ母親学院」はどのようなことかをまとめてみ
る。 
 IIP の公式サイトでは、「プロ母親」を定義するのには、まずインドネシア語辞典に記
載されている単語ごとの文字通りの意味から説明される。「母」は①子どもを出産した
女性、②結婚している女性、③結婚・未婚女性に対して尊敬する呼び名、④根本の部分
（大きい、出身、等）：例えば、日本語の「親指」はインドネシア語では “Ibu Jari”「母
指」と呼ばれる、⑤主なこと、最も大事なこと、例えば：日本語の「首都」はインドネ
シア語では、”Ibu Kota” （町の母）。一方、プロフェッショナルは：①専門職と関連して
                                                        
108  詳しくは Matthews: 1987、Gidoni: 2012、Vogel: 2013を参照。 
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いる、②それを行うのには特別な知恵と必要とするという意味である。つまり、「プロ
母親」は子どもの主な教育者という専門職に誇りを持っている女性と言う意味だとい
う。また、その専門職を補うために様々な知恵を得て、真剣に家庭を守り、良い質の子
どもを育てることであると記述されている。 
 IIP のコミュニティ自体は女性が母として、妻として、より良い役割を担うために勉強
する集団である。19 世紀からインドネシアの女性解放シンボルになっているカルティニ
の覚え書き109のように、IIP では、女性が “agent of change”（変化の代行者）であり、人
生初の教師だと言われている。また、プロ母親になるまでのステップは様々な手順が導
かれ、その内容は「新・家族主義」、「近代的母親規範」のリサイクルだと言える。し
かし、IIP のバージョンのカリキュラムではその近代的な母親規範からさらに宗教性の重
要性が強調されると見られる。 
 IIP では、メンバーがプロ母親になるまで 4 つの母親像ステップに合格できるように期
待される。そのステップは次の仕組みで記述される。 
 
 
 
 
プロフェッショナル母親のステップ：慈し
む母 → テキパキした母 → 生産的な母 → 
敬虔な母 
 
①慈しむ母 
 明確なコミュニケ
ーション 
 自立的な子ども 
 奏功な子ども 
 勉強好きの子ども 
 
 
 
②テキパキした
母 
 時間の管理 
 家計 
 整頓された家 
 安全運転 
 ホームチーム 
 明るいキッチ
ン 
 ディジタル記
録 
 英語コミュニ
ティ 
④敬虔な母 
 母親達のリーダー
シップ 
 研修師を育てる 
 演説の能力  (Public 
Speaking) 
 プロフェッショナ
ルグルーミング
(Professional 
Grooming) 
 シェアコミュニテ
ィ (Sharing 
Community) 
③生産的な母 
 英 傑  (Master 
Mind)  
 生産的な家 
 起業のネット
ワーク 
 起業の代替 
図表 7-1 IIPによるプロフェッショナル母親になるステップ 
 
                                                        
109 「女性に教育を与えよう」というカルティニの覚え書きを参照 
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 上記のステップに成功できるかどうか、一人ずつ個人批評が行われ、エッセイ等で他
人もわかるようにシェアーされている。メンバー達が語った経験は他の人の鼓舞（イン
スピレーション）になるという目的で、文集等が出版された。今まで発行された文集は
次の 4冊である。この出版物は全て IIPの成員メンバーにより書かれている。 
    
    ①          ②         ③         ④ 
画像 7-1 プロフェッショナル母親学院が出版したシリーズ 
注： 
①『ヘイ！私はプロフェッショナル母：文集』この文集には定職を辞めて専業主婦にな
る時の葛藤とその解決方法について語られる。 
②『慈しむ母：子育ての 12基礎手法』Septi夫婦の講義を受けて、育児や子どもの学力を
伸ばす 12手法を実践できた成員の語り。 
③『テキパキな母：家庭管理の 12 基礎手法』Septi 夫婦が教えた家事・家庭管理の 12 手
法を実践できた成員の語り。 
④『生産的な母：「リズキ」の迎えに励むノート』育児や家事の手法を獲得し今度は生
産領域においても活躍し、成功した成員の語り。 
 
 一番目の本『ヘイ！私はプロフェッショナル母：文集』では、IIP のメンバー達が体験
した専業主婦に対する背景及びそのジレンマについて語られる。ここに仕事を辞めて家
庭に入った女性たちの葛藤が取り上げられ、心の底から新たな尊い役割である専業主婦
を受け入れようという内容である。この文集では、著者がインタビューした対象者の語
りと似たような話が多く出てくる。詳しくは下記の節に議論する。この本の表紙は時計
が背景にたくさん描かれている。おそらくタイムマネージメントも母の仕事のうちに想
定されているのだと考えられる。また、女性の衣服は、エプロンの姿である。日本では
伝統的な母の表象としては割烹着が使われ、それに対する近代的母の象徴としてエプロ
ン姿の女性が使われる。IIP が考えているプロフェッショナル母親は近代的な母親の姿で
あるかどうかは疑問に思っている。  
 二冊目の本『慈しむ母：子育ての 12 基礎手法』では、子育てが主な議論であり、尊い
職業である専業主婦の基本手法が教えられる。ここで興味深いことは “Be Professional, 
Rezeki Will Follow”「プロになれ、”rezeki／リズキ”110 （恵み）はついてくる」、「子ど
                                                        
110  “rezeki” はイスラーム教の表現では、ただのお金や財産などのような物質的なものだけではなく、
健康、癒される心—精神的な安らぎ、知恵、宗教的な信仰、良い運を含め、幅広い意味である。 
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もや家族の面倒を心の底から真剣にやれば、私たちの励みが成果に実る」という Septiさ
んのスローガンが重視される。「 神様の預けものを真剣に守れば、物質的なことは気に
しないで下さい。神様が私たちに預けものを下さるのはその恵みとセットで預ける。私
たちの仕事は神様の預かりものを優先にしながら、その恵みを迎えること」というモラ
ルメッセージである。具体的に議論されている手法は：①生産的なコミュニケーショ
ン、②自立的な子どもへの指導、③子どもの精神的及び宗教的の知恵を伸ばせる、④子
どもの勉強スタイルを把握する、⑤読み書き好きな子どもを育てる、⑥私は数学が好
き！⑦全ての子どもはスターである、⑧幼いときからの財政の知恵、⑨幼いときからの
想像力を促す、⑩物語を通して、子どものキャラクターを築く、⑪幼いときからの正し
い性教育、⑫マルチメディア家族、テクノロジーを通して協同意識を築くことである。 
 子育て法が重視される第二番目の本と違い、第三冊目の本『テキパキした母：家庭管
理の 12 基礎手法』では、主に女性が巧みな家族のマネージャーになるための家庭管理手
法が説明される。それは：①Learn How to Learn （勉強法の勉強）、② Mind Mapping（思
考・発想法）、③（自分自身、家族、活動用の）時間管理、④ 10日間の献立における管
理、⑤5S（整理、整頓、清掃、清潔、躾）で五つ星ホテルのような家の管理、
⑥Emergency First（救急の対応）、⑦ 徒歩、乗り、運転の安全、⑧ホームチーム、⑨家
族と一緒に未来の夢を挑む、⑩演説、⑪身繕い（身だしなみ）、⑫子ども向けのテーブ
ルマナーである。 
 最後に第四番目の本『生産的な母親』は、『慈しむ母親』と『仕事の早い母親』の手
法から卒業した人たちのために作られたものである。プロ母親は自分の「専業主婦」で
あることを心の底から受け入れて、真剣に巧みな母親になるために様々な管理手法を勉
強して成功できてから、生産的な領域に参加するステップに入ってもいいと言われる。
家事・育児だけではなく、基礎的なプロ母親の手法を身につけることができなければ、
このステップで我慢するべきだという。 
 『生産的な母親』では、定職を辞めて家族の面倒を集中し、家庭を優先にしながら新
たに起業する女性たちの話である。彼女がやっているビジネスは主にオンラインショッ
プであり、その他にグルメ、保育園及び教育関係のビジネスも取り上げられる。基本的
に、そのビジネスアイデアは趣味から始まり、同じ趣味を持っている人たちがネットワ
ークを作り、新たな販売営業ができた。家庭や子育てを優先にしながら大好きなことも
しっかりやれる、さらに収入が得られるというのは彼女らのハピネスであり、成功だと
いう。 
 上記の 4 冊の出版物は IIP のプロ母親になるまでの 3 番目のステップしか表していな
い。「敬虔な母親」という最後のステップは個人的、子ども、家族、自分の家庭用の理
想的な母親像の立場だけではなく、コミュニティや周囲全体にプロ母親像を再複製
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(reduplication) の機能を持つ立場が求められる。現在、『敬虔な母親』の語りはまだ出版
物として発行されていない。 
 
 
3. 専業主婦のジレンマとアイデンティティの探求  
3.1 専業主婦が人生の成功シンボルとして見られない―専業主婦に対するマイナス
イメージ― 
 「はじめに」の節に説明したように、日本と違い、インドネシアでは専業主婦に対し
て、「暇な人間」という印象だけではなく、様々なスティグマがついており、軽視され
た歴史が長かった。専業主婦に対してどのようなスティグマがあるのかを IIPのメンバー
達が語った文集から見てみよう。例えば、次の IIP メンバーIR さんが以下のように語っ
ている。  
 
外遊びをしている子どもを待っている内に、ある家政婦との会話に触れ
た。「ワー、車を運転することができるのですね？ずっと前からできます
か。」「大学の時から運転できますよ。」と私は答えた。 
その家政婦はビックリして、「お、奥さんも大学に通ったことがあるんで
すか。大学に通ったことがないかと思った。オフィスに勤めていないか
ら。」 
それを聞いてとても驚いた！！！！「私はバリ島の IT 会社の営業マネージ
ャーになったことがあるし（当時まだこんなに大きくなかったけど）、秘
書、レポーター、教師、下宿の大家、なんてやったことある。などな
ど！！！」と言いたかったが、彼女の思いを変えることはできないだろう
から仕方がない。」（IRさん、IIP文集 2012: pp. 53-54) 
 
 上記の会話から、家政婦は IR さんが車の運転ができるということに驚いている。運
転ができるようになったのは最近なのか、以前から運転できたのかを訪ねたら、学部生
の時から車の運転ができたと言う事実に対して、さらに驚いたことが分かった。IRさん
は、 ほとんど毎日家にいるので、その家政婦にとって「車の運転」のように移動する必
要性がなく、特別だと思われている。さらに、毎日出勤するキャリアウーマン と違い、
IRさんは「決まったオフィス」が存在しておらず、フォーマルな就職先に採用される資
格がないと思われた。IRさんはきっとその資格がないから、家で専業主婦をしていると
勘違いされたと考えられる。なぜなら、通常大学まで通える人は高い教育費を払えるだ
けではなく、そもそも入学試験に合格するまでの学力がなければならないと考えられて
いるからである。インドネシア全体の割合では、大学までの進学率はわずか高校卒業生
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の 23%しか満たしていない111。デパートやコンビニで店員として仕事しているのは高校
を出たという採用条件が定められ、フルタイムであるため、日本のアルバイトのように
高校に通いながらやる仕事ではない。義務教育は中学校までなので、中学校以下しか出
ていない人たちの場合はあまりフォーマルな就職口がなく、家政婦になるしか選択肢が
ないという人たちもいる。この背景の下、せっかく大学まで卒業した人であれば、フォ
ーマルな就職先に勤めるのが一般的常識である。そうでなければ、採用される資格がな
いのではないかと思われがちである。つまり、IRさんのような大学を出て、営業マネー
ジャーを経験したとしても、専業主婦になったとたん、採用される資格がなく、無職と
同様に思われるのは悲しいことである。 
 また、IIP ジョグジャカルタ市を調査した時に、グループディスカッションにあまり
発言しなかった子ども 2 人を持つ Rosa さん（20 代）が、最後のミーティングにこっそ
り筆者の所に来て、次のことを言った。 
 
「お姉さん、仕事するってどんな感じですか。何か、私は仕事を経験したこ
とが全くないから羨ましいなあと思って 。仕事して、キャリアを持つ女性っ
て格好いい。あまり発言しなくて、ごめんね。豊富な経験をしている人たち
の前では恥ずかしいの。」（Rosaさん、20代）） 
 
「でも、子どもがいて仕事するのは大変よ。先のグループディスカッションに色々議
論して分かったでしょう」と彼女に別の視点を与えると、彼女はやはりいつか多くの
IIP メンバーのように一回でもキャリアを持つ体験をしたいと言っていた。Rosa さんと
の会話から、キャリアを持つ経験はやはりプラスの意味になり、自信に繫がることが分
かった。同じ専業主婦の立場であっても、Rosa さんのような働いたことがない女性は
「就職先がない、採用される資格がない人」という偏見は避けられず、さらに劣等感を
感じてしまう。 
 他に、一般的に専業主婦が人生の成功シンボルとして見られないため、専業主婦に誇
りを持つ女性はあまりいないという意見があることも下記の語りからわかる。 
 
妻や母親になることは女性全員の夢である。しかし、全ての女性が専業主
婦になる夢を持つとは限らない。専業主婦は尊い職業なのに、軽視され
る。お金を稼げない、人生の成功シンボルとしては見られないからであ
る。特に大学まで進学した女性たちにとって、ただの専業主婦になると、
大学の学歴がもったいないと思われる。（AHさん、IIP文集 2012: p.99) 
 
上記の AH さんの説明から、第 2 章に述べたように、インドネシアの社会では女性とい
う表現は単独の位置付けではなく、人妻及び母親の存在と結び付き、セットで語るべき
                                                        
111   2011-2012年度のインドネシアの文部科学省のデータによれば 23,3%である (Ministry of Education 
and Culture 2012)。 
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だということが明確である。つまり、全ての女性は結婚して、子どもを持つのは自然な
ことであり、全ての女性の夢だと言われる。しかし、人妻及び母親である女性が、将来
的に専業主婦になるのか、キャリアウーマン になるのかはまた別の議論であり、専業主
婦になりたい女性は珍しいと AH さんが主張している。理由は専業主婦がお金を稼ぐこ
とができず、人生の成功シンボルとして見られていないため、軽視されるからである。
この語りから、一般のインドネシア人の思う人生の成功は「進学して、教育を受けるこ
と」、また「お金を稼ぐこと」だということが分かった。お金を稼がなくても、十分な
生活を送れるのであれば、成功した人生とは見られないだろうかという疑問は出てくる
であろう。前述した IR さんの事例では、「決まったオフィスに勤める」ということは
また一つのプライドであり、人生の成功シンボルだということが明らかである。 
 なぜ、専業主婦の立場は長いインドネシアの歴史の中であまり尊敬されなかっただろ
うか。ジャワ人の教育に対する Permanadeli氏（2015: p.217）の研究によれば、人生の最
大の目的は社会に尊敬される人物である“Dadi Wong”（ダディ・ウォン）和訳すれば
「人になる」ことだ。と子どものときから教養されるという。”Dadi Wong”『人にな
る』とは責任を持つ大人であり、他人に頼まれる時に助けることができるということで
ある。Permanadeli氏の研究では、Dadi Wong になるために、「物理的に十分余裕をもつ
こと」と「権力のネットワークにおける地位」（status in power relation） という 2 つの
条件を持たなければならないと述べられる。Permanadeli氏が主張したのはジャワ族哲学
に限定されるが、国家権力がジャワ文化に強い影響を与えられるため、インドネシアの
多くの社会では非常に大きい影響をもたらしていることを否定できない。おそらく、専
業主婦の立場が軽視されるのはその Dadi Wongの一つか二つの条件に当てはまらないか
らである。専業主婦をしている高位の役人の妻であれば、「物理的に十分余裕をもつこ
と」と婦人会会長の活動に積極的に参加しており、「権力のネットワークにおける地
位」も両方の条件を手に入れるため、例外だと言える。一般専業主婦の場合、家族の遺
産や夫の稼ぎで十分な生活ができても権力のネットワークを持っていないため、立派な
「人」の資格としては不十分であり、完全に Dadi Wongとは呼ばれない。 東ジャワにあ
る筆者の実家では、あるビジネスで大成功している金持ちの家族が、物理的に十分な余
裕をもつにも関わらず、無理矢理結婚したばかりの娘を村長選挙に参加させることもこ
の権力ネットワークの位置を得るためだという事例がある。インドネシア社会では、
「ただの専業主婦」と呼ばれないように、女性は様々な社会活動に参加しなければなら
ないことが明らかとなった。 
 「専業主婦は尊い職業であり、立派だ」と主張している AHさんや IIPのメンバー達が
思っている人生の成功シンボルはやはり今までの一般人が考える成功とは違い、世代間
ギャップも起こりうる。例えば、Rinda さん（30 代）というインフォーマントの語りか
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ら明らかにできる。4 人の子どもを持つ彼女は退職する前は、8 年間ある大学の化学実験
助手をやっていた。専業主婦になったきっかけに対して、Rindaさんは下記のように話す。 
 
「2 人の子どもがいても毎日朝から夕方まで仕事して、子どもは自分より祖
父母や叔母の方が育ててくれた。・・・心の葛藤が生じて、神様からの贈
り物（＝子ども）はどうして自分自身の手で育てないのかと。・・・当時
まだ家とかなにも持っていなかったという理由もあったし、私は姑と一緒
に住んでいた。退職すると、大家族の恥になるから我慢した。なぜなら、 
基本的に姑の大家族は皆キャリアウーマン の家族だから。やっとマイホー
ムができて、退職を実現できるようになった。」（Rindaさん、30代） 
 
 Rinda さんは自分の子どもを祖父母や親戚に育てもらうのではなく、自分の手で育て
たいため、仕事を辞めようとしたが、様々な理由で我慢した。姑と一緒に住んでおり、
まだマイホームができていない夫婦は「成功のシンボル」や Dadi Wongの条件はまだ満
たしていないということがわかる。このような状況で退職したら、さらに「採用される
資格はない」と見なされる可能性も否定できず、キャリアウーマン 系である夫の大家族
に恥をかかせたくないため Rindaさんは我慢するしかなかった。 
 
3.2 虚無感—自己実現する場の喪失— (Betty Friedanの名前のない問題と似ている)  
 IIPの設立者、Septiさんが述べたように、忙しい日々を過ごした定職を持つ女性がいき
なり仕事を辞めて家庭に入ると、生活リズムが壊れ、心細さを感じる。以前の職場が楽
しくなければ、退職して家庭に入るのは解放だろうが、大好きなことをやれる仕事、ま
た職場がよい場所の一つだと思う人にとっては当然だろう。さらに、これまでのインド
ネシア社会に求められる女性の社会的役割の哲学を考えれば、専業主婦の劣等感が否定
できない。 IIP文集に記載される専業主婦を決心した女性たちの語りからは、仕事を辞め
たとたん自己実現の場を失うという気持ちが伝わってくる。 
 
「子どもが 18 ヶ月になったら、なぜか私は微妙な気持ちを抱き始めた。お
そらく、同期の友達が会社で良いポシションに昇ったからだと思う。彼女
も子どももいて、さらに 2人、だけど私よりキャリアがあって、成功してい
る。」 
… … 
「神よ、これは女性の運命か。母親になってから、家に引きこもってい
る。社交が変わってきた。脳みそが小さくなった気がする。10 本指でタイ
プを打つ力が消える。」（TMAMさん、IIP文集 2012: p.35) 
 
 工学部を卒業した TMAM さんは幼いときから様々な大会に参加して、賞状の収集者だ
と自分自身を名付けた。彼女の語りでは、自分の得意なことである 10 本指でタイプを打
つ力は専業主婦になってからは使えない。その能力が低下しており、頭も悪くなるとい
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う。また、子どもを産んでも仕事を辞めない同僚は昇進し、キャリアも生活も充実して
いるのを知ったことで、嫉妬した。自分はキャリアが必ずしも人生の成功シンボルとは
限らないと思いたい TMAM さんは、やはり今まで多くの一般人に根強い「女性の成功」
にとらわれていることが分かった。 
 さらに、TMAM さんは仕事場の人たちと今まで通りに交流することができず、自分の
社交範囲が狭く感じられるという。彼女が語った気持ちはおよそ「ネットワークが少な
い」、「頭が良くない」という今までの専業主婦のスティグマに当てはまることであ
る。TMAM さんが感じたのは自分が役に立たないという虚無感、専業主婦のジレンマで
ある。彼女はその虚無感を消すために、仕事に復帰して生産領域に参加しようとしてい
る。夫に TMAMさんは下記のように説得する。 
 
「ずっとこのままだと退屈になるよ。良い家政婦を探そう。仕事復帰させ
て下さい。子どもの未来の教育費のために貯金できるし、マイホームを持
つように、早く巡礼へ行けるように・・・」（TMAM さん、IIP 文集 2012: 
p.37) 
 
TMAM さんが説得した、子どもの教育費、マイホーム、及び巡礼のことは今までの
一般人が基準にした「物理的に十分余裕を持つ」ことである。共働きであれば、その基
準はいち早く手に入ると考えられる。しかし、「物理的」な満足度は IIP では、別の視
点で見なされ、子育てを優先することによって、物理的な面も手に入れるという考え方
がある。IIPに入ってから、彼女の心の葛藤が消えるという。 
 TMAM さんのケースと同様、著者がインタビューした Ana さんは次のように心の葛藤
を話す。 
 
「仕事の理由は経済的な理由であった。当時、夫婦 2 人はまだ何も持っ
ていなかった。しかし、せっかくキャリアが安定的に伸びていたが、自
閉症の子どもが小学校に入ってから、家政婦とのトラブルが頻繁に起こ
り、何回も変わった。エージェンシーから来てもらう家政婦も変わらず、
トラブルが終らなかった。結局、夫は子育てに集中するために仕事を辞
めてほしいと言った。辞職しようとしたら、会社からは長期有給休暇と
ってもいいから、辞めないでほしいと言われた。」(Anaさん、29歳) 
 
Ana さんは多国籍企業で 9 年間ほど、エンジニアとしてインフォメーションテクノロ
ジー（IT）関係の仕事をしていた。Anaさんは正式なメンバーではないが、1人のメンバ
ーの誘いで IIPのミーティングに参加した。子どもが自閉症であり、理想的な家政婦もな
かなか見つけられないので、仕事を辞めたという 。理想的な託児所がまだ整っていない
インドネシアでは、 家政婦の存在は若い夫婦にとって、大きい。普通の子どもの面倒で
さえ、家政婦とのトラブルが頻繁的にあるため、Ana さんが経験した家政婦のトラブル
は珍しいことではない。 
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 子どもの事情でAnaさんが辞職せざるを得なかったことは会社の人に惜しまれた。Ana
さんの会社は彼女が辞職しないように、一年間の有給育児休暇だけではなく、復職した
ら給料を上げると約束したが、彼女は経済的なことよりも子どもの方を優先にしたいた
めそのオファーを断った。インドネシアでは、労働法に記載されている有給の産休はど
こでも 3 ヶ月しか与えられず、出産の前 1 ヶ月半、出産後一ヶ月半が常識である。柔軟
な育児休暇に対応する法律は存在していない。日本と比べ女性をはじめ、労働者に対す
る権利は法的に守られていない。公務員であれば、無給休暇が最大 2 年間まで許される
が、民間企業は非常に厳しい。このような現状では、Ana さんの会社が 1 年間も有給休
暇とっても良いというなら、インドネシアでは、今まででもなかなかない企業だと言え
る。 
 退職後に、Ana さんがまず感じたのは、自分の手で子育てができることに対して大変
興奮したことだった。今まで家政婦に任せっきりだった子育てを、自分で一からやり直
し、子どもとの絆が強くなった。しかし、子どもが学校へ行ったら彼女は「自己実現す
る場の喪失」を抱き始めた。彼女は退職した大興奮と虚無感の表裏一体を次のように語
る。  
 
「仕事を辞めた後、すごく気分が変わった。以前は、子どもが学校行った
ら私も出勤した。じっくり子どもを見るのは寝ている時だけであった。神
様に感謝！だけど、仕事で忙しかった時期と違い、家にいるのは何をすれ
ばいいかいつもボーッとした。新たな活動をしなければいけないと思い、
ボランティア等に参加した。」（Anaさん、29歳） 
 
 前述の 2 人が感じたような心の葛藤を、他のインフォーマント Rinda さん（30 代）が
次のように説明する。 
 
「仕事を辞めることで私のジレンマを解決することはできなかったと私は
実感した。（子育てジレンマは）ただの退職だけでは済まない。3 番目の子
どもを産んでから、休暇を取って、その後退職することになったが、私は
新たな活動が恋しかった。運が良くて、家の近くに IIP が登場されたので、
入会した。これが今まで私が求めていたことだと分かった。」(Rinda さん、
30代) 
 
Ana さんと同様、Rinda さんも自分の子どもは自分の手で育てたいため、退職したとた
ん子どもとたっぷり過ごせる時間を持つことに対して大興奮した。しかし、退職するこ
とだけで、今までの子育てジレンマを完全に解決ことはできなかったと、どのインフォ
ーマントも主張する。「微妙な気持ち」、「ボーッとする」、「新たな活動が恋しい」
という虚無感が専業主婦の新たなジレンマになる。このジレンマは 1970 年代にアメリカ
のフェミニスト、Betty Friedan が主張した「名前のない問題」“the problem that has no 
name” である。 
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 専業主婦は当たり前のことをやることであり、毎日満員電車や渋滞と闘うサラリーマ
ン達と違い、難しい仕事もしていないのに、どうしてモヤモヤ感を抱いているのだろう
か。TMAMさんが言った社交の変化は一つの要因として考えられる。専業主婦のネット
ワークは必ずしも勤務している女性より少ないとは限らないが、自分の問題を自分で抱
えており、自由に相談する相手が存在しておらず、またその問題を忘れさせる定期的な
活動がなければ、いつまでも心の「罅—ひび」になるであろう。Betty Friedanが言った
「名前のない問題」は主婦の永遠の問題であろう。 
 IIP の成員になった Rinda さんは一旦心の葛藤が治ったが、自分が望ましかった理想的
な職業のオファーが来たら、また新たな葛藤を抱くと語る。4 番目の子どもができた時
に、Rindaさん家の近くに新しい大学の研究所ができて、化学実験助手を募集していた。
前の職場の情報で、新しい人を募集するよりも、経験のある Rinda さんを雇う方が一か
ら教える必要がないから来てもらえないかと Rinda さんにオファーがきた。Rinda さんの
その時の気分は次の話からわかる。 
 
「私はディンダさん等、多くの友達に相談した。だって、オファーが凄い
から！家から凄く近いし、イスラーム教大学だから職場—実験室はしっか
り男性と女性の領域が区別されている。あと、子ども手当は 4人の子どもま
で提供してくれる（普通の所は 2 人、公務員の場合 3 人まで）。第 13 回目
の給料も払ってくれるって。断る理由が見当たらない！」(Rinda さん、30
代) 
 
 Rinda さんが迷っているところ、夫は「君は仕事をしていたとき、もっと子どもと一
緒に過ごせる時間が欲しいから家庭に入りたかったんだろう。専業主婦になって、また
仕事したいって？仕事したら、また家庭に入りたいの？」という質問を次々と投げかけ
た。Rindaさんの夫が出した連続の質問は、「名前のない問題」を抱いている Rindaさん
にとって一つの助け舟である。彼女自身も自分のパッションが把握できないため、夫は
一々彼女の気持ちを確認した。結局夫は彼女に家にいてほしいという雰囲気になったの
で、前の仕事に復帰するのを辞めることにした。しかし、専業主婦という立場を選ぶと
したら、しっかり受け入れないと Rinda さんのように、自分の気持ちを確かめることが
できず、新たな葛藤が生じることは避けられない。 
 
3.3 育児ノイローゼ 
 育児ノイローゼは子育てを完璧にやりこなしたい真面目な親に起こりやすいストレス
である。特に子育てに夢中になりすぎる専業主婦は育児ノイローゼになる可能性が高
い。例えば、以前、‘バリバリ’仕事をしていた Ana さんが子育ての面でも全力で取り組
みたいという意識が次の語りから強く見られる。 
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「私はある日、夫に『ママさ、数学やサイエンスのことについてウマル君
（子どもの名）に聞かれたら、ばっちり答えられるけど、アラビア語はダ
メだね、』と言われた。それを刺激だと思って、アラビア語のレッスンに
通い始めた。子どもの質問をできるだけ多く答えられるように・・・ 
母親は人生の最初の『学校』ですから。次世代の主な教育者であるから。」
（Anaさん、 29 歳） 
 
 Ana さんはそもそも勉強ができる人であり、大学のセンター試験を受けたときもいく
つかの一流の大学の入学試験に同時に合格した。このような背景で、自分は完璧な母親
になりたい、子どもに最大の潜在能力を注ぎたいという気持ちは伝わった。「人生の最
初の学校」や「次世代の主な教育者」である母として、子どもの質問はできるだけ全て
答えられるという Ana さん夫婦の意識は非常に高く、熱心な親だとわかる。しかし、
Ana さんがよく子どもの点数や性格を他の子の点数や性格を思わず子どもの前で比較し
てしまうという弱点に対して反省していると語っている。 
 Ana さんより、自分の育児に対して不満を抱き続いていると語るインフォーマントが
存在している。そのインフォーマントは 8年間小学校の教師をやったことがある Iraさん
（40 代）、IIP 設立者の Septi さんの高校時代の同級生である。2 番目の子どもが生まれ
てから、8 年間も働き続けてきた教師を退職した。IIP ジョグジャカルタ市の講演会等に
積極的に取り組む人物である。育児の不安に対して、Iraさんは次の事例を取り上げる。 
 
「私は私を入れて 10 人きょうだいの 2 番目です。お母さんは教師、お父
さんは市場で仕事をしている。お母さんが家に帰ったら、お父さんは市場
へ行った。子どもが多かったから、私はお母さんの代わりに PKK（婦人
会）のミーティングに参加した。それを考えて、自分はお母さんが可哀想
に思った。だけど、そんな状況でもお母さんはちゃんと子育てに成功した
と思う。子ども達はみんな自立的な人間になり、私だって 5 年生の時に家
族分の料理もできたし、アイロン掛けだって家族全員分はやっておいた。
今自分の子どもを見て、何もできない。・・・自分の子どもはそのような
意識がまだないの。だから、たまに共働きって子どもの勉強にもいいと思
う。ただ、やっぱり親の存在感がないということは避けられない。あまり
一緒に出かけることができなかった。」（Iraさん、40代） 
 
Ira さんが心配したのは子どもの自立性である。自分自身の幼い時と比較したら、専業
主婦をしている彼女に育てられる子ども達の方が共働きに育てられた自分より自立性が
ないという。Ira さんは小さい時にさびしい生活を送っており、 親の存在感を失ったた
め自分の子どもには同じ辛い思いをさせたくない。Ira さんは、親の愛情が注がれた子ど
も達はなぜ親の手伝いに対して思いやりがないのだ、なぜ家事などができないのか、自
立的な人間になれなかったらどうしようという不安を感じる。「子どもに辛い思いをさ
せたくない」という Iraさんの育児方針はイコール「子どもを甘やかす」ことだろうか。
197 
成功している育児の基準とは何だろうか。これらは相対的なことであり、答えは一つだ
けではなく、育児ノイローゼから抜け出せないのだと言える。 
 理想的な子育てを追求したい Iraさんは育児に関する情報をソーシャルメディア等で、
熱心に手に入れる。例えば、日本の子育て事情がインドネシアでは評判が良く、Ira さん
は次のようにコメントする。 
 
「日本は良いシステムですね。理想的だと思うよ。仕事は未婚の時と子ど
もが大きくなってからの 40 年代以降の女性が一番ぴったりと思う。それ
はどうやってできるんですかね。」（Iraさん、40代） 
 
Iraさんが憧れたのは日本の女性労働力率、M字カーブである。彼女にとって、日本の
ように女性は子どもを産んでから子どもが自立できるまで、外で仕事しないほうが良い
と言っている。自分の幼い思いもあり、子どもの成長、勉強、宗教を見守るために母親
はいつでもスタンド・バイできることが理想的だと Iraさんは詳しく説明した。経済高度
成長の日本にしか相応しくない M字カーブは実際に労働力が不足をしている現在の日本
では続くことができず、女性も積極的に社会進出しないと経済が回らないという恐れが
あると言われる。Ira さんは日本の女性労働力率がなぜ M 字カーブになったかという社
会経済的背景については考えていない。 
 さらに、第 3 章に述べたように、良妻賢母や教育ママに対して、Ira さんはそれらが日
本を先進国にした最大の秘密だという記事を信じ込んでいることが分かった。 
 
「教育ママと良妻賢母について、私は博士号をとっている I さんのフェイス
ブックから知っていた。あと、グーグル検索で教育ママを調べた。あんな
プロのお母さん達がいて、次世代がちゃんと良く育てられたから、日本は
早く先進国になったのね。」（Iraさん、40代） 
 
筆者が、日本における三歳児神話の存在や、日本の政府が今まで専業主婦に有利な政
策を立ててきたから、女性が家事・育児に専念することになった説明した。また、バブ
ル崩壊後、専業主婦に有利な政策が続けられなくなり女性にも結局社会進出が求められ
ているという情報を伝えた。それでも、彼女は「日本の政策は良いですね。でも、専業
主婦をしている女性たちも自己実現する場を求めた方が完璧だと思う。」と羨ましく語
った。 
 次に、他のインフォーマント、教員をしていた Zainabさん（29 代）の仕事対育児不安
を見てみよう。彼女は結婚した後、夫の転勤で、2年間ぐらい離れ離れで暮らしてい
た。 最初、彼女は民間企業で働いている夫の新しい町に一緒に引っ越すのかどうかを迷
っていたが、 結局「大学院に進学」という理由で彼女は夫と一緒に引っ越した。大学院
に通いながら、子育てをじっくりできるようになった彼女はある子どもの一言で仕事へ
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の復職を辞めることにした。子どもは前の家に住んでいる人に対して「ママ、どうして
〇〇君のママはいつも家に居ないの？」と質問した。Zainabさんは「彼のママは仕事し
ているから」と答えたら、子どもが「どうしていつも夜までですか。僕はママが〇〇君
のママのように仕事しないでほしい。ずっと僕と家にいて、一緒に遊びたい」と言っ
た。その子どもの発言で、Zainabさんは「仕事に復帰しなければ、せっかく大学院まで
進学してきたのに、活躍できないのではないか」と迷いながらも、やはり子どもの気持
ちを大切にしたいから、仕事に戻らなかった。 
 Zainabさんの事例は千葉市の国際交流会で知り合った 70代女性の Nさんの話を思い
出させた。彼女は若い頃デザイナーをやっており、銀行員をしている夫が頻繁的に転勤
したため、自分のキャリアを継続させることができなかったという。Zainabさんは昭和
時代の Nさんのように、夫が「生産領域」に活躍し、妻は家庭を守るというジェンダー
規範を内面化している事例である。 
 
3.4 ダブルインカムからシングルインカムへ 
 多くの国では、女性が退職する際に一番考慮される要因は経済的な理由であろう。普
通退職する前に、生活基準に大きく影響をもたらすかどうかをまず検討するはずであ
る。 ダブルインカムからシングルインカムになるのはどのぐらい差があるのか、家政婦
や保育料、税金、社会保険、等を含めて計算すれば、どちらの選択が家族に一番メリッ
トをもたらすのかが大きな気掛かりである。例えば、高収入の共働き夫婦であれば、税
金が天引きされ、様々な家事・育児の外部サービス料を払ってもシングルインカムより
十分メリットがあるためそのまま共働きを継続するという家族も当然多く存在する。逆
に、普通の平均収入の共働きが天引きされ、様々な保育料と家事サービス料を払うこと
にしたらあまり差がなければ、貯金もできない夫婦の場合、妻が退職する方がメリット
であろう。日本の昭和の高度経済成長期では、一般のサラリーマンは妻が専業主婦の方
が経済的なメリットがあり、その選択が一般的になったと考えられる。 
 生活基盤には大きい問題はないが、シングルインカムだと今までの生活基準は保てな
いというケースも考えられる。このようなケースはインタビューした調査から明らかに
できる。上記の 5.4.1 節に述べた Rinda さんの事例では、「マイホーム」という社会基盤
の一つの条件が手に入ったら、シングルインカムになっても構わないという。AHさんの
場合、自分も退職しなければ、貯金だけではなく、一早くマイホームと巡礼ができるの
にそれらを辞めたのは IIPの設立者、Septiさんの一言であった（IIP文集 201235）。専業
主婦として、まだ 100パーセント心の底から受け入れることができなかったAHさんは、
Septi さんに将来の経済的な不安について相談すると「”rezeki” （恵み）は子どもを通じ
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て届くこともある」とアドバイス受けた。次に、Septi さんは AH さんに「ご主人は仕事
をして下さい、と言いましたか。」「生活費は足りないですか。」と聞いた。AHさんは
2 つの質問に対して両方とも「いいえ」と答えるので、「だったら、どうしてまだ心配
しているのですか。」と Septiさんは相談を締めくくった。  
 RindaさんとAHさんのケースから、IIPのメンバー達が生活基準さえ問題がなければ、
子育てを優先にするためにダブルインカムからシングルインカムになることに対して心
配する必要がないと判断していると考えられる。信仰深い人たちにとっては今までのよ
うに贅沢な暮らしを送ることはできないが、しっかり育児ができ、子どもと一緒に素晴
らしい思い出を作ることができれば何よりだと考えているということが分る。98 年のア
ジア危機で、Septi 夫婦は IIP のメンバー達が想像してもなかった「貧困」生活を経験
し、それを乗り越えることができたため、Septi 夫婦のアドバイスに対して、皆、反論で
きないのであろう。 
 ジョグジャカルタ市 IIPのミーティングに初めて参加したAnaさんも信仰への理解が同
じであるため、Septi さんのようなアドバイスには同意を示す。退職した後の経済的なジ
レンマに対して、Anaさんは自分の経験を次のように語る。 
 
「前仕事をしていたとき、子どもが欲しいものは全て提供した。値段なん
か見ないで、買ってあげた。他の人にとって、値段がありえないくらい高
く、そこまでしなくてもいいかもしれないが、私たちは子どもとあまり一
緒に過ごせなかったので、子どもに悪いなと罪悪感を感じました。今考え
たら、私はどれほどひどかったのか。 
・・・仕事をやめて、前のようにできない。例えば、子どもは凄くレゴが
好き。高いでしょう。でも前は一個百万ルピア（およそ 1 万円）以上のもの
を簡単に買ってあげた。今頼まれたら、子どもにゆっくり説明する・・・ 
落ち着いたら、（子どもに）無駄使いは悪魔の友達であり、神様は無駄
使いをしている人が好きじゃないとかを話しかける。」 （Ana さん、 29 
歳） 
 
上記の語りから、退職する勇気を持つ女性たちは、子どもに物理的なものを与えるよ
りも、時間や愛情を注いだほうが価値があると考えていることがわかる。 
 
3.5  世代間ギャップ 
 専業主婦に対するスティグマやジレンマに最も影響を及ぼした要因は、子育てと人生
の成功シンボルに対する世代間ギャップである。以前、親は子どもに高い教育費を投資
して、将来、マナーを身に付けて中流階級の常識に馴染む人になるということは当然の
ことであり、経済的に自立した人間になることは最も大きい目的であった。しかし、現
在その教育を受けてきた子ども達が持つ子育てに対する意識と規範、また人生の「成
200 
功」という解釈は以前の親達の世代と異なっている。IIP 文集の中では、退職して専業主
婦になる最大の不安は「親の教育費という投資を無駄にする」、「苦労した親に恩返し
できない」ということが上げられる。例えば、以下の AHさんの話である。 
 
「・・・特に大学まで進学した女性たちにとって、ただの専業主婦になる
と、学歴がもったいないと思われる。私もそう思った。4 人きょうだいの中
で進学できたのは私一人だけ。大きい会社でキャリアを持つことは夢であ
った。親に恩を返し、せっかく大学まで通わせてくれた彼らを幸せにした
い。夢にみた通り、首都ジャカルタの大きい国家銀行に勤められ
た。・・・別の町で仕事をしている男性と結婚して、夫の願いで退職し
た。理想的な家族ってどのような家族だろう・・・」（AH さん、IIP 2012: 
p.99) 
 
AHさんが仕事をした目的は高い教育費を払ってくれた親にその苦労を恩返しし、幸せ
にしたいというものだった。親の幸せはやはり子どもが社会的な地位を獲得し、経済的
な自立を手に入れる、まさに 5.4.1に述べた尊敬される ”Dadi Wong”（人になる）とのこ
とである。教育費は投資だと思われるので、その投資の元を取らないと損だと受け止め
られる。キャリアを持つ女性として期待する親の理想と自分が構築したい家族の理想が
AHさんを悩ませる。 
 他の事例では、退職を家族や親戚に反対されたが、夫が単身赴任であるため、仕方が
ないという AMY さんの語りを見てみよう。彼女は 11 年間財務省に公務員として勤め
て、退職した。夫の勤務先が別の島、また海外転勤もあり、家族揃って同居するのは短
かった。さらに、子どもの排他的な授乳のために 4 年間無給休暇をとった。その後、も
う職場に戻る気がなくなった。エリート国家公務員を退職するに当たって、AMY さんは
母親をはじめ、親や家族に反対された。「あなたは子どもが大きくなったら、無職にな
るよ。」と AMY さんの公務員好きな母親が説得した。しかし、AMY さんは子どもが大
きくなったら、今までの経験を活かして、また仕事を探すことができると信じている。
学歴に見合う仕事がなければ、NGO で働くか起業することも彼女は約束して、大家族を
説得した。ここで、AMYさんの親世代が考えたエリート国家公務員のような尊敬されて
安定した仕事は AMY さん自身が考えた理想的な「人生の成功」とは異なっていること
がわかる。退職することによって、未来が暗いとは限らないと AMY さんは自信を持っ
ている。 
 インタビューした Zainab さん（20 代）もせっかく大学院まで進学したのに、仕事に復
帰しないのはもったいないと親や家族に反対された。Dinda さん（30 代）も同様、専業
主婦は「親の投資を無駄にする」という両親との葛藤を下記のように語る。 
 
「特にお父さんは私の決定（専業主婦になること）を聞いて、凄くイラつ
いているような顔をした。『パパはもう（たくさんの学費を払って）あん
なに進学させたのに！（働かないともったいない）』と大反対した。でも、
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私は今まで全て親の言ったことを聞いてきたので、せめて結婚した後は夫
に従わせて下さいと説得した。結局、最近私は家でビジネスをはじめるこ
とができて、親もそれを見て、今まで受けた教育を無駄にしていないこと
をやっと納得してくれた。」(Dindaさん、30代) 
 
 Dindaさんの語りでは、両親の世代が期待した理想的な仕事はやはり定期的な収入を手
に入れる仕事だということが分かった。「教育は投資」という意識には Dinda さんも両
親の考えを理解している。親の投資を無駄にしないという目的で、専業主婦でありなが
ら、両親が考えていない自営業や起業も立派な職業だと Dinda さんは証明した。この方
法で、自分の理想と親の思いに折り合いを付けることができた。 
 職業だけではなく、子育てに対する意識や規範の変容が下記の語りからわかる。 
 
私は医者でもあり、公務員でもある仕事を辞めた理由は、幼い頃の思い出
である。祖母に育てられ、彼女は自分にとって「母」の立場であった。オ
ランダや日本の植民地時代を経験したことがあるお祖母さんは、ストーリ
ーを語るのは上手で、過去やその国々をイメージすることができた。歌、
お祈り、クーラン（イスラーム教の聖書）の読み方を教えてくれて、とて
も幸せな時であった。その幸せを実の子どもにも届けてほしい（IMG さ
ん、IIP 2012: pp．59-60) 
 
IMGさんの親世代では、祖父母が子育てに関わることは普通のことであり、悪いこと
とは思われない。しかし、IMGさんにとって、自分自身の面倒を主に見てくれた祖母の
仕事は母親がやるべきことだと思っている。多くの IIPメンバー達が信じていることと
同じく、「自分の子どもは自分の手で育てる」という IMGさんの子育て方針が以前の親
世代の規範と異なっていることが分かった。日本では、現在三世代で子育てしようとい
うキャンペーンがテレビ等で報道されているが、インドネシアの都市部に住んでいる中
流階級の人たちの規範とは逆だということが明確である。 
 
4．染み込んでいる「複役割幻想」から抜け出す母性・子育て規範の変容 
 インドネシアではそもそも、全く外で働かない「専業主婦」という概念がなかった。
共働きであれ、専業主婦であれ、皆「主婦」という同じ単語で呼ばれている。異なって
いることは身分証明書に書かれている所属のことである。共働きの女性は細かく仕事の
職種までが書くが、専業主婦の場合「主婦」と書いている。身分証明書以外の世界では
両方とも同じ「主婦」として取り扱われている。 
 インドネシアにおいて、社会での労働をしない「奥様」がポジティブな意味で捉えら
れるようになってきたのは、おそらく最近の話であると第 3 章のソーシャルメディア上
の主婦論争や第 6−7 章のインタビュー調査から分かった。今までポジティブな意味で捉
えてきた「複役割」の概念はただの「二重負担」と認識されるようになってきており、
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社会進出を諦める女性たちも少なくない。最近、インドネシアの都会では、専業主婦を
している女性たちはわざわざ “full time mom”（専業主婦）であることを強調しているが、
これは、自分はしっかり家で子育てをしているとアピールする目的である。これに対し
て、共働きの女性は「そうしたら、私たちは “part time mom”（パート主婦）だね」と皮
肉な冗談で言い返している。  
 前述したように、いくら社会が変化して、どのように良妻賢母的なイメージが変わっ
たとしても、その規範は多少社会に残っている。インドネシアの今までカルティニの日
や母の日に宣言されてきた男女平等思想や女性の「複役割」概念も同様である。2013 年
12月の母の日には、電子新聞で下記の戯画が現れた 。『輝いたインドネシアの母親達』
という記事の題名で、戯画では『こちらはインドネシアの母親達！彼女らはキャリアで
「運命」を忘れないように…』というセリフが書いてある112。未だに、「女性のそもそ
もの運命は主婦や母親である」という言い方が根強く残っている。しかし、インドネシ
アの男女平等思想が一世紀以上普及され続けていても、相変わらず男性のドメスティッ
クな役割や共働き間での平等な家事・育児分担等がこのような戯画で一切も語られてい
ない。 
 
画像 7-2『輝いたインドネシアの母親達』 
Harian Analisa 2013年 12月 21日より 
 インドネシアでは、近代的な良妻賢母の規範は 20世紀頭に普及したカルティニの女性
解放思想と同時に始まった。その後女性の社会進出が普通のこととなり、男女平等のシ
ンボルとして認められていた。しかし、女性の社会進出とともに、二重負担という心の
罅を感じている女性たちが少なくなかった。前述したウミ・カルスムの事例では、仕事
のために子どもをお手伝いさんや運転手に預けたことは彼女を複雑な気持ちにさせた。 
 Scholten (2000)は植民地時代の女性問題を研究し、19-20世紀にインドネシアに住んで
いるオランダ主婦達が現地のお手伝いさんを雇い、当時の貴族の見本になったというこ
                                                        
112 Maulana, S, 2013, “Gemerlap Ibu-Ibu Indonesia” Harian Analisa新聞 
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とを指摘した。オランダ主婦は「無知なお手伝いさん」に家事、育児、料理などを教え
ていた。当然当時の貴族の家族も多かれ少なかれ同じパターンを実行した。インドネシ
ア独立後、役人たちのようなプリヤイ（ジェントリ層）の家族にもこのような傾向が見
られた。 
興味深いことは今でも中上流社会がお手伝いさんを雇わないと成り立たない状態であ
るということである。変わったことは育児に対する意識が高まり、子育てをお手伝いさ
んに任せるのは「母性の規範」を破ることと同様だと思われるようになったことであ
る。女性は「二重負担」を「複役割」というポジティブな言い方にしてスーパー・マザ
ーになるのか、近代的な専業主婦になるのかという選択肢しか持っていない。 
 メイド社会から主婦化時代になることは近代化の特徴であり、日本もこの現象を経験
した。しかし、経済的な要因でインドネシアがなかなかメイド社会から卒業できないこ
とは事実である。残念なことに、お手伝いさんの賃金は昔から今まで地域最低賃金の規
定書に入っていない。これはむしろ植民地時代から教わった「人権違反の文化」であろ
う。 
 前述した 1910年代のウミ・カルスムの収入パターンをもう一度目にしてほしい。お手
伝いさんや馬車の運転手さんの月給では子どもを学校に通わせる状況ではないと言え
る。現在、運転手の月給が最低賃金の法令の通りに定められているが、お手伝いさんの
場合は一つのフォーマルな職業として認められていない。身分証明書にも当然記載する
ことができない。しかし、今でもお手伝いさんを雇いたい人たちが多くいることは事実
である。 
 経済成長とともに、高学歴の女性たちの子育てについての意識が高まり、お手伝いさ
んを雇うのは家事のみとなる傾向がある。また、子育てを理由として、女性は専業主婦
になるのが一番相応しいと考えられるのは、現在の日本での主婦願望の高まりの傾向と
同様と言える。「女性が自分で収入を得るつもりであれば、家からインターネットビジ
ネス等でもできるので、決まっている時間で働かなければならない正社員のような日々
を過ごす必要がない」、「女性の社会貢献は『外で働く』という形ではなくてもいい。
子育てやコミュニティ活動でも社会貢献の一つである。」と最近よく主張される。 
 第 IV部の「中間層における新・専業主婦の構築」の分析から、今まで長年多くの人々
に染み込んできた女性の複役割の概念から抜け出そうとしている、家庭に入った教育熱
心な専業主婦達の戦いが始まったことがわかった。夫が一人で家計を賄えるという要因
もあるが、この高学歴の女性たちは二度と来ない子どもの成長期を大事にするために、
辞職して今までの生活水準が多少下がっても構わないと思っている。 彼女らは女性の進
学が定職に結びついているという一般の常識から外れ、稼ぐならいくらでも方法が考え
られるという信念を持っている。このような人たちは「専業主婦」が自分の本業だと思
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い、軽蔑されてきた専業主婦像を見直し、コミュニティを作りながら理想的な“新・専業
主婦”像を構築している。彼女らは共働き社会のプレッシャーによる専業主婦としてのア
イデンティティ不安という罅から自身を解放しようとしている。また、副業だと思って
いたホームビジネスが思った以上に成功した主婦達も存在しており、自分が選んだ「子
育ての罅を治したかったら、勤務時間に縛られている定職から自身を解放しよう」とい
う意識が生まれ、こうした女性たちにおいては、本業である専業主婦の立場は社会に認
められる手段として考えられている。 
 
5．まとめ 
 共働き社会であるインドネシアでは、男性が専業主夫になるどころか、そもそも女性
が専業主婦になること自体は嘲笑されていた。このような社会の中では、キャリアを捨
て、子育てのために家庭に入るという選択肢を選んだ高学歴の女性たちは新たな専業主
婦コミュニティの運動で、社会のプレッシャーから自分なりの“解放”する方法を求める
ことが本章の議論から分かった。 
 Institut Ibu Profesional (IIP)あるいはプロフェッショナル母親学院は小さいコミュニティ
から始まり、オンラインメンバーが 8 千人も超えている現在では、研修や出版物の発行
など、様々な主婦教育の活動を行っている。IIP のメンバーたちは自分が専業主婦になっ
た瞬間に抱えていた劣等感やコンプレックスをお互いにシェアーし、エッセイなどで発
散し、出版物になるものも存在した。これはプロフェッショナルな母親になるために、
専業主婦という立場をメソメソせず、まず心から受け入れようという IIPカリキュラムに
基づく初ステップだと言われている。 
 共働きの頃の子育て不安から解放されるために専業主婦になった女性たちは、子ども
の成長が特に自分の力で確かめられるという癒しを手に入れることができた。しかし、
専業主婦になったからこそ、共働き社会において居場所が限られている専業主婦として
のアイデンティティ不安という新たなジレンマが生じた。例えば①専業主婦に対するマ
イナスのイメージやスティグマが根強く残っているため、専業主婦の存在が人生の成功
のシンボルとして見られない、② 忙しい日々がなくなったが、 時間の整理が上手くでき
ず、ボーッとしている。普段職場の友達と交流できるが、家庭に入って最初寂しく思
い、自己実現の場を喪失した気持ちが強い。70 年代に流行していた「名前のない問題」
という虚無感が未だに該当している、③自分は子育てに対する知識が足りない、なかな
か止まらない子育て不安や育児ノイローゼ、④ ダブルインカムである共働きからシング
ルインカムになったため、今までのライフスタイルが保てないことによる、生活基準の
低下、⑤ 子育て規範や子どもの未来の資本である教育や学歴に対する価値観が親世代と
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異なり、世代間ギャップが起きている。植民地時代から“進学と社会進出がセット”であ
るという常識からはずれた高学歴の専業主婦は IIPのような新・専業主婦コミュニティに
参加することによって、上記のジレンマに乗り越えようとしていることが明確である。 
 仕事をやめて、家庭に入ることになった IIPのメンバー達の生き方は、今後インドネシ
ア社会の専業主婦のイメージや育児規範にどんな影響を与えるのか、また日本の主婦化
現象がインドネシアではどのように読み替えられているのかを第 8 章において考察す
る。 
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第 8章 IIP-Institut Ibu Profesional （プロフェッショナル母親学
院）と 主婦化：日本の専業主婦を読み替える  
 
 
1. はじめに：母性とコミュニティプレッシャー 
日本の社会では、行政や民間企業の中でも取り組んでいる三世代暮らしのキャンペー
ン113が「少子高齢化」対策の一つとして最近テレビの CM などで放映され、子育ては母
一人に任せないでもっと他の人々に頼ってもよいという呼びかけがある。しかし、逆に
インドネシアの中流階級の一部ではこれまでのように、子育ては祖父母やお手伝いさん
に任せないで、両親（主に母親）自身がもっと育児に取り組むべきだという傾向が見ら
れる。 
仕事をやめて「自分の子どもは自分の手で育てたい」など、今まで以上にもっと子育
てに取り組みたい女性たちは、第 7章に述べた Institut Ibu Profesional (IIP) あるいはプロフ
ェッショナル母親学院のような専業主婦コミュニティを通して、様々な子育て不安（及
びアイデンティティ不安）という心の葛藤を解消しようとした。日本では、子育て支援
や社会福祉的な機能は行政や公共機関が担うことは多く考えられるが、インドネシアの
場合は、貧困層の人たち以外に、ほとんど行政の福祉的な支援がないと言える。このよ
うな社会的背景のもとで、IIP はコミュニティとして、どこまで専業主婦達のイメージを
変え、理想的な役割分担を目指すことができているのかをという問いが生じる。 
本章では、①IIP のメンバーたちがどのように新たな立場である専業主婦を受け入れ
て、理想的な専業主婦像及びプロフェッショナル母親像を構築するのかを議論し、②近
代的な家族規範に近い子育て方針を持っている IIPは日本に起きた専業主婦化の現象と比
較すると、どのような傾向が見られるのかを明らかにしたい。 
 
2. プロフェッショナル母親規範を築く 
2.1 専業主婦は専門的な職業と見なされる 
 IIP設立者、Septiさんが主張したように、軽視された専業主婦の立場を見直すためにま
ずは専業主婦が自分自身のイメージを変えるしかない。妻が専業主婦になると目指して
                                                        
113  例 え ば 、 砺波 市 の「 三 世 代 同居 推 進事 業」 子 育 て応 援 給付 金給 付 事 業 や
https://www.city.tonami.toyama.jp/service/1430400772.html や「三世代家族」http://www.shiawase-
yamagata.com/tv/ 
いくつかの住宅会社が現在「三世代住宅」というアイデアに取り組んでいる。例えば、
http://www.nomu.com/plus/kinkyo_fair/ 
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いる夫婦はどのように経済的なジレンマや専業主婦に対するスティグマを覚悟するの
か、IIPのメンバー達の語りを見てみよう。 
 
「夫は、理想的な家族の夢を語り、成功しているビジネスマンや社会に役
立てる素晴らしい子ども達を持ちたいと説得した。・・・子どもの教育に
は母親が鍵であり、母親は子どもの最初の学校であるって。なので、専業
主婦を真剣にやっておかなければならないと。（AHさん、IIP 2012: p.101) 
 
上記の AH さんが語ったことから子どもの成功が家族の成功シンボルであり、その理
想的な家族形態を構築するために、母親がしっかり育児することは必要条件だという。
女性が専業主婦にならなければ、ゼロ歳からの育児にしっかり関わるのは難しいと考え
られる。そのために、AH さん夫婦は夫が稼ぎ手、妻は家庭を守るという性別分業のパ
ターンを選ぶ。しかし、子どももまだできていないのに、仕事を辞めて、知らぬ町に引
っ越した AH さんにとっては、心細いことであった。そこでコミュニティやネットワー
クが必要と感じたAHさんが、夫の進めで IIPに参加するようになった。IIPでは、AHさ
んが自分の悩みを相談することができ、様々な話題を議論する場を見つけ、心の葛藤が
治ったという。IIPに参加することによって、専業主婦に対する劣等感が消え、自分に自
身が戻ってきたと次に語る。  
 
「IIPと出会ってから、心の葛藤が治り、自己自信が戻ってきた。IIPに通う
のは大学院に進学していることと同じと思い、うきうきしている。」（AH
さん、IIP 2012: p.105) 
 
設立者が狙った通り、IIP（Institut Ibu Profesional—プロフェッショナル母親学院）の 
“institut”（学院』は高等学校というイメージを持ち、プライドにも繫がると、AH さんの
語りから証明できた。IIP に通うのは進学だと考えるために、しっかりカリキュラムに沿
って勉強し、試験や次のグレードに上がるための合格ラインも定められたため、 受講生
にとっては本当の（人生）大学に通っている感覚になる。AHさんの高揚する気持ちは自
分の大学時代の頑張りを振り返ることができ、専業主婦の一つのエネルギーになってい
るであろう。 
 調査インタビューでは、AHさんのような意見は次のように述べられる。 
 
「周りの友達は大学院を出ても、結局、家で専業主婦。私も結局 IIP を知る
ようになって、ウェブサイトを調べて、Septi さんのプロフィールを見た。
私も（専業主婦に対して）開眼した。・・・今オンラインコミュニティも
多く、インターネットからでも色々勉強ができる。」（Zainab さん、29 歳） 
 
 Zainabさんが専業主婦になることをやっとの思いで決心したのは、周りにいる高学歴
の友達が専業主婦になっても問題がなく、自分も専業主婦になるのは恥ずかしいことで
はないと考えたからだと思われる。今までの社会的な流れであれば、大学院まで進学し
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て教育を受けた女性がキャリアを持つことは当然のことだと考えられたが、Zainabさん
の友達はその社会的な流れと逆の方向に向かっても良いということを知って、自分の判
断材料になっている。さらに、IIPの設立者 Septiさんのプロフィールを見て、今までの
専業主婦に対するスティグマを見破ることが証明されたため、自分も専業主婦の新たな
立場や位置づけが納得できた。この経験で、彼女は専業主婦になっても、人脈の少ない
孤独な人物にならないと心が動いた。 
 しかし、専業主婦を選んだ Zainabさんは、共働きや仕事への復職に対してどう思うか
というと、ワークライフバランスが取れるならいいという。彼女が定義したワークライ
フバランスは仕事を家庭のことを両方楽しむこと（エンジョイ）できる人物と示されて
いる。ここで、共働きか専業主婦になるのかは女性自身の気持ちが大切な判断材料にな
ることが明確に分かった。 
 
「今の女性は外でキャリアが上手く行っているから、凄くエンジョイして
いると思う。でも、家に帰ったら同じく家庭のことをエンジョイできるの
か。それはバランスだと思う」（Zainabさん、29歳） 
 
 専業主婦に対する今までの偏見では、最も指摘されるのは「用無し」と「経済的な自
立なし」と言えるであろう。このスティグマを解決するため、IIPが様々なプログラムを
行い、「暇な」主婦は「立派な時間管理ができる」人物に、「用無し」の主婦は地域に
しっかり「社会貢献」ができる人に変えることを提案する。また、経済的な自立を目指
すためには Bunda Produktif （生産的母親」という三番目のプロフェッショナルな母親の
レベルでは、無報酬の再生産領域だけではなく、子育てを優先にしながら賃労働である
生産領域にも関わることを目標としている。この段階で頑張っている一人は Dindaさん
で、一流国立大学の心理学部を卒業し、大家族に反対されたものの専業主婦の道を選ん
だジョグジャカルタ市 IIPの積極的な成員メンバーである。 
 Dindaさんは「用無し」の専業主婦のイメージを「生産力のある」人物として大家族
をはじめ、社会に証明した。彼女は自分が軽視された時期を思い出しながら、次のこと
を話す。 
 
「私にとって、子どもは第一。最近ファッションビジネスを始めたばか
り。”Bunda Produktif”（生産的母親」（著者：IIPの 3段目のステップ）に参
加している。（第三段目）をまだ卒業していないの。自分は色々活動でき
て、子どもと離れなくても、様々な潜在能力を開発し活かせることができ
ることが分かった」(Dindaさん、30代) 
 
Dinda さんはまず、理想的な専業主婦の在り方を築きながら、少しずつ自分自身を取
り戻すことができた。家にいることで、経済的な面において夫 1 人に頼ることではなく、
自分も新たなビジネスチャンスを掴み、そのチャンスを収入源として活かすことができ
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た。自分もできることがあると意識している Dinda さんは周りのニーズに注目し、分析
した。具体的に、イスラーム教の女性たちは服を選ぶのはヒジャーブを被っていない女
性と比較してチョイスが少なく、困難になっている。イスラーム圏とは言え、インドネ
シアではおしゃれで快適な服はたくさんあるが、顔しか見せては行けない宗教上の服は
限られている。逆に、宗教上問題ない服は山ほどあるが、快適でおしゃれなものはわず
かしかない。このような状況においてはイスラーム教の女性にとって宗教上に認められ
る快適でおしゃれな服とヒジャーブのセットは需要が高い。 
 それだけではなく、服飾店を開いたら、Dinda さんは周りのイスラーム教女性から女
性専用の美容室があれば助かるという要望を受け、そのニーズから新たなビジネスチャ
ンスも生まれる。彼女が開いたイスラーム教女性を対象にしたビジネスは、自分の潜在
力を証明することだけではなく、従業員として働く周りの人々をエンパワーすることが
できる。これは専業主婦が「再生産領域」にしか止まらず、「生産領域」に参加した以
上に起業者として社会貢献できる。Dinda さんが安定した仕事に付いてほしかった両親
は、彼女の努力に納得し、認めたことが下記のインタビューからわかる。 
 
「服飾店を開いたでしょう。後、イスラーム教女性も特別な美容室が必要
だから、美容院を始めた。服飾店と美容院を合体して新たなビジネスにな
っている。今の両親は自分を見て、社員や公務員にならなくても自分の生
きがいで頑張っているのを見てくれる。」(Dindaさん、30代) 
 
 Septi さんが考えた「慈しむ母、テキパキした母、生産的な母、敬虔な母」というプロ
フェッショナル母の 4 つステップでは、Dinda さんの事例から「生産的な母」という第 3
番目のレベルまで到達することができたことが明らかである。Dindaさんのような成員メ
ンバーは最後のプロフェッショナル母親のステップにまでいかなくても、周りをエンパ
ワーすることができ、自分が経験した成功によって他者にも可能性を与えることができ
ると期待される。これは IIPの理想的な仕組みであり、「資格なし、用無し、経済的に依
存」というスティグマをなくし、インドネシアの専業主婦のイメージを良くする目的を
到達している。特に、現在のインドネシアのムスリム中流階級層が増加し、Dindaさんが
開いた服飾店や美容院のようなビジネスを始め、ハラール食品、教育、投資、巡礼や旅
行代理店、ホテル等新たな起業のチャンスがあることは、インドネシアの経済雑誌
『SWA』の 2014年の分析と一致している。 
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ムスリム中流階級の 
爆発市場を 
祝す 
 
 
その人口が 1億 12千万人。 
市場価値は 112兆ルピア 
（約 112兆円）/月 
画像 8-1 Majalah SWA 18 XXX Agustus-September 2014 
http://swa.co.id/swa/magazine-edition/merayakan-ledakan-pasar-kelas-menengah-muslim-swa-edisi-182014 
 
2.2  常識から一つ上を目指す  
 インドネシアでは、以前、大きいデパートなどで、子どもをベビーシッターに任せっ
きりにする若い夫婦がよく町に見かけられた。これは、裕福な家庭を示す証拠だとし
て、自慢できる風景であり、悪い親とは思われなかった。むしろ、悪いと思っても、そ
の考えは表だって主張されなかった。しかし、最近、マスメディアやソーシャルメディ
アを含め、親業（parenting）や子育ての議論が熱く語られるようになった。家政婦、ナ
ニー、ベビーシッター、メイド、女中という様々な表現で呼ばれる家事労働者及び子守
り役の人権問題に対する意識が高まったとともに、子育てを家政婦に任せるのは良くな
い母親だということが指摘されるようになった。 
 頭が良くて勉強の出来る子、という今まで望んできた理想的な子どもの姿は現在さら
に「人間性があり宗教的にも敬虔である」という条件が付け加えられた。これはイスラ
ーム教のみではなく、どこの宗教でも敬虔な子どもが好まれる。特にイスラーム教やキ
リスト教の場合は、アル・アザール（Al-Azhar）やモンテッソーリのような評判のいい
学校が増加している。それによって、寄宿学校（boarding school）の人気が現在高まって
いる。この情報はスラバヤ市の Al-Khadijah教育法人の校長先生の 2014−2015年のインタ
ビューからでも明確にわかる。スラバヤ市では、Al-Khadijah は Al-Hikmah に並べて、有
名なイスラーム教・教育法人であり、現在、高い要望を応えるために寄宿学校の寮を拡
大しているという。校長によれば、ポルノサイトを含めて自由な情報が溢れるなか、忙
しい親は子どもを宗教系の寄宿学校に入れる方が安心だという相談をよく受けたとい
う。同様の意見はスラバヤ市の Bening Kasih というキリスト教・教育法人の園長からも
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聞いた。キリスト教の人たちは幼稚園から高校までキリスト教の教育法人を使う方が宗
教的な儀式や勉強を同時にできるので便利だと思われる。 
 宗教の意識は子どもの教育や親の働き方に大きい影響を与えることが下記の IIPメンバ
ーの語りから表せる。「子ども達を通して、天国に行こう」という友達の一言で、NVI
さんの心は動き、IIP のミーティングに参加した後、彼女は自分の働き方を変え、子育て
を優先するためにフリーで働くことを決心した。文集では、NVI さんは次のように話
す。 
 
私は 2人の家政婦を雇っている美容コンサルタントである。家事をする一人
の家政婦と子守りを担当する一人の家政婦がいるから、夫は私が外で働い
ても構わない。しかし、偶然友達の誘いによって、全ての人生が変わっ
た。友達は “mari raih surga melalui anak”「子ども達を通して、天国に行こ
う」とメッセージした。その誘いは IIP の勉強会であり、初めて参加した
Septi さんの講演会で、彼女は私が今まで家政婦達に任せ切った子どもの面
倒を思い出させて、思わず泣いた。そこから彼女は週 3回しか仕事を受けな
いようになり、夫がびっくりするほど、もっと真剣に家事・育児に取り組
むようになった。（NVIさん、IIP: 2012 p. 109） 
 
真剣に家事と育児をすることによって「天国に行く資本」が溜まるという NVIさんた
ちの信仰は「天国と地獄」の存在を信じていない無宗教の多くの人にとっては理解し難
いことであろう。しかし、宗教意識の強いインドネシアでは、「終わりの日・神様の裁
判の日」や「来世」を信じている人々にとっては宗教の儀式や知識が大事なことだと考
えられている。 
 宗教上の理由で、子育てを家政婦に任せないで自分の手でやること、それに育児を優
先するためにフリーや自営業になった IIPのメンバーは少なくない。また、ワークライフ
バランスのことに関しても、日本や多くの先進国の人々が考えた仕事対私生活のことば
かりではなく、プラスアルファ、「今の世界」と「来世」の世界のバランスも一つの配
慮として考えられる。インタビューした Fara さん（30 代）が社員を辞めてフリーの仕事
をやったきっかけは次のことだという。 
 
「ワークライフバランスのバランスはただのプロフェッショナルというだ
けではなく、キャリアと家庭だけではなく、神様のお使いとして義務を果
たせたのかも注目されるべき」（Faraさん、30代） 
 
 Fara さんが発言した「神様のお使い」という表現は一つのキーワードになり、現代ム
スリム中流階級のライフスタイルに影響を与えている。同じフリーで働いている Eni さ
ん（30 代）が子どもの学歴よりも実際の勉強能力を重視する方がいいと発言し、不登校
の子どもが Septiさんの子ども達のように家でホームスクーリングしている。勉強のでき
る子どもは卒業証書がなくても、将来的にも自活できると思われ、Fara さんのような勇
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気のある親はホームスクーリングをしても困らない。彼女の場合、専業主婦の決定だけ
ではなく、子どもを普通の学校に入れないでホームスクーリングすることも祖父母に反
対された。自分の子育てやホームスクーリングのきっかけに関して、彼女は次のように
語る。 
 
「私は 21 歳で結婚した。エジプトのカイロ市に留学し、大学の 4 年生で一
番目の子どもを産んだ。カイロ市では 1年間夫と 2人で子育てをした後、イ
ンドネシアに帰国した。子どもは祖父母を始め大家族の中で育てられ
た。・・・ 
子どもはジョグジャカルタ市にある『自然学校』で勉強していたので、
ジャカルタに引っ越ししたらそのような学校がなかなか見つけられなくて
子どもは不登校になった。まあ、自然学校があっても遠くて、高かったた
め、行けなかった。さらに、引っ越しが多いので、子どもが学校に馴染め
なくて、通うのは大変。子どもが学校へ行きたくないため、ホームスクー
リングをすることにした。そこで、同じホームスクーリングを経験した
Septiさんの話を聞いて IIPに参加した。」（Faraさん） 
 
 上記の Fara さんの語りから、不登校の子どもをホームスクーリングにするという珍し
い教育の方向だけではなく、彼女が 21 歳の若さで、学部生がまだ卒業していない時期に
結婚すること自体が高学歴の一般常識から外れている。高等教育まで進学して、良い就
職をして、結婚し家族を作るという今までのパターンは Fara さんには当てはまらない。
高学歴の Fara さんが卒業証書の存在にこだわっていないことももちろん常識の外である
が、大学院ではなく、大学に通いながら結婚生活を送る Fara さんは勇気のある人だと言
える。 
 インドネシア人の平均初婚年齢は国家の Badan Pusat Statistik（統計センタ部）の 2010
年のデータによれば、男性は 25.7歳、女性は 22.3歳である114。宗教的意識が強く、基本
的にどのような宗教（国家が認める大きい 6 つの宗教）においても、教えでは、結婚す
る前に性関係を持ってはいけないというモラルがあり、社会的常識である。大学生が下
宿、アパート等で一人暮らしとしても、異性を勝手に泊めるのは社会的ルール違反だと
見なされている。勿論、大都市ではこのような社会的コントロールは若干弱くなってい
るが、未だに結婚する前の性関係や「できちゃった結婚」は恥・罪として見られる。 
 当然学歴が上がれば上がるほど、婚期も遅くなるが、2000 年代から状況が変わってき
た。西洋の映画やインターネットのポルノサイトが溢れる時代には、婚姻外の性関係と
いう間違った道（罪）に行ってしまうよりも、若い時から結婚した方が信仰を守ること
ができるという考え方はブームになった。ある国立大学の心理学部を卒業した Faudhil 
Adhim 氏の ”Indahnya Pernikahan Dini” （早婚の美しさ）という本がブームになり、大学
のイスラーム教サークルでは非常に人気を博した。Faudhil Adhim 氏が書いた本はほとん
                                                        
114 Badan Pusat Statistik (BPS) (2010). 
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どイスラーム教や心理学に基づく結婚生活や子育てに関する議論である。彼が書いた本
や講義等では、自分の学部生時の若い結婚生活の経験でもある、「婚外の交際よりも若
い結婚の方が信仰を守ることができる」、「学部生でも結婚しても夢を追いかけられる」
というモラルメッセージが伝えられた。Faraさんもそれを実践した一人である。 
 今までの常識を変えるという意味で、子育てと交際・婚期だけではなく、IIP のメンバ
ー達は職業においても安定的な仕事に就くことにこだわりを持っていない。上記のDinda
さんの話にも述べられたが、教育費が資本だと思われ、卒業したら良い定職に就いて稼
ぐことは普通の常識だと考えられていた。しかし、そもそも中流階級の共働きの家族に
育てられた人においては、自分の望んでいる家族形態や子育ての方針が親世代と全く違
う傾向が見られる。例えば、幼い頃の思いについて、Dindaさんが次のように話す。 
 
「私は両親 2人が公務員で共働きです。私は公務員の子どもを経験して、本
当に嫌な思いをしました。・・・私は父親と母親の存在を見失った。一緒
に過ごす時間がなかった。・・・私は 4人きょうだい。だから、ずっと結婚
する前に私は絶対専業主婦になりたいと夢をもっていた。私が思っている
専業主婦は決まっている時間に外で仕事をするのではなく、仕事をするな
らば家でやれる仕事、自営業とか。私は母親の存在がいないなかで育てら
れた経験をしたからとても辛い。心理的に私は母親と（距離が）遠い。」
(Dindaさん、30代) 
 
 上記の Dindaさんの語りから、安定的な仕事をしている親は自分である子どもに寂し
い思いをさせて辛かったという嫌な思い出があったから、同じ辛い思いを子どもにさせ
たくないと結婚する前からずっと決心していたという。物理的な豊かさを手に入れて、
子どもに親の存在を感じてもらうことができないことよりも、自分は自営業のような柔
軟性のある仕事をしながらしっかり子育てする方を Dindaさんは望んでいる。心理学の
卒業生でもある Dindaさんは子どもの心理的な面を非常に重視していることが分かっ
た。 
 公務員は時間的に緩いという感覚はあるが、Dindaさんの親は忙しい部門に所属してい
たからだという。朝 7 時半から午後 4 時半まで仕事し、その他に様々な組識の活動やイ
ベントにも参加しなければならなかったので、Dindaさんは親と過ごす時間があまりなか
った。やはり、親との時間の無さが労働者階級の家庭に産まれた 10 人きょうだいの Ira
さんだけではなく、役所の仕事をしている公務員の家族に産まれた Dinda さんも同じで、
寂しい思いをさせられた。労働者階級も中流階級も親世代の子育ては、あまり子どもと
ゆっくり時間をかけて過ごす習慣がなかったことは今回のインタビューから分かった。
その 2 人の経験から、今の母親はもっと子どもと遊んで、多くの時間を過ごす傾向が見
られる。 
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 また、他のインタビューした IIP メンバーの人たちと同様、Dinda さんが選んだ道に対
する最大な理由は「子どもは神様の ”amanah”（指図）」であるからだという。彼女は下
記のように自分の子育て方針を語る。 
 
「私は絶対自分の子どもに同じ思いをさせたくない。お母さんは家に着い
たら、疲れていて、それでもまた様々な組織で活動しないといけなかった。
子どもとして愛されていない気がした。お母さんはあまり怒ってはいない
が、なんだかお母さんの存在を感じることができなかった。だから、将来
神様の指命（子ども）を絶対守ってあげると決心した。勿論、自分の時間
(me time)は必要だけど、自分の指命（子どもの育成）を忘れない」(Dindaさ
ん、30代) 
 
Dindaさんによると子どもに寂し思いをさせることは神様の指図を大事にしていないと
いう意味になる。彼女のセリフは第 3 と第 4 章に議論された託児所に預けられる子ども
に当てはまる。託児所の存在にあまり馴染んでいない人たちは、共働きに「神様の預か
りものをまた預けるのか」という指摘をしている。Dindaさんはまさに「神様の指図」と
いう別の表現で語った。「指図」という表現には重大な責任感が含まれる。つまり、神
様の指図である子どもの教養等は来世では神様の前にその責任を全う出来たかどうかが
問われる。高学歴の IIPのメンバー達が一般の常識よりもさらに一つ上を目指しているこ
とがこの考察から分かった。 
 
2.3 理想的な役割分担 
 では、ジョグジャカルタ市 IIPのメンバー達のような、子育てを優先するために定職に
こだわらない女性たちは日本の高度経済成長の主婦化現象によくある性別役割分担を目
指しているのだろうか。普段、稼ぎ手である夫は家事や育児に関わるのかをインタビュ
ーした。日本とは企業文化や社会状況と異なっているため、インドネシアの共働きをし
ていない家族でも明確な性別分業という傾向は実はあまり見られないと言える。例え
ば、研究員助手を辞めたRindaさんの場合は、子どもが 3人もいるため、夫が家事や育児
にとても協力的であると次のように語る。 
 
「私は、今家政婦がいないから、たまに夫の方が二重役割を担っている気
がする。夫は期待した以上に家事を手伝ってくれる。」（Rinda, 29歳） 
 
同じ意見は他の協力者、Iraさんも下記のように話している。 
 
「 夫婦が協力するべき。例えば、私の場合、ある日外で活動しなければい
けない時があって、家でやることがある。夫はそれを手伝ってくれ
る。・・・たまに、（自治会）に 200人分のある料理を頼まれた。夫も子ど
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もも手伝ってくれる。お互いに皆手伝い合えば皆バランスが取れるよ。男
女平等なんか要らない、それは複雑すぎる、私にとって。」（Isna, 30代） 
 
Ira さんにとって、男女平等思想はどうでもいい議論であり、お互いに手伝い合えばい
いと語っている。これは男性がドメスティックなことに関わることだけではなく、子ど
もも家事や家庭の手伝いに参加させることが大事であり、役割分担を明確に区別する必
要がないと考えていることがわかる。 
 上記の Rinda さんと Ira さんのような家事や育児に関わる夫の存在は、家父長制社会だ
と言われるインドネシア社会ではどう思われるのだろうか。男性は台所の仕事に手を出
してはいけない、台所は女性専用の領域である等の今までの多くのインドネシア（特に
ジャワ族）の伝統はもう時代遅れだと考えられる。“Keibuan”（母性」という表現はずっ
と前から頻繁に耳にしたが、なぜか “kebapakan”（父性）は不思議に聞こえ、馴染みのな
い表現であった。2000 年代からメディアが「母性」だけではなく、「父性」や育児に関
わる父親の存在も取り上げるようになった。インタビューの協力者、Eniさんは次のよう
に意見を述べる。  
 
「男性の育児はメディアにあまり取り上げられていないね・・・でも、今
インドネシアでも男性がもっと育児に取り組もうと言う動きは見られ
る。”Ayah Edi”（エディパパ）とか、・・・最近もっと育児や子どもの教育
に参加する父親のプロフィールが取り上げられる。」（Eniさん） 
 
 Eniさんが述べた“Ayah Edi” は “Indonesian Strong from Home” （強いインドネシア人は
家から）という子育ての本を出版し、育児に関するブログやゼミを管理し、男性ももっ
と子育てに関わって行こうと主張するインドネシアの「イクメン」代表である。今まで
の子育てと関わる男性の専門家は“Kak Seto”（セトお兄ちゃん）しか有名な人が存在して
おらず、それよりも子どもの人権問題の方が重視された。父親の役割がさらに真剣に議
論されるようになったのはごく最近の傾向だと言える。 
 母親の役割だけではなく、父親の役割も重視されることこそ IIPは魅力的なところだと
Eniさんが主張している。 
 
「だから、私は Septi さんのプログラムに興味を持つ。Septi さんは女性だけ
強調するのではなく、家族全員をチームとして重視する。」 
 
設立者が述べたように、家族は一つのチームであるため、家族の目標を果たすために
全員協力しなければならないという。IIP はプロフェッショナル母親が対象だとは言え、
家族全員にそれぞれの役割があり、みな活躍するべきだと期待されている。 
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 さらに、生産領域を担当している夫は家族のために稼ぐからと言って、別に家庭のこ
とに手を出す必要がないと思われたら大間違いであると Asma さんが発言している。彼
女は聖書コーランに書かれる父親の役割を次のように述べる。 
 
「 ・・・夫も仕事帰りで疲れていて、真夜中子どもが隠れん坊の遊びをや
りたいと言ったら相手にしてくれる。・・・聖典のルクマンチャプターで
は、男性は子どもの教育に責任を背負うべきだと教えられるから。」 
 
Asma さんの話から、神様の使いである夫が「稼ぐ」という義務だけではなく、子ども
の「教養」という義務もあるため、仕事で疲れても子どもの遊びの相手をしてあげると
いうことがわかる。つまり、Asma さんのような家族では、生産領域に頑張っている夫は
育児という再生産領域から解放されるという意味にはならない。 
 夫が育児にも関わってほしいという多くの IIPのメンバー達の声が、外で働いている男
性には不公平ではないかと考えられている。ここに述べられる「育児に関わる」という
ことは「育児を担当する」という文脈ではないと言われる。家事・育児の担当者は相変
わらず女性の役割だと多くの主張からまとめられる。上記に述べたように、インドネシ
アの女性は「男女平等」に騙されないでくださいという批判的な意見が多く見られる。
例えば、Eniさんが下記のように主張する。 
 
「男女平等思想は家族の存在を崩壊する。男女平等思想は女性も稼いで下
さいというプロパガンダの手段になっている。家庭の面倒を見る女性は下
に見られるとか、・・・私にとって、男女平等は、本当は男女平等じゃな
い・・・Septi さんが言ったように、家族はチームワークである。父は会社
の社長のように家族を管理させて下さい。母はマネージャーのように、
『運命』に戻らせて下さい」 
 
Eni さんが述べている「運命」は 19 世紀のカルティニの思想でもよく議論されてい
る。そもそも女性の運命は母親であり、育児や家庭を守る役割を担っているべきだとい
う。しかし、家族はチームワークという現代的な考え方はカルティニが生きていた男尊
女卑の時代と異なっており、その点は進歩的である。 Eniさんが言ったように、夫が社
長、妻はマネージャー、家庭を会社のように管理すれば、夫と妻の間上下関係を保つこ
とと同じではないかと指摘されるであろう。ここで、女性が男性の下に位置付けられ、
不平等だというイスラーム教の教えに関して、グループインタビューでは様々な意見が
述べられる。Eniさんは第 3章に議論された女性が「肋骨」であり、「背骨」ではないと
いうスローガンに非常にこだわっていることが分かった。彼女は性別分業に多少緩い IIP
メンバー達と違い、男女平等思想に非常に批判的な主張をし、明確な性別分業が理想的
なパターンだと思っている。 
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「イスラーム教では、男女が平等に作られている。女性があばら骨から作
られたのは平等な立場におかれるからだ。コーラン、女性チャプターの 34
条（Qs. An nisa: 34）では、男性は女性の保護者である、リーダー (leader) で
ある。・・・男女平等は西洋のプロパガンダである。・・・西洋に普及し
た男女平等はイスラーム教では存在していない。・・・」Eni 
 
 「男性と女性は同じではないが、平等である」、これはイスラーム教の基本的な男女
平等思想の教えである。また、フェミニストがよく指摘する、コーランの女性チャプタ
ーに記載される ar-rijaalu qowamuna ala nisa （男性は女性のリーダーである）という教え
に対して、アラビア語教師であった Eni さんは言語学的な視点から次のように説明す
る。 
 
「Qowwamは大体リーダーと訳されているが、アラビア語ではそもそもこの
言葉の意味は「権力」（power）ではなく、「責任」（responsibility）が含ま
れる意味である。なので、男女関係が上下関係だと訳されるのは相応しくな
い。」（Eniさん） 
 
男性の責任が重大であるというイスラーム教の教えに関して、今まで社会学が分析し
てきた「生産領域」対「再生産領域」や「賃労働」対「無償労働」という分極化は大き
い落とし穴だと考えられている。 
 Eniさんにとって、イスラーム教の教えでは男性が 3つの役割を担い、女性が 2つの役
割を担うべきである 。彼女は具体的に以下のように述べる。 
 
「男性の役割は経済的な稼ぎ手、ドメスティック、及び社会である。一方、
女性の役割はドメスティックと社会のみ、稼ぎ手の義務はないという。つ
まり、男性も女性も家庭や社会での役割も担わなければならないというこ
とである。稼ぎ頭は男性であるが、女性は決して仕事をしては行けないと
いう訳ではない。専業主婦であっても、女性は社会役割を持ち、自分の家
族が良い家族であり幸せな家族だということに止まらず、周りの人たちを
見て何か貢献できることを考えなければならない。」（Eniさん） 
 
Faraさんの説明によれば、男性は女性より一つの重大な責任を背負わなければならな
いため、男性の地位が女性より上に置かれている。しかし、これは 女性が男性の所有者
であり、不平等だという意味ではないという。彼女はさらにワークライフバランスの
「バランス」という表現を解釈する。彼女にとって、人がどうやって義務と権利を知っ
て、活躍できるのか、女性が妻としての役割、母親としての役割、社会の一員としての
役割、それらの役割を全て上手く担うことができるのはバランスだと主張する。 
 結局、インタビューした結果、性別分業は理想的なパターンであるかという質問に対
して、10 人中 9 人はどちらかと言うとやや賛成であり、「男性は仕事、女性は家庭」と
いう基本的な役割分担は理想的だと考えている。しかし、この性別役割分担は、日本の
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ような「夫が会社、妻は家庭を守る」という方向には当てはまらない。なぜかという
と、実際に稼ぎ手である夫も育児や家庭のことに多少関わってほしい、むしろ再生産領
域にも義務があると述べられるからである。逆に、お金を稼ぐ生産領域への参加が求め
られなくても、実は無償労働に止まらず、子育てを優先にしながら賃金労働として収入
を得る主婦達が多く存在している。また、男性も女性も両方普遍的な役割を担わなけれ
ばならず、コミュニティや社会貢献の義務も求められる。賃金労働である「生産領域」
VS 無償労働である「再生産領域」という性別分業の分極化はイスラーム教社会には相応
しくないと考えられる。 
 
3. 近代的主婦化と IIPの主婦化  
3.1 無償労働である専業主婦 
 本節では、インタビューデータを分析し、世界の家族史研究で論じられる「主婦化」
（Mies: 1986, 落合 & 赤枝: 2012）という概念を現在のインドネシア中間層に当てはめる
ことができるのだろうかという検討を試みる。 
 まず、世界の比較家族史研究における「主婦化」という概念を見てみよう。「主婦化 
(housewifization)」という概念を最も展開した人物はドイツ社会学者、マリア・ミースで
ある。1980 年代に書いた『国際分業と女性』では、「主婦化」というのは女性が実際に
専業主婦であるか否かにも関わらず、社会的に「主婦」と見なされる過程であり、夫で
ある稼ぎ手に養われる立場が前提であるとミースは定義した(Mies 1986:180)。ミースに
よれば、男性が稼ぎ手（生産する賃労働）、女性が消費者及び出産・育児・家事（再生
産の無償労働）という性別分業は資本主義世界システムを支えるための戦略だという。 
 主婦化の過程により、女性が賃金労働から除外される背景としては、Annis Stolerが次
のことを指摘している(via Mies 1986: p.96)。 
1．生理及び出産の理由で女性をフルタイムの労働者として採用するのはお金がかかる。 
2．女性には重労働をさせない、女性は重労働ができない。 
3．女性はパートやアルバイトの仕事により相応しい。 
 近代家族理論では、「主婦化」や「性別分業」は近代化やグローバル化の一つの結果
だと言われている。アメリカは 1970 年代、日本では 1980 年代、主婦化が注目され、ジ
ェンダーや近代家族理論が注目をされ始めた。1970 年代のアメリカや西ヨーロッパでは、
第 2 波フェミニズムの影響で女性の就職率が増加し、主婦の減少がはじまり、欧米の女
性たちの賃金労働に参加する意識は高まった。ミースが主張したように、その女性たち
は性別分業の概念を問い、近代家族モデルの脱構築がはじまった。理論面では「脱近代」
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（post modernism) や「第 2 の近代」と呼ばれる概念が展開された。社会では離婚率増加、
出生率低下、婚外子の増加等の「第 2の人口転換」が見られた （落合恵美子 2006：p. 3）。 
 落合恵美子によれば、日本の状況はアメリカや西ヨーロッパの社会と比較したらより
複雑だという。出生率低下、離婚の増加、晩婚化等という人口学的変化は上記の 2 つの
社会とあまり変わらないが、「脱近代的性別役割分業」への動きはなぜか停まっている。
M字型就労のパターンも今までの通りあまり崩れない (ibid: p.5)。 ここは日本と西洋の後
期近代における根本的な相違点である。ジェンダー規範の強い日本は男性稼得主義とい
う近代家族モデルから卒業できない。これがアジア型近代であろうかと落合は問いかけ
た。  
 アジア型の近代という落合の問いは、前述のミースが定義した主婦化と関連している。
同じ主婦化と言われても、様々な社会背景があり実際に異なることも多いであろう。欧
米や日本、また他のアジアの国では、福祉社会の進行具合という要因も存在しており、
女性像や近代化の形が当然異なっている。そのような理由で、ミースの主婦化の概念は
アジアに適用できるかどうかは検討の余地が残されている。次の節では、インドネシア
にミースが定義した主婦化の概念を当てはめることができるかどうかも分析してみる。 
 ミースが展開した主婦化の概念は実はアメリカやヨーロッパが経験した産業革命・産
業化の歴史に影響を受けている。落合が述べたように、ミースの主婦化は完全に異なる
社会背景をもつ国に使えるとは限らない。第 2 章に述べられた新時代における女性のド
メスティケーション（domestication）は「男性大黒柱」という概念が同時に浸透したわ
けではなく、実際は女性が社会に出ないと国の開発や社会に貢献できないという罪悪感
を持たせた。また、定職に就いていない専業主婦は所属を持っていないので、「ただの
主婦」という劣等感を感じる女性も未だに多く存在している。専業主婦に対する様々な
スティグマが根強く残っているため、現在 IIPのように専業主婦はプロフェッショナルな
専門職として取り扱われると読み返す動きが誕生したことがこのインタビューから分か
った 。 
 IIPメンバーの語りでは、Annis Stolerが述べた女性が賃金労働から除外される 3つの背
景に関して同意を示すことが明らかである。さらに、「母親は人生の最初の学校」、
「子どもは神様の指命」等という来世まで真剣に取り組む子育て規範の変容が女性を主
婦化する傾向が多少見られる。しかし、時代や社会も異なり、歴史的および文化的背景
も様々であるため、日本や多くの先進国が経験した近代化における女性の主婦化はイン
ドネシアでは起こりにくいであろう。日本の高度経済成長期には 10-11%の経済成長率115
や明確な産業化が存在したため、企業戦士であるサラリーマンを支えるために女性の主
                                                        
115  内閣府 SNAサイト「経済成長率の推移」http://feel-japan.net/?p=4229より。 
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婦化は有効であった。インドネシアでは、現在経済成長が 5-7%116に伸びているが、日本
のような産業革命が完全に起きておらず、会社のために全ての人生を尽くすという文化
は存在していない。長年共働き社会であるインドネシアは、IIP のような専業主婦のイメ
ージを良くする組識は、無償労働である再生産領域の役割や社会貢献を担うという面だ
けではなく、賃労働である生産領域で活躍することも期待される。無償労働だと言われ
た専業主婦のアイデンティティ探求に関して、次の節で分析してみよう。 
 
3.2「ただの主婦」“Just a Housewife” と「専業主婦」“Professional Housewife” 
Gidoni（2012) が調査した日本の中間層専業主婦 (professional housewife) とその傾向
（カリスマ主婦、おしゃれママ）、及び結婚に対するジェンダー契約は現在のインドネ
シアの中間層と多くの共通点を持っている。しかし、英語のように、そもそも日本語の
「専業主婦」の「専業」という単語はインドネシア語の「主婦」（housewife）という表
現には付いておらず、「専業主婦」の概念自体は存在したことがないと言える。 
 日本の主婦とインドネシアや他国の主婦との違いは何だろうか。まず、言葉の由来か
ら探ってみよう。”Housewife”は「主婦」や「専業主婦」と訳されている。Gidoni の研究
を含め、 専業主婦はただの housewifeではなく、論文等では ”professional housewife” だと
何人かの社会学者に訳された。例えば、Vogel（2013）では、”The Japanese Family in 
Transition: From the Professional Housewife Ideal to the Dilemmas of Choice” 「日本の家族の
変容：理想的な専業主婦から選択肢のジレンマへ」というタイトルがわざわざ専業主婦
を表すために “professional housewife”という表現を使った。「プロフェッショナル」とい
う単語を使わなければ、専業主婦の「専業」が表現出来ないということであろう。英語
版の家族社会学の論文では、なぜわざわざ ”professional” という単語を入れるべきなの
であろうか。”I am a professional housewife”とわざわざ「専業」を強調して自己紹介をす
る英語圏の人は存在していないが、日本語では「私は専業主婦をやっている」という自
己紹介は実際に珍しくない。 
 インドネシアの場合、主婦は “ibu rumah tangga”（文字通りの意味では「家庭の母」）
だと呼ばれ、「妻」という立場よりも「母」という立場を強調すると考えられる。当然
子どもがいるか否かは区別せずに「主婦」は「家庭の母」と名付けられる。IIP の紹介文
にも述べたように、インドネシアでは、実際に社会人になったら、結婚しなくても女性
は「お母さん」、男性は「お父さん」と尊敬される意味で呼ばれる。また、定職に就い
                                                        
116  Badan Pusat Statistik (BPS) (2017). 及び Sekretariat Kabinet Republik Indonesia (2018).  
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ているか否かも「家庭の母」そのまま同じ表現であり、当然「専業」という言葉は付加
されない。 
 インドネシア語の表現と異なり、言葉の由来から日本語の専業主婦の「専業」は特別
な規範や立場を含んでいると考えられる。このような印象は上記の IIPメンバーへのイン
タビュー調査でも分かった。特に教育熱心なインドネシア主婦の中では、日本の主婦が
まじめだという意見が多い。その主婦規範や立場に関して、どのように外国人に見られ
るのかを一つの論文から紹介しよう。 
 イスラエルの社会学者、Ofra Goldstein Gidoni が ”Housewives of Japan” 「日本の専業主
婦」(2012) においては、日本人の中間層の結婚は主婦とサラリーマンのジェンダー契約
実業団 (corporate gender contract between housewives and salarymen) だと述べる117。これは
バブル時代の暗黙了解的なジェンダー契約だと言え、男女の性別分業を固定化した。
Gidoniは大阪の千里に住んでいる「ハナコ族」118、1966−1970年生まれの専業主婦たちを
インタビューし、中間層の日本の主婦生活について調査した。専業主婦モデルは日本の
中間層の典型だと彼女は論じている。 
 Gidoni は日本人の主婦達の規範が高く、専業主婦の「専業」というプロフェッショナ
ル意識を実感できたようである。例えば、研究アシスタントでインタビュー対象者でも
あるマリコさんに対して、Gidoni は自分の子育てや主婦生活をマリコさんと比較しなが
ら次の感想を語る。 
 
“She does it all the way, so maybe I am a bad mother because I’m not doing it all the 
way”  （彼女は全てを完璧にやっている。おそらく私は悪い母親である、完
璧にやっていないから。」p.19 
 
また、Gideon によると、日本では社会的に専業主婦という立場は軽視されておらず、
尊敬される立場だと位置づけられる。 
 
The expression “Just a housewife”, which may be relevant to the United States (See 
Mathew, 1987) and to Israel when I was raised, is not relevant to the way the 
housewife is regarded in Japan.  
（「ただの主婦」という表現はアメリカ（Mathew, 1987を参照）と自分が
育てられたイスラエルには該当するのであろうが、日本の主婦には該当し
ない。）(ibid: p.227)  
 
                                                        
117 日本人の中流階級における結婚が固定化されたジェンダー契約だという議論はアメリカの人
類学者 Vogelの研究でも述べられる。 
118 「ハナコ族」は 1988年に出版し始めた「HANAKO」という女性雑誌の読者達を指す言葉であ
る。この女性達はほとんど両親と同居している未婚のオフィス・レディとして働いており、
経済的に潜在的な消費者である。 
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 Gideon によれば、「ただの主婦」という劣等感を日本の主婦達は経験していない。イ
ンドネシアでは、社会貢献として女性も家ばかりいないで、外で活躍しようという声は
独立戦争後にはより主張された。新時代に入り、「ステイト・イブイズム」というイデ
オロギーで女性が家庭化されたと言っても、実際には外で定職に就いている女性の方が
社会的な地位が高く見られる。「ただの主婦」という劣等感はインドネシアの IIP「プロ
母親学院」の設立者、Septi さんの語りや IIP のメンバー達へのインタビューした結果か
らよく理解できた。しかし、子育て規範の変容で、現在子どもを他人や施設に預けるよ
りも母親自分自身で育てた方がいいという意識が高まったとともに、逆に定職に就いて
いる小さい子どもをもつ女性の方が母性を問われる。これからの時代は前世代の男女平
等思想が流行っていた時代と逆で、専業主婦よりも共働きの女性の方がからかわれるの
だろうか。 
 無報酬労働（un-paid worker）である主婦は、様々な社会的背景があり専業主婦の位置
付けが異なっている。日本の高度経済成長では、再生産領域に入るしかなかった日本の
女性たちは「ただの主婦」と軽視されたのではなく、「専業主婦」という一種の特権階
級の取り扱いをされている。専業主婦は特別な階層119として取り扱われたのは様々な政
策に支えられ、軽視されるどころか、ポジティブな視点で見られた。さらに、共働き世
帯が 60−80 年代の高度経済成長120と逆転した今、日本の専業主婦の立場はさらに特別な
階層として見られるのであろうか。 
 
4. まとめ 
 インドネシアでは、経済成長や教育に対する意識の高まりと共に、これまでの子育て
のやり方では不十分で、「自分の子どもは自分の手で育てたい」という近代的な母親規
範が浸透した。女性たちが退職して家庭に入った理由は、生活基盤がやや安定的と言え
ることはもちろん、基本的に子育てをメイドや保育園に任せるのではなく、自分の子ど
もは自分の手で育てたほうがいいという考え方が強いと見られる。この意識には次のよ
うな背景がある。①夫の理解の有無、②子どもが不自由だから、③夫が単身赴任なので
仕方がない、④自分は家庭と仕事を両立できる人に向いていないから、⑤幼い頃のトラ
ウマ、⑥宗教上の理由から性別分業が正しいなどという点がインタビューの結果から分
かった。 
                                                        
119 専業主婦層の形成と変容は杉野勇＆米村千代（2000）を参照。 
120 60-80 年代の日本の専業主婦の割合は 65％であったが、現在は 35％しかとどまらず、共働き
世帯と専業主婦の割合は全く逆転になっている（2015年度『厚生労働白書』）。 
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 インドネシアの社会では、専業主婦である女性が今までマイナスなイメージで見られ
ていた。しかし、 教育熱心で専業主婦を目指している新・中間層の一部の人たちが徐々
に増加した。この女性たちはそもそも子育てに関する心の葛藤を解決するために、専業
主婦になることにしたが、必ずしも全てのジレンマが消えるとは限らない。このような
ジレンマを抱えている一部の女性たちが IIPを通して専業主婦の新たな意味を探求し、新
しいイメージを構築していると言える。IIP に入ったきっかけは①同じ悩みを持っている
人と話したい、コミュニティやネットワークを作りたい、②友達に誘われた、③IIP の設
立者の経験に感動し、見本にしたい、③子育てに興味を持ったから 、④他の勉強会と違
い、IIP は母親だけではなく、父親の役割も重視され、家族のメンバー全員がチームであ
る、⑤社会貢献、⑥暇つぶしである。 
 ここで IIPのメンバー達のほとんどの共通点は、お金を稼ぐことは必ずしも子どもを
置いて外で労働をするとは限らず、専業主婦であっても経済的な自由を得ることが可能
であると考えている点である。例えば、家で家庭教師をしたり、美容室を開いたり、オ
ンラインショップをしたりすることなどがそれにあたる。日本では、習い事や手芸が中
間層の主婦達の趣味としてのサイドジョブだと言われている。しかし、インドネシア社
会ではこれらは趣味以上に“仕事”として認められる。また、IIPの 3番目のプロフェッシ
ョナル母親のステップは生産的な母親であり、経済的な生産力も重視されたため完全に
性別分業の分極化は論じられない。ここで、インドネシアの一部の中間層における女性
の家庭化が見られるとは言え、日本や多くの先進国が経験した近代化と共に起きた女性
の主婦化という現象と同じではないことが分かった。最後に、これまで取りあげられた
共働き女性の罅やその治し方の事例がインドネシア社会変化との関連でどのように分析
できるのかは最終章にまとめる。 
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母性規範の変容と性別役割分業分析 
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終章 女性の「罅」と新たなジェンダー契約：母性規範の変容と
性別役割分業 
 
1.「罅」を記述 
 終章では、都市中間層の女性たちにとっての「罅」がどのようなものであり、なぜそ
のような「罅」を抱えるようになったのか、「罅」をどのように治すのかについて、各
章の知見をふまえつつまとめる。インドネシア都市中間層の母性・子育て規範の変容と、
女性たちが抱える「罅」を捉え、その罅を治すために女性たちがとった新しい行動や意
味づけをまとめ結論とする。子育てにおける困難やジレンマに対しては具体的な解決が
求められるが、「罅」（女性たちが抱える「もやもや感」）を治すためには、そうした
具体的な困難や解決に対する新しい意味づけが必要である。「罅」とは、まさにインド
ネシアにおける「名前のない問題」（Betty Friedan）であり、具体的、合理的解決にと
どまらず、社会的にその問題を共有していくことが根本的な問題の解消につながる。女
性たちが抱える困難は、よい保育園が見つかれば終わりでもなく、あるいは専業主婦に
なれば解決する問題ではない。「罅」に着目することで、その問題をインドネシア社会
の歴史的社会的文脈に位置づけることができ、将来に向けて解決の道筋を模索すること
につながる。 
共働きの女性にも専業主婦を選択した女性にも共通して見られた「罅」の治し方は、
子育てを「未来・来世への投資」という宗教意識と関連付けて自らの子育てを意味づけ
ること、女性本人あるいは預け先が子育ての専門性・専門知識を獲得することであっ
た。「罅」に着目することで、その意味を理解することが可能になるのである。 
以下、各章の知見を改めて確認しておこう。 
第 1章の論文全体の概要に続き、第 2章では、カルティニの男女平等思想を始点とし
て、旧体制における初代大統領スカルノによる『サリナー』、新体制における女性政策
を辿りながら、インドネシア都市中間層の母性規範の思想的、歴史的背景と変容をまと
めた。カルティニの男女平等思想は、女性に仕事と家庭の「複役割」を求めるものであ
り、以降インドネシアの男女平等思想は、女性にのみ「複役割」を求めるという特徴を
持つことになった。このことは、女性教育の向上と同時に、女性の母親役割を重視する
という母性規範を強調するものであった。スカルノ時代には「複役割」は二重負担と指
摘され克服が目指されたが、社会レベルでの実現には至らなかった。続く新体制では、
複役割規範を維持したまま女性が母親として家事育児を担うことが称揚された。この章
では、特に、旧体制におけるスカルノが主張した共働き女性の「罅」を考察した。社会
主義に少なからず興味を示していた初代大統領スカルノが言及した女性の罅は、主に母
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性や子育ての問題であり、様々な職業に就いている女性は限られている時間やエネルギ
ーの中で、子供に十分な愛情を注ぐことができず、理想的な子育てを行うことが困難な
状況であった。当時、家政婦を雇うことや家庭サービスを払うことができる中流階級の
女性と違って、労働階級の女性たちは身体的・精神的に疲れ果てており、国家が全ての
女性の二重負担に対して責任を持つべきだとスカルノは主張した。 
第 3章においては、ソーシャルメディアにおける主婦論争を対象として、ポスト改革
時代に表れた母性規範の変容を論じた。この論争の論点は、Working Mom vs Stay 
at Home Momと呼ばれることからわかるように、子育て中の母親が外で働くことの是
非である。この論争においては、共働きが当たり前であったインドネシア社会におい
て、子育てのために仕事を辞める専業主婦を積極的に評価する層が出現していることが
わかる。また、論争上では、日本の「良妻賢母」や「教育ママ」が、日本社会における
実際の評価や現実をふまえずに、模範的イメージとして紹介されていた。こうした日本
の専業主婦イメージは、高度経済成長期の物質的な豊かさではなく、献身的で教育熱心
な母親という精神性が称賛されており、子ども中心主義の傾向が強まっていることがう
かがえた。 
第Ⅲ部（第 4章、第 5章、第 6章）では、共働き女性における子育ての現実と規範に
ついて、近年インドネシア都市部に相次いで創設されている保育園と、家政婦（‘お手伝
いさん’）に関するインタビュー調査から探った。インドネシアのこれまでの子育ては大
家族や家政婦の存在によって支えられており、保育園のような福祉施設に子どもを預け
ることは否定的にとらえられていた。しかし、都市における核家族の増加により、大家
族に子育てを頼ることができなくなるという事情や、家政婦自体の減少および家政婦に
預けることの問題が指摘されるようになり、都市の共働き夫婦のなかには、質の高い保
育園に預ける方が安心であるという考えが広まった。ここに見られるのは、家政婦によ
る子育てから施設による子育てへという育児規範の変化であり、預け先の施設として乳
幼児教育の専門機関を求めるという傾向である。 
ここであわせて指摘しておくべきことは、子育てをめぐる階級性である。本論文は都
市中間層に照準した研究であるが、都市中間層の子育ては、依然、家政婦の存在を抜き
にして語ることはできない。家事を担う存在としての家政婦のニーズは依然高く、他方
で子育ては家政婦ではなく、専門的な教育機関に委ねようという志向性が観察される。
『サリナー』でスカルノが指摘した労働者階級の罅は、現代インドネシア社会において
依然として存在している。 
第 5章では、都市共働き層の子育てにおける葛藤をインタビューから記述した。都市
在住の高学歴で教育熱心な共働き層は、安心できる保育園がなかなか見つからない現状
のなかで、子ども預けて働き続けることにジレンマを感じている。この層にとっての
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「罅」は、自分の手で子育てをすべきだという意識と、自身のキャリアや子どもの将来
のために働き続けることの間に生じている。働き続ける理由は、親が自身に投資してく
れたことに対する「親への恩返し」であり、「子どもへの未来の投資」になるという意
味づけによって正当化される。「未来への投資」は、「来世」への投資という宗教意識
とも密接に関連している。このような意味づけが「罅」を治すこと、すなわち働き続け
ることの意味づけにつながっている。この層の「罅」を治すために求められる社会的支
援は、質の高い保育園を増設することである。 
第 6章では、共働き層における家政婦のニーズについて、保育園を志向する人と対比
することで論じている。インドネシア社会はメイド社会と言われることからもわかる通
り、ナニー、ベビーシッター、お手伝いさん等々、様々な呼称や役割を持つ家政婦が存
在してきた。現在の都市中間層においても、働いている間、家政婦に子育てを委ねる人
が存在する。家政婦の雇用においても望むタイプの人がすぐに現れるとは限らない。保
育園に預ける人が、安全や教育において不安に思うのと同様に、日中、子どもを家政婦
に預けることに伴う不安や不満は社会に数多く存在している。祖父母に子育てを頼るこ
ともインドネシア都市部になお見られることであるが、できるだけ自身で子育てしたい
という意識は強まっている。 
この章では、家政婦研修センターの存在も紹介し、そこでは子育ての知識や、宗教へ
の理解がある家政婦を養成することが目指されていることを指摘した。しかし、スキル
アップした人は家政婦にとどまらず、他の条件のよい仕事につくという問題もあり、安
心できる家政婦を十分な数、供給するという社会的ニーズに応えきれていない。子ども
中心主義の高まりは、保育園にせよ家政婦にせよ、子育てや宗教教育を安心して委ねら
れる専門性を求めることにつながっている。ここには、これまでの都市中間層の子育て
が、家政婦という賃金が安く保障もない労働者層の人的資源に頼ってきたという階層格
差が横たわっている。本論文は都市中間層の「罅」を取り上げたが、当然のことながら
他の階層にも「罅」は存在する。今後インドネシア社会に対象を拡大して研究を展開し
ていく際には、家政婦なしでは成り立たないインドネシア社会の社会構造上の問題に踏
み込んだ分析をしていく必要があるだろう。 
共働き層における「罅」は、働き続けることに意味を見出す一方で、子どもを安心し
て任せられる施設や人的資源がないことに見いだされる。そこで求められているのは、
自身たちが考える子育てにふさわしい乳幼児教育や宗教教育を担える人材や施設であ
る。 
続く第Ⅳ部（第 7章、第 8章）では、都市中間層における専業主婦を対象とし、これ
まで否定的イメージがつきまとっていた専業主婦をあえて選択した女性たちが抱えた
「罅」とその治し方を、プロフェッショナル母親学院の事例から考察した。第 7章で
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は、専業主婦を選択した女性たちは、共働き社会において蔑視されてきた専業主婦をプ
ロフェッショナルとして位置づけ、女性たちの専業主婦コミュニティでその意識を共有
することで自らのアイデンティティ不安を乗り越えようとしていたことを指摘した。 
第 8章では、教育だけでなく「人間性があり宗教的にも敬虔である」子どもを育てる
ことに新しい価値を見出している専業主婦を取り上げた。あるインフォーマントの「神
様のお使い」という表現がそのことを象徴している。主婦を職業とする新しい専業主婦
像の構築に際して、しばしば日本の「教育ママ」や「良妻賢母」のイメージが流用され
ていることも重ねて指摘できる。しかし「未来への投資」という意識に宗教意識を重ね
る点は、日本と対比した際の特徴であるといえよう。 
 インドネシアでは、カルティニの男女平等思想の普及とともに今日につながる母性規
範が形成された。女性教育の向上から出発した Emancipation（女性解放）は結果的にイ
ンドネシア女性の社会進出に繫がり、共働き社会は自明であった。教育を受けることと
社会進出が結びつくと同時に、よき母であることが重視されていた。しかしここには、
インドネシア社会が等閑視した、共働き世帯の女性を支えてきた影の存在を指摘してお
きたい。家政婦の存在である。家事を手伝う家政婦である女性は、実際に雇い主である
中間層のよりも複雑な家庭問題、経済問題をもつことが少なくない。 
 ここで取り上げた社会層においては、カルティニの男女平等思想が女性の社会進出を
可能にすると同時に、家事・育児のドメスティックな役割も担うべきという二重負担の
要因となっていた。特にスカルノ政権が崩壊した後、新体制のスハルト政権により、女
性の「二重負担」が女性の「複役割」という婉曲な表現に変えられたため、高学歴の女
性は、受けた教育に報いる社会的成功と子育ての両方を担うことが良しとされた。社会
変容が生じつつある現在でもなお、女性が家事育児を行うことが自明視されている。そ
のため、家事育児を担わないことは非難され、女性自身も罪悪感に苛まれる。 
 
2. 罅を治す：これからの子育て 
2.1 柔軟性のある職場環境とコミュニティレベルのサポート   
 専業主婦でも共働き主婦でも、両方の育児問題の解決には国家による社会福祉制度の
構築が欠かせないだろう。社会変化に応える持続可能性なプログラムを継続的に行うこ
とは専業主婦への一つのサポートとなる。一方、勤務時間に縛られるフォーマルなセク
ターで働いている女性たちに対する福祉を整える必要がある。  
 第７章では、専業主婦層において主婦ネットワークが非常に強いことが明らかになっ
た。そのなかに、経済的に裕福な女性が自宅を保育園として開放していた。このような
コミュニティの力は子育て支援において一つの手段として考えられる。しかし、コミュ
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ニティレベルだけでは限界があり、政策の面も充実しなければ、女性の二重負担は完全
に解決することができない。 
 
2.2. 宗教的・文化的背景に基づいた柔軟なジェンダー契約 
 母親たちの「罅」を解決するためには、基本的に公共政策のみでは不可能である。
「複役割」は、もっぱら女性にかかわることとしてのみ取り上げられてきたが、男性の
役割も明確にしていく必要があるだろう。これまでに主婦化の経験がなく、共働き社会
であったインドネシア社会は、柔軟なジェンダー契約を構築するには適した社会的環境
だと言える。しかし、「複役割の幻想」という二重負担の自覚が高まってきたことは進
歩的であるものの、女性は家庭にいるべきという保守的な宗教の解釈がインドネシア社
会を過去にひき戻すことにも繋がりうる。宗教による解釈では、罅の感じ方に個人差が
ある。共働きの罅を治すのには社会・文化・宗教に対する価値観を見直すことも重要で
ある。 
 
3. 終わりに 
 女性の「複役割」が自明であったインドネシアの社会において、それは「複役割の幻
想」であり「二重負担」であるという意識が浸透する過程で、共働き女性も専業主婦
も、どちらの選択肢を選んでも心の「罅」が生じることが本論文から明らかになった。
都市の共働きでは、大家族や家政婦に頼ることが困難になり、理想的な保育園が乏しい
ため、仕事と育児の両立が難しい状況にある。その一方、育児を優先にするために定職
の勤務時間に縛られたくないという理由から辞職して家庭に入った女性たちも、共働き
社会で軽蔑された専業主婦の立場にアイデンティティ不安を抱くという新たな罅が生じ
ている。都市中間層に限ってみても「罅」には共通する部分と異なる部分があり、本論
で指摘した家政婦の「罅」を含め、インドネシア社会全体に目を向ければ、女性のおか
れている社会的状況や抱えている「罅」には当然、多様性がある。多様なインドネシア
社会であるからこそ、それぞれの選択を尊重し、それぞれの社会状況に応じた支援でな
ければ根本的な解決にはつながらない。 
 「罅（ひび）」は「亀裂」「穴」といった危ういイメージだが、論文で対象とした女
性たちの姿からは理想を追い求めるがゆえにできた困難に対して、コミュニティやネッ
トワーク形成により支え合い、あるいは子どもへの投資という考え方をそれぞれに捉え
なおすことにより、「罅」を乗り越える様子が伺えた。現状に満足せず、より良い生活
を求めるからこそできる「罅」であるならば、それは「亀裂」「穴」のイメージを覆す
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だろう。そして、インドネシア社会の多様性と柔軟性が「複役割」がもたらす「罅」に
対して子育て支援・政策を充実させていく方向に働くならば、欧米や日本が経験した
「主婦化」とは異なる新しいモデルを提示することにつながるだろう。 
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